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凡
例 

一
、
本
論
第
一
部
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
は
拙
稿
「
『
小
町
集
』
に
お
け
る
「
あ
ま
」
の
歌
の
増
補
に
つ
い
て
」（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
五
、
二
〇
〇
四
年

六
月
）
に
大
幅
な
加
筆
修
正
を
行
い
、
二
論
文
に
分
割
し
た
も
の
、
第
一
部
第
三
章
は
同
「
『
小
町
集
』
に
お
け
る
「
山
里
」
―
屏
風
絵
の
「
山
里
の
女
」
と
の
関
わ

り
か
ら
―
」
（
『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
九
九
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）
、
第
二
部
第
一
章
は
同
「
『
住
吉
物
語
』
と
小
野
小
町
―
引
用
さ
れ
た
小
町
詠
の
は
た
す

機
能
を
中
心
に
―
」
（
『
中
古
文
学
』
八
三
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
序
論
お
よ
び
第
二
部
第
二
章
、
結
語
は
今
回
新
た
に
発
表

す
る
も
の
で
あ
る
。 

一
、
引
用
本
文
に
は
適
宜
句
読
点
な
ど
の
記
号
を
付
加
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
傍
線
を
附
し
た
。 

一
、
『
小
町
集
』
の
引
用
本
文
に
つ
い
て
は
以
下
の
も
の
に
拠
っ
た
。 

 

唐
草
装
飾
本
…
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 
第
二
〇
巻
『
平
安
私
家
集
』
七
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
の
影
印
を
私
に
翻
刻
し
た
。 

 

神
宮
文
庫
本
…
『
私
家
集
大
成
』
第
一
巻 
中
古Ⅰ

（
和
歌
史
研
究
会
、
一
九
七
三
年
） 

 

静
嘉
堂
文
庫
本
…
『
静
嘉
堂
文
庫
新
収
古
典
籍
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
雄
松
堂
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
の
影
印
を
私
に
翻
刻
し
た
。 

 

承
空
本
…
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

第
七
一
巻
『
承
空
本
私
家
集
』
下
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
影
印
を
私
に
翻
刻
し
た
。 

 

書
陵
部
乙
本
…
『
新
編 

国
歌
大
観
』
第
三
巻 

私
家
集
編Ⅰ

 

（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
） 

 

正
保
版
本
…
平
田
喜
信
、
新
藤
協
三
、
藤
田
洋
治
、
加
藤
幸
一
『
合
本
三
十
六
人
集
』
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
三
年
） 

一
、『
小
町
集
』
の
引
用
の
さ
い
に
は
、
引
用
し
た
伝
本
名
を
引
用
本
文
の
下
に
略
称
で
記
す
と
と
も
に
、
四
系
統
六
類
本
の
歌
番
号
を
添
え
た
。
な
お
、
伝
本
名
の

略
称
は
以
下
の
通
り
。
唐
草
装
飾
本
…
唐
草 

神
宮
文
庫
本
…
神
宮 
静
嘉
堂
文
庫
本
…
静
嘉 

承
空
本
…
承
空 

書
陵
部
乙
本
…
書
乙 

正
保
版
本
…
正
保 

一
、
『
住
吉
物
語
』
の
引
用
本
文
に
つ
い
て
は
以
下
の
も
の
に
拠
っ
た
。 

・
成
田
本
、
契
沖
本
系
、
筑
波
大
本
系
、
千
種
本
系
…
武
山
隆
昭
『
住
吉
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
（
一
九
九
七
年
、
勉
誠
社
） 

・
京
都
本
系
、
横
山
本
絵
巻
系
…
横
山
重
『
住
吉
物
語
集
』
（
大
岡
山
書
店
、
一
九
四
三
年
） 

・
徳
川
本
系
…
磯
部
貞
子
『
尾
州
徳
川
本
住
吉
物
語
と
そ
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
） 

・
鈴
鹿
本
系
…
田
村
憲
治
『
愛
媛
大
学
古
典
叢
刊
三
〇
』
（
愛
媛
大
学
古
典
叢
刊
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
） 

・
正
慶
本
系
…
武
山
隆
昭
校
注 

有
精
堂
校
注
叢
書
『
住
吉
物
語
』
（
有
精
堂
、
一
九
八
七
年
） 
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・
臼
田
本
系
…
臼
田
甚
五
郎
『
は
つ
し
ぐ
れ
』
（
古
典
文
庫
、
一
九
六
五
年
） 

・
多
和
本
系
…
友
久
武
文
「
多
和
文
庫
蔵
『
住
吉
物
語
』
―
翻
刻
と
解
説
―
」
（
広
島
文
教
女
子
大
学
国
文
学
会
『
国
語
学
国
文
学
論
攷
』
一
九
七
八
年
） 

・
住
吉
本
系
…
桑
原
博
史
『
中
世
物
語
研
究
―
住
吉
物
語
論
攷
』
（
二
玄
社
、
一
九
六
七
年
） 

・
晶
州
本
系
、
大
東
急
本
系
…
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
４
（
笠
間
書
院
） 

・
小
学
館
本
系
…
中
世
王
朝
物
語
全
集
十
一
（
笠
間
書
院
） 

・
白
峰
本
系
、
陽
明
本
系
…
高
橋
貞
一
『
住
吉
物
語
』
（
勉
誠
社
、
一
九
八
四
年
） 

・
真
銅
本
系
…
徳
田
和
夫
、
他
『
真
銅
本
「
住
吉
物
語
」
の
研
究
』
（
一
九
九
六
年
、
笠
間
書
院
） 

 

一
、
そ
の
ほ
か
、
本
論
に
お
い
て
用
い
た
引
用
本
文
は
以
下
の
と
お
り
。 

私
家
集
は
全
て
『
私
家
集
大
成
』
、
八
代
集
、
『
源
氏
物
語
』
『
伊
勢
物
語
』
『
更
級
日
記
』
『
袋
草
紙
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
歌
合
類
は
『
平
安
朝
歌
合
大

成
』
、
『
狭
衣
物
語
』
は
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
『
大
和
物
語
』
『
平
中
物
語
』
『
和
泉
式
部
日
記
』
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
『
無
名
抄
』
『
無
名
草
子
』
は
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
、
『
江
家
次
第
』
は
『
神
道
大
系
』
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
『
和
歌
初
学
抄
』
『
八
雲
御
抄
』
『
は
日
本
歌
学
大
系
に
よ
る
。
そ
の
ほ
か
の
引
用
本
文
は
以
下

の
通
り
。 

・
『
玉
台
新
詠
』
―
鈴
木
虎
雄 

岩
波
文
庫
『
玉
台
新
詠
集
』
上
～
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
～
一
九
五
六
年
） 

・
『
萬
葉
集
』
―
佐
竹
昭
宏
、
木
下
正
俊
、
小
島
憲
之
『
改
訂
版
萬
葉
集 

本
文
篇
』
（
塙
書
房
、
一
九
六
三
年
） 

・
『
前
十
五
番
歌
合
』
『
三
十
六
人
撰
』
―
樋
口
芳
麻
呂 

岩
波
文
庫
『
王
朝
秀
歌
撰
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
） 

・
『
新
撰
朗
詠
集
』
―
川
村
晃
生
、 

佐
藤
道
生
編
『
新
撰
朗
詠
集
校
本
と
総
索
引
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
四
年
） 

・
『
袖
中
抄
』
―
橋
本
不
美
男
、
後
藤
祥
子
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
八
五
年
） 

・
『
風
葉
和
歌
集
』
―
中
野
荘
次
・
藤
井
孝
『
校
本
風
葉
和
歌
集
』
（
友
山
文
庫
、
一
九
七
〇
年
） 

・
『
古
事
談
』
―
浅
見
和
彦
、
伊
東
玉
美
『
新
注 

古
事
談
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
） 

・
『
弘
安
十
年
古
今
集
注
』
―
片
桐
洋
一
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
二
巻
（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
三
年
） 

・
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
―
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究 

資
料
篇
』
（
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
） 
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序
論 

 
 

一
、
小
野
小
町
と
い
う
人
物 

 

平
安
期
の
歌
人
の
中
に
は
、
実
際
の
事
跡
を
ほ
と
ん
ど
辿
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
少
な
く
な
い
。
高
い
官
位
に
あ
っ
た
男
性
の
経
歴
は
『
公
卿
補
任
』
な
ど
に

記
さ
れ
る
が
、
さ
ほ
ど
身
分
が
高
く
な
い
人
物
、
こ
と
に
女
性
に
つ
い
て
は
記
録
が
残
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
歌
人
に
つ
い
て
は
詠
作
の
詞
書
や
内
容
、

当
時
の
資
料
に
見
ら
れ
る
記
述
か
ら
断
片
的
な
事
跡
を
拾
い
集
め
、
そ
の
全
容
を
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。
そ
し
て
古
く
か
ら
そ
の
よ
う
な
試
み
が
繰
り
返
さ
れ
な
が

ら
も
、
い
ま
だ
そ
の
実
像
に
肉
薄
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
歌
人
の
ひ
と
り
が
小
野
小
町
で
あ
る
。 

小
町
は
九
世
紀
の
女
性
歌
人
で
あ
り
、
『
古
今
集
』
仮
名
序
で
は
「
近
き
世
に
、
そ
の
名
聞
こ
え
た
る
」
六
人
の
歌
人
、
い
わ
ゆ
る
「
六
歌
仙
」
の
ひ
と
り
に
数

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
作
と
さ
れ
る
歌
は
『
古
今
集
』
に
十
八
首
、
『
後
撰
集
』
に
四
首
、
『
新
古
今
集
』
以
降
の
中
世
の
勅
撰
集
に
計
四
十
一
首
採
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
小
町
の
家
集
と
し
て
、
三
十
六
人
集
の
一
に
数
え
ら
れ
る
『
小
町
集
』
が
あ
る
。
し
か
し
小
町
の
出
自
、
生
没
年
、
宮
仕
え
の
有
無
や
職
掌
、
子
孫
な
ど
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
信
頼
で
き
る
記
事
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

出
自
に
つ
い
て
は
『
群
書
類
聚
』
所
載
の
『
小
野
氏
系
図
』
に
、
小
野
篁
―
出
羽
守
良
真
（
一
本
当
澄
、
又
常
澄
）
―
小
町
と
い
う
系
譜
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ

に
記
さ
れ
た
小
町
の
父
の
名
は
、
片
桐
洋
一
氏
（
注
一
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
中
世
歌
学
の
伝
承
以
前
に
は
遡
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
そ
の
職
掌
に
つ
い
て
は
従
来
采
女
説
（
注
二
）
、
上
﨟
女
房
説
（
注
三
）
、
仁
明
天
皇
更
衣
説
（
注
四
）
、
氏
女
説
（
後
述
）
、
命
婦
説
（
注
五
）
が
提
出
さ
れ

て
お
り
、
現
在
優
勢
な
の
は
更
衣
説
と
氏
女
説
で
あ
る
。
更
衣
説
の
根
拠
は
小
町
と
い
う
名
の
「
町
」
字
に
あ
る
。
『
古
今
集
』
に
は
小
町
の
他
、
そ
の
名
が
「
町
」

字
で
終
わ
る
女
性
が
二
人
見
え
る
。
紀
名
虎
の
娘
で
惟
高
親
王
の
母
で
あ
る
三
條
町
、
及
び
三
国
氏
出
身
で
仁
明
天
皇
更
衣
の
三
国
町
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
の
「
町
」

の
呼
名
の
出
所
は
、
「
常
寧
殿
を
一
名
后
町
と
稱
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
更
衣
達
が
こ
の
御
殿
の
内
に
局
を
賜
つ
て
居
た
」
（
注
六
）
事
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
事
か
ら
同
じ
く
「
町
」
字
を
そ
の
名
に
持
つ
小
町
も
更
衣
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
角
田
文
衛
氏
（
注
七
）
は
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
正
月

八
日
の
条
に
見
え
る
「
小
野
朝
臣
吉
子
並 

正
六
位
上
。
」
と
い
う
記
述
を
引
用
し
、
小
町
を
こ
の
小
野
吉
子
で
あ
る
と
す
る
。 

い
っ
ぽ
う
、
氏
女
と
は
、
『
類
従
三
代
格
』
所
収
の
大
同
元
年
十
月
十
三
日
付
の
太
政
官
符
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

 
 

諸
氏
々
別
貢
女
。
（
中
略
）
氏
之
長
者
擇
氏
中
端
正
女
。
貢
此
。
其
一
三
已
上
之
徒
。
心
神
易
易
。
進
退
未
定
。
宜
採
女
年
卅
已
上
卌
已
下
時
無
夫
者
。 

 
 

 

す
な
わ
ち
、
諸
氏
か
ら
貢
進
さ
れ
た
三
十
か
ら
四
十
歳
ま
で
の
女
性
で
、
容
貌
は
端
正
で
夫
が
な
い
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
氏
女
を
小
町
の
職
掌
と
捉
え
る
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研
究
者
と
し
て
代
表
的
な
の
は
山
口
博
氏
（
注
八
）
で
あ
る
。
山
口
氏
は
、『
古
今
集
』
仮
名
序
の
六
歌
仙
評
が
以
下
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。 

古
の
事
を
も
、
歌
を
も
知
れ
る
人
、
詠
む
人
多
か
ら
ず
。
今
、
こ
の
事
を
言
ふ
に
、
官
、
位
、
高
き
人
を
ば
、
容
易
き
様
な
れ
ば
、
入
れ
ず
。
そ
の
外
に
、
近

き
世
に
、
そ
の
名
聞
え
た
る
人
は
、
即
ち
、
僧
正
遍
昭
は
、
… 

こ
の
箇
所
は
「
官
、
位
、
高
き
人
」
の
他
に
、
「
近
き
世
に
、
そ
の
名
聞
え
た
る
人
」
が
六
歌
仙
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
実
際
、
六
歌
仙

の
う
ち
僧
正
遍
昭
と
喜
撰
法
師
は
出
家
の
身
で
あ
る
の
で
省
く
に
し
て
も
、
在
原
業
平
、
文
屋
康
秀
、
大
友
黒
主
の
身
分
は
さ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
い
（
注
九
）
。

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
山
口
氏
は
小
町
の
身
分
を
も
こ
れ
と
相
応
の
も
の
と
考
え
、
ま
た
小
町
の
名
を
、
更
衣
を
さ
す
も
の
で
は
な
く
本
名
と
す
る
。
そ
し
て
『
古

今
集
』
に
お
い
て
実
名
で
書
か
れ
て
い
る
「
久
曽
」
「
寵
」
「
乙
」
と
同
様
に
下
級
の
宮
人
で
あ
っ
た
と
し
、
し
か
し
「
久
曽
」
「
寵
」
「
乙
」
が
氏
姓
を
伴
わ
ぬ
の
に

小
町
だ
け
が
「
小
野
」
と
い
う
姓
を
伴
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
理
由
を
小
野
氏
の
氏
女
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。 

山
口
氏
は
氏
女
の
年
齢
や
夫
を
も
た
な
い
と
い
う
点
と
、
嘆
老
や
愛
の
拒
絶
と
い
っ
た
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
の
姿
勢
を
関
係
づ
け
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
だ
が
、
同
様
に
氏
女
説
を
唱
え
る
研
究
者
と
し
て
、
目
崎
徳
衛
氏
（
注
一
〇
）
、
横
田
幸
哉
氏
（
注
一
一
）
、
小
林
茂
美
氏
（
注
一
二
）
が

お
り
、
こ
と
に
小
林
氏
は
氏
女
を
女
房
の
前
段
階
に
位
置
す
る
存
在
と
し
た
う
え
で
、
小
町
を
「
後
宮
文
化
の
担
い
手
が
“
氏
女
か
ら
女
房
へ
”
と
推
移
す
る
平
安

初
頭
の
、
過
渡
期
か
つ
広
義
の
「
女
房
（←

氏
女
）
と
い
う
範
疇
」
で
捉
え
て
お
き
た
い
と
述
べ
る
。
こ
の
説
は
ま
だ
し
も
可
能
性
が
高
い
が
、
小
町
が
そ
の
よ
う

な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
資
料
が
な
い
以
上
、
安
易
に
従
い
が
た
い
。 

た
だ
し
『
古
今
集
』
に
よ
れ
ば
、
小
町
は
安
倍
清
行
、
小
野
貞
樹
、
文
屋
康
秀
と
以
下
の
よ
う
に
歌
の
贈
答
を
行
っ
て
い
る
。 

下
出
雲
寺
に
人
の
業
し
け
る
日
、
真
静
法
師
の
、
導
師
に
て
言
へ
り
け
る
言
葉
を
、
歌
に
よ
み
て
、
小
野
小
町
が
も
と
に
遣
は
せ
り
け
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安
倍
清
行
朝
臣 

 
 

つ
ゝ
め
ど
も
袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
は
人
を
見
ぬ
め
の
涙
な
り
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
古
今
集
』
恋
二
５５６
） 

返
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
町 

お
ろ
か
な
る
涙
ぞ
袖
に
玉
は
な
す
我
は
塞
き
あ
へ
ず
た
ぎ
つ
瀬
な
れ
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
同
、
恋
二
５５７
） 

 
 

今
は
と
て
わ
が
身
時
雨
に
ふ
り
ぬ
れ
ば
事
の
葉
さ
へ
に
移
ろ
ひ
に
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
同
、
恋
五
７８２
） 

 
 

 
 

 

返
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
野
貞
樹 

 
 

人
を
思
ふ
心
の
木
の
葉
に
あ
ら
ば
こ
そ
風
の
ま
に

く
散
り
も
み
だ
れ
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
同
、
恋
五
・
７８３
） 

 
 

 
 

文
屋
康
秀
が
、
三
河
掾
に
な
り
て
、
県
見
に
は
、
え
出
で
立
た
じ
や
と
、
言
ひ
遣
れ
り
け
る
返
事
に
、
よ
め
る 
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わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
根
を
た
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
去
な
む
と
ぞ
思 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
同
、
雑
下
・
９３８
） 

藤
原
仲
実
の
『
古
今
集
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
安
倍
清
行
は
承
和
三
（
八
三
ち
六
）
年
に
文
章
生
、
貞
観
二
（
八
六
〇
）
年
に
従
五
位
下
、
寛
平
七
（
八
九
五
）
年

に
従
四
位
上
に
叙
せ
ら
れ
、
昌
泰
三
（
九
〇
〇
）
年
に
七
十
六
歳
で
没
し
て
い
る
。
ま
た
小
野
貞
樹
は
嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年
に
東
宮
少
進
、
貞
観
二
（
八
六
〇
）

年
に
肥
後
守
。
文
屋
康
秀
は
貞
観
二
（
八
六
〇
）
年
に
刑
部
中
判
事
、
元
慶
三
（
八
七
九
）
年
に
縫
殿
助
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
こ
の
三
名
は
い
ず
れ
も

九
世
紀
の
半
ば
か
ら
後
半
に
活
躍
し
た
、
さ
ほ
ど
高
貴
な
身
分
に
は
な
い
男
た
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
男
た
ち
と
交
流
を
も
ち
、
ま
た
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を

鑑
み
れ
ば
、
小
町
も
ま
た
彼
ら
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
、
さ
ほ
ど
身
分
の
高
く
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

二
、
平
安
期
の
小
町
評
価 

さ
て
、
先
に
小
町
の
勅
撰
集
採
歌
状
況
に
つ
い
て
ふ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
『
古
今
集
』
に
お
け
る
十
八
首
と
い
う
採
歌
数
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
女
性
歌
人
と

し
て
は
伊
勢
の
二
十
二
首
に
次
ぐ
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
紀
貫
之
の
手
に
な
る
『
古
今
集
』
仮
名
序
は
、
小
町
を
六
歌
仙
の
紅
一
点
と
し
て
挙
げ
、「
小
野

小
町
は
、
古
の
衣
通
姫
の
流
な
り
。
哀
な
る
様
に
て
、
強
か
ら
ず
。
つ
よ
か
ら
ぬ
は
女
の
歌
な
れ
ば
な
る
べ
し
。
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
『
古

今
集
』
撰
者
た
ち
が
小
町
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
『
古
今
集
』
に
「
小
町
姉
」
の
歌
と
し
て
以
下
の
一
首
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

当
時
の
小
町
に
つ
い
て
の
評
価
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

あ
ひ
知
れ
り
け
る
人
の
、
や
う
や
く
離
れ
方
に
な
り
け
る
間
に
、
焼
け
た
る
茅
の
葉
に
文
を
挿
し
て
遣
は
せ
り
け
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
町
姉 

 
 

時
す
ぎ
て
か
れ
行
小
野
の
あ
さ
ぢ
に
は
今
は
思
ひ
ぞ
絶
え
ず
も
え
け
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
古
今
集
』
恋
五
７９０
） 

こ
の
作
者
表
記
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
小
町
に
は
姉
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
『
古
今
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
勅
撰
集
の
作
者
表
記
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
こ

の
よ
う
に
特
定
の
女
性
の
姉
妹
で
あ
る
こ
と
を
示
す
例
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
い
。
基
本
的
に
は
「
藤
原
因
香
朝
臣
」「
伊
勢
」
の
よ
う
に
、
そ
の
名
や
宮
中
で
の
呼
称

が
記
さ
れ
る
か
、
息
子
や
父
、
男
き
ょ
う
だ
い
の
名
を
軸
と
し
た
「
藤
原
後
生
が
女
」
「
右
大
将
道
綱
母
」
「
藤
原
真
忠
が
い
も
う
と
」
と
い
っ
た
表
記
が
行
わ
れ
て

い
る
。 

例
外
と
し
て
は
こ
こ
に
挙
げ
た
「
小
町
姉
」
の
ほ
か
、
『
続
拾
遺
集
』
以
降
の
勅
撰
集
に
九
例
見
え
る
「
平
親
清
女
妹
」
、
『
続
千
載
集
』
恋
五
・
一
五
八
八
に
見

え
る
「
大
江
政
国
女
妹
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
姉
妹
で
あ
る
「
平
親
清
女
」「
大
江
政
国
女
」
の
詠
作
と
の
区
別
の
た
め
に
行
わ
れ
た
処
置
で
あ
る
。
妹

の
名
の
み
に
焦
点
を
あ
て
た
「
小
町
姉
」
と
い
う
作
者
名
表
記
は
き
わ
め
て
異
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
作
者
表
記
は
、
『
古
今
集
』
成
立
時
に
お
い
て
、

和
歌
の
名
手
と
し
て
の
小
町
の
名
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。 
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そ
し
て
、
十
一
世
紀
初
頭
の
『
拾
遺
集
』
か
ら
十
二
世
紀
後
半
の
『
千
載
集
』
ま
で
の
五
つ
の
勅
撰
集
に
小
町
の
歌
は
一
切
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
時
期
に

も
小
町
へ
の
注
目
・
評
価
は
継
続
し
て
い
た
。『
拾
遺
集
』
の
撰
者
で
あ
る
藤
原
公
任
は
、
三
十
人
の
歌
人
の
秀
歌
を
一
首
ず
つ
選
び
出
し
て
歌
合
形
式
で
配
列
し
た

『
前
十
五
番
歌
合
』
、
三
十
六
人
の
歌
人
の
秀
歌
を
十
首
、
あ
る
い
は
三
首
選
び
出
し
た
『
三
十
六
人
撰
』
に
お
い
て
小
町
と
そ
の
詠
作
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た

十
一
世
紀
半
ば
に
藤
原
明
衡
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
新
猿
楽
記
』
に
は
、
柿
本
恒
之
と
い
う
架
空
の
歌
人
の
歌
才
が
「
不
恥
於
猿
丸
大
夫
、
衣
通
姫
等
、
不
在
所
愧

於
躬
恒
、
貫
之
、
小
野
小
町
等
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
小
町
を
躬
恒
・
貫
之
と
並
び
立
つ
存
在
と
位
置
付
け
る
言
説
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。 

な
お
こ
の
時
代
に
は
、
能
因
法
師
の
家
集
で
あ
る
『
能
因
法
師
集
』
に
、
「
小
野
小
町
夢
に
わ
か
を
か
た
る
」
と
い
う
体
験
と
、
夢
中
で
小
町
が
詠
ん
だ
「
ま
て

と
い
ふ
時
よ
り
か
ね
て
あ
か
な
く
に
か
へ
ら
ん
君
と
な
げ
き
し
も
の
を
」
と
い
う
歌
が
記
さ
れ
て
も
い
る
（
第
一
章
で
詳
述
）
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
は
藤

原
兼
房
が
和
歌
の
上
達
を
願
っ
て
柿
本
人
麿
を
念
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
夢
に
人
麿
が
現
れ
た
と
い
う
「
人
麿
影
供
」
の
起
源
譚
に
近
似
し
た
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
小
町
が
人
麿
同
様
、
歌
聖
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
見
え
て
こ
よ
う
。
時
代
は
下
る
が
、
順
徳
院
は
『
八
雲
御
抄
』
に
お
い
て
小
町
へ
の
深
い
信
仰
を

記
し
て
い
る
。
そ
の
萌
芽
が
、
す
で
に
『
能
因
法
師
集
』
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

  
 

 
 

三
、
小
町
の
「
虚
像
」
の
展
開 

 
 

 
 

 
 

①
小
町
の
伝
記
を
め
ぐ
る
「
虚
像
」 

し
か
し
こ
の
よ
う
な
小
町
の
伝
記
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
事
情
か
ら
比
較
的
早
い
段
階
で
不
明
と
な
っ
て
し
ま
い
、
推
測
や
伝
承
ば
か
り
が
横
行
し
て
い
た
。 

小
町
の
伝
記
に
つ
い
て
言
及
し
た
現
存
最
古
の
資
料
は
承
保
二
（
一
〇
七
五
）
年
の
成
立
と
目
さ
れ
る
異
本
系
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
（
注
一
三
）
だ
が
、
そ
こ

に
は
「
小
野
小
町 

承
和
○(

比)

人
歟
。
出
羽
国
郡
司
女
也
。
別
傳
云
○(
篁)
中
女
也
相
違
」
と
あ
る
。
小
町
の
活
躍
時
期
を
承
和
（
八
三
四
～
八
四
八
）
ご
ろ
か
と

し
た
上
で
、
出
自
に
つ
い
て
は
出
羽
国
郡
司
の
娘
、
小
野
篁
の
娘
と
い
う
「
相
違
」
す
る
二
説
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
小
町
の
出
自
に
つ
い
て

の
信
頼
に
足
る
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

ま
た
藤
原
仲
実
（
一
〇
六
六
―
一
一
二
二
）
の
作
と
さ
れ
る
『
古
今
集
目
録
』
で
は
、
小
町
の
出
自
が
「
出
羽
郡
司
女
。
或
母
衣
通
姫
云
々
。
／
号
比
古
姫
云
々
」

と
さ
れ
る
。「
出
羽
国
郡
司
女
」
と
い
う
出
自
は
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
小
町
の
母
の
名
前
「
衣
通
姫
」
は
、
先

に
掲
げ
た
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
「
衣
通
姫
の
流
」
と
い
う
文
言
に
拠
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
「
衣
通
姫
の
流
」
と
は
小
町
の
血
筋
で
は
な
く
歌
風
に
つ
い
て

の
評
言
で
あ
り
、
ま
た
「
衣
通
姫
」
と
は
『
日
本
書
紀
』
で
は
允
恭
天
皇
の
皇
后
の
妹
、『
古
事
記
』
で
は
允
恭
天
皇
の
皇
女
と
さ
れ
る
軽
大
郎
女
の
別
名
と
さ
れ
て
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い
る
。
『
古
今
集
』
撰
者
た
ち
が
「
近
き
世
」
に
生
き
た
存
在
と
し
て
把
握
し
て
い
た
小
町
と
、
古
代
の
衣
通
姫
の
間
に
親
子
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
。
『
古
今
集
』

仮
名
序
の
誤
っ
た
解
釈
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
小
町
の
出
自
が
、『
古
今
集
目
録
』
の
記
述
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
翻
っ
て
い
え
ば
、

そ
う
い
っ
た
信
憑
性
に
乏
し
い
伝
承
を
呼
び
込
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
に
、
小
町
の
伝
記
の
空
白
部
分
は
大
き
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。 

さ
ら
に
十
二
世
紀
に
入
る
と
、
小
町
が
死
後
に
野
晒
し
の
髑
髏
と
な
っ
た
と
い
う
話
が
歌
学
書
や
説
話
集
を
中
心
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
漢
詩
文
『
玉
造
小

町
子
壮
衰
書
』（
以
下
『
壮
衰
書
』
）
が
小
町
の
晩
年
の
貧
窮
落
魄
を
伝
え
る
資
料
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
壮
衰
書
』
は
駢
儷
体
の
序
と
長
編
の
五
言
詩
か
ら

成
っ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
予
」
と
称
す
る
人
物
が
路
傍
で
疲
弊
、
貧
窮
し
た
惨
め
な
姿
の
老
婆
に
出
会
う
。
「
予
」
が
老
婆
に
身

の
上
を
問
う
と
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
自
分
は
倡
家
の
子
、
良
室
の
娘
で
あ
り
、
若
く
美
し
か
っ
た
時
分
に
は
奢
侈
驕
慢
を
極
め
た
。
家
族
の
愛
情
を
受

け
て
大
切
に
さ
れ
、
錦
の
衣
や
宝
玉
に
飾
ら
れ
た
美
し
い
姿
で
日
々
を
送
り
、
食
卓
に
は
山
海
の
珍
味
が
並
ん
だ
。
四
季
の
風
流
を
愉
し
み
、
折
に
触
れ
て
は
和
歌

を
詠
じ
、
ま
た
管
弦
の
遊
び
に
興
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
自
分
に
多
く
の
男
た
ち
が
求
婚
し
た
が
、
両
親
兄
弟
は
王
宮
の
妃
に
奉
ろ
う
と
考
え
る
ば
か
り
で
そ
れ
を
受

け
入
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
家
族
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、
家
が
没
落
し
て
貧
窮
孤
独
の
身
の
上
と
な
っ
た
。
あ
る
猟
師
の
妻
と
な
り
、
先
妻
と
の
諍
い
や
夫
の
態
度
、

貧
し
い
生
活
や
な
ま
ぐ
さ
も
の
ば
か
り
の
食
事
に
苦
し
み
つ
つ
も
一
人
の
男
の
子
を
産
み
、
育
て
た
。
そ
う
し
た
生
活
の
中
で
出
家
の
望
み
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

息
子
に
も
夫
に
も
先
立
た
れ
、
嘆
き
は
ま
す
ま
す
強
く
な
る
ば
か
り
。
今
は
仏
に
縋
り
、
た
だ
極
楽
浄
土
に
導
か
れ
る
こ
と
を
願
う
、
と
。「
予
」
は
仏
道
を
讃
嘆
す

る
た
め
に
筆
を
取
り
、
彼
女
の
こ
と
を
詩
に
作
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

そ
の
作
者
は
空
海
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
済
逼
（
一
〇
二
五
―
一
一
一
五
）
の
『
弘
法
大
師
御
作
書
目
録
』
に
「
玉
造
小
町
書
一
巻
」
、
覚
鑁
（
一
〇
九
五
―

一
一
一
三
）
の
『
高
祖
御
制
作
書
目
録
』
に
も
「
玉
造
小
町
子
壮
衰
記
一
巻
」
と
あ
る
。
空
海
の
没
年
は
承
和
二
（
八
三
五
）
年
で
あ
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
九
世

紀
の
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
活
躍
し
た
と
考
え
ら
れ
る
小
町
の
老
年
期
を
目
の
当
た
り
に
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
。
そ
の
こ
と
を
根
拠
に
、
十
二
世
紀
の

半
ば
に
成
立
し
た
藤
原
清
輔
の
歌
学
書
『
袋
草
紙
』
は
「
諸
集
人
名
不
審
」
と
い
う
項
目
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

小
野
小
町 

衰
形
伝
の
如
き
は
、
そ
の
姓
玉
造
氏
な
り
。
小
野
は
も
し
く
は
住
む
所
の
名
か
。
た
だ
し
あ
る
人
云
は
く
、
件
の
伝
は
弘
法
大
師
等
の
作
る
所
な

り
。
小
野
は
貞
観
比
の
人
な
り
。
か
の
衰
形
は
他
人
か
。 

だ
が
平
康
頼
『
宝
物
集
』
（
十
二
世
紀
後
半
）
は
「
小
野
小
町
が
お
い
お
と
ろ
へ
て
貧
窮
に
な
り
た
り
し
あ
り
さ
ま
、
弘
法
大
師
の
玉
造
と
い
ふ
文
に
か
き
給
へ

る
こ
そ
、
あ
は
れ
に
か
な
し
く
侍
る
め
れ
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
小
町
と
『
壮
衰
書
』
の
老
婆
は
基
本
的
に
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ

く
。
そ
し
て
、
恐
ら
く
は
実
像
か
ら
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
小
町
の
「
虚
像
」
が
あ
た
か
も
実
伝
の
よ
う
な
重
み
を
持
っ
て
流
布
し
、
中
世
に
は
そ
れ
を

素
材
と
し
て
小
町
物
の
謡
曲
や
小
町
を
主
人
公
と
す
る
御
伽
草
子
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。 
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②
真
作
歌
と
非
真
作
歌 

 

こ
う
し
た
小
町
の
「
虚
像
」
の
流
布
と
関
わ
っ
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
小
町
の
名
を
冠
し
て
流
布
す
る
歌
の
中
に
も
、
真
作
と
は
見
な
し
が
た
い
歌
々
が
少
な

か
ら
ず
混
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
小
町
の
家
集
と
し
て
伝
来
す
る
『
小
町
集
』
も
そ
う
し
た
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
歌
々
を
多
分
に
含
ん
だ
テ
ク
ス
ト
で

あ
る
。 

 

香
川
景
樹
は
『
小
町
集
』
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

小
町
集
、
こ
れ
も
猿
丸
集
に
に
て
、
撰
集
の
う
ち
な
る
よ
み
人
し
ら
ず
の
歌
を
と
り
集
め
て
、
こ
れ
が
集
と
な
せ
る
も
の
也
。
此
の
人
の
と
し
れ
た
る
限
り
も

ひ
と
つ
に
ふ
さ
ね
た
る
也
。
そ
れ
も
は
し
書
な
ど
は
み
な
い
つ
は
り
そ
へ
た
る
も
の
な
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〈
『
桂
園
遺
稿
』
〉 

『
猿
丸
集
』
は
『
古
今
集
』
真
名
序
の
大
友
黒
主
評
に
「
古
猿
丸
大
夫
之
次
也
」
と
そ
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
伝
説
上
の
歌
人
猿
丸
大
夫
の
家
集
で
、『
小
町
集
』

同
様
に
三
十
六
人
集
の
一
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
は
高
市
黒
人
妻
の
歌
を
冒
頭
に
置
き
、『
萬
葉
集
』
所
収
歌
と
『
古
今
集
』
詠
人
不
知
歌
か
ら
構
成
さ
れ

た
も
の
で
、
猿
丸
大
夫
の
真
作
を
集
め
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
猿
丸
大
夫
の
歌
と
称
さ
れ
る
も
の
が
『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
に
は
見
え
ず
、
猿
丸
大
夫
は
架

空
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
景
樹
は
そ
の
よ
う
な
、
明
ら
か
に
虚
構
性
の
高
い
家
集
と
『
小
町
集
』
と
を
同
列
に
置
い
て
い
る
。 

景
樹
が
見
て
い
た
『
小
町
集
』
は
、
お
そ
ら
く
近
世
に
版
本
と
し
て
出
回
っ
て
い
た
歌
仙
家
集
本
系
統
の
一
一
五
首
本
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
系
統
の
伝
本
は
、

い
ず
れ
も
『
古
今
集
』
や
『
後
撰
集
』
か
ら
抄
出
さ
れ
た
小
町
詠
を
核
と
し
て
構
成
さ
れ
た
他
撰
の
抄
出
家
集
で
、
そ
れ
ら
の
歌
に
加
え
て
『
小
町
集
』
以
外
の
平

安
期
の
資
料
に
見
ら
れ
ず
、
小
町
の
真
作
か
否
か
を
定
め
が
た
い
歌
―
―
石
橋
敏
男
氏
（
注
一
四
）
い
う
と
こ
ろ
の
「
出
所
不
明
歌
」
の
ほ
か
、
『
古
今
集
』
『
後
撰

集
』『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
詠
人
不
知
歌
や
他
人
の
歌
と
し
て
伝
来
す
る
歌
を
数
多
く
収
め
て
い
る
。
し
か
し
、
小
町
の
自
撰
と
見
ら
れ
る
『
小
町
集
』
は
現
段
階
で

は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
歌
仙
家
集
本
系
統
よ
り
小
規
模
で
、
よ
り
古
態
を
と
ど
め
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
伝
本
に
つ
い
て
も
、
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
の

小
町
歌
と
「
出
所
不
明
歌
」
、
詠
人
不
知
歌
や
他
人
歌
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

私
家
集
、
こ
と
に
後
人
の
手
に
な
る
他
撰
家
集
が
他
人
歌
を
も
含
み
込
ん
で
成
長
・
増
益
し
て
ゆ
く
例
は
『
小
町
集
』
の
他
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
小
町
同

様
に
『
古
今
集
』
仮
名
序
で
六
歌
仙
と
し
て
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
僧
正
遍
昭
の
家
集
『
遍
昭
集
』
に
も
、
息
子
の
素
性
法
師
を
は
じ
め
と
し
た
他
の
僧
侶
の
歌
が

入
集
し
て
い
る
。
ま
た
『
人
麿
集
』
の
歌
仙
家
集
本
系
統
の
巻
末
に
は
「
柿
本
人
麿
あ
か
ら
さ
ま
に
京
近
き
所
に
し
は
す
の
廿
余
り
く
だ
り
け
る
を
と
う
の
ぼ
ら
む

と
思
ひ
け
れ
ど
、
い
さ
さ
か
に
さ
は
る
事
あ
り
て
え
の
ぼ
ら
ぬ
に
…
…
」
か
ら
始
ま
る
長
文
の
詞
書
を
附
し
た
上
で
、
藤
原
輔
相
の
詠
と
見
ら
れ
る
六
十
七
首
の
国

名
隠
題
歌
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
人
麿
集
』
が
輔
相
の
作
と
考
え
ら
れ
る
歌
々
を
、
あ
た
か
も
人
麿
の
真
作
で
あ
る
か
の
よ
う
な
詞
書
を
附
し
て
集
中
に
組
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み
込
ん
で
い
っ
た
よ
う
に
、
『
小
町
集
』
に
お
い
て
も
「
出
所
不
明
歌
」
や
詠
人
不
知
歌
、
他
人
歌
が
あ
た
か
も
小
町
の
真
作
で
あ
る
か
の
よ
う
に
『
古
今
集
』
『
後

撰
集
』
の
小
町
詠
に
混
ざ
っ
て
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

そ
し
て
こ
れ
ら
の
歌
は
、
『
新
古
今
集
』
以
降
の
勅
撰
集
に
お
い
て
「
小
町
の
歌
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
、
『
新
古
今
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に

は
『
伊
勢
物
語
』
で
昔
男
の
歌
と
さ
れ
る
「
出
所
不
明
歌
」
や
、
虚
構
性
の
強
い
『
篁
集
』
に
お
い
て
篁
が
詠
ん
だ
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
業
平
詠
、
篁
詠
と
さ
れ
て
収
め

ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
の
現
象
で
あ
ろ
う
。
小
町
、
業
平
、
篁
と
い
っ
た
『
古
今
集
』
時
代
の
歌
人
は
、
歌
仙
と
し
て
権
威
化
さ
れ
る
一
方
で
伝
説
や
虚
構
に
ま
み

れ
、『
新
古
今
集
』
時
代
に
は
そ
の
実
像
は
甚
だ
不
確
か
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
ス
ト
イ
ッ
ク
に
実
像
に
肉
薄
す
る
事
が
放
棄
さ
れ
、
虚
像
を
も
含
み

込
ん
だ
形
で
積
極
的
に
そ
の
歌
人
た
ち
を
享
受
し
て
ゆ
く
事
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
意
識
の
高
ま
り
は
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
や
『
風
葉
和
歌
集
』

と
い
っ
た
、
物
語
中
に
登
場
し
た
和
歌
を
あ
た
か
も
実
在
の
人
物
の
詠
作
の
よ
う
に
扱
う
文
芸
作
品
の
成
立
と
も
無
縁
で
は
な
い
に
違
い
な
い
。 

 

四
、
近
代
以
降
の
小
町
研
究
の
方
向
性
―
平
安
期
に
お
け
る
小
町
像
― 

 

さ
て
、
近
代
以
降
の
小
町
研
究
は
小
町
の
伝
記
の
空
白
部
分
に
深
く
食
い
込
ん
で
い
た
こ
の
よ
う
な
小
町
の
「
虚
像
」
を
切
り
離
し
、「
実
像
」
に
肉
薄
す
る
た
め

の
資
料
を
精
選
し
た
上
で
、
小
町
の
伝
記
研
究
、
真
作
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
歌
々
の
解
釈
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
「
実
像
」
研
究
か
ら
は
排
除
さ
れ
た
、
小
町

に
結
び
付
け
ら
れ
た
他
人
の
歌
、
小
町
に
つ
い
て
の
説
話
・
伝
承
の
数
々
も
ま
た
、
「
虚
像
」
と
し
て
の
小
町
を
論
じ
る
た
め
の
材
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
虚

像
」
の
成
立
背
景
や
担
い
手
、
時
代
に
よ
る
変
化
に
つ
い
て
考
察
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

そ
う
し
た
試
み
の
中
で
も
古
い
も
の
と
し
て
、
黒
岩
周
六
『
小
野
小
町
論
』
（
一
九
一
三
年
、
朝
報
社
）
や
関
谷
真
可
禰
『
小
野
小
町
秘
考
』
（
一
九
三
三
年
、
雄

山
閣
）
、
前
田
善
子
『
小
野
小
町
』
（
一
九
四
三
年
、
三
省
堂
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

黒
岩
氏
は
小
町
を
「
一
夫
だ
に
も
見
え
ず
」
と
い
う
貞
女
と
し
て
捉
え
、
交
渉
材
料
と
し
て
『
古
今
集
』
『
小
町
集
』
お
よ
び
「
一
般
に
典
拠
と
す
る
に
足
る
と

認
定
せ
ら
れ
て
い
る
史
籍
」
を
用
い
る
が
、
『
小
町
集
』
に
つ
い
て
は
「
杜
撰
の
点
」
が
多
い
た
め
、
「
小
町
の
歌
に
相
違
な
い
と
見
込
み
の
附
い
た
歌
、
又
は
他
人

の
歌
と
認
む
べ
き
理
由
を
見
出
さ
ぬ
歌
」
の
み
を
用
い
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
歌
を
手
掛
か
り
に
小
町
の
実
像
に
迫
る
と
と
も
に
、
髑
髏
説
話
や
『
壮
衰

書
』
の
よ
う
な
「
作
り
話
し
」
の
成
立
経
緯
に
も
触
れ
て
い
る
。 

関
谷
氏
の
研
究
は
こ
の
よ
う
な
黒
岩
論
へ
の
疑
問
・
批
判
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
、
三
百
三
十
冊
余
り
の
文
献
を
参
照
し
つ
つ
よ
り
実
証
的
に
小
町
を
捉
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
小
町
集
』
所
収
歌
の
中
で
も
明
ら
か
な
他
人
歌
は
除
外
す
る
が
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』『
拾
遺
集
』
に
詠
人
不
知
歌
と
し
て
入
っ
て
い
る

歌
々
は
真
作
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。 
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そ
し
て
前
田
氏
は
『
小
町
集
』
の
諸
伝
本
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
所
収
歌
を
①
勅
撰
集
に
撰
入
せ
ら
れ
た
小
町
の
歌
、
②
他
人
の
歌
の
混
入
し
た
も
の
、
③
詠

人
不
知
の
歌
の
混
入
し
た
も
の
、
④
他
人
の
歌
集
中
に
も
見
え
る
歌
、
⑤
小
町
集
に
の
み
見
え
る
歌 

に
分
類
す
る
。
そ
し
て
関
谷
論
が
小
町
の
真
作
と
し
て
扱
っ

て
い
た
『
小
町
集
』
中
の
勅
撰
集
の
詠
人
不
知
歌
を
も
小
町
の
真
作
か
ら
除
外
し
、
厳
選
さ
れ
た
歌
か
ら
小
町
の
容
貌
、
性
格
、
思
想
、
境
遇
な
ど
を
浮
き
彫
り
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
小
町
の
出
自
や
そ
の
晩
年
に
か
か
わ
る
伝
説
の
成
立
・
展
開
に
つ
い
て
も
、
紙
幅
を
割
い
て
論
じ
て
い
る
。
な
お
前
田
氏
が
『
小
野
小

町
』
で
取
り
扱
っ
て
い
る
の
は
歌
仙
家
集
本
系
統
と
、
二
〇
〇
〇
年
に
公
開
さ
れ
た
静
嘉
堂
文
庫
（
一
〇
五
・
三
）
本
と
同
系
統
の
異
本
『
小
町
家
之
集
』
の
み
な

の
だ
が
、
の
ち
に
「
異
本
小
町
家
集
に
つ
い
て
―
神
宮
文
庫
所
蔵
異
本
三
十
六
人
家
集
・
及
び
架
蔵
異
本
三
十
六
人
家
集
１
・
２
中
の
小
町
集
に
就
て
―
」（
『
国
語
と

国
文
学
』
二
三
・
八
、
一
九
四
六
年
八
月
）
に
お
い
て
、
六
九
首
か
ら
成
る
神
宮
文
庫
本
系
統
の
存
在
を
報
告
し
て
い
る
。 

だ
が
片
桐
洋
一
氏
は
「
『
小
野
小
町
集
』
」
考
」
（
『
言
語
と
文
芸
』
四
九
、
一
九
六
六
年
六
月→

『
古
今
和
歌
集
以
後
』
二
〇
〇
〇
年
、
笠
間
書
院
）
お
よ
び
『
小

野
小
町
追
跡
』
（
一
九
七
五
年
、
笠
間
書
院
）
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
研
究
を
批
判
す
る
。
『
小
野
小
町
追
跡
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
「
皮
肉
な
言
い
方
だ
が
、
い
ず

れ
も
新
し
い
小
町
説
話
を
形
成
す
る
に
功
あ
っ
た
と
称
す
べ
き
」
も
の
で
、「
学
問
的
自
覚
に
乏
し
」
い
と
い
う
。
そ
し
て
自
ら
は
『
古
今
集
』
に
小
町
詠
と
し
て
掲

出
さ
れ
た
十
八
首
の
み
を
小
町
を
考
え
る
上
で
の
根
本
資
料
と
位
置
付
け
、『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
四
首
に
つ
い
て
は
説
話
的
な
性
格
が
色
濃
い
こ
と
を
根
拠
に
真
作

と
は
断
定
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
ま
た
歌
仙
家
集
本
系
統
お
よ
び
神
宮
文
庫
本
系
統
の
『
小
町
集
』
の
大
半
を
占
め
る
「
出
所
不
明
歌
」
に
つ
い
て
は
、
六
歌
仙
時

代
と
い
う
よ
り
も
、
十
世
紀
後
半
ご
ろ
の
歌
壇
の
流
行
を
反
映
し
た
歌
枕
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
の
時
代
に
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
歌
で
は
な
い
か
と
す

る
。
そ
し
て
両
系
統
の
『
小
町
集
』
の
成
立
を
十
世
紀
の
ご
く
末
期
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
に
遅
く
と
も
十
一
世
紀
の
ご
く
初
期
と
考
え
、『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
や
『
小

町
集
』
の
「
出
所
不
明
歌
」
、
他
人
歌
が
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
背
景
に
、
中
世
の
説
話
集
や
謡
曲
な
ど
に
見
え
る
説
話
的
な
小
町
像
の
成
立
を
見
て
い
る
。
そ
れ

は
「
弱
い
小
町
、
哀
れ
な
小
町
」「
美
し
す
ぎ
る
ほ
ど
美
し
く
憍
慢
で
男
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
小
町
が
、
年
老
い
、
男
に
捨
て
ら
れ
て
、
孤
愁
に
泣
き
、
落
魄
し
た

と
い
う
ス
ト
ー
リ
イ
」
「
美
人
憍
慢
説
話
と
衰
老
落
魄
説
話
の
組
み
合
わ
せ
」
で
あ
り
、
そ
の
淵
源
に
以
下
の
二
首
の
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
が
存
在
す
る
と
す
る
。 

 

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
身
よ
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
（
『
古
今
集
』
春
下
１１３
） 

文
屋
康
秀
が
、
三
河
掾
に
な
り
て
、
県
見
に
は
、
え
出
で
立
た
じ
や
と
、
言
ひ
遣
れ
り
け
る
返
事
に
、
よ
め
る 

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
根
を
た
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
去
な
む
と
ぞ
思 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
同
、
雑
下
９３８
） 

容
色
の
衰
え
を
「
花
の
色
」
が
「
う
つ
」
る
こ
と
に
た
と
え
た
前
者
は
「
美
し
く
栄
え
た
も
の
が
衰
え
枯
れ
果
て
る
と
い
う
小
町
の
説
話
的
一
生
」
を
十
分
に
感

得
で
き
る
内
容
で
あ
り
、
ま
た
卑
官
で
あ
る
康
秀
に
つ
い
て
地
方
に
下
る
こ
と
を
承
諾
す
る
後
者
は
「
落
魄
説
話
の
形
成
に
大
い
な
る
役
割
を
果
た
し
た
」
と
い
う

の
で
あ
る
。 
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こ
う
し
た
片
桐
氏
の
見
解
は
そ
の
後
の
小
町
の
和
歌
研
究
に
引
き
継
が
れ
、
小
町
の
「
実
像
」
を
伝
え
る
資
料
を
『
古
今
集
』
の
十
八
首
に
限
定
し
て
、
そ
の
一

首
一
首
に
真
摯
に
向
き
合
お
う
と
す
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
つ
く
り
だ
し
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
、
特
に
『
古
今
集
』
の
小
町
歌
に
見
ら
れ
る
漢
籍
や
仏

典
の
受
容
に
つ
い
て
の
大
き
な
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
（
注
一
五
）
。
こ
と
に
後
藤
祥
子
「
小
野
小
町
試
論
」（
『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部
』
二
七
、
一
九
七
七

年
三
月
）
や
山
口
博
『
閨
怨
の
詩
人 

小
野
小
町
』（
一
九
七
九
年
）
は
、
六
朝
時
代
に
隆
盛
を
み
せ
た
閨
怨
詩
、
す
な
わ
ち
男
性
詩
人
が
愛
を
失
っ
た
閨
中
の
美
女

を
客
観
的
に
描
き
、
そ
の
思
い
を
代
弁
す
る
詩
が
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。 

後
藤
氏
は
、
小
町
の
「
夢
」
の
逢
瀬
を
詠
む
歌
が
『
古
今
集
』
に
少
な
く
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
閨
怨
詩
の
中
に
も
「
夢
」
を
素
材
に
し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
小
町
は
、
み
ず
か
ら
を
「
閨
怨
詩
の
女
主
人
公
に
擬
し
て
新
し
い
歌
の
世
界
を
開
い
た
」
と
す
る
。
ま
た
山
口
氏
は
、
閨
怨
詩
は
平
安

期
の
勅
撰
漢
詩
集
、
こ
と
に
嵯
峨
朝
の
『
文
華
秀
麗
集
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
道
真
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
新
撰
万
葉
集
』
で
も
、
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』

の
中
の
恋
歌
に
、
そ
の
内
容
を
漢
訳
し
た
閨
怨
詩
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
代
の
和
歌
に
お
い
て
も
、
男
性
歌
人
が
女
の
立
場
に
な
っ
て
歌
を
詠
む
と
い

う
閨
怨
詩
手
法
が
見
ら
れ
る
、
と
指
摘
す
る
。
そ
う
し
た
和
歌
と
閨
怨
詩
が
き
わ
め
て
近
い
位
置
に
あ
っ
た
時
代
の
中
で
作
歌
活
動
を
行
っ
た
小
町
は
、
閨
怨
詩
の

題
材
や
表
現
を
そ
の
詠
作
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
我
が
身
の
衰
え
を
嘆
く
「
花
の
色
は
」
歌
、
後
藤
氏
も
指
摘
す
る
夢
に
し
か
結
ば
れ
な

い
恋
の
歌
、
我
が
身
を
「
う
き
草
」
に
な
ぞ
ら
え
る
「
わ
び
ぬ
れ
ば
」
歌
な
ど
を
、
閨
怨
詩
由
来
の
歌
々
と
見
て
い
る
。
た
だ
し
山
口
氏
の
論
は
、
そ
の
よ
う
な
小

町
の
和
歌
表
現
と
「
氏
女
」
と
い
う
境
遇
を
深
く
関
連
付
け
て
い
る
点
で
、
小
町
の
夢
歌
に
虚
構
的
な
性
格
を
見
る
後
藤
氏
と
は
異
な
る
。 

さ
て
、
小
町
の
歌
に
虚
構
的
な
性
格
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
小
町
を
囲
繞
す
る
文
学
的
状
況
を
知
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
歌
と
そ
の
実
人
生
、
こ
と
に
恋
愛

関
係
と
の
あ
い
だ
に
積
極
的
な
関
係
を
考
え
る
必
要
は
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
お
び
た
だ
し
い
虚
像
に
覆
わ
れ
て
い
た
小
町
を
、
そ
の
虚
像
も
含
み
込
ん
だ
か
た
ち

で
享
受
し
て
き
た
歴
史
を
ふ
ま
え
て
提
示
さ
れ
た
、
小
町
研
究
の
ひ
と
つ
の
「
回
答
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
片
桐
氏
が
小
町
を
考
え
る
上
で
の
根
本
資
料
と

し
た
『
古
今
集
』
の
十
八
首
に
も
疑
い
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
論
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
回
答
」
の
ひ
と
つ
と
み
て
よ
い
。
藤
平
春
男
「
小
野
小
町
」（
『
国
文
学
』

一
二
・
一
、
一
九
六
七
年
一
月
）
は
、『
後
撰
集
』
の
僧
正
遍
照
と
の
贈
答
の
み
な
ら
ず
、
前
掲
し
た
『
古
今
集
』
の
清
行
・
貞
樹
・
康
秀
と
の
関
係
を
記
し
た
歌
も

ま
た
事
実
か
否
か
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
田
中
喜
美
春
『
小
町
時
雨
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
五
年
）
は
『
古
今
集
』
所
収
の
小
町
詠
と
さ
れ
る
歌
々
の
中

に
さ
え
も
他
人
歌
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
を
想
定
し
、
六
二
三
、
六
五
六
、
六
五
七
、
六
五
八
、
七
二
七
、
一
〇
三
〇
、
一
一
〇
四
の
七
首
を
真
作
に
あ
ら
ず
と

断
じ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
片
桐
氏
が
『
小
町
集
』
を
素
材
と
し
て
論
じ
た
平
安
期
の
小
町
享
受
の
実
態
や
説
話
的
な
小
町
像
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
降
さ
ほ
ど
積
極
的
な

検
討
が
行
わ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
上
岡
勇
司
「
小
町
歌
の
伝
承
」（
『
説
話
伝
承
研
究
』
二
五
、
一
九
八
一
年
四
月→

『
和
歌
説
話
の
研
究 

中
古
篇
』
笠
間
書
院
、
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一
九
八
六
年
）
や
明
川
忠
夫
「
小
町
伝
説
の
構
造
」（
『
日
本
文
学
』
三
一
・
五
、
一
九
八
二
年
五
月
）
や
が
、
『
古
今
集
』
の
小
町
歌
、
こ
と
に
片
桐
氏
の
挙
げ
る
「
花
の
色

は
」
歌
や
「
わ
び
ぬ
れ
ば
」
歌
が
ど
の
よ
う
に
中
世
の
小
町
伝
承
に
ま
で
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
か
、
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
な
か
で
、
物
語
の
引
歌
に
触
れ
て
い
る
点
、

興
味
深
い
。
平
安
期
の
物
語
に
お
け
る
「
わ
び
ぬ
れ
ば
」
歌
の
引
歌
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
浮
舟
、
『
狭
衣
物
語
』
の
飛
鳥
井
姫
君
、
そ
し
て
『
浜
松
中
納
言
物
語
』

の
吉
野
姫
君
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
上
岡
氏
は
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
女
性
に
よ
る
「
わ
び
ぬ
れ
ば
」
歌
の
引
歌
の
背
後
に
小
町
説
話
が
介
在
し
て
い
る
可
能
性

を
示
し
、
明
川
氏
は
平
安
期
か
ら
御
伽
草
子
の
時
代
ま
で
の
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
引
歌
を
取
り
上
げ
、「
花
の
色
は
」
歌
の
説
話
化
の
断
片
が
平
安
期
の
引
歌
表
現

か
ら
は
見
出
せ
な
い
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
本
来
は
本
心
か
ら
の
や
り
と
り
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
「
わ
び
ぬ
れ
ば
」
歌
は
、
引
用
の
中
で
「
誘
わ
れ
れ
ば
ど
こ
に
で

も
つ
い
て
い
く
女
」
へ
と
変
容
し
、
時
代
が
過
ぎ
る
と
「
好
色
、
放
浪
」
と
い
う
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
す
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
わ
び
ぬ
れ
ば
」

歌
を
核
と
し
た
小
町
の
一
代
記
的
な
説
話
が
形
成
さ
れ
た
中
世
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
花
の
色
は
」
歌
が
注
目
さ
れ
、
そ
こ
に
容
色
の
衰
え
の
意
ま
で
も
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
個
々
の
指
摘
に
検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、
平
安
期
の
小
町
像
を
考
え
る
上
で
引
歌
表
現
を
も
資
料
と
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
」  

ま
た
片
桐
氏
が
説
話
的
な
小
町
像
の
追
跡
の
た
め
に
用
い
た
『
小
町
集
』
に
つ
い
て
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
歌
仙
家
集
本
系
統
と
神
宮
文
庫
本
系
統
以
外
の
伝

本
の
存
在
が
報
告
さ
れ
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
一
九
九
九
年
に
公
開
さ
れ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
蔵
の
唐
草
装
飾
本
『
小
町
集
』
は
、『
後
撰
集
』
所

載
の
小
町
歌
が
一
切
見
え
な
い
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
唐
草
装
飾
本
『
小
町
集
』
の
公
開
に
よ
り
、『
小
町
集
』
所
載
の
「
出
所
不
明
歌
」
の
よ
り
古

態
を
と
ど
め
た
本
文
を
推
測
す
る
こ
と
、「
出
所
不
明
歌
」
や
他
人
歌
が
ど
の
段
階
で
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
よ
り
詳
細
に
見
て
ゆ
く
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
唐
草
装
飾
本
を
含
め
た
『
小
町
集
』
の
総
合
的
研
究
と
し
て
は
、
近
年
角
田
宏
子
が
上
梓
し
た
大
著
『
『
小
町
集
』
の
研
究
』
（
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
九
年
）
が
あ
り
、
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
さ
ら
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
よ
う
。 

  
 

 
 

五
、
本
論
の
方
向
性 

さ
て
、
本
論
で
は
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
『
古
今
集
』
よ
り
後
の
、
平
安
期
に
お
け
る
「
小
町
」
と
い
う
存
在
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
歌
や
人

物
像
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
究
明
す
る
。 

第
一
部
は
、
主
に
『
小
町
集
』
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、
唐
草
装
飾
本
も
含
め
た
か
た
ち
で
『
小
町
集
』
の
再
検
討
を
行
い
、
唐
草
装
飾
本
が
『
後

撰
集
』
の
小
町
歌
と
接
触
す
る
前
の
古
い
『
小
町
集
』
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
次
に
第
二
章
で
は
『
小
町
集
』
に
多
く
含
ま
れ
て
い

る
「
あ
ま
（
海
人
）
」
を
詠
む
歌
を
、『
古
今
集
』
初
出
の
も
の
、『
後
撰
集
』
や
唐
草
装
飾
本
に
初
出
の
も
の
、
そ
れ
以
降
に
成
立
し
た
伝
本
に
初
出
の
も
の
、
と
い

う
よ
う
に
段
階
的
に
見
て
ゆ
き
、
時
代
と
と
も
に
「
あ
ま
」
の
歌
を
詠
む
小
町
像
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
歌
仙
家
集
本
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系
統
の
『
小
町
集
』
に
三
首
含
ま
れ
て
い
る
「
山
里
」
の
生
活
を
詠
む
歌
を
取
り
上
げ
、
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
に
は
見
ら
れ
な
い
「
山
里
」
と
い
う
要

素
が
『
小
町
集
』
に
導
入
さ
れ
た
理
由
や
、
『
小
町
集
』
中
に
お
け
る
「
山
里
の
小
町
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

次
に
第
二
部
で
は
、
『
小
町
集
』
以
外
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
小
町
の
歌
や
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
を
扱
う
。
第
一

章
で
は
、『
小
町
集
』
か
ら
離
れ
て
、
小
町
詠
の
引
用
が
三
例
見
出
せ
る
短
編
物
語
『
住
吉
物
語
』
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
第
二
章
で
は
、
野
晒
し
と
な
っ
た
小
野
小

町
の
髑
髏
が
歌
を
詠
み
、
そ
れ
を
聞
き
つ
け
た
人
物
に
発
見
、
供
養
さ
れ
る
、
と
い
う
説
話
―
―
い
わ
ゆ
る
小
町
の
髑
髏
説
話
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。 

  

注 注
一
…
片
桐
洋
一
『
小
野
小
町
追
跡
』(

笠
間
書
房
、
一
九
七
五
年)

 

注
二
…
黒
岩
周
六
「
小
野
小
町
論
」
（
『
淑
女
か
ゞ
み
』
第
五
号
（
一
九
一
二
年
九
月
）
～
『
婦
人
公
論
』
第
二
巻
第
八
号
（
一
九
一
三
年
四
月
） 

注
三
…
前
田
善
子
『
小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
五
三
年
） 

注
四
…
注
一
前
掲
書
。 

注
五
…
熊
谷
直
春
「
小
野
小
町
の
真
実
」
（
『
国
文
学
研
究
』
四
七
、
一
九
七
二
年
六
月
） 

注
六
…
注
三
前
掲
書
。 

注
七
…
角
田
文
衛
「
小
野
小
町
の
身
分
」
（
『
国
文
学
』
二
八
・
九
、
一
九
八
三
年
七
月
） 

注
八
…
山
口
博
『
閨
怨
の
詩
人 

小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
） 

注
九
…
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
在
原
業
平
は
右
馬
頭
、
右
近
衛
権
中
将
、
蔵
人
頭
を
勤
め
る
。
文
屋
康
秀
は
刑
部
中
判
事
、
後
に
縫
殿
助
。
黒
主
は
近
江
国
の
豪
族
で
あ
り
、
地

方
の
勢
力
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

注
一
〇
…
目
崎
徳
衛 

日
本
詩
人
選
６
『
在
原
業
平
、
小
野
小
町
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
） 

注
一
一
…
横
田
幸
哉
『
小
野
小
町
伝
記
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
七
四
年
） 

注
一
二
…
小
林
茂
美
『
小
野
小
町
攷
―
王
朝
の
文
学
と
伝
承
構
造Ⅱ

―
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
） 

注
一
三
…
新
藤
協
三
「
異
本
三
十
六
人
歌
仙
伝
―
翻
刻
な
ら
び
に
解
説
―
」
〈
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
八
、
一
九
八
二
年
三
月
〉 

注
一
四
…
石
橋
敏
男
「
小
町
集
成
立
考
」
（
東
京
教
育
大
学
國
語
国
文
学
会
『
國
語
』
四
・
一
、
一
九
五
五
年
八
月
） 
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注
一
五
…
後
藤
論
、
山
口
論
の
ほ
か
、
藤
原
克
巳
「
小
野
小
町
の
歌
の
こ
と
ば
」
（
『
古
今
集
と
そ
の
前
後
』
風
間
書
房
、
一
九
六
一
年
）
、
久
富
木
原
玲
「
夢
歌
の
位
相
―
小
野
小
町
以
前
・

以
後
」
（
『
万
葉
へ
の
文
学
史 

万
葉
か
ら
の
文
学
史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
大
塚
英
子
『
古
今
集
小
町
歌
生
成
言
論
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。 
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第
一
章 

『
小
町
集
』
の
成
立
と
そ
の
享
受 

 

―
唐
草
装
飾
本
を
中
心
に
― 

   
 
 
 

は
じ
め
に 

『
古
今
集
』
真
名
序
に
は
、『
古
今
集
』
の
撰
歌
資
料
に
つ
い
て
の
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

爰
詔
大
内
記
紀
友
則
。
御
書
所
預
紀
貫
之
。
前
甲
斐
少
目
凡
河
内
躬
恒
。
右
衛
門
府
生
壬
生
忠
岑
等
。 

各
献
家
集
并
古
来
旧
歌
。
… 

こ
こ
で
の
「
家
集
」
は
家
門
の
和
歌
の
「
集
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
（
注
一
）。
小
野
小
町
の
伝
記
は
不
明
で
あ
る
が
、『
古
今
集
』
中
に
は
「
小
町
姉
」
と
い
う
作

者
名
が
附
さ
れ
た
歌
が
一
首
入
集
し
て
お
り
、
ま
た
小
町
同
様
に
小
野
の
姓
を
名
乗
る
人
物
の
詠
作
も
少
な
く
な
い
。
す
る
と
小
町
の
一
族
の
「
家
集
」
が
『
古
今
集
』

の
撰
歌
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
小
町
の
家
集
と
し
て
伝
来
し
、
三
十
六
人
集
の
一
に
数
え
ら
れ
て
い
る
『
小
町
集
』
の
現

存
伝
本
は
い
ず
れ
も
『
古
今
集
』
や
『
後
撰
集
』
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
小
町
詠
を
中
心
と
す
る
他
撰
の
抄
出
家
集
で
あ
る
。
そ
の
大
半
を
占
め
る
の
は
『
小
町
集
』
以

外
の
平
安
期
の
資
料
に
見
ら
れ
な
い
、
お
そ
ら
く
は
小
町
作
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
歌
々
で
あ
ろ
う
「
出
所
不
明
歌
」
で
あ
り
、
ま
た
「
序
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に

勅
撰
集
に
詠
人
不
知
歌
、
他
人
の
歌
と
し
て
入
集
す
る
歌
々
や
、
小
町
以
外
の
人
物
の
家
集
に
見
ら
れ
る
歌
も
存
在
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
『
小
町
集
』
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
成
立
し
、
現
存
伝
本
に
分
か
れ
て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
享
受
し
て
い
た
の
は
い
か

な
る
人
々
な
の
か
。
そ
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
本
論
で
は
一
九
九
九
年
に
そ
の
存
在
が
報
告
さ
れ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
唐
草
装
飾
本

『
小
町
集
』
を
含
め
た
以
下
の
四
系
統
を
検
討
し
、
こ
の
問
題
の
一
端
に
肉
薄
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
（
こ
こ
に
掲
出
し
た
諸
本
分
類
は
、
本
論
の
結
論
を
ふ
ま
え
て

私
に
行
っ
た
） 

（
一
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
唐
草
装
飾
本･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･

四
五
首 

（
二
）
神
宮
文
庫
本
系
統･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･

六
九
首 

（
三
）
静
嘉
堂
文
庫
（
一
〇
五
・
三
）
本
系
統
（
本
体
）･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･
六
八
首 

（
四
）
歌
仙
家
集
本
系
統
（
流
布
本
系
統
と
も
） 

（
ａ
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
承
空
本
系
統･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･

一
二
五
首 
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（
ｂ
）
書
陵
部
（
五
〇
六
・
八
）
乙
本
系
統
…･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･

一
一
六
首 

（
ｃ
）
正
保
版
本
系
統･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

一
一
五
首 

具
体
的
に
は
、
ま
ず
従
来
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
歌
仙
家
集
本
系
統
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
二
系
統
の
配
列
・
構
造
に
つ
い
て
概
観
し
た
上
で
、
部
分
的
に
歌

仙
家
集
本
系
統
の
古
態
を
と
ど
め
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
に
つ
い
て
も
触
れ
、
最
後
に
唐
草
装
飾
本
を
見
る
。
そ
し
て
、
唐
草
装
飾
本
が
現
存
諸

本
の
中
で
は
古
態
を
と
ど
め
た
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。 

ま
た
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
『
小
町
集
』
諸
伝
本
の
形
成
・
展
開
の
様
相
を
検
討
し
、『
小
町
集
』
所
載
の
『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
以
外
の
歌
々
が
、
比
較

的
古
く
―
―
『
後
撰
集
』
が
成
立
し
た
十
世
紀
半
ば
ご
ろ
か
ら
小
町
の
作
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
と
、
そ
れ
以
降
に
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る

も
の
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
前
者
が
十
一
世
紀
に
、
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
の
あ
い
だ
で
『
小
町
集
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
介
し
て
「
小
町
の
歌
」
と
し

て
享
受
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
も
示
し
て
み
た
い
。 

 

な
お
、
本
章
の
末
尾
に
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
五
〇
六
・
八
）
乙
本
を
柱
と
し
た
諸
伝
本
の
歌
番
号
対
照
表
を
附
し
た
。
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。 

   
 
 
 

一
、
歌
仙
家
集
本
系
統
と
神
宮
文
庫
本
系
統 

 
 
 
 
 
 

①
片
桐
洋
一
氏
以
前
の
先
行
研
究 

『
小
町
集
』
に
つ
い
て
は
長
ら
く
、
一
一
五
首
以
上
の
歌
か
ら
成
る
歌
仙
家
集
本
系
統
（
流
布
本
系
統
と
も
）
と
、
六
九
首
か
ら
成
る
神
宮
文
庫
本
系
統
（
異
本
系

統
と
も
）
の
二
系
統
の
み
が
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。 

前
者
は
『
古
今
集
』
春
下
・
一
一
三
番
歌
の
題
不
知
の
小
町
歌
「
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
」
に
「
花
を
な
が

め
て
」
の
詞
書
を
附
し
て
巻
頭
歌
と
す
る
も
の
で
、
一
一
六
首
か
ら
成
る
伝
本
が
『
群
書
類
聚
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
一
五
首
の
伝
本
が
正
保
版
歌
仙
家
集
、

絵
入
版
本
『
小
町
集
』
と
い
っ
た
版
本
と
し
て
出
回
っ
た
。
近
世
以
降
、
人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
系
統
の
伝
本
で
あ
り
、
『
国
歌
大
観
』
や
『
私
家
集

大
成
』
、
『
和
歌
文
学
大
系
』
に
も
入
っ
て
い
る
。
こ
の
系
統
の
写
本
は
、
一
一
六
首
本
に
限
定
し
て
も
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
〇
六
・
八
）
乙
本
、
西
本
願
寺
補
写
本
、

内
閣
文
庫
（
二
〇
一
・
四
三
四
）
本
、
陽
明
文
庫
（
二
一
二
）
本
、
静
嘉
堂
文
庫
（
一
〇
五
・
一
二
）
本
な
ど
数
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
前
半
部
で
は
『
古
今
集
』
所

載
の
題
不
知
の
小
町
詠
に
作
歌
状
況
を
記
し
た
詞
書
を
附
し
て
い
る
ほ
か
、
後
半
部
で
は
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
の
詠
人
不
知
歌
や
他
人
歌
を
も
数
多
く
入
集
さ
せ

て
い
る
。
小
町
を
め
ぐ
る
歌
語
り
的
な
世
界
を
多
分
に
反
映
し
た
集
と
い
え
よ
う
。 
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後
者
は
前
田
善
子
「
異
本
小
町
家
集
に
つ
い
て
―
神
宮
文
庫
所
蔵
異
本
三
十
六
人
家
集
・
及
び
架
蔵
異
本
三
十
六
人
家
集
１
・
２
中
の
小
町
集
に
就
て
―
」（
『
国
語

と
国
文
学
』
二
三
・
八
、
一
九
四
六
年
八
月
）
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
、
「
五
月
五
日
人
を
／
あ
や
め
草
人
に
も
た
ゆ
と
思
ひ
し
は
わ
か
身
の
う
き
に
思
ふ
成
け
り
」

と
い
う
「
出
所
不
明
歌
」
を
巻
頭
歌
と
す
る
。
そ
の
配
列
は
部
分
的
に
歌
仙
家
集
本
系
統
の
配
列
と
一
致
す
る
も
の
の
、
詞
書
や
明
ら
か
な
他
人
歌
が
少
な
く
、
ま
た

歌
仙
家
集
本
系
統
の
後
半
部
の
歌
を
一
切
有
し
て
い
な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
系
統
の
慶
長
十
（
一
六
〇
七
）
年
の
奥
書
を
有
す
る
神
宮
文
庫
（
三
・
一
二
〇

四
）
本
の
翻
刻
が
『
私
家
集
大
成
』
に
、
寛
永
年
間
の
写
と
さ
れ
る
醍
醐
家
旧
蔵
の
志
香
須
賀
文
庫
本
の
翻
刻
が
久
曾
神
昇
『
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
精
成
』（
風

間
書
房
、
一
九
六
六
年
）
に
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
写
本
と
し
て
は
ほ
か
に
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
一
一
・
二
）
本
、
高
松
宮
家
旧
蔵
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
、
蓬
左
文
庫

本
、
大
和
文
華
館
本
、
中
院
通
茂
写
本
、
島
田
良
二
氏
蔵
の
豊
前
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
久
曾
神
昇
氏
（
注
二
）
に
よ
り
、
天
永
三
（
一
一
一
二
）
年
に
白
河
上
皇
六
十

賀
の
後
宴
の
贈
り
物
と
し
て
制
作
さ
れ
た
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
所
収
の
『
小
町
集
』
か
ら
出
た
本
文
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

さ
て
、『
小
町
集
』
が
こ
の
二
系
統
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
点
で
の
研
究
と
し
て
は
先
に
挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
石
橋
敏
男
氏
（
注
三
）
、
片
桐
洋
一
氏
（
後

述
）
、
島
田
良
二
氏
（
注
四
）
、
橋
本
不
美
男
氏
（
注
五
）
、
藤
田
洋
治
氏
（
注
六
）
、
杉
谷
寿
郎
氏
（
注
七
）
、
室
城
秀
之
氏
（
注
八
）
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も

こ
と
に
特
筆
す
べ
き
は
、
片
桐
氏
の
研
究
で
あ
ろ
う
。
片
桐
氏
は
ま
ず
「
『
小
野
小
町
集
』
考
」（
『
言
語
と
文
芸
』
四
九
、
一
九
六
六
年
五
月→

『
古
今
和
歌
集
以
後
』
二
〇
〇
〇

年
、
笠
間
書
院
）
の
中
で
歌
仙
家
集
本
系
統
の
一
一
六
首
本
と
神
宮
文
庫
本
系
統
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
『
小
町
集
』
所
収
歌
を
①
『
古
今
集
』
に
よ
っ
て
小
町
作
と

考
え
ら
れ
る
歌
、
②
詠
人
不
知
を
含
め
て
他
人
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
歌
、
➂
『
新
古
今
集
』
以
降
の
勅
撰
集
に
採
ら
れ
て
い
る
歌
を
含
め
て
小
町
作
と
も
他
人
の
詠
と

も
断
定
で
き
な
い
歌 

に
分
類
す
る
。
そ
し
て
歌
仙
家
集
本
系
統
と
神
宮
文
庫
本
系
統
を
比
較
す
る
と
、
歌
仙
家
集
本
系
統
が
他
人
歌
を
多
く
含
む
の
に
対
し
、
神
宮

文
庫
本
系
統
に
は
冒
頭
か
ら
六
二
番
歌
ま
で
の
箇
所
に
詠
人
不
知
歌
を
含
め
た
他
人
の
歌
が
存
在
し
な
い
。
ま
た
歌
仙
家
集
本
系
統
の
詞
書
が
人
間
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
物
語
的
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
の
に
対
し
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
詞
書
は
『
古
今
集
』
な
ど
の
原
資
料
に
近
く
簡
単
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て

そ
こ
か
ら
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
ほ
う
が
『
小
町
集
』
の
よ
り
古
い
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
す
る
。 

そ
し
て
こ
れ
に
つ
づ
き
、『
小
野
小
町
追
跡
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
）
の
な
か
で
『
小
町
集
』
の
構
造
や
増
補
の
方
法
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、『
小

町
集
』
の
伝
本
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。 

①
歌
仙
家
集
本
系
統
の
一
一
六
首
本
は
、
本
体
部
分
（
一
～
一
〇
〇
）
と
他
本
か
ら
の
増
補
部
分
「
他
本
歌
十
一
首
」
（
一
〇
一
～
一
一
一
）
、
「
又
他
本
五
首
」

（
一
一
二
～
一
一
六
）
に
分
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
本
体
部
分
も
段
階
的
に
増
補
を
繰
り
返
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
に
分
け
ら
れ

る
。
第
一
部
（
一
～
四
五
）
は
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
や
そ
の
贈
答
歌
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
部
分
で
、
四
十
五
首
の
う
ち
半
数
以
上
の
二
十
四

首
が
そ
れ
ら
の
歌
々
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。 
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②
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
二
部
（
四
六
～
七
〇
）
は
、
ほ
と
ん
ど
「
出
所
不
明
歌
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
は
一
首
し
か
含

ま
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
配
列
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
く
と
神
宮
文
庫
本
系
統
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
こ
れ
は
第
一
部
の
享
受
過
程
で
、

神
宮
文
庫
本
系
統
に
近
い
系
統
の
『
小
町
集
』
と
の
対
照
が
行
わ
れ
、
第
一
部
に
存
在
し
な
い
歌
々
が
そ
の
別
本
の
配
列
に
従
っ
て
抜
き
出
さ
れ
、
付
加
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。 

➂
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
三
部
（
七
一
～
一
〇
〇
）
は
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
に
よ
っ
て
小
町
以
外
の
他
人
の
歌
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
も
の
を
中
核
に
し
て
い

る
。
ま
た
神
宮
文
庫
本
系
統
に
出
て
い
る
歌
は
一
首
も
な
く
、
こ
の
系
統
だ
け
に
付
加
さ
れ
た
歌
が
並
ん
で
い
る
。 

④
歌
仙
家
集
本
系
統
の
二
度
に
わ
た
る
増
補
部
分
に
存
す
る
歌
々
は
、
他
の
資
料
か
ら
小
町
の
歌
で
は
な
い
と
断
定
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
、
こ
れ
ら
の
歌
々
も

ま
た
い
っ
さ
い
神
宮
文
庫
本
系
統
に
見
え
な
い
。 

⑤
神
宮
文
庫
本
系
統
は
、
一
～
六
二
番
歌
ま
で
は
小
町
作
で
は
な
い
と
断
定
で
き
る
歌
は
採
歌
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
六
三
番
歌
以
降
末
尾
ま
で
の
部

分
に
は
『
馬
内
侍
集
』『
斎
宮
女
御
集
』
に
見
ら
れ
る
歌
や
『
拾
遺
集
』
の
詠
人
不
知
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
小
町
の
死
を
め
ぐ
る
伝
承
と
関
わ
る
歌
（
六

七
～
六
九
）
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
次
元
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
後
の
増
補
、
第
二
部
だ
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。 

   
 
 
 
 
 

②
以
後
の
歌
仙
家
集
本
系
統
、
神
宮
文
庫
本
系
統
研
究
の
展
開 

以
降
の
研
究
は
主
に
こ
の
片
桐
論
を
ふ
ま
え
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
歌
仙
家
集
本
系
統
が
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
を
中
心
と
す
る
第
一
部
に

神
宮
文
庫
本
系
統
に
近
い
本
な
ど
か
ら
の
増
補
が
行
わ
れ
、
段
階
的
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
見
方
じ
た
い
は
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
の
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

を
形
成
段
階
上
の
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
扱
う
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
異
論
も
提
示
さ
れ
て
い
る
（
注
九
）
。
ま
た
片
桐
氏
は
歌
仙
家
集
本
系
統
の
一
一
六
首

本
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
よ
り
細
や
か
に
歌
仙
家
集
本
系
統
の
諸
伝
本
を
検
討
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
伝
本
は
以
下

の
三
種
類
に
細
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
注
一
〇
）。 

（
ａ
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
承
空
本
系
統･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･

…
…
一
二
五
首 

（
ｂ
）
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
五
〇
六
・
八
）
乙
本
系
統
（
注
一
一
）･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･

一
一
六
首 

（
ｃ
）
正
保
版
歌
仙
家
集
本
系
統
…
…
…
…
…･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･
･･

一
一
五
首 

こ
の
三
系
統
の
配
列
は
ほ
と
ん
ど
の
部
分
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
ま
ず
（
ａ
）
と
（
ｂ
）
を
比
較
し
て
み
る
と
、
歌
数
じ
た
い
は
（
ａ
）
の
ほ
う
が
（
ｂ
）
よ
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り
九
首
多
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
う
ち
七
首
は
集
中
に
二
首
以
上
重
出
す
る
歌
で
あ
り
、
（
ａ
）
に
あ
っ
て
（
ｂ
）
に
は
見
え
な
い
歌
は
以
下
の
二
首
の
み
で
あ
る
。 

ミ
ヤ
コ
イ
デ
ヽ
ケ
フ
ミ
カ
ノ
ハ
ラ
イ
ヅ
ミ
ガ
ハ
カ
ハ
カ
ゼ
サ
ム
ミ
コ
ロ
モ
カ
セ
ヤ
マ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
『
古
今
集
』
羇
旅
４０８
詠
人
不
知
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１１４
、
書
乙
、
正
保
な
し
） 

 
 

ヲ
ミ
ナ
ヘ
シ
オ
ホ
カ
ル
ノ
ベ
ニ
ヤ
ド
リ
セ
バ
ア
ヤ
ナ
ク
ア
ダ
ノ
ナ
ヲ
ヤ
タ
チ
ナ
ム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
『
古
今
集
』
秋
上
２２９
、
小
野
美
材
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１２１
、
書
乙
、
正
保
な
し
） 

 

そ
し
て
（
ｂ
）
と
（
ｃ
）
の
形
態
的
な
差
異
は
、（
ｂ
）
の
四
二
番
歌
で
あ
り
、『
古
今
集
』
一
八
九
番
歌
に
詠
人
不
知
歌
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
「
い
つ
は
と
は

時
は
わ
か
ね
ど
あ
き
の
夜
ぞ
も
の
お
も
ふ
こ
と
の
か
ぎ
り
な
り
け
る
」
を
（
ｃ
）
が
有
し
て
い
な
い
と
い
う
一
点
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
い
ず
れ
も
『
古
今
集
』

に
お
い
て
小
町
の
作
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
歌
で
、
真
作
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
藤
田
洋
治
氏
（
注
一
二
）
は
、
（
ａ
）
の
重
出
歌
や
他

人
歌
を
削
除
し
て
本
文
を
整
え
た
も
の
が
（
ｂ
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
い
つ
は
と
は
」
歌
が
削
除
さ
れ
る
か
脱
落
し
た
結
果
（
ｃ
）
が
成
立
し
た
と
見
て
い
る
。 

さ
て
、
（
ａ
）
の
承
空
本
は
次
の
よ
う
な
奥
書
を
持
つ
。 

 
 

建
長
六
年
七
月
廿
日
重
校
合
令
于
九
／
条
三
位
入
道
本
了 

彼
本
哥
六
十
／
九
首

云 

 

々 

顕
家
三
位
自
筆
／
本
也 

安
元
二
年
十
一
月
八
日

云 

 

々 

正
応
五
年
十
二
月
九
日
令
侍
中
／
詹
事
丞
成
尚
書
之
即
之
校
了
／
藤
資
経 

 
 

永
仁
五
年
三
月
十
五
日
於
西
山
房
／
書
写
畢
／
承
空
／
承
空
上
人
／
寄
進
之 

 

す
な
わ
ち
、
承
空
本
は
安
元
二
（
一
一
七
六
）
年
に
筆
写
さ
れ
た
「
顕
家
三
位
自
筆
本
」
を
基
幹
と
す
る
も
の
で
、
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
に
神
宮
文
庫
本
系
統

の
一
伝
本
と
推
定
さ
れ
る
「
九
条
三
位
入
道
本
」
と
校
合
さ
れ
た
。
そ
し
て
正
応
五
（
一
二
九
二
）
年
に
藤
原
資
経
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
更
に
永
仁
五
（
一
二
九
二
）

年
に
承
空
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

こ
の
承
空
本
の
転
写
本
が
書
陵
部
（
五
一
〇
・
一
二
）
本
で
、
同
様
の
奥
書
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
片
仮
名
と
漢
字
交
じ
り
で
書
か
れ
た
承
空
本
と
は
異
な
り
、

ひ
ら
が
な
と
漢
字
を
用
い
て
い
る
。
本
文
と
書
き
入
れ
は
基
本
的
に
は
承
空
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
欠
脱
、
誤
写
な
ど
も
存
在
す
る
（
注
一
三
）
。 

ま
た
杉
谷
寿
郎
氏
（
注
一
四
）
や
角
田
宏
子
氏
（
注
一
五
）
に
よ
っ
て
こ
れ
と
同
系
統
の
伝
本
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
神
宮
文
庫
蔵
（
一
一
一
三
）
本
と
、
一

一
五
首
本
で
あ
る
中
田
光
子
氏
蔵
本
に
加
え
ら
れ
て
い
る
富
士
谷
成
章
の
異
本
注
記
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
「
小
」
本
、
「
甲
」
本
（
と
も
に
現
在
所
在
不
明
）

で
あ
る
。
前
者
は
承
空
本
の
二
七
、
四
六
、
八
一
、
一
〇
二
、
一
〇
三
、
一
〇
四
、
一
〇
五
、
一
〇
八
、
一
〇
九
番
歌
を
有
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
の
配

列
は
承
空
本
と
同
様
で
、
「
ミ
ヤ
コ
イ
デ
ヽ
」
歌
と
「
ヲ
ミ
ナ
ヘ
シ
」
歌
を
も
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
同
系
統
の
伝
本
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
本

は
承
空
本
、
書
陵
部
（
五
一
〇
・
一
二
）
本
に
は
な
い
「
お
ほ
か
た
の
秋
く
る
こ
と
に
我
身
こ
そ
か
な
し
き
物
と
お
も
ひ
し
り
ぬ
れ
」
と
い
う
『
古
今
集
』
一
八
五
番
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歌
の
詠
人
不
知
歌
を
一
一
五
番
歌
と
し
て
載
せ
る
。
富
士
谷
成
章
の
見
た
「
小
」
本
で
も
、
こ
の
歌
を
「
み
や
こ
い
で
ゝ
」
歌
の
次
に
置
い
て
お
り
、
本
来
承
空
本
は

こ
の
歌
を
含
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。 

次
に
神
宮
文
庫
本
系
統
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
角
田
氏
が
そ
の
諸
伝
本
を
字
母
の
レ
ベ
ル
で
細
か
に
検
討
し
て
そ
の
先
後
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
中
で
も
古
態
を
保
つ
と
見
ら
れ
る
書
陵
部
蔵
（
五
一
一
・
二
）
本
で
は
、
冒
頭
か
ら
五
三
番
歌
ま
で
と
、
五
四
番
歌
以
降
で
は
仮
名
の
字
母
に
相
違
が
見
ら
れ
、

五
三
番
歌
と
五
四
番
歌
の
間
に
形
成
段
階
の
区
切
れ
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
以
下
に
掲
げ
る
神
宮
文
庫
本
系
統
の
巻
末
三
首
に
つ
い
て
、 

お
な
じ
比
、
み
ち
の
国
へ
く
だ
る
人
に
、「
い
つ
ば
か
り
」
と
と
ひ
し
か
ば
、
「
け
ふ
あ
す
も
の
ぼ
ら
ん
」
と
い
ひ
し
か
ば 

み
ち
の
く
は
よ
も
う
き
島
も
有
と
い
ふ
を
関
こ
ゆ
る
ぎ
の
い
そ
か
ざ
る
ら
ん 

 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
な
し
、
神
宮
６７
、
静
嘉
８５
、
承
空
７８
、
書
乙
７７
、
正
保
７６
） 

 

な
ど
い
ひ
て
う
せ
に
け
り
。
の
ち
を
、
い
か
に
も
す
る
人
や
な
か
り
け
ん
、
あ
や
し
く
て
ま
ろ
び
あ
り
き
け
り
。
あ
は
で
か
た
み
に
ゆ
き
て
け
る
人
の
、
思

ひ
も
か
け
ぬ
所
に
、
歌
よ
む
こ
ゑ
の
し
け
れ
ば
、
お
そ
ろ
し
な
が
ら
、
よ
り
、
き
け
ば 

秋
風
の
ふ
く
た
び
こ
と
に
あ
な
め

く
を
の
と
は

な
く

い

は

イ

て
薄
お
ひ
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
６８
／
他
本
な
し
） 

と
き
こ
え
け
る
に
、
あ
や
し
と
て
、
草
の
中
を
み
れ
ば
、
小
野
小
町
が
す
ゝ
き
の
い
と
を
か
し
う
ま
ね
き
た
て
り
け
る
。
そ
れ
と
み
ゆ
る
し
る
し
は
い
か
ゞ

有
け
ん
。 

冬
、
み
ち
ゆ
く
ひ
と
の
、
い
と
さ
む
げ
に
て
も
あ
る
か
な
、
よ
こ
そ
は
か
な
け
れ
と
い
ふ
を
き
ゝ
て
、
ふ
と 

 
 

手
枕
の
ひ
ま
の
風
だ
に
さ
む
か
り
き
身
は
な
ら
は
し
の
も
の
に
ぞ

ざ
り

あ

り

歟

け
る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（
『
拾
遺
集
』
９１
詠
人
不
知
／
神
宮
６９
、
他
本
な
し
） 

こ
れ
ら
は
小
町
の
陸
奥
国
に
お
け
る
落
魄
流
離
と
死
を
語
る
一
連
の
歌
物
語
的
部
分
と
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
（
注
一
六
）
、
書
陵
部
蔵
（
五
一
一
・
二
）
本

で
は
、
六
九
番
番
歌
の
詞
書
の
「
冬
み
ち
ゆ
く
ひ
と
の
…
」
以
下
が
そ
れ
以
前
の
部
分
か
ら
一
行
空
け
て
独
立
し
た
か
た
ち
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ

れ
は
六
九
番
歌
の
詞
書
「
冬
、
み
ち
ゆ
く
ひ
と
の
…
」
以
下
が
前
の
部
分
と
は
内
容
的
に
連
続
し
て
い
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
時
代
が
下
っ
て
か
ら
一
首
の
み
巻
末
に

増
補
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。 

  
 
 
 
 
 

③
歌
仙
家
集
本
系
統
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
構
造 

以
上
の
成
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
構
造
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。 

第
一
部 

承
空
本
系
統
一
～
四
六
番
歌
、
書
陵
部
乙
本
系
統
一
～
四
五
番
歌
、
正
保
版
本
系
統
一
～
四
四
番
歌 

『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
で
小
野
小
町
の
作
と
な
っ
て
い
る
歌
、
及
び
そ
の
贈
答
歌
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
部
分
。『
古
今
集
』
で
題
不
知
と
な
っ
て
い
る
小

町
詠
に
も
詞
書
が
附
さ
れ
て
お
り
、
歌
物
語
的
と
も
い
っ
て
よ
い
部
分
で
あ
る
。
四
十
六
首
中
三
十
二
首
に
詞
書
が
附
さ
れ
、
小
町
を
め
ぐ
る
恋
の
状
況
が
描
き
出
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さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
を
以
下
に
掲
げ
よ
う
。
（
以
下
の
二
例
の
引
用
は
い
ず
れ
も
、
も
っ
と
も
古
態
を
示
す
承
空
本
に
よ
る
） 

人
ト
物
イ
フ
ト
テ
ア
ケ
シ
ツ
ト
メ
テ
、
「
カ
バ
カ
リ
ナ
ガ
キ
ヨ
ニ
ナ
ニ
ゴ
ト
ヲ
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
イ
ヒ
ア
カ
シ
ツ
ル
ゾ
」
ト
ア
イ
ナ
ウ
ト
ガ
メ
シ
人
ニ 

秋
ノ
ヨ
ハ
ナ
ノ
ミ
ナ
リ
ケ
リ
ア
ヒ
ト
ア
ヘ
バ
コ
ト
ゾ
ト
モ
ナ
ク
ア
ケ
ヌ
ル
物
ヲ 

（
『
古
今
集
』
恋
三
６３５
小
町
／
唐
草
３６
、
神
宮
１０
、
静
嘉
１８
、
承
空
１０
、
書
乙
１０
、
正
保
１０
） 

返
事 

ナ
ガ
シ
ト
モ
オ
モ
ヒ
ゾ
ハ
テ
ヌ
ム
カ
シ
ヨ
リ
ア
フ
人
カ
ラ
ノ
秋
ノ
ヨ
ナ
レ
バ 

（
『
古
今
集
』
恋
三
６３５
凡
河
内
躬
恒
／
唐
草
な
し
、
神
宮
１１
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１１
、
書
乙
１１
、
正
保
１１
） 

 

こ
の
贈
答
は
神
宮
文
庫
本
系
統
に
も
見
え
、
そ
こ
に
は
詞
書
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。
『
古
今
集
』
恋
三
、
六
三
五
・
六
三
六
番
歌
と
し
て
連
続
し
て
配
列
さ
れ
た
題

不
知
の
小
町
詠
と
躬
恒
詠
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
二
者
の
活
躍
年
代
や
『
古
今
集
』
の
記
述
か
ら
虚
構
的
な
贈
答
と
知
れ
る
が
、
歌
仙
家
集
本
系
統
で
は
長
文
の

詞
書
を
附
し
、
こ
の
二
首
が
交
わ
さ
れ
た
状
況
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。 

 

次
の
例
を
見
よ
う
。 

夢
ニ
人
ノ
ミ
エ
シ
カ
バ 

オ
モ
ヒ
ツ
ヽ
ヌ
レ
バ
ヤ
人
ノ
ミ
エ
ツ
ラ
ン
ユ
メ
ト
シ
リ
セ
バ
サ
メ
ザ
ラ
マ
シ
ヲ
（
『
古
今
集
』
恋
二
５５２
小
町
／
唐
草
３３
、
神
宮
１９
、
静
嘉
２８
、
承
空
１６
、
書
乙
１６
、
正
保
１６
） 

コ
レ
ヲ
人
ニ
カ
タ
リ
ケ
レ
バ
ア
ハ
レ
ナ
リ
ケ
ル
事
カ
ナ
ト
ア
リ
シ
御
返
事
ニ 

ウ
タ
ヽ
ネ
ニ
コ
ヒ
シ
キ
人
ヲ
ミ
テ
シ
ヨ
リ
ユ
メ
テ
フ
物
ハ
タ
ノ
ミ
ソ
メ
テ
キ
（
『
古
今
集
』
恋
二
５５３
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
２８
、
静
嘉
２９
、
承
空
１７
、
書
乙
１７
、
正
保
１７
） 

返
事 

タ
ノ
マ
ム
ト
オ
モ
ハ
ジ
ト
テ
モ
イ
カ
ヾ
セ
ン
ユ
メ
テ
フ
ホ
カ
ニ
ア
フ
ヨ
ナ
ケ
レ
バ 

 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
１４
、
神
宮
２９
、
静
嘉
５１
、
承
空
１８
、
書
乙
１８
、
正
保
１８
） 

 

「
オ
モ
ヒ
ツ
ヽ
」
「
ウ
タ
ヽ
ネ
ニ
」
の
二
首
は
『
古
今
集
』
恋
二
に
連
続
し
て
配
列
さ
れ
た
小
町
詠
だ
が
、
い
ず
れ
も
題
不
知
で
、
本
来
連
続
し
て
い
た
も
の
か
ど

う
か
不
明
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
二
首
が
、
夢
に
恋
人
が
見
え
た
と
い
う
で
き
ご
と
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
、
連
続
性
を
持
っ
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た

「
ウ
タ
ヽ
ネ
ニ
」
歌
の
成
立
に
介
在
し
た
「
人
」
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
小
町
を
囲
繞
す
る
人
間
関
係
も
垣
間
見
え
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。 

な
お
こ
の
箇
所
に
掲
出
さ
れ
た
他
人
歌
の
可
能
性
が
あ
る
歌
は
、
承
空
本
七
番
歌
（
書
乙
七
、
正
保
七
）
の
『
古
今
集
』
の
三
国
町
歌
、
承
空
本
三
七
番
歌
の
『
後

撰
集
』
の
詠
人
不
知
歌
（
書
乙
三
六
、
正
保
三
六
）
、
承
空
本
三
八
番
歌
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
詠
人
不
知
歌
（
書
乙
三
七
、
正
保
三
七
）
、
承
空
本
四
三
～
四
五
番
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歌
と
し
て
連
続
し
て
配
列
さ
れ
た
『
古
今
集
』
の
詠
人
不
知
歌
（
書
乙
四
二
～
四
四
、
正
保
四
二
、
四
三
）
の
み
で
あ
る
。 

 

第
二
部 
承
空
本
系
統
四
七
～
七
七
番
歌
、
書
陵
部
乙
本
系
統
四
六
～
七
八
番
歌
、
正
保
版
本
系
統
四
五
～
七
七
番
歌 

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
出
所
不
明
歌
」
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
巻
頭
歌
「
あ
や
め
草
」
歌
か
ら
始
ま
る
。
『
古
今
集
』
所

収
の
小
町
歌
は
次
の
一
首
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
。 

 
 

カ
ギ
リ
ナ
キ
オ
モ
ヒ
ノ

マ
ニ
マ

マ

マ

ニ

ヨ
ル
モ
コ
ム
ユ
メ
ヂ
ニ
サ
ヘ
ヤ
人
モ
ト
ガ
メ
ン 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
承
空
） 

（
『
古
今
集
』
恋
三
６５７
、
小
町
／
唐
草
３９
、
神
宮
２２
、
静
嘉
８
・
２０
、
承
空
７２
、
書
乙
７１
、
正
保
７０
） 

こ
の
箇
所
は
配
列
に
神
宮
文
庫
本
系
統
と
の
共
通
性
が
見
え
、
第
一
部
に
比
べ
て
詞
書
も
少
な
い
。
詞
書
が
附
さ
れ
た
歌
は
三
十
首
中
十
一
首
に
と
ど
ま
る
。
異

な
る
性
格
の
資
料
か
ら
の
抜
書
き
が
付
加
さ
れ
た
箇
所
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
資
料
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
即
断
し
が
た
い
が
、
片
桐
氏
以
来

指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
小
町
の
歌
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
歌
々
、
こ
と
に
「
出
所
不
明
歌
」
を
、
神
宮
文
庫
本
系
統
や
あ
と
で
見
る
唐
草
装
飾
本
と
近
似
し

た
配
列
で
並
べ
る
『
小
町
集
』
の
一
伝
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
所
収
歌
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
私
家
集
に
、
方
向
性
の
違
う
資
料
か
ら
の
抜
き
書
き
を
増
補
す
る
と
い
う
構
成
は
、
平
安
期
に
お

い
て
他
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
注
一
七
）
。
藤
原
伊
尹
の
私
家
集
で
あ
る
『
一
条
摂
政
御
集
』
で
は
、
一
～
四
一
番
歌
ま
で
は
伊
尹
を
「
く
ら
は
し
の
と
よ

か
げ
」
と
い
う
「
く
ち
を
し
き
げ
す
」
の
色
好
み
に
仮
託
し
、
『
伊
勢
物
語
』
に
影
響
を
受
け
た
詞
書
を
附
し
て
歌
物
語
的
に
構
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
四
二
番
歌

詞
書
「
お
な
じ
お
き
な
の
う
た
と
て
ほ
か
に
み
え
し
を
、
さ
か
し
ら
に
つ
ゝ
ま
し
け
れ
ど
と
て
」
以
降
は
、
一
条
摂
政
に
つ
い
て
の
記
述
に
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
明
ら
か
に
編
集
意
識
が
異
な
る
。
「
ほ
か
に
み
え
し
」
歌
、
即
ち
そ
れ
以
前
の
部
分
と
は
異
な
る
資
料
か
ら
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。 

ま
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
『
小
野
宮
殿
集
』
は
、
一
～
六
七
番
歌
ま
で
の
詞
書
の
書
き
方
は
「
お
と
こ
」
と
第
三
人
称
化
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
歌
物
語
的

で
あ
る
。
そ
し
て
、
六
八
～
七
六
番
歌
ま
で
の
中
務
と
の
贈
答
、
元
輔
関
係
歌
の
後
、
七
七
～
八
四
番
歌
ま
で
の
部
分
は
『
清
慎
公
集
』
の
祖
本
か
ら
歌
を
増
補
し

て
い
る
。
七
七
番
歌
と
し
て
『
清
慎
公
集
』
の
巻
頭
歌
を
置
き
、
そ
れ
以
前
の
部
分
に
見
え
な
い
『
清
慎
公
集
』
の
歌
を
抜
き
書
き
し
て
お
り
、
詞
書
に
お
い
て
詠

み
手
は
、
そ
れ
以
前
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
お
と
こ
」
で
は
な
く
「
お
と
ゞ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
と
同
様
の
、
編
集
意
識
の
異
な
る
他

本
に
よ
る
増
補
が
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。 

な
お
、
『
小
町
集
』
承
空
本
の
四
七
～
七
一
（
書
乙
四
六
～
七
〇
、
正
保
四
五
～
六
九
）
の
中
で
、
他
人
歌
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
歌
は
承
空
本
七
一
番

歌
（
書
乙
七
〇
、
正
保
六
九
）
の
み
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
他
の
系
統
の
伝
本
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
詠
人
不
知
歌
と
し
て
出
て
お
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り
『
兼
輔
集
』
に
も
見
え
る
。
た
だ
し
承
空
本
七
二
～
七
九
番
歌
（
書
乙
七
一
～
七
八
、
正
保
七
〇
～
七
七
）
は
そ
れ
以
前
と
方
向
性
が
変
わ
っ
て
、
神
宮
文
庫
本

系
統
に
は
見
え
な
い
『
古
今
集
』
七
九
〇
番
歌
の
「
小
町
姉
」
歌
、
『
後
撰
集
』
一
二
六
七
番
歌
の
「
小
町
孫
」
歌
と
い
う
小
町
の
縁
者
の
歌
を
含
ん
で
い
る
点
は

注
意
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
の
部
分
と
は
異
な
る
資
料
か
ら
の
増
補
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

第
三
部 

承
空
本
系
統
七
八
～
一
〇
一
番
歌
、
書
陵
部
乙
本
系
統
七
七
～
一
〇
〇
番
歌
、
正
保
版
本
系
統
七
六
～
九
九
番
歌 

承
空
本
一
〇
一
番
歌
の
左
注
と
奥
書
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
が
安
元
二
（
一
一
七
六
）
年
に
筆
写
さ
れ
た
『
顕
家
三
位
自
筆
本
』
に
あ
た
る
部
分
で
あ
り
、
院
政

期
ま
で
に
は
形
を
成
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。 

こ
の
第
三
部
以
降
の
歌
は
重
出
歌
を
除
き
、
神
宮
文
庫
本
系
統
や
後
で
ふ
れ
る
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
、
そ
し
て
唐
草
装
飾
本
に
一
切
見
ら
れ
な
い
。
「
出
所
不
明

歌
」
と
、
明
ら
か
に
小
町
の
歌
と
は
見
ら
れ
な
い
他
人
歌
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、『
後
撰
集
』
の
小
町
姉
歌
が
承
空
本
九
一
番
歌
（
書
乙
九
〇
、
正
保
八
九
）

と
し
て
載
る
ほ
か
、
承
空
本
の
八
八
、
九
三
、
九
五
、
一
〇
〇
番
歌
（
書
乙
八
七
、
九
二
、
九
四
、
九
九
／
正
保
八
六
、
九
一
、
九
三
、
九
八
に
対
応
）
は
い
ず
れ

も
『
古
今
集
』
詠
人
不
知
歌
で
あ
り
、
承
空
本
一
〇
一
番
歌
（
書
乙
一
〇
〇
、
正
保
九
九
）
は
『
古
今
集
』
の
紀
淑
望
歌
で
あ
る
。 

ま
た
、
以
下
の
一
首
は
三
条
院
に
仕
え
た
小
大
君
の
家
集
で
あ
る
『
小
大
君
集
』
に
見
え
る
ほ
か
、
『
栄
花
物
語
』
「
見
は
て
ぬ
夢
」
巻
で
は
正
歴
五
（
九
九
四
）

年
の
疫
病
流
行
に
よ
っ
て
相
次
い
で
殿
上
人
が
亡
く
な
っ
た
際
に
、
藤
原
為
頼
と
や
り
と
り
し
た
歌
と
し
て
載
る
。
『
為
頼
集
』
に
も
小
大
君
の
詠
と
し
て
入
っ
て

い
る
。 

 
 
 

ミ
シ
人
ノ
ナ
ク
ナ
リ
シ
コ
ロ 

ア
ル
ハ
ナ
ク
ナ
キ
ハ
カ
ズ
ソ
フ
ヨ
ノ
ナ
カ
ニ
ア
ハ
レ
イ
ヅ
レ
ノ
ヒ
マ
デ
ナ
ゲ
カ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

 (

『
為
頼
集
』
２６
（
「
小
お
ほ
き
み
」
の
歌
）
、
林
家
本
『
小
大
君
集
』
１２０
／
冷
泉
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
８２
、
書
乙
８１
、
正
保
８０) 

こ
の
一
首
の
存
在
か
ら
、
第
四
部
が
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
に
付
加
さ
れ
た
時
代
が
早
く
と
も
十
世
紀
末
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 

第
四
部 

承
空
本
系
統
一
〇
二
～
一
一
八
番
歌
、
書
陵
部
乙
本
系
統
一
〇
一
～
一
一
一
番
歌
、
正
保
版
本
系
統
一
〇
〇
～
一
一
〇
番
歌 

安
元
二
年
以
降
、
「
他
本
歌
十
八
首
」
と
い
う
注
記
を
附
し
て
載
せ
ら
れ
た
増
補
部
分
の
歌
だ
が
、
実
際
に
は
十
七
首
し
か
な
い
。
こ
の
部
分
の
重
出
歌
や
他
人

歌
を
削
除
し
た
と
見
ら
れ
る
書
陵
部
乙
本
系
統
・
正
保
版
本
系
統
は
、
注
記
を
「
他
本
歌
十
一
首
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
四
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
古
今
集
』

の
小
町
歌
は
次
の
一
首
で
、
猿
丸
太
夫
の
家
集
で
あ
る
『
猿
丸
集
』
に
存
す
る
旨
の
詞
書
が
附
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
現
行
の
『
猿
丸
集
』
に
こ
の
歌
は
見
え
な
い
。 
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サ
ル
マ
ロ
マ
チ
君
ノ
集
ナ
ル
哥 

ア
ハ
レ
テ
フ
コ
ト
コ
ソ
ウ
タ
テ
ヨ
ノ
中
ヲ
思
ハ
ナ
レ
ヌ
ホ
ダ
シ
ナ
リ
ケ
レ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
『
古
今
集
』
雑
下
９３９
、
小
町
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１１７
、
書
乙
１０８
、
正
保
１０７
） 

 
 

こ
の
「
ア
ハ
レ
テ
フ
」
歌
は
他
系
統
の
『
小
町
集
』
に
一
切
見
え
ず
、
ま
た
『
古
今
集
』
の
中
で
も
元
永
本
で
は
詠
人
不
知
と
さ
れ
て
い
る
。
『
小
町
集
』
の
初

発
の
時
点
で
は
、
こ
の
「
ア
ハ
レ
テ
フ
」
歌
が
詠
人
不
知
歌
で
あ
っ
た
『
小
町
集
』
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
こ
れ
を
小
町
の
作
と
す
る
資
料

を
用
い
て
補
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

そ
れ
以
外
の
歌
は
「
出
所
不
明
歌
」
か
明
ら
か
な
他
人
歌
で
、
こ
と
に
以
下
の
一
首
は
『
萬
葉
集
』
に
も
見
え
、
『
拾
遺
集
』
に
人
麿
作
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い

る
歴
史
の
古
い
伝
承
歌
で
あ
る
。 

 
 
 

ア
カ
月
ノ
ア
リ
ア
ケ
ノ
月
ノ
ア
リ
ツ
ヽ
モ
キ
ミ
シ
キ
マ
サ
バ
マ
チ
コ
ソ
ハ
セ
メ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

(

『
萬
葉
集
』
巻
十
２３０４
／ 

唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１０６
、
書
乙
１０２
、
正
保
１０１) 

ま
た
『
古
今
集
』
仮
名
序
に
お
い
て
「
采
女
の
、
戯
れ
よ
り
詠
み
て
、
こ
の
二
歌
は
、
歌
の
父
母
の
様
に
て
ぞ
、
手
習
ふ
人
の
、
初
め
に
も
し
け
る
」
と
評
さ
れ

た
『
萬
葉
集
』
三
八
〇
七
番
歌
も
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

ア
サ
カ
山
カ
ゲ
サ
ヘ
ミ
ユ
ル
山
ノ
井
ノ
ア
サ
ク
ハ
人
ヲ
オ
モ
フ
モ
ノ
カ
ハ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

(

『
萬
葉
集
』
巻
十
六
３８０７
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１０７
、
書
乙
１０３
、
正
保
１０２) 

 

そ
の
ほ
か
の
他
出
と
し
て
は
、
承
空
本
の
一
〇
五
、
一
一
二
、
一
一
五
、
一
一
六
、
一
一
八
番
歌
（
書
乙
一
〇
一
、
一
〇
六
、
一
〇
八
、
一
一
一
／
正
保
一
〇
一
、

一
〇
五
、
一
〇
七
、
一
一
〇
に
対
応
）
が
『
古
今
集
』
詠
人
不
知
歌
、
承
空
本
の
一
一
一
番
歌
（
書
乙
一
〇
五
、
正
保
一
〇
四
）
が
『
重
之
集
』
所
収
歌
、
承
空
一
一

三
番
歌
（
書
乙
一
〇
七
、
正
保
一
〇
六
）
が
『
伊
勢
集
』
所
収
歌
と
な
っ
て
い
る
。
作
歌
状
況
を
示
す
詞
書
が
附
さ
れ
た
歌
は
三
首
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
首
は
第
一

部
、
第
二
部
と
の
重
出
歌
で
あ
り
、
こ
こ
で
新
た
に
登
場
す
る
歌
の
中
で
詞
書
を
持
つ
歌
は
一
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

第
五
部 

承
空
本
系
統
一
一
九
～
一
二
五
番
歌
、
書
陵
部
乙
本
系
統
一
一
二
～
一
一
六
番
歌
、
正
保
版
本
系
統
一
一
一
～
一
一
五
番
歌 

安
元
二
年
以
降
、「
小
宰
相
本
」
か
ら
増
補
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
書
陵
部
乙
本
系
統
・
正
保
版
本
系
統
の
諸
伝
本
に
は
「
小
相
公
本
」
と
あ
る
。「
出
所
不
明
歌
」

お
よ
び
『
古
今
集
』
の
詠
人
不
知
歌
（
承
空
一
二
二
、
書
乙
一
一
四
、
正
保
一
一
三
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
末
尾
の
一
二
五
番
歌
、 

 
 
 

ハ
ナ
サ
キ
テ
ミ
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
ハ
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
カ
サ
シ
ニ
サ
セ
ル
オ
キ
ツ
シ
ラ
ナ
ミ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

『
後
撰
集
』
離
別
羇
旅
１３６０
、
小
町
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１２５
、
書
乙
１１６
、
正
保
１１５) 
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は
『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
で
あ
り
、
『
後
撰
集
』
に
ま
だ
小
町
の
歌
が
あ
る
の
に
気
付
い
て
付
加
さ
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
詞
書
が
附
さ
れ
た
歌
は
な
い
。 

 
 

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
部
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
所
収
歌
に
詞
書
を
附
し
て
小
町
の
人
生
の
場
面
場
面
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
意
識
は
第
二
部
以
降
希
薄
に
な
り
、

そ
の
代
わ
り
に
明
ら
か
な
他
人
歌
の
比
率
が
増
加
し
て
く
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
第
六
部
に
は
、 

 

ハ
カ
ナ
シ
ヤ
ワ
ガ
身
ノ
ハ
テ
ヨ
ア
サ
ミ
ド
リ
ノ
ベ
ニ
タ
ナ
ビ
ク
カ
ス
ミ
ト
オ
モ
ヘ
バ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１２３
、
書
乙
１１５
、
正
保
１１４) 

と
い
う
死
を
見
据
え
た
歌
も
増
補
さ
れ
て
お
り
、
第
一
部
に
描
き
出
さ
れ
た
恋
の
諸
相
の
さ
ら
に
先
、
小
町
の
晩
年
を
想
起
さ
せ
る
歌
を
配
置
し
よ
う
と
す
る
意
識
も

窺
え
る
。
な
お
、
こ
の
「
ハ
カ
ナ
シ
ヤ
」
歌
は
十
三
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
『
新
古
今
集
』
に
小
町
の
歌
と
し
て
入
集
し
て
お
り
、
最
低
で
も
そ
れ
以
前
に
は
「
ハ
カ

ナ
シ
ヤ
」
歌
を
含
ん
だ
か
た
ち
の
『
小
町
集
』
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

  

次
に
神
宮
文
庫
本
系
統
の
構
造
を
示
そ
う
。 

第
一
部 

一
～
五
三
番
歌 

 

『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
と
「
出
所
不
明
歌
」
か
ら
成
る
部
分
。
明
ら
か
な
他
人
歌
は
存
在
し
な
い
。 

第
二
部 

五
四
～
六
二
番
歌 

角
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
と
は
字
母
が
異
な
る
部
分
。
第
一
部
に
付
加
さ
れ
た
増
補
部
分
か
、
あ
る
い
は
第
一
部
と
は
異
な
る
資
料
に
拠
っ
た
箇
所

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
も
ま
た
『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
と
「
出
所
不
明
歌
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
六
二
番
歌
の
み
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
二
部
に
も
出

て
い
た
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
詠
人
不
知
歌
、『
兼
輔
集
』
所
収
歌
と
し
て
他
出
が
見
ら
れ
る
一
首
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
と
構
成
意
識
の
上
で
大
き
な
差
異
は
な

い
。 

第
三
部 

六
三
～
六
九
番
歌 

 
 

第
二
部
の
さ
ら
な
る
巻
末
増
補
と
見
ら
れ
る
部
分
で
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
は
一
首
も
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
巻
末
三
首
に
は
長
文
の
詞
書
が
附
さ
れ

て
い
る
。
十
世
紀
の
後
半
に
活
躍
し
た
馬
内
侍
の
歌
（
六
三
）
、
馬
内
侍
と
交
流
の
あ
っ
た
村
上
天
皇
の
女
御
・
斎
宮
女
御
の
歌
（
六
五
）
を
含
む
こ
と
か
ら
、
こ

の
時
期
以
降
の
増
補
で
あ
る
。
そ
の
下
限
は
十
二
世
紀
前
半
で
あ
ろ
う
。
先
に
掲
げ
た
六
八
番
歌
（
「
あ
な
め
」
の
歌
）
が
、
十
二
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
『
和
歌
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童
蒙
抄
』
に
「
小
野
小
町
集
に
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
な
お
巻
末
歌
は
『
拾
遺
集
』
九
〇
一
に
詠
人
不
知
と
し
て
載
り
、
『
古
本
説
話
集
』
の
「
曲
殿
姫

君
事
」
、
こ
れ
と
同
内
容
の
『
今
昔
物
語
』
巻
十
九
、
本
朝
仏
法
部
の
「
六
宮
の
姫
君
の
夫
出
家
す
る
語
第
五
」
に
、
零
落
し
た
姫
君
の
末
期
の
詠
と
し
て
見
え
る
。

女
性
の
落
魄
譚
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
一
首
と
い
え
る
。 

  

二
、
異
本
「
小
町
家
之
集
」
と
静
嘉
堂
文
庫
（
一
〇
五
・
三
）
本 

 

そ
の
ほ
か
、
前
田
善
子
氏
の
『
小
野
小
町
』（
三
省
堂
、
一
九
四
三
年
）
は
、
歌
仙
家
集
本
系
統
と
も
神
宮
文
庫
本
系
統
と
も
異
な
る
形
態
を
も
つ
、
前
田
氏
蔵
の
異
本

「
小
町
家
之
集
」
（
現
在
所
在
不
明
）
の
存
在
を
報
告
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
六
七
首
か
ら
成
る
本
体
部
分
の
あ
と
に
「
乍
入
撰
集
漏
家
集
哥
」
と
し
て
、
本
体
部
分
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
勅
撰
集
所
載
の
小
町
詠
を
計
二
十
三
首
載
せ

た
も
の
で
、
そ
の
本
体
部
分
に
は
歌
仙
家
集
本
系
統
の
承
空
本
七
七
番
歌
（
書
陵
部
乙
本
系
統
七
六
、
正
保
版
本
七
五
）
番
歌
以
降
の
歌
が
一
首
も
入
っ
て
い
な
い
。

ま
た
歌
仙
家
集
本
系
統
に
は
見
え
な
い
歌
々
と
し
て
、
「
お
と
こ
の
わ
す
れ
け
る
に
、
あ
ま
に
な
り
て
津
の
国
な
に
は
の
み
つ
の
う
ら
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
す
み
て
あ
り

け
る
／
我
を
君
な
に
は
の
浦
に
あ
り
し
か
ば
う
き
め
を
み
つ
の
あ
ま
と
な
り
に
き
／
か
へ
し
／
な
に
は
が
た
う
ら
む
べ
き
ま
も
お
も
ほ
え
ず
い
づ
こ
を
み
つ
の
あ
ま

と
か
は
み
る
」
と
い
う
『
古
今
集
』
雑
下
九
七
三
・
九
七
四
の
贈
答
、「
月
み
れ
ば
月
は
な
か
ば
に
な
り
に
け
り
月
み
た
ば
ま
た
月
は
た
ら
じ
な
」「
た
れ
に
よ
り
よ
る

の
衣
を
か
へ
す
ら
ん
こ
ひ
し
き
人
の
あ
り
け
る
が
う
さ
」
と
い
う
、「
出
所
不
明
歌
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

た
だ
し
歌
の
配
列
や
詞
書
に
歌
仙
家
集
本
系
統
と
等
し
い
部
分
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
田
氏
は
こ
れ
を
歌
仙
家
集
本
系
統
の
「
増
補
さ
れ
る
以
前
の
可
成
り

古
い
時
代
の
一
形
態
」
で
、
歌
順
が
相
違
す
る
部
分
は
「
原
本
が
一
度
ば
ら
ば
ら
に
な
り
再
び
と
じ
合
わ
せ
る
と
き
、
紙
の
順
序
を
あ
や
ま
っ
て
こ
う
い
う
形
に
な
っ

た
」
と
説
明
す
る
。 

 

こ
の
本
は
以
降
、
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
し
ま
い
、
後
続
の
研
究
に
お
い
て
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
本
と
同
系
統
の
静
嘉
堂
文

庫
（
一
〇
五
・
三
）
本
（
以
下
、
静
嘉
堂
文
庫
本
）
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
『
静
嘉
堂
文
庫
新
収
古
典
籍
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
』
と
し
て
公
開
さ
れ
、
角
田
宏
子
氏
に
よ

っ
て
そ
の
本
文
や
配
列
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
注
一
八
）
。
こ
れ
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
解
説
に
よ
れ
ば
江
戸
前
期
の
書
写
で
あ
り
、
八
条
宮
桂

光
院
智
仁
親
王
（
一
五
七
九
―
一
六
二
九
）
筆
で
あ
る
旨
の
極
札
が
あ
る
が
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
疑
わ
し
い
と
い
う
。 

前
田
氏
の
『
小
野
小
町
』
に
引
か
れ
た
異
本
『
小
町
家
之
集
』
本
を
静
嘉
堂
文
庫
本
と
比
較
す
る
と
、
異
本
『
小
町
家
之
集
』
は
『
古
今
集
』
恋
四
、
七
九
七
番
歌

と
し
て
載
る
次
の
小
町
歌
を
欠
く
。 
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人
の
こ
ゝ
ろ
か
は
り
け
る
比 

色
み
え
で
う
つ
ろ
ふ
物
は

世
中

こ

の

比

の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る 

 
 
 

（
静
嘉
３２
／
『
古
今
集
』
恋
四
７９７
） 

こ
の
歌
は
巻
末
の
「
被
入
撰
集
漏
家
集
」
に
見
え
ず
、
「
被
入
撰
集
漏
家
集
」
が
付
さ
れ
た
時
点
で
は
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
形
態
と
し
て
は

こ
の
歌
を
持
つ
静
嘉
堂
文
庫
本
の
方
が
古
態
を
留
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

そ
し
て
、
こ
の
静
嘉
堂
文
庫
本
の
配
列
を
歌
仙
家
集
本
系
統
の
古
態
を
と
ど
め
る
承
空
本
七
六
番
以
前
の
配
列
と
比
較
す
る
と
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。 

 

前
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
静
嘉
堂
文
庫
本
の
本
体
部
分
の
配
列
に
は
歌
仙
家
集
本
系
統
と
の
共
通
点
が
散
見
さ
れ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
歌
仙
家
集
本
系
統

静嘉堂文庫本 承空本  静嘉堂文庫本 承空本 

× 39 1 1 

63 40 2 2 

64 41 3 3 

10 42 4 4 

× 44 5 5 

× 45 6 6 

× 46 × 7 

11 47 7 8 

22 48 9 9 

15 49 16 10 

23 50 17 11 

24 51 18 12 

25 52 × 13 

26 53 19 14 

27 54 21 15 

34 55 28 16 

35 56 29 17 

36 57 51 18 

50 58 30 19 

× 59 32 20 

53 60 33 21 

55 61 37 22 

56 62 38 23 

57 63 42 24 

58 64 39 25 

59 65 40 26 

60 66 （38） 27 

61 67 41 28 

62 68 44 29 

67 69 45 30 

68 70 46 31 

43 71 47 32 

８、２０ 72 × 33 

× 73 48 34 

× 74 65 35 

× 75 66 36 

52 76 49 37 

  54 38 
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の
第
一
部
に
連
続
し
て
置
か
れ
た
『
古
今
集
』
詠
人
不
知
歌
（
承
空
四
三
～
四
五
、
書
乙
四
二
～
四
四
、
正
保
四
二
・
四
三
）
が
見
え
な
い
。
だ
が
一
～
九
番
歌
、
一

六
～
二
一
番
歌
、
二
八
～
四
八
番
歌
、
二
二
～
二
七
番
歌
、
四
四
～
四
七
番
歌
、
五
〇
～
六
二
番
歌
と
い
っ
た
数
首
単
位
で
の
纏
ま
り
で
歌
仙
家
集
本
系
統
の
配
列
と

の
共
通
が
み
ら
れ
る
。 

ま
た
、
詞
書
も
類
似
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
静
嘉
堂
文
庫
本
の
一
～
六
番
歌
を
掲
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 
 
 

花
を
な
が
め
て 

 

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
わ
が
み
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
静
嘉
１
） 

 
 

あ
る
人
の
心
う
く
見
え
し
に 

心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
の
り
そ
め
て
ひ
と
ひ
も
波
に
ぬ
れ
ぬ
目
ぞ
な
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
静
嘉
２
） 

 
 
 

あ
る
お
と
こ
の
前
わ
た
り
す
る
に 

 

空
を
ゆ
く
月
の
ひ
か
り
に
雲
晴
て
ま
た
や
や
み
に
て
世
を
や
へ
ぬ
べ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
静
嘉
３
） 

 
 
 

い
か
な
り
し
お
り
に
か
又 

 

雲
は
れ
て
お
も
ひ
い
づ
れ
ど
言
の
は
の
ち
れ
る
な
げ
き
は
面
か
げ
も
な
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
静
嘉
４
） 

 
 
 

た
い
め
し
ぬ
べ
き
や
と
人
の
い
ひ
た
る
に 

 

み
る
め
か
る
蜑
の
行
か
ふ
み
な
と
ぢ
に
な
こ
そ
の
関
も
我
は
す
へ
ぬ
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
静
嘉
５
） 

 
 
 

女
郎
花
を
い
と
お
ほ
く
お
り
て
見
す
る
人
に 

名
に
し
お
は
ゞ
な
を
な
つ
か
し
み
女
郎
花
お
ら
れ
に
け
り
な
わ
が
名
た
て
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
静
嘉
６
） 

 

次
に
承
空
本
の
一
～
六
番
歌
で
あ
る
。 

 
 
 
 

ハ
ナ
ヲ
ナ
ガ
メ
テ 

花
ノ
色
ハ
ウ
ツ
リ
ニ
ケ
リ
ナ
イ
タ
ヅ
ラ
ニ
ワ
ガ
身
ヨ
ニ
フ
ル
ナ
ガ
メ
セ
シ
マ
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
１
） 

ア
ル
人
コ
ヽ
ロ
カ
ハ
リ
テ
ミ
エ
シ
カ
バ 

コ
ヽ
ロ
カ
ラ
ウ
キ
タ
ル
フ
ネ
ニ
ノ
リ
ソ
メ
テ
ヒ
ト
ヒ
モ
ナ
ミ
ニ
ヌ
レ
ヌ
ヒ
ゾ
ナ
キ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
２
） 

マ
ヘ
ヨ
リ
ワ
タ
リ
シ
人
ニ
タ
レ
ト
モ
ナ
ク
テ
ト
ラ
セ
シ 

ソ
ラ

E

そ

ら

AAE

ユ
ク
ト
キ
ケ
ド
モ
月
ノ
ク
マ
モ
ナ
ミ

E

ニ

ユ

ク

月

ノ

ヒ

カ

リ

ヲ

ク

モ

マ

ヨ

リ

A

ミ
デ
ヤ
ヽ
ミ
ニ
テ
ヨ
ヲ
ハ
ヘ
ヌ
ベ
キ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
３
） 
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ア
シ
タ
ニ
ア
リ
シ
ニ
マ
タ
カ
ヘ
シ 

 
 

ク
モ
ハ
レ
テ
オ
モ
ヒ
ヤ
レ
ド
モ
コ
ト
ノ
ハ
ノ
チ
レ
ル
ナ
ゲ
キ
ハ
オ
モ
カ
ゲ
モ
ナ
シ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
４
） 

タ
イ
メ
ン
シ
ヌ
ベ
ク
ヤ
ト
ア
レ
バ 

ミ
ル
メ
カ
ル
ア
マ
ノ
ユ
キ

ク
ル
カ
ヨ
ヒ

カ

フ

ミ

ナ

ト

ヂ
ニ
ナ
コ
ソ
ノ
セ
キ
モ
ワ
レ
ハ
ス
ヘ
ヌ

ニヲ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空

５
） 

ヲ
ミ
ナ
ヘ
シ
イ
ト
オ
ホ
ク
オ
リ
テ
ミ
ル
ニ 

 
 

ナ
ニ
シ
オ
ヘ
バ
ナ
ヲ
ナ
ツ
カ
シ
ミ
ヲ
ミ
ナ
ヘ
シ
オ
ラ
レ
ニ
ケ
リ
ナ
ワ
レ
ガ
ナ
ダ
テ
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
６
） 

 

配
列
は
一
致
し
、
本
文
に
は
細
か
な
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
詞
書
の
内
容
は
承
空
本
が
四
番
歌
を
三
番
歌
の
返
歌
と
し
て
位
置
付
け
る
以
外
、
お
お
よ
そ
類
似
し
て

い
る
。 

こ
の
よ
う
な
静
嘉
堂
文
庫
本
と
歌
仙
家
集
本
系
統
に
は
、
共
通
祖
本
が
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
を
中
心
と

す
る
第
一
部
に
、
神
宮
文
庫
本
系
統
や
唐
草
装
飾
本
系
統
に
近
い
配
列
を
も
つ
別
の
『
小
町
集
』
か
ら
の
抜
書
き
を
附
し
た
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
配
列
と
共
通
し
た

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
に
さ
ら
な
る
増
補
や
校
合
が
加
え
ら
れ
た
の
が
歌
仙
家
集
本
系
統
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
共
通
祖
本
の
流
れ
を
引
く
本
が
、
書
写
、
流
布
の

過
程
で
錯
簡
を
起
こ
し
た
結
果
、
静
嘉
堂
文
庫
本
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

現
存
す
る
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
の
冊
子
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
錯
簡
を
起
こ
す
と
と
も
に
後
半
部
分
が
失
わ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
承
空

本
の
歌
番
号
で
七
七
番
歌
以
降
の
歌
が
一
首
も
見
え
な
い
と
い
う
事
実
は
、
錯
簡
を
起
こ
す
前
の
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
の
原
本
に
も
そ
れ
ら
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

可
能
性
を
示
唆
す
る
。 

 
 

  
 
 
 

三
、
唐
草
装
飾
本
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

①
形
態 

 

さ
て
、
以
上
が
唐
草
装
飾
本
の
公
開
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
伝
本
で
あ
る
が
、
次
に
唐
草
装
飾
本
を
見
て
ゆ
こ
う
。 

こ
の
本
は
古
く
か
ら
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
全
容
が
公
開
さ
れ
た
の
は
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集 

七
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
に
お
い
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て
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
小
町
集
』
伝
本
の
中
で
最
も
歌
数
が
少
な
く
、
四
五
首
の
歌
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
安
後
期
の
書
写
で
あ
る
。
冷
泉
家
に
は
『
小
町
集
』

と
同
様
の
装
丁
が
な
さ
れ
た
、
同
時
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
写
本
と
し
て
遍
昭
、
素
性
、
兼
輔
、
宗
于
、
高
光
と
い
う
三
十
六
歌
仙
の
歌
集
が
伝
来
し
て
い
る
。

よ
っ
て
本
来
は
三
十
六
人
集
と
し
て
一
括
制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

書
写
者
に
つ
い
て
は
長
ら
く
「
伝
源
俊
頼
筆
」
と
さ
れ
て
き
た
が
（
注
一
九
）
、
奥
書
に
は
「
権
中
納
言
殿
」
と
あ
る
。
春
名
好
重
氏
（
注
二
〇
）
に
よ
れ
ば
、
唐

草
装
飾
本
『
遍
昭
集
』
の
奥
書
に
も
「
上
西
門
院
越
前
、
権
中
納
言
殿
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
現
在
は
こ
の
箇
所
が
脱
丁
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
現
物
を
確
認

す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
を
信
用
す
る
な
ら
ば
唐
草
装
飾
本
『
小
町
集
』
も
ま
た
、
「
上
西
門
院
」
の
女
房
で
あ
る
「
越
前
」
が
「
権
中
納
言
殿
」
に

贈
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
西
門
院
は
鳥
羽
天
皇
の
皇
女
、
統
子
内
親
王
で
文
治
五
（
一
一
八
九
）
年
に
薨
じ
て
い
る
か
ら
、
唐
草
装
飾
本
『
小
町
集
』
が

書
写
さ
れ
た
の
は
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
唐
草
装
飾
本
の
私
家
集
諸
本
に
は
俊
成
、
定
家
、
為
家
の
手
に
な
る
書
き
入
れ
や
享
受
の
痕
跡
が
一
切
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
片
桐
洋
一
氏

に
よ
る
唐
草
装
飾
本
の
解
題
は
、
こ
れ
ら
が
制
作
さ
れ
た
後
か
な
り
の
期
間
、
冷
泉
家
以
外
の
場
所
に
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
首
肯
す
べ
き
だ

ろ
う
。
赤
瀬
信
吾
氏
（
注
二
一
）
に
よ
れ
ば
、
時
雨
亭
文
庫
蔵
書
の
か
な
り
の
部
分
は
二
条
家
、
三
鈷
寺
、
三
井
寺
理
覚
院
か
ら
流
入
し
た
書
物
で
あ
り
、
ま
た
冷
泉

家
は
大
納
言
を
極
官
と
す
る
納
言
家
で
あ
り
、
権
力
者
が
写
本
を
求
め
た
際
、
そ
れ
を
拒
絶
す
る
事
は
難
し
か
っ
た
。
ま
た
生
計
が
苦
し
い
時
に
は
、
家
を
存
続
す
る

べ
く
豪
奢
な
装
飾
を
施
し
た
写
本
が
手
放
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
冷
泉
為
相
の
時
代
か
ら
唐
草
装
飾
本
が
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た

可
能
性
は
低
い
。 

さ
て
、
こ
の
唐
草
装
飾
本
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
巻
頭
歌
は
神
宮
文
庫
本
系
統
同
様
の
「
あ
や
め
草
」
歌
で
あ
り
、
詞
書
が
少
な
く
和
歌
中
心
で
、
明
ら

か
な
他
人
歌
が
少
な
い
と
い
う
構
成
も
似
通
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
神
宮
文
庫
本
系
統
同
様
に
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
承
空
本
七
九
番
歌
以
降
の
歌
は
一
切

収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
以
下
に
、
唐
草
装
飾
本
の
配
列
を
柱
と
し
、
他
の
系
統
の
伝
本
の
配
列
比
較
を
示
し
た
も
の
を
附
し
た
の
で
、
ご
参
照
願
い
た
い
。 
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初句 唐草 

神宮（第二部所載

の歌にアミカケを

施した） 

承空（第二部所載の

歌にアミカケを施

した） 

静嘉 

平安期の他出 

あやめ草 1 1 47 11  

わびぬれば 2 31 39 × 古今小町 938 

いつはとは 3 × 43 × 古今詠人不知 

みるめなき 4 6 ２３・２７ 38 古今小町 623 

おろかなる 5 4 41 64 古今小町 557 

いまはとて 6 32 32 47 古今小町 782 

我人を 7 51 ２８・７７ 41  

よひよひの 8 59 30 45  

よそにこそ 9 8 9 9  

人しれぬ 10 13 50 23  

こひわびぬ 11 9 51 24  

こがらしの 12 18 53 26  

夏のよの 13 20 54 27  

たのまじと 14 29 18 51  

つまこふる 15 34 60 53  

秋のたの 16 44 62 56  

山ざとの 17 49 10 16  

かすみたつ 18 × 64 58  

むすびきと 19 45 8 7  

なにはめに 20 46 65 59  

人かとも 21 48 66 60  

むかしには 22 53 67 61  

なにしおへば 23 56 6 6  

なみのまも 24 57 68 62  

ひさかたの 25 58 69 67  

千はやぶる 26 61 70 68  

      

たまのみづ 27 62 71 43 六帖・兼輔集 

くもはれて 28 38 4 4  

みるめあら

ば 
29 39 41 10 

 

露のみは 30 5 49 15  
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初句 唐草 

神宮（第二部所載

の歌にアミカケを

施した） 

承空（第二部所載の

歌にアミカケを施

した） 

静嘉 

平安期の他出 

いろみえで 31 35 20 32 古今小町 797 

花のいろは 32 27 1 1 古今小町 113 

おもひつゝ 33 19 16 28 古今小町 552 

わたつうみ

の 
34 17 22 37 

 

みるめかる 35 60 5 5  

秋のよは 36 10 12 18 古今小町 635 

人にあはん 37 12 24 42 古今小町 1050 

うつゝには 38 14 14 19 古今小町 656 

かぎりなき 39 22 72 ８，２０ 古今小町 657 

ゆめぢには 40 21 25 39 古今小町 658 

あまのすむ 41 7 15 21 
古今小町 727 

 

いとせめて 42 30 19 30 古今集 554 

たれにより 43 × × 31  

つゝめども 44 3 40 63 
古今安倍清行

556 

おろかなる 45 4 41 64 古今小町 557 
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す
る
と
、
唐
草
装
飾
本
が
保
有
し
て
い
る
他
人
の
歌
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
歌
は
、『
古
今
集
』
詠
人
不
知
歌
で
あ
る
三
番
歌
、
そ
し
て
『
古
今
和
歌
六
帖
』

に
詠
人
不
知
歌
と
し
て
載
り
、
『
兼
輔
集
』
に
も
見
え
る
二
七
番
歌
の
み
で
あ
る
。
前
者
は
歌
仙
家
集
本
系
統
の
承
空
本
系
統
、
書
陵
部
乙
本
系
統
に
も
見
え
る
歌
、

後
者
は
神
宮
文
庫
本
系
統
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
伝
本
に
も
入
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
神
宮
文
庫
本
系
統
同
様
の
、
他
人
歌
を
極
力
採
歌
し
な
い
方
針
を
こ
こ
に
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

次
に
配
列
だ
が
、
唐
草
装
飾
本
は
巻
頭
付
近
（
二
、
四
～
六
番
歌
）
と
後
半
部
（
三
一
～
三
三
、
三
六
～
四
二
、
四
四
・
四
五
番
歌
）
に
『
古
今
集
』
所
載
の
小
町

歌
や
小
町
の
贈
答
相
手
の
歌
を
集
中
さ
せ
、
七
～
三
〇
番
歌
に
「
出
所
不
明
歌
」
を
集
中
さ
せ
る
。「
出
所
不
明
歌
」
歌
群
を
、『
古
今
集
』
の
小
町
歌
関
係
歌
群
で
挟

み
込
む
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
こ
に
形
成
段
階
の
区
切
れ
や
依
拠
資
料
の
相
違
を
見
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
特
筆
す
べ
き
は
こ
の
中
の
一

六
番
歌
か
ら
二
七
番
歌
ま
で
の
歌
順
が
、
途
中
抜
け
も
あ
る
も
の
の
神
宮
文
庫
本
系
統
第
一
部
の
四
四
～
五
三
番
歌
、
第
二
部
の
五
六
～
六
二
番
歌
と
共
通
す
る
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
と
に
唐
草
装
飾
本
の
一
九
・
二
〇
番
歌
、
二
三
～
二
五
番
歌
、
そ
し
て
二
六
・
二
七
番
歌
の
配
列
は
そ
れ
ぞ
れ
神
宮
文
庫
本
系
統
四
五
・
四
六
番
歌
（
第

一
部
）
、
五
六
～
五
八
番
歌
（
第
二
部
）
、
六
一
・
六
二
番
歌
（
第
三
部
）
の
配
列
と
一
致
す
る
。
撰
集
に
共
通
の
資
料
が
用
い
ら
れ
た
か
、
二
伝
本
が
共
通
の
祖
本
か

ら
発
し
、
時
代
が
下
っ
て
か
ら
ふ
た
た
び
接
触
し
て
現
行
の
形
へ
と
展
開
し
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
巻
末
の
四
首
（
四
二
～
四
五
番
歌
）
に
は
、
す
で
に
角
田
宏
子
氏
（
注
二
二
）
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
と
近
縁
関
係
に
あ
る
伝

本
、
あ
る
い
は
静
嘉
堂
文
庫
本
の
撰
歌
資
料
と
な
っ
た
資
料
と
の
影
響
関
係
が
見
て
取
れ
る
。
唐
草
装
飾
本
の
四
二
番
歌
は
、
『
古
今
集
』
恋
二
、
五
五
四
番
歌
に
小

町
詠
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
以
下
の
一
首
で
あ
る
。 

い
と
せ
め
て
こ
ひ
し
き
時
は
あ
は
ぬ
ま
の
よ
る
の
衣
を
か
へ
し
て
ぞ
き
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
『
古
今
集
』
恋
二
５５４
、
小
町
／
承
空
１９
、
書
乙
１９
、
正
保
１９
／
唐
草
４２
、
神
宮
３０
、
静
嘉
３０
） 

『
古
今
集
』
で
は
こ
の
歌
に
返
歌
は
存
在
し
な
い
が
、
唐
草
装
飾
本
で
は
以
下
の
歌
が
そ
の
返
歌
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。 

か
へ
し 

た
れ
に
よ
り
よ
る
の
こ
ろ
も
を
か
へ
す
ら
ん
こ
ひ
し
き
人
の
あ
り
け
る
が
う
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
承
空
、
書
乙
、
正
保
な
し
／
唐
草
４３
、
神
宮
な
し
、
静
嘉
３１
） 

 
 
 

 

こ
の
「
た
れ
に
よ
り
」
歌
は
『
小
町
集
』
の
な
か
で
は
、
「
い
と
せ
め
て
」
の
歌
の
返
し
と
し
て
、
他
に
静
嘉
堂
文
庫
本
に
の
み
見
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。
ま
た
唐
草
装

飾
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
の
共
通
点
は
、
こ
れ
に
続
く
四
四
、
四
五
番
歌
の
贈
答
の
詞
書
に
も
見
ら
れ
る
。 
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し
も
つ
い
づ
も
寺
に
人
の
し
け
る
わ
ざ
の
け
う
げ
の
こ
と
ば

おヲ

か
き
て
あ
べ
の
き
よ
ゆ
き
が
お
く
り
て
侍 

つ
ゝ
め
ど
も
そ
で
に
と
ま
ら
ぬ
し
ら
た
ま
は
人
を
み
ぬ

めま

の
な
み
だ
な
り
け
り 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
唐
草
） 

（
『
古
今
集
』
恋
二

５５６
、
安
倍
清
行
／
唐
草
４４
、
神
宮
３
、
静
嘉
６３
、
承
空
４０
、
書
乙
３９
、
正
保
３９
） 

 
 

か
へ
し 

お
ろ
か
な
る
な
み
だ
ぞ
ゝ
で
に
た
ま
は
な
す
我
は
せ
き
あ
へ
ず
た
ぎ
つ
せ
な
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
『
古
今
集
』
恋
二
５５７
／
唐
草
５
、

４５

、
神
宮
４
、
静
嘉
６４
、
承
空
４１
、
書
乙
４０
、
正
保
４０
） 

 
 

は
し
に
も
あ
れ
ど
も 

こ
の
二
首
は
『
古
今
集
』
恋
二
、
五
五
六
・
五
五
七
番
歌
と
し
て
載
る
安
倍
清
行
と
小
町
と
の
贈
答
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
四
五
番
歌
の
「
お
ろ
か
な
る
」
歌
は
、
唐

草
装
飾
本
で
は
五
番
歌
と
し
て
も
出
て
い
る
が
、
そ
こ
に
詞
書
は
附
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
つ
ゝ
め
ど
も
」
歌
の
返
歌
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
も
い
な
い
。
し
か
し

こ
こ
で
は
、「
し
も
つ
い
づ
も
寺
に
人
の
し
け
る
わ
ざ
の
け
う
げ
の
こ
と
ば
お
か
き
て
あ
べ
の
き
よ
ゆ
き
が
お
く
り
て
侍
」
と
い
う
詞
書
が
附
さ
れ
た
「
つ
ゝ
め
ど
も
」

歌
に
続
け
て
「
お
ろ
か
な
る
」
歌
が
置
か
れ
て
い
る
。
巻
末
増
補
と
見
る
べ
き
部
分
で
あ
る
。 

そ
し
て
「
つ
ゝ
め
ど
も
」
歌
の
詞
書
は
、
『
古
今
集
』
で
は
「
下
出
雲
寺
に
人
の
業
し
け
る
日
、
真
静
法
師
の
、
導
師
に
て
言
へ
り
け
る
言
葉
を
、
歌
に
よ
み
て
、

小
野
小
町
が
も
と
に
遣
は
せ
り
け
る
」
な
の
だ
が
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
諸
伝
本
で
は
こ
の
歌
の
詞
書
は
「
あ
べ
の
き
よ
ゆ
き
が
ゝ
く
い
へ
る
」
で
、
神

宮
文
庫
本
系
統
で
は
「
つ
ゝ
む
こ
と
は
べ
る
べ
き
夜 
む
ね
ゆ
き
の
朝
臣
」
と
な
っ
て
お
り
、
『
古
今
集
』
や
唐
草
装
飾
本
の
そ
れ
と
は
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
。

だ
が
静
嘉
堂
文
庫
本
で
は
以
下
の
よ
う
で
あ
り
、
『
古
今
集
』
や
唐
草
装
飾
本
の
詞
書
と
近
似
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

し
も
つ
い
づ
も
寺
に
人
の
し
に
け
る
わ
ざ
し
け
る
に
か
の
け
う
げ
の
こ
と
葉
を
よ
み
て
あ
べ
の
き
よ
ゆ
き
に
を
く
り
け
る 

 
 

つ
つ
め
ど
も
袖
に
た
ま
ら
ぬ
し
ら
玉
は
人
を
み
ぬ
め
の
涙
な
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
静
嘉
６３
） 

 
 
 
 

か
へ
し 

 
 

を
ろ
か
な
る
涙
ぞ
袖
に
玉
は
な
す
我
は
せ
き
あ
へ
ず
瀧
津
せ
な
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
静
嘉
６４
） 

な
お
、『
古
今
集
』
と
唐
草
装
飾
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
の
詞
書
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
古
今
集
』
が
「
真
静
法
師
の
導
師
に
て
言
へ
り
け
る
言
葉
」
と
し
て
い

る
部
分
を
、
唐
草
装
飾
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
は
「
け
う
げ
の
こ
と
ば
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
け
う
げ
」
と
は
「
教
化
」
で
あ
り
、『
仏
教
大
辞
典
』（
注
二
三
）
に
よ

れ
ば
「
説
法
教
導
し
て
衆
生
を
化
益
す
る
」
こ
と
、
あ
る
い
は
「
法
要
中
に
誦
唱
す
る
歎
徳
文
の
稱
」
を
示
す
語
で
あ
る
。
唐
草
装
飾
本
や
静
嘉
堂
文
庫
本
は
こ
の
語

を
「
説
法
」
の
意
で
用
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
唐
草
装
飾
本
と
、
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
の
あ
い
だ
に
、
こ
の
よ
う
な
他
に
見
ら
れ
な
い
表
現
の
一
致
が
存
在
す
る
点
に
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注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
二
伝
本
の
成
立
に
関
わ
っ
た
資
料
に
、
何
ら
か
の
関
係
が
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
神
宮
文
庫
本
系
統
や
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
、
そ
し
て
歌
仙
家
集
本
系
統
が
掲
出
し
て
い
る
以
下
の
『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
及
び
小
町
関
係
歌
を
、
唐
草
装

飾
本
は
い
っ
さ
い
有
し
て
い
な
い
。（
以
下
に
掲
げ
る
歌
の
引
用
は
『
後
撰
集
』
に
拠
っ
た
） 

男
の
気
色
を
や
う

く
つ
ら
げ
に
見
え
け
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
乗
り
そ
め
て
一
日
も
浪
に
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き 
 
 

（
『
後
撰
集
』
恋
三
７７９
、
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
４７
、
静
嘉
２
、
承
空
２
、
書
乙
２
、
正
保
２
） 

定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
け
る
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
き 

 
 
 

（
『
後
撰
集
』
雑
一
１０９０
、
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
５２
、
静
嘉
４８
、
承
空
３４
、
書
乙
３３
、
正
保
３３) 

 
 
 
 

い
そ
の
神
と
い
ふ
寺
に
ま
う
で
て
、
日
の
暮
れ
に
け
れ
ば
、
夜
明
け
て
ま
か
り
帰
ら
む
と
て
、
と
ゞ
ま
り
て
、「
こ
の
寺
に
遍
昭
侍
り
」
と
人
の
告
げ
侍
け
れ

ば
、
物
言
ひ
心
見
む
と
て
、
言
ひ
侍
り
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
小
町 

 
 

岩
の
上
に
旅
寝
を
す
れ
ば
い
と
寒
し
苔
の
衣
を
我
に
貸
さ
な
ん 

 
 

(

『
後
撰
集
』
雑
三
１１９５
、
小
町
／
、
唐
草
な
し
、
神
宮
５４
、
静
嘉
６５
、 

承
空
３５
、
書
乙
３４
、
正
保
３４) 

返
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遍
昭 

世
を
そ
む
く
苔
の
衣
は
た
ゞ
一
重
貸
さ
ね
ば
疎
し
い
ざ
二
人
寝
ん 

 
(

『
後
撰
集
』
雑
三
１１９６
、
僧
正
遍
昭
／
唐
草
な
し
、
神
宮
５５
、
静
嘉
６６
、
承
空
３６
、
書
乙
３５
、
正
保
３５) 

 
 
 
 
 

海
の
ほ
と
り
に
て
、
こ
れ
か
れ
逍
遥
し
侍
け
る
つ
い
で
に 

花
咲
き
て
実
な
ら
ぬ
物
は
わ
た
つ
う
み
の
か
ざ
し
に
さ
せ
る
沖
つ
白
波 

 
(

『
後
撰
集
』
離
別
羇
旅
１３６０
、
小
町
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１２５
、
書
乙
１１６
、
正
保
１１５) 

 

ま
た
、
『
後
撰
集
』
以
降
の
勅
撰
集
に
見
え
る
他
人
歌
や
詠
人
不
知
歌
、
十
世
紀
の
半
ば
以
降
の
歌
人
の
詠
で
あ
る
他
人
歌
も
一
切
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
『
小
町
集
』
伝
本
は
、
現
在
唐
草
装
飾
本
の
ほ
か
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。 

   
 
 
 
 
 

②
先
行
研
究 

 

こ
の
よ
う
な
唐
草
装
飾
本
に
つ
い
て
片
桐
洋
一
氏
の
解
題
（
注
二
四
）
は
、
『
小
町
集
』
が
『
後
撰
集
』
か
ら
小
町
関
係
歌
を
採
歌
す
る
以
前
に
唐
草
装
飾
本
の
原

本
が
形
を
な
し
て
い
た
、
と
見
、
そ
の
始
発
は
以
外
に
古
い
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
他
の
系
統
の
伝
本
よ
り
も
原
本
の
成
立
が
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
片
桐
氏
は
、
歌
仙
家
集
本
系
統
よ
り
も
詞
書
や
他
人
歌
が
少
な
く
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
構
成
さ
れ
た
神
宮
文
庫
本
系
統
の
ほ
う
が
『
小
町

集
』
の
原
型
に
近
い
と
い
う
見
解
を
提
示
し
た
う
え
で
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一
部
成
立
後
に
神
宮
文
庫
本
系
統
に
近
い
本
か
ら
の
増
補
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
示
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し
て
い
た
。
こ
う
し
た
氏
の
『
小
町
集
』
観
か
ら
考
え
る
に
、
片
桐
氏
は
唐
草
装
飾
本
を
神
宮
文
庫
本
系
統
よ
り
も
さ
ら
に
原
型
に
近
い
も
の
と
捉
え
、
そ
こ
に
『
後

撰
集
』
の
小
町
歌
が
増
補
さ
れ
た
の
ち
、
神
宮
文
庫
本
系
統
、
歌
仙
家
集
本
系
統
が
生
ま
れ
た
と
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

た
だ
し
、
こ
う
し
た
歌
仙
家
集
本
系
統
と
神
宮
文
庫
本
系
統
の
先
後
関
係
、
増
補
関
係
に
は
島
田
良
二
氏
（
注
二
五
）
に
よ
っ
て
疑
義
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
島
田

氏
の
論
は
唐
草
装
飾
本
が
公
開
さ
れ
る
以
前
の
も
の
だ
が
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
の
歌
や
伝
承
歌
を
加
え
て
成
立
し
た
祖
本
『
小
町
集
』
を
材
料
に
し
て
歌

仙
家
集
本
系
統
、
神
宮
文
庫
本
系
統
が
成
立
し
た
と
し
、
前
者
が
歌
物
語
的
な
姿
勢
で
前
半
四
十
首
ほ
ど
を
構
成
す
る
『
遍
昭
集
』
『
猿
丸
集
』
や
雅
平
本
・
尊
経
閣

本
『
業
平
集
』
と
同
じ
姿
勢
の
集
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
歌
そ
の
も
の
に
中
心
を
置
い
て
構
成
し
た
正
保
版
本
『
業
平
集
』
の
よ
う
な
集
と
見
て
い
る
。
そ
し
て

歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一
部
、
第
二
部
が
先
に
成
立
し
、
そ
こ
か
ら
不
純
歌
が
脱
落
な
い
し
削
除
さ
れ
、
和
歌
中
心
に
配
列
が
変
更
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
ほ
う
が
部
分
的
に
、
神
宮
文
庫
本
系
統
よ
り
も
共
通
祖
本
の
お
も
か
げ
を
留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
武
田
早
苗
氏
（
注
二
六
）
は
、
唐
草
装
飾
本
と
歌
仙
家
集
本
系
統
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
三
伝
本
を
対
照
し
、
先
に
掲
げ
た
歌
仙
家
集
本
系

統
の
第
一
部
の
中
で
も
書
陵
部
乙
本
系
統
の
一
～
四
〇
番
歌
ま
で
の
部
分
が
そ
の
共
通
祖
本
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
こ
の
部
分
は
『
古
今
集
』
『
後
撰

集
』
の
小
町
歌
を
中
心
と
し
た
部
分
だ
が
、『
古
今
集
』
の
詠
人
不
知
歌
が
み
え
な
い
の
に
対
し
、『
後
撰
集
』
の
詠
人
不
知
歌
が
二
首
入
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
『
後
撰
集
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
と
の
結
び
付
き
は
『
古
今
集
』
ほ
ど
堅
固
で
な
い
と
い
う
。 

そ
し
て
武
田
氏
は
、
こ
の
部
分
に
増
補
や
削
除
と
い
っ
た
操
作
が
行
わ
れ
た
結
果
成
立
し
た
の
が
唐
草
装
飾
本
で
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
神
宮
文
庫
本
系
統
が
生
ま
れ

た
と
し
、
こ
の
二
伝
本
を
同
系
統
の
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
唐
草
装
飾
本
が
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
を
十
八
首
中
十
三
首
採
っ
て
い
る
の
に
、
『
後
撰
集
』
の
歌
が

一
首
も
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
草
装
飾
本
は
『
古
今
集
』
と
の
み
関
わ
り
、
『
後
撰
集
』
と
は
直
接
関
わ
ら
ず
成
立
し
た
と
す
る
。 

そ
し
て
ま
た
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
二
部
と
し
て
付
加
さ
れ
た
別
本
『
小
町
集
』
に
つ
い
て
、
片
桐
氏
は
神
宮
文
庫
本
系
統
に
近
い
も
の
と
見
る
が
、
む
し
ろ
そ

れ
は
部
分
的
に
唐
草
装
飾
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
歌
仙
家
集
本
系
統
第
二
部
と
神
宮
文
庫
本
系
統
、
唐
草
装
飾

本
の
配
列
を
比
較
す
る
と
、
神
宮
文
庫
本
系
統
で
は
部
分
的
に
歌
順
に
乱
れ
が
生
じ
て
い
る
が
、
唐
草
装
飾
本
で
は
間
は
多
少
抜
け
る
も
の
の
、
順
に
番
号
が
並
ん
で

い
る
こ
と
、
歌
仙
家
集
本
系
統
と
唐
草
装
飾
本
が
共
通
し
て
有
す
る
以
下
の
一
首
が
神
宮
文
庫
本
系
統
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
。 

か
す
み
た
つ
の
を
な
つ
か
し
み
は
る
こ
ま
の
あ
れ
て
も
君
か
み
ゆ
る
こ
ろ
哉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
１８
、
神
宮
な
し
、
静
嘉
５８
、
承
空
６４
、
書
乙
６３
、
正
保
６２
） 

 

い
っ
ぽ
う
角
田
宏
子
氏
（
注
二
七
）
は
唐
草
装
飾
本
と
神
宮
文
庫
本
系
統
と
の
配
列
の
近
似
性
を
重
視
し
て
い
る
が
、
武
田
氏
の
よ
う
に
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一

部
か
ら
唐
草
装
飾
本
へ
、
と
い
う
流
れ
は
考
え
て
お
ら
ず
、
歌
仙
家
集
本
系
統
に
対
す
る
異
本
系
統
と
し
て
唐
草
装
飾
本
、
神
宮
文
庫
本
系
統
、
静
嘉
堂
文
庫
本
を
位
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置
付
け
て
い
る
。 

角
田
氏
は
、
『
小
町
集
』
は
そ
の
始
発
の
段
階
に
お
い
て
複
数
存
在
し
、
そ
の
中
に
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一
部
や
唐
草
装
飾
本
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
し

て
唐
草
装
飾
本
が
『
後
撰
集
』
の
歌
を
持
っ
て
い
な
い
理
由
を
、
採
歌
時
期
に
の
み
帰
す
も
の
で
は
な
く
、
歌
物
語
的
な
『
後
撰
集
』
の
歌
を
取
り
込
ま
ず
に
『
古
今

集
』
所
載
歌
を
主
体
に
し
た
た
め
だ
と
す
る
。
な
お
、
唐
草
装
飾
本
の
一
二
、
二
〇
、
二
七
、
四
〇
、
四
四
番
歌
の
本
文
に
は
歌
仙
家
集
本
系
統
の
承
空
本
系
統
や
静

嘉
堂
文
庫
本
と
共
通
す
る
要
素
が
あ
る
と
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
伝
本
と
の
接
触
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。 

   
 
 
 

四
、
唐
草
装
飾
本
の
検
討
―
歌
の
増
補
、
歌
句
の
改
変
と
い
う
視
点
か
ら
― 

 
 
 
 
 
 

①
「
漕
ぐ
舟
」
関
係
歌
、
歌
句
の
欠
落 

 

以
上
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
論
者
は
唐
草
装
飾
本
を
、
そ
の
原
本
が
現
存
す
る
『
小
町
集
』
の
中
で
は
最
も
古
い
時
代
に
成
立
し
た
も
の
で
、
そ
の
撰
集

に
用
い
ら
れ
た
資
料
は
神
宮
文
庫
本
系
統
や
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一
部
・
第
二
部
と
あ
る
程
度
共
通
す
る
資
料
を
用
い
て
い
る
た
め
、
配
列

に
共
通
点
が
多
い
と
考
え
た
い
。 

 

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、『
小
町
集
』
諸
本
が
伝
え
る
「
出
所
不
明
歌
」
や
他
人
歌
の
中
に
は
、『
古
今
集
』
や
『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
と

共
通
す
る
題
材
や
表
現
を
詠
ん
だ
歌
が
散
見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
二
章
で
詳
述
す
る
が
、
本
章
で
注
目
し
た
い
の
は
田
中
喜
美
春
氏
（
注

二
八
）
の
指
摘
で
あ
る
。
田
中
氏
は
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
、 

定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
け
る
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
き 

 
 
 

（
『
後
撰
集
』
雑
一
１０９０
、
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
５２
、
静
嘉
４８
、
承
空
３４
、
書
乙
３３
、
正
保
３３) 

か
ら
、「
漕
ぐ
舟
」
を
詠
ん
だ
歌
々
が
小
町
歌
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
た
、
と
す
る
。
田
中
氏
が
挙
げ
る
歌
を
承
空
本
の
本
文
で
示
し

て
お
こ
う
。 ワ

ス
レ
ヤ
シ
ニ
シ
ト
ア
ル
君
達
ノ
ノ
タ
マ
ヘ
ル
ニ 

ミ
チ
ノ
ク
ノ
タ
マ
ツ
ク
リ
エ
ニ
コ
グ
フ
ネ
ノ
ホ
ニ
コ
ソ
イ
デ
ネ
キ
ミ
ヲ
コ
フ
レ
ド 

 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
、
神
宮
な
し
、
静
嘉
５４
、
承
空
３８
、
書
乙
３７
、
正
保
３７
） 

コ
ギ
ヽ
ヌ
ヤ
ア
マ
ノ
カ
ゼ
マ
モ
マ
タ
ズ
シ
テ
ニ
ク
サ
ミ
カ
ケ
ル
ア
マ
ノ
ツ
リ
ブ
ネ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
４６
、
書
乙
４５
、
正
保
４４
） 

…
セ
ニ
ヰ
ル
タ
ヅ
ノ 

シ
マ

ナ

キ

ワ
タ
リ 

浦
コ
グ
フ
ネ
ノ 

ヌ
レ
ワ
タ
リ 

イ
ツ
カ
ウ
キ

ヨミ

ノ 

ミ
ク
サ
ミ
ノ 

ワ
ガ
身

ニ
カ
ケ
テ

カ

ケ

ツ

ツ

… 
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（
唐
草
２５
、
神
宮
５８
、
静
嘉
６７
、
承
空
６９
、
書
乙
６８
、
正
保
６７
） 

ス
マ
ノ
ア
マ
ノ

E

ア

マ

ノ

ス

ム

A

ウ
ラ
コ
グ
フ
ネ
ノ
カ
ヂ
ヨ
リ
モ
ヨ
ル
ベ
ナ
キ
ミ
ゾ
カ
ナ
シ
カ
リ
ケ
ル 

 
 

 
 

 
 

（
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
７９
、
書
乙
７８
、
正
保
７７
） 

 

こ
れ
ら
の
歌
の
う
ち
、
唐
草
装
飾
本
に
見
え
る
の
は
長
歌
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
の
「
漕
ぐ
舟
」
や
、
ひ
い
て
は
舟
じ
た
い
を
詠
む
歌
さ
え
も
一
切
見
ら
れ
な
い
。
同

様
の
こ
と
は
神
宮
文
庫
本
系
統
に
も
言
え
る
。
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
武
田
氏
は
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一
部
の
中
で
も
承
空
本
の
歌
番
号
で
一
～
四
一
番
歌
に
あ
た

る
部
分
に
つ
い
て
、
『
後
撰
集
』
と
の
結
び
付
き
が
『
古
今
集
』
ほ
ど
堅
固
で
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
表
現
を
軸
に
し
た
歌
の
増
補
と
い
う
視
点
か

ら
み
る
と
そ
の
中
に
も
、「
漕
ぐ
舟
」
を
詠
む
「
ミ
チ
ノ
ク
ノ
」
歌
（
三
八
）
が
入
っ
て
い
る
。『
後
撰
集
』
所
収
歌
、
ひ
い
て
は
『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
的
な
も
の
と

神
宮
文
庫
本
系
統
の
結
び
つ
き
は
、
歌
仙
家
集
本
系
統
よ
り
も
希
薄
だ
と
い
え
よ
う
。 

 

し
か
し
、
唐
草
装
飾
本
で
は
神
宮
文
庫
本
よ
り
も
さ
ら
に
『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
的
な
も
の
と
の
隔
た
り
が
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
神
宮
文
庫
本
系
統
が
有
し
て
い
る

『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
を
持
た
な
い
ほ
か
、
唐
草
装
飾
本
の
伝
え
て
い
る
長
歌
に
は
「
浦
コ
グ
フ
ネ
ノ 

ヌ
レ
ワ
タ
リ
」
と
い
う
、
舟
の
姿
を
詠
む
二
句
も
存
在
し
て

い
な
い
か
ら
だ
。
以
下
に
唐
草
装
飾
本
の
長
歌
の
本
文
を
掲
げ
よ
う
。 

 
 
 
 
 

「
あ
し
た
づ
の
」
な
ど
い
ひ
て
か
く
れ
た
る
ひ
と
の
あ
は
れ
な
る
に 

ひ
さ
か
た
の 

そ
ら
に
た
な
び
く 

う
き
ぐ
も
の 

う
け
る
我
身
は 

露
草
の 

つ
ゆ
の
心
も 

ま
た
き
え
て 

お
も
ふ
こ
と
の
み 

ま
ろ
こ
す
げ 

し
げ
さ

は
ま
さ
る 

あ
ら
た
ま
の 

と
る
と
月
日
は ゝ
る
の
日
の 

花
の
に
ほ
ひ
も 

夏
の
日
の 

こ
の
し
た
風
も 

秋
の
よ
の 

月
の
ひ
か
り
も 

ふ
ゆ
の
よ
の 

し
ぐ
れ
の
お
と
も 

世
中
に 

恋
も
わ
か
れ
も 
う
き
こ
と
も 

つ
ら
き
を
し
れ
る 

我
み
こ
そ 

心
に
し
み
て 

そ
で
の
う
へ
の 

ひ
る
と
き
も
な
く 

あ

は
れ
な
り 

か
く
の
み
つ
ね
に 

お
も
ひ
つ
ゝ 

い
き
の
ま
つ
ば
ら 

い
き
た
る
よ 

な
が
ら
の
は
し
の 

な
が
ら
へ
て 

せ
に
ゐ
る
た
づ
の 

な
き
わ
た
り 

い
つ
か
う
き
み
の 

み
く
さ
み
の 

我
み
に
か
け
て 

か
け
は
な
れ 

い
つ
か
こ
ひ
し
き 

く
も
の
う
へ
の 

人
に
あ
ひ
み
て 

こ
の
よ
に
は 

お
も
ふ
こ
と

な
き 

み
と
は
な
る
べ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
２５
） 

 
 

  
 
 
 
 
 

②
『
小
大
君
集
』
所
載
の
神
宮
文
庫
本
系
統
『
小
町
集
』
逸
文
と
の
関
係 

現
存
す
る
『
小
町
集
』
伝
本
が
伝
え
る
当
該
長
歌
の
中
に
、
こ
の
二
句
を
欠
い
た
も
の
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
は
一
見
、
唐
草
装
飾
本
が
「
う
ら
こ
ぐ
舟
の 

ぬ

れ
わ
た
り
」
の
二
句
を
脱
落
さ
せ
た
、
あ
る
い
は
意
識
的
に
削
除
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
注
意
す
べ
き
は
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
頃
、
三
条
院
に
女
蔵

人
と
し
て
仕
え
た
小
大
君
の
家
集
『
小
大
君
集
』
に
、
神
宮
文
庫
本
系
統
に
近
い
系
統
の
『
小
町
集
』
か
ら
の
混
入
が
見
ら
れ
、
そ
の
中
に
唐
草
装
飾
本
同
様
「
浦
コ
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グ
フ
ネ
ノ 

ヌ
レ
ワ
タ
リ
」
の
二
句
を
欠
い
た
長
歌
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

『
小
大
君
集
』
の
書
陵
部
蔵
（
五
〇
一
・
九
二
）
本
系
統
で
は
、
他
本
か
ら
増
補
さ
れ
た
部
分
を
除
く
末
尾
が
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
注
二
九
）
。
書
陵
部

蔵
（
五
〇
一
・
九
二
）
本
の
本
文
を
も
っ
て
示
そ
う
。 

「
あ
し
た
づ
の
く
も
ゐ
の
な
か
に
ま
じ
り
な
ば
」
な
ど
い
ひ
て
う
せ
た
る
人
、
あ
は
れ
に
お
も
ほ
ゆ
る
こ
ろ 

な
が
う
た 

 
 

ひ
さ
か
た
の 
そ
ら
に
た
な
び
く 

う
き
ぐ
も
の 

う
け
る
わ
が
身
は 

つ
ゆ
く
さ
の 

つ
ゆ
の
い
の
ち
も 

た
ま
き
え
て 

お
も
ふ
こ
と
の
み 

も
ろ
こ
す

げ 

し
げ
さ
ぞ
ま
さ
る 

あ
ら
た
ま
の 

ゆ
く
と
し
月
の 

春
の
日
は 

は
な
の
に
ほ
ひ
も 

な
つ
の
日
も 

こ
の
し
た
か
げ
も 

秋
の
夜
の 

つ
き
の
ひ
か

り
も 

冬
の
よ
の 

し
ぐ
れ
の
お
と
も 

よ
の
な
か
に 

こ
ひ
も
わ
か
れ
ず 

う
き
こ
と
は 

つ
ら
き
も
し
ら
ぬ 

わ
が
身
こ
そ 

こ
こ
ろ
に
し
み
て 

そ
で

の
う
ら
の 

ひ
る
と
き
も
な
く 

あ
は
れ
な
れ 

か
く
の
み
つ
ね
に 

お
も
ひ
つ
つ 

い
き
の
ま
つ
ば
ら 

い
き
た
る
夜 

な
が
ら
の
は
し
の 

な
が
ら
へ
て 

せ
に
ゐ
る
た
づ
の 

な
き
わ
た
り 
い
つ
か
う
き
よ
の 

み
く
さ
の
み 

わ
が
身
に
か
け
て 

か
け
は
な
れ 

い
つ
か
こ
ひ
し
き 

く
も
の
う
へ
の 

人
と
あ

ひ
見
て 

こ
の
よ
に
は 

思
ふ
こ
と
な
き 

身
と
は
な
る
べ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
書
陵
部
蔵
（
五
〇
一
・
九
二
）
本
『
小
大
君
集
』
１４２
） 

 
 

お
き
の
ゐ
て
身
を
や
く
よ
り
も
わ
び
し
き
は
み
や
こ
し
ま
べ
の
わ
か
れ
な
り
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
同
１４３
） 

 
 

よ
ひ

く
の
ゆ
め
の
た
ま
し
ひ
あ
し
た
か
く
あ
り
か
で
ま
た
ん
と
ぶ
ら
ひ
に
こ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
１４４
） 

み
る
め
か
る
あ
ま
の
ゆ
き
き
の
み
な
と
ぢ
に
な
こ
そ
の
せ
き
も
わ
れ
は
す
ゑ
ぬ
に 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
１４５
） 

だ
い
ご
の
御
と
き
に
、
日
で
り
の
し
け
れ
ば
、
あ
ま
ご
ひ
の
う
た
よ
む
べ
き
せ
ん
じ
あ
り
て 

 
 

ち
は
や
ぶ
る
神
も
み
ま
さ
ば
た
ち
さ
わ
ぎ
あ
ま
の
と
が
は
の
ひ
ぐ
ち
あ
け
た
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
１４６
） 

 
 
 
 
 

や
り
水
に
さ
く
ら
の
は
な
な
が
る
ゝ
を
見
て 

 
 

た
き
の
み
づ
こ
の
も
と
ち
か
く
な
が
れ
ず
は
う
た
か
た
は
な
を
あ
り
と
見
ま
し
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
１４７
）     

 
 
 
 

小
大
君 

父
母
不
詳 

 
 
 
 

三
条
院
春
宮
之
時
女
蔵
人
左
近 

こ
れ
に
対
し
て
、
神
宮
文
庫
本
『
小
町
集
』
の
五
八
番
歌
か
ら
六
二
番
歌
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

あ
し
た
づ
の
雲
ゐ
の
中
に
ま
じ
り
な
ば
と
い
ひ
て
う
せ
に
し
人
の
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
し
こ
ろ 

ひ
さ
か
た
の 

空
に
た
ゞ
よ
ふ 

う
き
雲
の 

う
け
る
我
身
は 

露
く
さ
の 

露
の
命
も 
ま
だ
き
え
て 

思
ふ
こ
と
の
み 

ま
ろ
こ
す
げ 

し
げ
さ
は
ま
さ
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る 

あ
ら
た
ま
の 

行
年
月
の 

春
の
日
の 

は
な
の
匂
ひ
も 

な
つ
の
日
の 

木
の
下
風
も 

あ
き
の
よ
の 

月
の
ひ
か
り
も 

冬
の
夜
の 

し
ぐ
れ
の
音

も 

世
の
中
に 

恋
も
わ
か
れ
も 

う
き
こ
と
も 

つ
ら
き
を
し
れ
る 

わ
が
み
こ
そ 

心
に
し
み
て 

袖
の
う
ら
の 

ひ
る
時
も
な
く 

あ
は
れ
な
れ 

か

く
の
み
つ
ね
に 

お
も
ひ
つ
ゝ 

い
き
の
松
ば
ら 

い
き
た
る
や 

な
が
ら
の
は
し
の 

な
が
ら
へ
て 

せ
に
ゐ
る
た
づ
の 

な
き
渡
り 

う
ら
こ
ぐ
舟
の 

ぬ
れ
わ
た
り 

い
つ
か
う
き
み
の 

み
く
さ
み
の 

わ
が
身
に
か
け
て 

か
け
は
な
れ 

い
つ
か
恋
し
き 

雲
の
う
へ
の 

人
に
あ
ひ
み
て 

こ
の
よ
に
は 

お
も
ふ
こ
と
な
き 

身
と
は
な
る
べ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
５８
） 

よ
ひ

く
に
夢
の
手
枕
あ
し
た
か
く
あ
り
と
て
又
も
と
ぶ
ら
ひ
に
こ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
５９
） 

 
 

み
る
め
か
る
あ
ま
の
ゆ
き
ゝ
の
み
な
と
ぢ
に
な
こ
そ
の
せ
き
も
我
す
へ
な
く
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
６０
） 

 
 
 
 

だ
い
ご
の
御
時
に
、
日
で
り
の
し
け
れ
ば
、
あ
ま
こ
ひ
の
う
た
よ
む
へ
き
せ
ん
じ
に 

 
 

千
は
や
ぶ
る
神
も
み
ま
さ
ば
た
ち
さ
は
ぎ
あ
ま
の
と
が
は
の
ひ
ぐ
ち
あ
け
た
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
６１
） 

 
 

滝
の
水
こ
の
も
と
ち
か
く
な
か
れ
す
は
う
た
か
た
花
を
あ
わ
と
み
ま
し
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
６２
） 

す
る
と
『
小
大
君
集
』
の
末
尾
六
首
は
、
長
歌
の
「
う
ら
こ
ぐ
舟
の 

ぬ
れ
わ
た
り
」
の
有
無
の
ほ
か
、
長
歌
の
後
に
一
四
三
番
歌
と
し
て
「
お
き
の
ゐ
て
身
を
や

く
よ
り
も
わ
び
し
き
は
み
や
こ
し
ま
べ
の
わ
か
れ
な
り
け
り
」
が
あ
る
こ
と
、
「
た
き
の
み
づ
」
歌
（
一
四
七
番
歌
）
に
「
や
り
水
に
さ
く
ら
の
は
な
な
が
る
る
を
見

て
」
と
い
う
詞
書
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
以
外
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
『
小
町
集
』
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
「
た
き
の
み
づ
」
歌
の
詞
書
は
神
宮
文
庫
本
系
統
の
他
の

伝
本
に
は
存
在
し
て
お
り
、
神
宮
文
庫
本
が
書
写
段
階
で
脱
落
さ
せ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
よ
っ
て
実
質
的
な
配
列
上
の
差
異
は
、
「
お
き
の
ゐ
て
」
歌
の
有

無
の
み
と
い
え
よ
う
。
こ
の
部
分
、
他
の
『
小
町
集
』
伝
本
と
比
較
す
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
配
列
が
最
も
『
小
大
君
集
』
の
そ
れ

に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。 
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こ
れ
は
『
小
大
君
集
』
の
歌
が
『
小
町
集
』
に
混
入
し
た
か
、
逆
に
神
宮
文
庫
系
統
に
近
い
系
統
の
現
存
し
な
い
『
小
町
集
』
の
歌
が
『
小
大
君
集
』
に
混
入
し
た

結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
石
橋
敏
男
氏
（
注
三
〇
）
以
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
『
小
町
集
』
の
歌
が
『
小
大
君
集
』
に
混
入
し
た
と
見
る
べ

き
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
お
き
の
ゐ
て
」
歌
は
現
存
す
る
神
宮
文
庫
系
統
の
『
小
町
集
』
に
は
存
在
し
な
い
が
、『
古
今
集
』
墨
滅
歌
、
一
一
〇
四
番
歌
に
お
い
て
小

町
作
と
さ
れ
て
い
る
一
首
で
、『
小
町
集
』
の
中
で
は
ほ
か
に
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一
部
に
、
承
空
本
系
統
三
一
番
歌
（
書
乙
・
正
保
三
〇
）
と
し
て
見
出
さ
れ
る
。

ま
た
「
ち
は
や
ふ
る
」
歌
は
詞
書
に
よ
れ
ば
「
だ
い
ご
の
御
時
」
に
行
わ
れ
た
雨
乞
い
の
歌
だ
が
、
九
世
紀
後
半
の
小
大
君
が
醍
醐
天
皇
の
治
世
に
そ
の
よ
う
な
行
為

を
行
う
と
は
考
え
難
い
。
よ
っ
て
、
現
行
の
神
宮
文
庫
本
系
統
に
非
常
に
近
い
系
統
の
『
小
町
集
』
の
混
入
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
神
宮
文
庫
本
系
統
の
古
い
伝

本
に
は
「
お
き
の
ゐ
て
」
歌
が
存
在
し
た
が
、
書
写
過
程
で
脱
落
し
て
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
す
る
と
こ
の
『
小
大
君
集
』
末
尾
に
混
入
し
た
『
小

町
集
』
の
逸
文
は
、
現
存
す
る
神
宮
文
庫
本
系
統
よ
り
も
古
い
姿
を
伝
え
る
、
貴
重
な
逸
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
来
は
神
宮
文
庫
本
系
統
に
お
い
て
も
長
歌
の
本
文
は
「
う
ら
こ
ぐ
舟
の 

ぬ
れ
わ
た
り
」
の
二
句
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
長
歌
の
本
文
と
し
て
は
古
態
を
と
ど
め
て
お
り
、「
う
ら
こ
ぐ
舟
の 

ぬ
れ
わ
た
り
」
は
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
（
注
三
一
）。
そ

し
て
唐
草
装
飾
本
が
そ
の
よ
う
な
長
歌
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
神
宮
文
庫
本
系
統
と
共
通
す
る
何
ら
か
の
資
料
を
も
と
に
撰
歌
を
行
っ
て
お
り
、
し

か
も
そ
の
本
文
は
現
存
す
る
神
宮
文
庫
本
系
統
よ
り
さ
ら
に
古
態
を
と
ど
め
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て
唐
草
装
飾
本
が
依
拠
し
た
段
階
で
の
資
料
は
、
い

た
き
の
み
づ 

ち
は
や
ぶ
る 

み
る
め
か
る 

よ
ひ

く
の 

お
き
の
ゐ
て 

ひ
さ
か
た
の 

第
一
句 

１４７ １４６ １４５ １４４ １４３ １４２ 小
大
君 

６２ ６１ ６０ ５９ な
し 

５８ 神
宮 

７１
／
７０
／
６９ 

７０
／
６９
／
６８ 

５
／
５
／
５ 

３０
／
２９
／
２９ 

３１
／
３０
／
３０ 

６９
／
６８
／
６７ 

承
空
／
書
乙
／
正
保 

２７ ２６ ３５ ８ な
し 

２５ 唐
草 

４３ ６８ ５ ４５ な
し 

６７ 静
嘉 
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ま
だ
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

③
歌
句
の
増
補
を
め
ぐ
っ
て 

 

さ
て
、
当
該
長
歌
の
「
い
つ
か
う
き
み
の 

み
く
さ
み
の 

我
み
に
か
け
て 

か
け
は
な
れ
」
の
前
に
「
う
ら
こ
ぐ
舟
の 

ぬ
れ
わ
た
り
」
の
二
句
が
増
補
さ
れ
た

理
由
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
こ
う
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
、
「
う
ら
こ
ぐ
舟
の
」
は
『
後
撰
集
』
に
一
〇
九
〇
番
歌
と
し
て
載
る
小
町
詠

「
あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
き
」
の
第
二
句
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
下
の
「
ぬ
れ
わ
た
り
」
は
、
舟
が
濡
れ
る
、
と
い
う
点
に

お
い
て
『
後
撰
集
』
に
見
え
る
、
も
う
一
首
の
「
舟
」
を
詠
む
小
町
歌
と
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

男
の
気
色
を
や
う

く
つ
ら
げ
に
見
え
け
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
乗
り
そ
め
て
一
日
も
浪
に
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き 

 

（
『
後
撰
集
』
恋
三
７７９
、
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
４７
、
静
嘉
２
、
承
空
２
、
書
乙
２
、
正
保
２
） 

 

「
浦
こ
ぐ
舟
の 

ぬ
れ
わ
た
り
」
は
、
こ
れ
ら
の
歌
の
表
現
を
利
用
し
た
歌
句
な
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

当
該
長
歌
は
詞
書
か
ら
死
者
を
追
憶
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
冒
頭
四
句
で
は
「
ひ
さ
か
た
の 

そ
ら
に
た
な
び
く 

う
き
ぐ
も
の 

う
け
る
我
身
は
」

と
、
詠
者
の
漂
泊
の
感
覚
が
提
示
さ
れ
る
。
第
三
句
「
う
き
ぐ
も
」
第
四
句
「
う
け
る
」
に
は
「
浮
」
の
み
な
ら
ず
「
憂
」
と
い
う
憂
愁
の
意
識
も
響
か
せ
ら
れ
て
い

よ
う
。
そ
し
て
こ
の
後
「
世
中
に 

恋
も
わ
か
れ
も 
う
き
こ
と
も 

つ
ら
き
を
し
れ
る 

我
み
こ
そ 

心
に
し
み
て
」
「
い
つ
か
う
き
み
の 

み
く
さ
み
の 

我
み

に
か
け
て 

か
け
は
な
れ
」
と
、
「
浮
／
憂
」
き
「
身
」
の
意
識
が
繰
り
返
し
表
出
さ
れ
る
。
恋
人
と
見
ら
れ
る
相
手
へ
の
追
憶
か
ら
そ
の
半
生
、
こ
と
に
恋
愛
生
活

の
総
括
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
精
神
的
、
物
理
的
に
漂
泊
す
る
「
身
」
が
表
現
さ
れ
る
の
が
こ
の
長
歌
の
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
「
憂
」
き
感
覚
か
ら
解
き

放
た
れ
、
「
こ
の
よ
に
は 

お
も
ふ
こ
と
な
き 

み
」
と
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
の
だ
。 

 

そ
し
て
こ
う
し
た
「
浮
／
憂
」
き
感
覚
は
、
以
下
に
掲
げ
る
『
古
今
集
』
雑
下
の
小
町
歌
に
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

文
屋
康
秀
が
、
三
河
掾
に
な
り
て
、
県
見
に
は
、
え
出
で
立
た
じ
や
と
、
言
ひ
遣
れ
り
け
る
返
事
に
、
よ
め
る 

 

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
根
を
た
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
去
な
む
と
ぞ
思 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
） 

 
（
『
古
今
集
』
雑
下
９３８
、
小
町
／
唐
草
２
、
神
宮
３１
、
静
嘉
な
し
、
承
空
３９
、
書
乙
３８
、
正
保
３８
） 

 

ま
た
唐
草
装
飾
本
や
神
宮
文
庫
本
系
統
が
巻
頭
歌
と
し
て
据
え
る
「
出
所
不
明
歌
」
の
「
あ
や
め
草
」
歌
を
は
じ
め
と
し
て
、
『
小
町
集
』
中
に
は
こ
の
感
覚
を
詠

ん
だ
も
の
が
少
な
く
な
い
。
唐
草
装
飾
本
に
見
ら
れ
る
例
だ
け
で
も
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

あ
や
め
草
人
に
ね
た
ゆ
と
お
も
ひ
し
は
我
身
の
う
き
に
お
ふ
る
な
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
１
、
神
宮
１
、
静
嘉
１１
、
承
空
４７
、
書
乙
４６
、
正
保
４５
） 

人
か
と
も
し
ら
れ
ざ
り
け
り
う
た
か
た
の
う
き
に
は
い
ま
や
も
の
わ
す
れ
し
て 

（
唐
草
２１
、
神
宮
４８
、
静
嘉
６０
、
承
空
６６
・
８７
・
１２４
、
書
乙
６５
・
８６
、
正
保
６４
・
８５
） 
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み
る
め
あ
ら
ば
う
ら
見
む
や
は
と
あ
ま
と
は
ゞ
う
か
び
て
ま
た
む
う
た
か
た
の
み
も 

 
 
 
 
 

（
唐
草
２９
、
神
宮
３９
、
静
嘉
１０
、
承
空
４２
、
書
乙
４１
、
正
保
４１
） 

こ
れ
ら
の
、
お
そ
ら
く
は
『
古
今
集
』
九
三
八
の
「
わ
び
ぬ
れ
ば
」
歌
を
中
心
と
し
た
「
浮
／
憂
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
歌
群
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
当
該
長

歌
の
中
に
、
「
世
を
海
わ
た
る
我
」
を
「
か
ぢ
」
を
失
っ
て
漂
う
舟
に
よ
そ
え
た
『
後
撰
集
』
一
〇
九
〇
番
歌
や
、
不
如
意
な
恋
愛
生
活
を
「
う
き
た
る
舟
」
に
た
と

え
る
『
後
撰
集
』
七
七
九
番
歌
を
元
に
し
た
句
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
当
該
長
歌
は
表
現
の
う
え
で
も
、
主
題
の
う
え
で
も
よ
り
い
っ
そ
う
「
小
町
的
」
な
性
格
を
帯

び
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

な
お
、
唐
草
装
飾
本
『
小
町
集
』
が
伝
え
る
当
該
長
歌
の
中
に
も
、「
舟
」
を
連
想
さ
せ
る
表
現
と
見
な
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
点
、
注
意
さ
れ
る
。
そ
れ
が
「
い

つ
か
う
き
み
の 

み
く
さ
み
の 

我
み
に
か
け
て 

か
け
は
な
れ
」
の
中
の
「
み
く
さ
み
」
を
「
か
け
」
る
、
と
い
う
表
現
で
あ
る
。 

こ
の
「
み
く
さ
み
」
は
、
本
来
は
水
辺
に
生
え
る
草
と
い
う
意
の
「
み
く
さ
」
を
指
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
み
く
さ
」
の
語
は
『
萬
葉
集
』
や
『
古
今
集
』

に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。 

昔
者
之

E

い

に

し

へ

の

A 
A
E

舊
堤
者

E

ふ
る
き
つ
つ
み
は

A 
A
E

年
深

E

と
し
ふ
か
み

A 
AE

池
之

E

い

け

の
AAE

瀲
尓

E

な
ぎ
さ
に

A 
AE

水
草

E

み

く

さ

AAE

生
家
里

E

お

ひ

に

け

り

A 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

（
『
萬
葉
集
』
巻
三

３７８
） 

春
去
者

E

は

る

さ

ら

ば

A 
AE

水
草

E

み

く

さ

AAE

之
上

E

の

う

へ

AAE

尓

E

に

A 
AE

置
霜
乃

E

お

く

し

も

の

A 
AE

消
乍
毛
我
者

E

け

つ

つ

も

あ

れ

は

A 
AE

戀
度
鴨

E

こ
ひ
わ
た
る
か
も

A 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
同
巻
十

１９０８
） 

 

わ
が
門
の
板
井
の
清
水
里
と
を
み
人
し
汲
ま
ね
ば
水
草
お
ひ
に
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
『
古
今
集
』
神
遊
び
の
歌
１０７９
） 

た
だ
し
今
川
良
俊
の
『
私
説
自
見
抄
』
に
「
わ
ら
で
く
む
と
は
。
わ
ら
を
く
み
て
。
垣
に
も
し
き
物
に
も
す
る
を
い
ふ
と
云
々
。
俊
頼
抄
に
は
み
く
み
と
も
云
り
。

又
私
に
云
。
み
く
さ
み
と
て
。
小
舟
の
は
た
に
わ
ら
を
く
み
て
。
浪
を
ふ
せ
ぐ
を
云
也
。
」
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
み
く
さ
み
」
と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

が
、
『
能
因
法
師
集
』
所
載
の
「
津
の
か
み
や
す
ま
さ
の
朝
臣
と
な
に
は
え
に
同
船
に
て
詠
み
け
る
／
み
く
さ
と
ぞ
か
く
べ
か
り
け
る
難
波
潟
船
う
つ
浪
に
い
こ
そ
ね

ら
れ
ね
（
榊
原
家
蔵
『
能
因
法
師
集
』
１５５
）
」
の
「
み
く
さ
」
、「
漕
ぐ
舟
」
が
詠
ま
れ
た
『
小
町
集
』
の
歌
と
し
て
田
中
氏
が
挙
げ
る
「
コ
ギ
ヽ
ヌ
ヤ
ア
マ
ノ
カ
ゼ
マ
モ
マ

タ
ズ
シ
テ
ニ
ク
サ
ミ
カ
ケ
ル
ア
マ
ノ
ツ
リ
ブ
ネ
」
の
「
に
く
さ
み
（
に
く
さ
び
と
も
）
」
で
あ
る
。 

「
に
く
さ
み
（
び
）
」
は
『
和
歌
初
学
抄
』
由
緒
詞
に
は
「
海
人
船
ニ
カ
ケ
ル
物
也
」
、
『
八
雲
御
抄
』
巻
第
三
に
「
海
舟
に
か
く
る
物
也
」
と
説
明
さ
れ
る
。
大
槻

文
彦
氏
の
『
大
言
海 

改
訂
版
』
（
注
三
二
）
に
よ
れ
ば
、
肥
後
の
方
言
と
し
て
残
っ
て
も
い
る
と
い
う
。
な
お
、
十
一
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
は
、

「
舟
に
は
く
さ
び
と
い
ふ
物
候
ば
。
本
体
は
竹
に
て
う
ゑ
に
わ
ら
し
て
し
た
る
。
」
と
い
う
も
の
を
材
料
に
笛
を
作
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
く

さ
び
」
も
「
み
く
さ
み
」
「
に
く
さ
み
（
び
）
」
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

46 
 



 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
み
く
さ
み
」
が
藁
を
編
ん
で
つ
く
ら
れ
た
敷
物
の
よ
う
な
も
の
で
、
船
と
縁
の
深
い
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
唐
草
装
飾
本
の
段
階
で

そ
れ
は
必
ず
し
も
船
の
存
在
を
意
識
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ず
、「
み
く
さ
（
水
草
）
」
や
藁
の
蓑
、
筵
を
わ
が
身
に
か
け
る
、
と
い
う
意
で
詠
ま
れ

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
船
の
波
よ
け
で
あ
る
「
み
く
さ
み
」
「
に
く
さ
み
」
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
そ
の
上
に
「
浦
こ
ぐ
舟
の 

ぬ

れ
わ
た
り
」
の
二
句
を
附
し
て
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
な
お
か
つ
「
小
町
の
歌
」
ら
し
い
表
現
へ
と
改
変
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 
 
 
 

 
 

五
、『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
と
十
一
世
紀
に
お
け
る
享
受 

 
 
 
 
 
 

①
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」 

以
上
見
て
き
た
四
類
六
系
統
の
『
小
町
集
』
の
う
ち
、
神
宮
文
庫
本
系
統
、
唐
草
装
飾
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
本
体
部
分
の
歌
数
は
い
ず
れ
も
歌
仙
家
集
本
系
統
よ
り

四
十
首
以
上
少
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
共
通
し
て
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
承
空
本
系
統
七
九
番
歌
（
書
陵
部
乙
本
系
統
七
八
、
正
保
版
本
系
統
七
七
）
以
降
の
歌
を

い
っ
さ
い
掲
出
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
三
系
統
の
伝
本
の
撰
歌
資
料
は
、
あ
る
程
度
共
通
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
三
系
統
の
共
通
祖
本
の
よ
う
な
も
の
を
想

定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
唐
草
装
飾
本
は
全
体
の
構
成
こ
そ
和
歌
を
中
心
に
構
成
し
た
神
宮
文
庫
本
系
統
に
似
る
が
、
歌
物
語
的
な
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
と
共
通
す
る
「
出
所
不
明

歌
」
や
詞
書
の
表
現
を
も
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
二
系
統
の
あ
わ
い
に
位
置
す
る
か
の
よ
う
な
伝
本
が
、『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
や
、『
後
撰
集
』
の
小
町

歌
と
共
通
す
る
「
漕
ぐ
舟
」
を
詠
む
歌
を
い
っ
さ
い
持
た
ず
、
ま
た
現
存
す
る
神
宮
文
庫
本
系
統
よ
り
古
態
を
留
め
る
長
歌
の
本
文
を
有
し
て
い
る
点
を
重
視
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
唐
草
装
飾
本
が
そ
の
撰
歌
資
料
な
い
し
共
通
祖
本
の
形
態
を
、
配
列
や
本
文
に
お
い
て
あ
る
程
度
留
め
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。 

お
そ
ら
く
は
そ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
か
ら
歌
を
取
捨
選
択
し
た
結
果
、
唐
草
装
飾
本
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
第
一
部
・
第
二
部
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一
部
・
第

二
部
（
こ
れ
は
静
嘉
堂
文
庫
本
の
原
型
で
も
あ
る
）
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
歌
仙
家
集
本
系
統
の
原
本
は
、
そ
こ
に
唐
草
装
飾
本
や
神
宮
文
庫
本
系
統
の
編
集
の
さ
い

に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
資
料
か
ら
大
量
の
歌
を
増
補
し
て
、
現
行
の
歌
仙
家
集
本
系
統
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
本
論
で
は
現
存
す
る
四
系
統
六
類
が
共
通
し
て
有
す
る
承
空
本
の
一
か
ら
七
六
番
歌
の
う
ち
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
ほ
か
二
系
統
以
上

の
伝
本
に
見
え
る
歌
、
こ
と
に
唐
草
装
飾
本
に
見
え
る
歌
を
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
と
し
て
重
視
し
た
い
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
が
「
出
所
不
明
歌
」
や
勅
撰
集

の
詠
人
不
知
歌
、
他
人
歌
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
小
町
の
作
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
歌
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
「
基
幹
部
分
」
の
時
点
か
ら
存
す
る
歌
の
中
に
、
唐
草
装
飾
本
や
神
宮
文
庫
本
系
統
、
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
と
い
っ
た
承
空
本
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七
九
番
歌
以
降
の
歌
を
持
た
な
い
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
伝
本
と
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
、
こ
と
に
書
陵
部
乙
本
系
統
や
正
保
版
本
系
統
で
は
大
き
な
異
同
が
存
す
る
も

の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
『
小
町
集
』
諸
本
が
共
通
し
て
用
い
た
撰
歌
資
料
な
い
し
共
通
祖
本
の
面
影
を
残
す
も
の
と
し
て
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と

え
ば
以
下
の
「
出
所
不
明
歌
」
。 

つ
ま
こ
ふ
る
さ
を
し
か
の
ね
ぞ
さ
よ
ふ
け
て
我
が
た
ぐ
ひ
は
あ
り
と
し
る
な
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

唐
草
１５
、
神
宮
３４
、
静
嘉
５３
、
承
空
６０
、
書
乙
５９
、
正
保
５８) 

 

こ
の
「
つ
ま
こ
ふ
る
」
歌
の
、
唐
草
装
飾
本
、
神
宮
文
庫
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
、
承
空
本
、
書
陵
部
乙
本
、
正
保
版
本
の
本
文
異
同
を
、
唐
草
装
飾
本
を
柱
と
し
て

示
す
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。 

 
          

 

唐
草
装
飾
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
は
第
四
句
第
五
句
を
、
「
自
分
と
同
類
が
存
在
し
て
い
る
と
知
る
」
と
解
さ
れ
る
本
文
を
持
つ
点
に
お
い
て
共
通
す
る
。
こ
れ
は
承

空
本
と
も
共
通
す
る
も
の
で
、
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
が
増
補
さ
れ
て
歌
仙
家
集
系
統
の
承
空
本
へ
と
展
開
し
た
時
点
で
も
ま
だ
こ
の
本
文
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
し
か
し
書
陵
部
乙
本
及
び
正
保
版
本
に
お
い
て
は
こ
の
第
四
句
、
第
五
句
は
「
我
か
か
た
こ
ひ
を
あ
か
し
か
ね
つ
る
」
即
ち
、
片
恋
を
し
て
い
る
の
で
眠
れ

な
い
と
い
う
意
の
本
文
と
な
っ
て
お
り
、
歌
仙
家
集
本
系
統
が
書
写
を
重
ね
て
ゆ
く
過
程
で
本
文
が
変
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

   

つ
ま
あ
ふ
る 

 

つ
ま
こ
ふ
る 

さ
を
し
か
の
ね
に 

さ
を
し
か
の
ね
に 

サ
ヲ
シ
カ
ノ
ネ
ニ 

さ
を
し
か
の
ね
に 

さ
を
し
か
の
ね
に 

さ
を
し
か
の
ね
そ 

  

ユ
メ
サ
メ

E

サ

ヨ

フ

ケ

A

テ 

  

さ
よ
ふ
け
て 

我
か
た
恋
を 

我
が
か
た
こ
ひ
を 

ワ
レ
ガ
タ
グ
ヒ
ヲ 

わ
が
た
ぐ
ひ
を
も 

我
か
た
ら
ひ
を 

我
が
た
く
ひ
は 

あ
か
し
か
ね
つ
る 

あ
か
し
か
ね
つ
る 

AE

ア
リ
ト
シ
リ
ヌ
ル

E

ア

カ

シ

カ

ネ

ツ

ル 

有
と
し
り
ぬ
る 

有
と
し
り
ぬ
る 

あ
り
と
し
る
な
る 

正
保 

書
乙 

承
空 

静
嘉 

神
宮 

唐
草 
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ま
た
次
の
「
出
所
不
明
歌
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。 

 
秋
の
月
あ
は
れ
な
る
を 

山
ざ
と
の
あ
れ
た
る
や
ど
を
て
ら
し
つ
ゝ
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん
あ
き
の
よ
の
つ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
１７
、
神
宮
４９
、
静
嘉
１６
、
承
空
１０
、
書
乙
１０
、
正
保
１０
） 

 
           

こ
の
歌
の
第
五
句
を
唐
草
装
飾
本
と
神
宮
文
庫
本
は
「
あ
き
の
よ
の
つ
き
」
と
し
て
お
り
、
承
空
本
も
同
様
の
本
文
を
持
つ
。
だ
が
静
嘉
堂
文
庫
本
、
書
陵
部
乙
本

及
び
正
保
版
本
に
お
い
て
は
「
秋
の
月
影
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
古
態
は
第
五
句
を
「
あ
き
の
よ
の
つ
き
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
秋
の
月
影
」
と
す

る
異
伝
歌
に
よ
っ
て
本
文
が
改
変
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

   
 
 
 
 
 

②
十
一
世
紀
に
お
け
る
『
小
町
集
』
享
受 

山
さ
と
に 

山
里
に 

  

山
さ
と
に 

山
さ
と
の 

     

あ
れ
た
る
や
ど
を 

     
て
ら
し
つ
ゝ 

     

い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん 

秋
の
月
か
げ 

秋
の
月
影 

 

秋
の
月
か
げ 

 あ
き
の
よ
の
つ
き 

 

正
保 

書
乙 

承
空 

静
嘉 

神
宮 

唐
草 
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そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
出
所
不
明
歌
」
の
古
態
を
と
ど
め
る
と
見
ら
れ
る
本
文
は
、
十
一
世
紀
ご
ろ
に
流
布
し
て
い
た
『
小
町
集
』
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。 

新
出
伝
本
を
含
め
た
『
小
町
集
』
現
存
諸
本
の
書
写
年
代
は
、
い
ず
れ
も
院
政
期
を
下
ら
な
い
。
こ
れ
は
資
料
の
上
に
現
れ
て
く
る
『
小
町
集
』
や
三
十
六
人
集
に

つ
い
て
の
記
述
も
同
様
で
あ
る
。
『
小
町
集
』
に
つ
い
て
の
記
述
が
最
初
に
見
え
る
の
は
、
先
に
掲
げ
た
十
二
世
紀
前
半
の
『
和
歌
童
蒙
抄
』
で
、
三
十
六
人
集
に
つ

い
て
の
現
存
最
古
の
記
述
は
『
千
載
集
』
の
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。 

大
納
言
実
家
の
も
と
に
卅
六
人
の
集
を
返
し
つ
か
は
し
け
る
中
に
、
故
大
炊
御
門
右
大
臣
の
書
き
て
侍
け
る
草
子
に
書
き
て
お
し
付
け
ら
れ
て
侍
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皇
太
后
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
の
下
に
書
き
集
め
た
る
言
の
葉
を
別
れ
し
秋
の
形
見
と
ぞ
見
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
千
載
集
』
雑
中
１１０５
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

返
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

権
大
納
言
実
家 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

木
の
下
は
書
く
言
の
葉
を
見
る
た
び
に
頼
み
し
蔭
の
な
き
ぞ
か
な
し
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
同
１１０６
） 

「
故
大
炊
御
門
右
大
臣
」
は
藤
原
公
能
（
一
一
一
五
―
一
一
六
一
）
を
さ
す
。
長
能
が
三
十
六
人
集
の
書
写
活
動
に
携
わ
っ
た
と
い
う
こ
の
記
述
か
ら
、『
小
町
集
』

を
含
む
三
十
六
人
集
は
十
二
世
紀
の
前
半
ご
ろ
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

だ
が
『
小
町
集
』
が
歌
仙
家
集
本
系
統
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
二
系
統
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
点
か
ら
、
そ
の
原
型
の
成
立
は
古
歌
、
古
の
歌
人
や
歌
に
付

随
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
み
せ
た
十
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
私
家
集
の
献
上
の
勅
命
は
「
三
代
集
の
成
立
と

符
号
す
る
よ
う
に
」（
注
三
三
）
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
で
も
十
世
紀
後
半
、『
後
撰
集
』
撰
集
の
際
に
は
、
梨
壺
の
五
人
に
よ
る
『
萬
葉
集
』
の
訓
点
作
業

が
行
わ
れ
、
以
降
『
萬
葉
集
』
か
ら
当
代
に
至
る
迄
の
歌
人
の
営
み
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
時
代
に
は
、
歌
の
背
景
に
あ
る

詠
作
状
況
や
歌
に
纏
わ
る
伝
承
を
享
受
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
存
在
し
て
い
た
。
歌
の
詠
み
出
だ
さ
れ
る
「
場
」
に
焦
点
を
当
て
た
（
注
三
四
）
『
後
撰
和
歌
集
』
と

い
う
勅
撰
集
や
、
『
伊
勢
物
語
』
『
大
和
物
語
』
と
い
っ
た
歌
物
語
の
成
立
は
そ
れ
を
如
実
に
表
し
て
い
よ
う
。 

片
桐
氏
の
『
小
野
小
町
追
跡
』
は
、
歌
仙
家
集
本
系
統
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
二
系
統
の
『
小
町
集
』
が
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
十
世
紀
の
ご
く
末
期
、
あ
る

い
は
ど
ん
な
に
遅
く
て
も
十
一
世
紀
の
ご
く
初
期
に
は
今
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
た
と
し
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一
部
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
第
一
部
は
そ
れ
以

前
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
三
十
六
人
集
の
中
に
見
え
る
他
の
歌
人
の
他
撰
家
集
も
ま
た
、
い
ず
れ
も
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
か
ら
し

か
歌
を
と
っ
て
お
ら
ず
、『
拾
遺
集
』『
拾
遺
抄
』
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
『
小
町
集
』
の
「
出
所
不
明
歌
」
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
こ
ゆ
る

ぎ
の
磯
」「
袖
の
浦
」「
い
き
の
松
原
」
と
い
っ
た
歌
枕
は
『
後
撰
集
』
か
ら
『
拾
遺
集
』
に
至
る
ま
で
の
時
代
に
お
い
て
圧
倒
的
に
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
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こ
と
か
ら
、
「
出
所
不
明
歌
」
は
小
町
の
真
作
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
に
成
立
し
た
も
の
と
見
て
い
る
。 

 

承
空
本
の
奥
書
か
ら
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
四
部
、
第
五
部
は
十
二
世
紀
後
半
の
増
補
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
「
基
幹
部
分
」
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
こ

の
こ
ろ
の
成
立
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
『
後
撰
集
』
の
歌
を
持
た
な
い
唐
草
装
飾
本
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
そ
の
成
立
を
遡
っ
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
十
一
世
紀
の
資
料
を
仔
細
に
見
て
み
る
と
、
『
小
町
集
』
が
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
の
あ
い
だ
で
書
写
・
貸
借
が
行
わ
れ
、
享
受
が
行
わ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
例
が
見
出
さ
れ
る
。 

 

序
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
は
藤
原
公
任
が
『
前
十
五
番
歌
合
』
や
『
三
十
六
人
撰
』
を
編
み
、
そ
の
中
に
『
古
今
集
』
所
載
の
小
町
の
歌
を
位
置
付
け

て
い
た
。
そ
し
て
藤
原
明
衡
（
？
―
一
〇
六
六
）
の
『
新
猿
楽
記
』
に
は
、
柿
本
恒
之
と
い
う
架
空
の
歌
人
の
歌
才
が
「
不
恥
於
猿
丸
大
夫
、
衣
通
姫
等
、
不
在
所
愧

於
躬
恒
、
貫
之
、
小
野
小
町
等
」
と
評
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
明
衡
が
、
小
町
と
『
古
今
集
』
歌
人
で
あ
る
躬
恒
や
貫
之
を
同
レ
ベ
ル
の
歌
人
と
し
て
評
価
す
る

文
化
の
中
に
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
『
小
町
集
』
は
、
小
町
の
家
集
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
明
衡
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
明

衡
往
来
（
雲
州
消
息
）
』
中
末
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
の
時
代
の
書
簡
の
例
が
見
え
る
。 

諸
家
集 

 
 

右
諸
家
集
給
畢
。
一
見
之
後
早
可
返
献
也
。
赤
人
黒
主
之
家
集
猶
可
求
給
也
。 

こ
れ
は
諸
家
集
を
貸
し
た
者
か
ら
借
り
た
者
へ
の
書
簡
で
あ
り
、
『
小
町
集
』
の
名
は
見
え
な
い
が
「
赤
人
黒
主
之
家
集
猶
可
求
給
也
」
と
あ
る
。
書
簡
の
筆
者
は

山
辺
赤
人
と
、
小
町
同
様
に
六
歌
仙
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
大
友
黒
主
の
家
集
は
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
『
赤
人
集
』
は
現
存
す
る
が
、
黒
主
の
家
集
は

現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
衡
が
活
躍
し
た
十
一
世
紀
に
は
、
お
そ
ら
く
『
黒
主
集
』
と
名
の
付
く
家
集
も
出
回
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
『
古
今

集
』
に
収
め
ら
れ
た
歌
数
が
三
首
に
留
ま
っ
て
お
り
、
さ
ほ
ど
広
ま
ら
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
黒
主
の
家
集
が
「
猶
可
求
給
也
」
と
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

同
じ
六
歌
仙
で
『
古
今
集
』
に
十
八
首
の
入
集
を
見
る
小
町
の
家
集
は
、
「
諸
家
集
」
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

そ
し
て
こ
の
時
代
に
流
布
し
て
い
た
『
小
町
集
』
の
享
受
、
貸
借
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
の
高
い
人
物
と
し
て
、
能
因
法
師
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、

能
因
法
師
は
「
み
く
さ
」
を
「
か
け
」
る
と
い
う
、
『
小
町
集
』
所
載
の
長
歌
と
共
通
す
る
特
異
な
表
現
を
詠
ん
で
い
た
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家
集
で

あ
る
『
能
因
法
師
集
』
に
は
、
小
町
が
夢
に
現
れ
て
和
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
記
述
も
見
え
、
そ
こ
に
『
小
町
集
』
所
載
の
「
出
所
不
明
歌
」
が
、
小
町
の
「
旧
詠
」
と

し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。 

夢
に
小
野
小
町
わ
か
を
か
た
る
、
そ
の
こ
と
葉
に
い
は
く 

 
 

ま
て
と
い
ひ
し
と
き
よ
り
か
ね
て
あ
か
な
く
に
か
へ
ら
ん
君
と
な
げ
き
し
も
の
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
榊
原
家
本
『
能
因
法
師
集
』
６３
） 
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代
旧
詠
之 

 
 

よ
そ
に
こ
そ
や
へ
の
し
ら
く
も
と
思
ひ
し
か
ふ
た
り
が
中
に
は
や
立
ち
に
け
り 

 
 

（
同
６４
／
『
小
町
集
』
唐
草
９
、
神
宮
８
、
静
嘉
９
、
承
空
９
、
書
乙
９
、
正
保
９
） 

一
芸
に
優
れ
た
先
人
が
、
こ
れ
に
執
心
す
る
人
々
の
夢
に
示
現
し
て
語
り
合
う
例
は
少
な
く
な
い
。
『
権
記
』
長
保
五
年
十
一
月
二
十
五
日
条
で
は
行
成
の
夢
に
小

野
道
風
が
現
れ
、
「
可
授
書
法
、
言
談
雑
事
」
が
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
『
古
今
著
聞
集
』
に
は
大
江
朝
綱
の
夢
に
白
楽
天
が
、
讃
岐
守
兼
房
の
夢
に
人
麿
が
示
現
し

た
と
い
う
説
話
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
『
能
因
法
師
集
』
の
記
事
も
こ
う
し
た
夢
中
示
現
譚
と
同
質
の
も
の
で
、
川
村
晃
生
氏
（
注
三
五
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ

の
時
代
に
小
町
が
人
麿
同
様
、
尊
崇
さ
れ
る
べ
き
歌
仙
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。 

さ
て
、
こ
こ
で
は
小
町
が
夢
の
中
で
詠
ん
だ
と
い
う
「
ま
て
と
い
ひ
し
」
歌
の
次
に
「
代
旧
詠
之
」
と
い
う
詞
書
を
附
し
て
、
「
よ
そ
に
こ
そ
や
へ
の
し
ら
く
も
と

思
ひ
し
か
ふ
た
り
が
中
に
は
や
立
に
け
り
」
と
い
う
歌
を
載
せ
る
。
こ
れ
は
『
小
町
集
』
諸
本
に
見
え
る
「
出
所
不
明
歌
」
で
あ
る
。
小
町
が
夢
中
で
詠
ん
だ
内
の
一

首
「
ま
て
と
い
ひ
し
」
歌
に
つ
い
て
は
、
能
因
は
記
憶
し
て
い
た
が
、
他
の
歌
に
つ
い
て
は
夢
が
醒
め
て
か
ら
書
き
留
め
よ
う
と
し
て
も
細
部
が
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
代
わ
り
に
『
小
町
集
』
所
収
の
、
恐
ら
く
は
夢
の
中
で
詠
ま
れ
た
歌
と
同
趣
の
歌
で
あ
っ
た
「
よ
そ
に
こ
そ
」
歌
を
置
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
草
装
飾
本

の
存
在
や
『
明
衡
往
来
』
の
記
事
か
ら
考
え
て
、
そ
の
出
典
は
す
で
に
こ
の
時
点
で
成
立
し
て
い
た
『
小
町
集
』
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
注
三
六
）
。 

そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
能
因
法
師
が
引
用
す
る
「
よ
そ
に
こ
そ
」
歌
の
第
二
句
「
や
へ
の
し
ら
く
も
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
小
町
集
』
諸
本
の
本
文

と
比
較
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

  
 

       

      

よ
そ
に
こ
そ 

み
ね
の
し
ら
く
も
と 

み
ね
の
し
ら
く
も
と 

ミ
ネ
ノ
シ
ラ
ク
モ
ト 

や
へ
の
白
雲
と 

 

や
へ
た
つ
く
も
と 

や
へ
の
し
ら
く
も
と 

   

お
も
ひ
し
を 

  

思
ひ
し
か 

      

ふ
た
り
が
中
に 

      

は
や
立
ち
に
け
り 

正
保 

書
乙 

承
空 

静
嘉 

神
宮 

唐
草 

能
因 
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こ
れ
は
神
宮
文
庫
本
系
統
、
静
嘉
堂
文
庫
本
の
本
文
と
一
致
し
、
第
二
句
を
「
や
へ
」
の
雲
、
と
す
る
点
で
唐
草
装
飾
本
の
「
や
へ
た
つ
く
も
と
」
と
も
共
通
す
る
。

だ
が
歌
仙
家
集
本
系
統
の
本
文
は
い
ず
れ
も
「
み
ね
の
し
ら
く
も
と
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
能
因
法
師
が
見
て
い
た
『
小
町
集
』
な
い
し
、
小
町
作
と
さ
れ
る

歌
の
集
成
が
、
歌
仙
家
集
本
系
統
へ
と
展
開
す
る
以
前
の
、
「
基
幹
部
分
」
の
『
小
町
集
』
の
本
文
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

 

そ
し
て
能
因
法
師
の
周
辺
で
は
『
小
町
集
』
が
出
回
り
、
享
受
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
能
因
法
師
と
同
時
代
に
活
躍
し
、
交
流
を
も
持
っ
て
い
た

（
注
三
七
）
女
流
歌
人
、
相
模
（
九
九
○
以
降
―
一
〇
六
一
以
降
）
が
、
『
小
町
集
』
の
神
宮
文
庫
本
系
統
、
静
嘉
堂
文
庫
本
、
歌
仙
家
集
本
系
統
に
見
ら
れ
る
「
出

所
不
明
歌
」
を
下
敷
き
に
し
た
一
首
を
詠
ん
で
い
る
か
ら
だ
。 

さ
は
み
づ
に
か
は
づ
も
な
け
ば
さ
き
ぬ
ら
む
ゐ
で
の
わ
た
り
の
山
ぶ
き
の
は
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
浅
野
家
本
『
相
模
集
』
５３４
） 

歌
枕
「
井
手
」
と
山
吹
、
蛙
と
の
詠
み
合
わ
せ
は
平
安
期
に
多
く
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
下
二
句
を
「
ゐ
で
の
わ
た
り
の
山
ぶ
き
の
は
な
」
と
す
る

例
は
、
相
模
以
前
に
は
以
下
の
『
小
町
集
』
の
出
所
不
明
歌
以
外
に
見
ら
れ
な
い
。 

ゐ
で
の
や
ま
ぶ
き 

 
 

色
も
香
も
な
つ
か
し
き
か
な
か
は
づ
鳴
ゐ
で
の
わ
た
り
の
山
吹
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
小
町
集
』
唐
草
な
し
、
神
宮
４０
、
静
嘉
５７
、
承
空
６３
、
書
乙
６２
、
正
保
６１
） 

よ
っ
て
、
相
模
は
『
小
町
集
』
の
「
色
も
香
も
」
歌
の
表
現
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
「
さ
は
み
ず
に
」
歌
と
「
色
も
香
も
」
歌
は
共
に
「
蛙
」

が
鳴
く
事
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
も
共
通
す
る
。
た
だ
し
「
色
も
香
も
」
歌
に
は
諸
本
異
同
が
な
く
、
相
模
が
ど
の
系
統
の
『
小
町
集
』
か
ら
「
色
も
香
も
」
歌

を
摂
取
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。 

だ
が
、
森
本
元
子
氏
（
注
三
八
）
は
、
相
模
の
詠
作
は
「
古
典
の
和
歌
を
よ
く
勉
強
」
し
た
、
「
古
典
主
義
的
な
発
想
」
が
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
り
、
三
十
六
人

集
に
数
え
ら
れ
る
他
の
歌
人
の
集
を
も
享
受
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
よ
う
な
相
模
の
視
界
に
、
『
小
町
集
』
が
入
っ
て
い
た
可
能
性
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
考

え
ら
れ
る
。
し
か
も
『
相
模
集
』
の
以
下
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
相
模
は
多
く
の
「
も
の
が
た
り
歌
な
ど
」
を
所
蔵
し
て
お
り
、
本
を
貸
し
て
く
れ
る
友
人

を
も
持
っ
て
い
た
。 

は
か
な
き
こ
と
に
む
つ
か
り
し
人
、
あ
や
に
く
に
も
の
が
た
り
歌
な
ど
あ
り
け
る
か
ぎ
り
あ
た
り
い
で
ゝ
、
み
な
や
き
て
し
を
、
せ
む
か
た
な
く
て
な
げ
く
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こ
ろ
、
ち
か
く
て
き
く
人
の
い
か
に
ぞ
と
い
ひ
た
り
し
か
ば 

 
 

秋
は
て
ゝ
あ
と
の
け
ぶ
り
は
み
え
ね
ど
も
思
さ
ま
さ
む
か
た
の
な
き
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
浅
野
家
本
『
相
模
集
』
１９０
） 

 
 
 
 

か
ゝ
る
事
き
ゝ
た
ら
む
と
思
し
人
に
、
つ
れ

ぐ
の
わ
り
な
か
り
し
か
ば 

 
 

あ
ら
い
そ
の
あ
ま
は
や
け
ど
も
こ
り
ず
ま
に
な
を
か
り
つ
べ
き
も
の
が
た
り
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
１９１
） 

一
九
〇
番
歌
の
詞
書
で
は
、
「
は
か
な
き
こ
と
に
む
つ
か
り
し
人
」
―
―
お
そ
ら
く
彼
女
の
夫
で
あ
っ
た
大
江
公
資
が
、
相
模
の
所
持
し
て
い
た
歌
集
や
物
語
を
す

べ
て
焼
き
捨
て
た
と
あ
る
。
「
あ
り
け
る
か
ぎ
り
」
と
あ
る
こ
と
、
周
囲
が
同
情
の
念
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
蔵
書
は
か
な
り
の
量
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
し
か
し
相
模
は
、
物
語
を
焼
か
れ
て
し
ま
っ
て
た
だ
嘆
く
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
一
番
歌
で
「
や
け
ど
も
こ
り
」
ぬ
「
も
の
が
た
り
」
へ
の
執
心
を
吐
露
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
ふ
た
た
び
人
に
「
か
り
」
て
物
語
を
書
写
す
る
意
思
を
表
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
相
模
を
囲
繞
す
る
歌
人
、
文
化
人
の
中
に
は
、
彼
女

に
自
身
の
蔵
書
を
貸
し
て
く
れ
る
者
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
貸
借
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
相
模
と

能
因
法
師
を
位
置
付
け
て
み
る
と
、
二
者
の
『
小
町
集
』
享
受
の
可
能
性
が
よ
り
輪
郭
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
あ
る
い
は
、
能
因
法
師
と
相
模

の
間
で
『
小
町
集
』
の
貸
借
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

  
 
 
 
 

お
わ
り
に 

 

以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
つ
つ
『
小
町
集
』
の
伝
本
系
統
を
示
す
な
ら
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
原
『
小
町
集
』
と
い
う
べ
き
、
『
古
今
集
』
の

小
町
詠
や
小
町
の
作
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
出
所
不
明
歌
」
を
集
め
た
資
料
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
原
『
小
町
集
』

を
材
料
と
し
て
、
ま
ず
唐
草
装
飾
本
『
小
町
集
』
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
こ
の
原
『
小
町
集
』
に
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
や
、
歌
語
り
の
場
な
ど
で
小
町
に
結
び
付
け

ら
れ
た
歌
々
が
加
え
ら
れ
た
資
料
を
も
と
に
神
宮
文
庫
本
系
統
や
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
一
部
・
第
二
部
（
あ
る
い
は
錯
簡
を
起
こ
す
前
の
静
嘉
堂
文
庫
本
の
原
本
）

が
成
立
す
る
。
こ
れ
ら
が
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
と
い
う
べ
き
箇
所
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
伝
本
は
そ
れ
ぞ
れ
に
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
増
補
や
歌

の
削
除
が
行
わ
れ
た
が
、
歌
仙
家
集
本
系
統
に
は
五
十
首
以
上
の
歌
々
が
加
え
ら
れ
て
歌
仙
家
集
本
系
統
へ
と
展
開
し
た
。 

む
ろ
ん
、
こ
れ
は
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
『
小
町
集
』
を
検
討
し
た
結
果
導
き
出
さ
れ
た
結
論
で
あ
る
。
顯
昭
の
『
萬
葉
集
時
代
難
事
』
は
、
『
後
撰
集
』
の
次
の

歌
に
つ
い
て
「
此
歌
在

 
 二

小
町
集

 
 一

」
と
す
る
。 

 
 
 
 

大
輔
に
つ
か
は
し
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
大
臣 

 
 

色
深
く
染
し
た
本
の
い
と
ゞ
し
く
涙
に
さ
へ
も
濃
さ
ま
さ
る
哉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
後
撰
集
』
恋
一
５８７
） 

54 
 



 

ま
た
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
は
以
下
の
歌
を
小
町
詠
と
し
て
載
せ
る
。 

家
集
、
瞿
麦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
小
町 

撫
子
の
花
は
あ
だ
な
る
種
な
れ
ば
い
さ
し
ら
川
の
野
べ
に
ち
り
に
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
夫
木
和
歌
抄
』
３４６２
） 

こ
の
二
首
は
現
存
す
る
『
小
町
集
』
に
見
え
な
い
の
で
、
平
安
後
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
「
色
深
く
」
歌
や
「
撫
子
の
花
は
」
歌
を
収
め
た
『
小
町
集
』
が
流
布
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
こ
う
し
た
『
小
町
集
』
の
中
で
も
、
基
幹
部
分
に
位
置
す
る
歌
々
を
含
む
伝
本
が
享
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
遅
く
と
も
十
一
世
紀
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
藤
原
明
衡
は
恐
ら
く
『
小
町
集
』
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
。
ま
た
明
衡
と
同
時
代
に
生
き
た
能
因
法
師
は
『
小
町
集
』
の
「
よ
そ
に
こ
そ
」
歌
を
、
唐
草
装
飾
本

や
神
宮
文
庫
本
系
統
、
静
嘉
堂
文
庫
本
と
共
通
す
る
本
文
で
引
用
し
て
い
る
。
彼
と
交
友
の
あ
っ
た
相
模
も
、
唐
草
装
飾
本
以
外
の
三
類
五
系
統
が
伝
え
る
「
色
も
香

も
」
歌
の
影
響
下
に
あ
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

 

『
小
町
集
』
諸
伝
本
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
。
以
下
の
章
（
第
二
章
、
第
三
章
）
で
は
、『
小
町
集
』
の
成
長
過
程
に
お
い
て
「
出
所
不
明
歌
」
や
詠
人
不
知
歌
、

他
人
歌
な
ど
が
小
町
の
も
の
と
見
な
さ
れ
、
集
に
収
め
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
や
、
そ
の
歌
々
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
十
一
世
紀
ご
ろ
の
小
町
像
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

ゆ
く
。 

 

注
一
…
『
菅
家
後
集
』
十
三
に
お
い
て
、
菅
原
家
の
清
公
、
是
善
、
道
真
と
い
う
三
代
の
詩
文
を
集
め
た
も
の
を
「
家
集
」
と
呼
称
し
て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。
『
古
今
集
』
真
名
序
で
は
、

そ
の
家
に
伝
わ
る
代
々
の
和
歌
を
集
め
た
冊
子
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
現
す
る
際
に
、
漢
学
の
家
に
お
け
る
「
家
集
」
の
語
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

注
二
…
久
曽
神
昇 

塙
選
書
４
『
三
十
六
人
集
』
（
塙
書
房
、
一
九
六
〇
年
）
。
現
存
す
る
西
本
願
寺
本
の
『
小
町
集
』
そ
の
も
の
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
西
本
願
寺
本
を
書
写
し
た
三

十
六
人
集
か
ら
そ
の
本
文
系
統
を
推
測
す
る
事
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
神
宮
文
庫
本
系
統
の
六
九
首
本
で
あ
る
と
い
う
。 

注
三
…
石
橋
敏
男
「
小
町
集
成
立
考
」
（
東
京
教
育
大
学
國
語
国
文
学
会
『
國
語
』
四
・
一
、
一
九
五
五
年
八
月
） 

注
四
…
島
田
良
二
『
平
安
前
期
私
家
集
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
六
八
年
） 

注
五
…
橋
本
不
美
男
『
御
所
本
三
十
六
人
集
』
（
新
典
社
、
一
九
七
一
年
） 

注
六
…
藤
田
洋
治
「
歌
仙
歌
集
・
正
保
版
本
の
一
性
格
―
そ
の
二 

遍
照
・
小
町
・
敏
行
・
小
大
君
の
家
集
を
中
心
に
―
」
（
『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
二
七
、
一
九
九
四
年
三
月
） 

注
七
…
杉
谷
寿
郎
「
歌
人
・
小
野
小
町 

勅
撰
集
と
家
集
」
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
六
〇
・
八
、
一
九
九
五
年
八
月→

『
平
安
私
家
集
研
究
』
新
典
社
、
一
九
九
八
年
） 

注
八
…
室
城
秀
之
、
高
野
晴
代
、
鈴
木
宏
子
校
注 

和
歌
文
学
大
系
１
８
『
小
町
集
・
遍
昭
集
・
業
平
集
・
素
性
集
・
伊
勢
集
・
猿
丸
集
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
）
の
『
小
町
集
』
解
説
（
室
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城
秀
之
氏
担
当
）
。 

注
九
…
注
八
の
室
城
氏
に
よ
る
『
小
町
集
』
解
説
は
、
書
陵
部
乙
本
系
統
の
一
一
六
首
本
『
小
町
集
』
を
『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
に
載
る
小
町
関
係
歌
（
一
～
四
〇
）
と
、
小
町
関
係
歌
以
外
の

歌
（
四
一
～
一
〇
〇
）
に
分
類
す
る
案
を
提
示
す
る
。
武
田
早
苗
「
『
小
町
集
』
管
見
―
唐
草
装
飾
本
の
位
置
―
」
伊
藤
博
、
宮
崎
莊
平
編
『
王
朝
女
流
文
学
の
新
展
望
』
（
竹
林
舎
、
二
〇
〇

三
年
）
は
こ
の
見
方
を
継
承
し
、
全
体
を
Ａ
（
一
～
四
〇
）
、
Ｂ
（
四
一
～
七
七
）
、
Ｃ
（
七
八
～
一
〇
〇
）
に
分
け
た
上
で
、
さ
ら
に
Ｂ
を
『
古
今
集
』
詠
人
不
知
歌
か
ら
成
る
イ
（
四
一
～

四
五
）
と
異
本
か
ら
の
抜
き
出
し
で
あ
る
ロ
（
四
六
～
七
一
）
、
そ
れ
以
降
に
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
か
ら
小
町
の
縁
者
の
歌
を
加
え
た
ハ
（
七
二
～
七
七
）
に
細
分
割
す
る
。
そ
の
妥
当
性

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
本
論
で
は
異
本
か
ら
の
抜
き
出
し
に
よ
る
巻
末
増
補
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
、
片
桐
氏
の
分
類
を
採
用
し
た
。 

注
一
〇
…
注
六
、
注
七
前
掲
論
文
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、
ａ
の
代
表
本
文
と
し
て
書
陵
部
（
五
一
〇
・
一
二
）
本
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
二
〇
〇
七
年
に
書
陵
部
（
五
一
〇
・
一
二
）
本
の
親
本

に
あ
た
る
承
空
本
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
本
論
で
は
こ
の
系
統
の
代
表
本
文
と
し
て
承
空
本
を
利
用
す
る
。 

注
一
一
…
注
六
、
注
七
前
掲
論
文
が
掲
出
す
る
一
一
六
首
本
の
代
表
本
文
。
こ
れ
に
対
し
て
角
田
宏
子
『
『
小
町
集
』
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
西
本
願
寺
本
補
写
本
を
代
表

本
文
と
し
て
挙
げ
る
。
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
を
代
表
本
文
と
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
よ
う
。 

注
一
二
…
注
六
藤
田
氏
前
掲
論
文
。 

注
一
三
…
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
七
十
一
巻
『
承
空
本
私
家
集
』
下
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
解
題
（
藤
田
洋
治
氏
担
当
）
。 

注
一
四
…
注
七
杉
田
氏
前
掲
論
文
。 

注
一
五
…
角
田
宏
子
『
『
小
町
集
』
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
） 

注
一
六
…
こ
の
部
分
に
つ
い
て
片
桐
洋
一
『
小
野
小
町
追
跡
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
）
は
、
六
八
番
歌
が
十
二
世
紀
以
降
、
小
町
の
髑
髏
の
詠
と
し
て
歌
学
書
や
説
話
集
に
あ
ら
わ
れ
て
く

る
こ
と
か
ら
こ
れ
も
小
町
の
死
後
の
詠
と
し
、
落
魄
し
た
小
町
の
詠
と
見
ら
れ
る
六
九
番
歌
が
そ
の
あ
と
に
置
か
れ
て
い
る
点
に
疑
義
を
呈
し
て
「
綴
じ
違
え
と
見
る
の
が
最
も
妥
当
」「
他
本

に
よ
っ
て
６９
番
を
末
尾
に
補
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
出
雲
路
修
「
秋
風
の
ふ
く
た
び
ご
と
に
―
小
野
小
町
説
話
考
―
」（
『
国
語
国
文
』
四
九
・
六
、
一
九
八
〇
年

六
月→

『
説
話
集
の
世
界
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
は
、
六
八
番
歌
も
本
来
は
小
町
の
生
前
の
詠
で
あ
り
、
小
町
落
魄
説
話
が
時
代
と
と
も
に
小
町
髑
髏
説
話
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
可

能
性
を
示
す
。
だ
が
書
陵
部
蔵
（
五
一
一
・
二
）
本
で
六
八
番
歌
と
六
九
番
歌
の
間
に
行
間
が
空
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
本
来
六
八
、
六
九
番
歌
が
内
容
面
で
連
続
し
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。 

注
一
七
…
片
桐
洋
一
「
『
一
条
摂
政
御
集
』
に
つ
い
て
」「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
小
野
宮
殿
集
』
の
構
成
と
成
立
」（
前
者
は
『
国
語
国
文
』
三
四
・
一
二
、
一
九
七
五
年
十
二
月
、
後
者
は
関

西
大
学
国
文
学
会
『
国
文
学
』
七
八
、
一
九
九
八
年
三
月
。
そ
の
後
二
編
と
も
に
『
古
今
和
歌
集
以
後
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
） 

注
一
八
…
注
一
五
角
田
氏
前
掲
書
。 
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注
一
九
…
『
書
苑
』
三
・
八
（
一
九
一
四
年
二
月
） 

注
二
〇
…
春
名
好
重
『
古
筆
大
辞
典
』
（
淡
交
社
、
一
九
七
九
年
） 

注
二
一
…
赤
瀬
信
吾
「
中
世
の
冷
泉
家
の
蔵
書
を
め
ぐ
っ
て
ー
「
歌
の
家
」
の
形
成
・
確
立
と
、
典
籍
の
移
動
」（
中
世
文
学
会
創
設
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
文
学
研
究
の
過
去
・

現
在
・
未
来
」
、
二
〇
〇
五
年
五
月
二
十
八
日
） 

注
二
二
…
注
一
五
角
田
氏
前
掲
書
。 

注
二
三
…
塚
本
善
隆
編
纂
代
表
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
一
巻
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
四
三
年
） 

注
二
四
…
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
巻
『
平
安
私
家
集
』
七
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
の
解
題
（
片
桐
洋
一
氏
担
当
）
。 

注
二
五
…
注
四
島
田
氏
前
掲
書
。 

注
二
六
…
武
田
早
苗
「
『
小
町
集
』
管
見
―
唐
草
装
飾
本
の
位
置
―
」
伊
藤
博
、
宮
崎
莊
平
編
『
王
朝
女
流
文
学
の
新
展
望
』
（
竹
林
舎
、
二
〇
〇
三
年
） 

注
二
七
…
注
一
五
角
田
氏
前
掲
書
。 

注
二
八
…
田
中
喜
美
春
『
小
町
時
雨
』
（
風
間
書
房
、
一
九
八
五
年
） 

注
二
九
…
な
お
同
系
統
の
正
保
版
本
系
統
に
は
「
お
き
の
ゐ
て
」
歌
が
な
い
。
『
古
今
集
』
墨
滅
歌
に
小
町
の
歌
と
し
て
見
え
る
こ
と
に
気
付
い
た
人
物
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

注
三
〇
…
注
三
石
橋
氏
前
掲
論
文
。 

注
三
一
…
注
一
五
角
田
氏
前
掲
書
に
も
「
本
来
な
か
っ
た
詞
で
あ
る
の
か
」
と
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

注
三
二
…
大
槻
文
彦
編
『
大
言
海 

改
訂
版
』
（
富
山
房
、
一
九
五
六
年
） 

注
三
三
…
松
本
真
奈
美
「
私
家
集
編
纂
の
急
増
と
『
拾
遺
集
』
」(

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
九
一
〇
、
二
〇
〇
七
年
三
月)

 

注
三
四
…
西
丸
妙
子
「
『
後
撰
和
歌
集
』
の
世
界
―
人
間
へ
の
興
味
か
ら
成
っ
た
集
」
（
後
藤
祥
子
編
『
王
朝
和
歌
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
七
年
） 

注
三
五
…
川
村
晃
生
校
注
『
能
因
集
注
釈
』
（
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
） 

注
三
六
…
犬
養
廉
「
能
因
の
小
町
詠
を
め
ぐ
っ
て
―
家
集
上
巻
末
尾
三
首
試
考
」
（
『
立
正
大
学
国
語
国
文
』
二
九
、
一
九
九
三
年
三
月
）
及
び
、
平
野
由
紀
子
「
夢
の
小
町
―
能
因
と
順
徳
院
の

場
合
―
」
（
有
吉
保
編
『
和
歌
文
学
の
伝
統
』
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年→

『
平
安
和
歌
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
も
、
「
よ
そ
に
こ
そ
」
歌
が
『
小
町
集
』
か
ら
引
か
れ
た
可
能
性

を
考
え
て
い
る
。
ま
た
注
一
五
角
田
氏
前
掲
書
は
他
に
も
能
因
法
師
詠
と
『
小
町
集
』
所
収
歌
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
、
能
因
法
師
が
歌
仙
歌
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
の
成
立
に
何
ら
か
の

か
た
ち
で
関
与
し
て
い
る
可
能
性
を
示
す
が
、
本
論
で
は
神
宮
文
庫
本
系
統
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
み
た
。 

注
三
七
…
浅
野
家
本
『
相
模
集
』
一
八
五
番
歌
「
つ
の
く
に
ゝ
す
む
こ
や
の
入
道
（
能
因
）
、
歌
も
の
が
た
り
な
ど
お
ほ
か
た
に
い
ふ
人
な
り
け
り
、
か
ど
の
ま
へ
を
わ
た
る
と
て
い
そ
ぐ
事
あ
り
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て
え
ま
い
ら
ず
、
な
に
ご
と
か
と
い
ひ
た
れ
ば
／
な
に
は
人
い
そ
が
ぬ
た
び
の
み
ち
な
ら
ば
こ
や
と
ば
か
り
も
い
ひ
は
し
て
ま
し
」
か
ら
、
相
模
と
能
因
法
師
の
交
流
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
長

元
八
年
五
月
一
六
日
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
』
、『
永
承
四
年
一
一
月
九
日
内
裏
歌
合
』
、『
永
承
五
年
六
月
五
日
庚
申
祐
子
内
親
王
歌
合
』
に
は
、
相
模
と
能
因
法
師
の
両
人
が
参
加
し
て
お
り
、

歌
合
の
場
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
能
因
法
師
は
夢
に
小
町
を
見
て
い
る
が
、
浅
野
家
本
『
相
模
集
』
に
は
、「
つ
つ
む
こ
と
あ
り
て
た
ま
さ
か
に
見
ゆ

る
人
、
し
づ
心
な
く
て
あ
は
た
だ
し
き
心
地
の
み
す
れ
ば
、
思
ひ
た
ら
む
も
う
る
さ
う
て
、
小
町
が
言
ひ
け
む
や
う
に
／
あ
ふ
こ
と
ぞ
や
が
て
も
の
憂
き
あ
か
つ
き
の
夜
深
き
別
れ
思
ひ
出
づ

れ
ば
（
浅
野
家
本
『
相
模
集
』
二
〇
〇
番
歌
）
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
小
町
が
言
ひ
け
む
や
う
に
」
の
典
拠
は
不
明
だ
が
、
相
模
も
ま
た
、
能
因
法
師
と
は
異
な
る
方
向
の
小
町
へ
の
関
心
を

有
し
て
い
た
。 

注
三
八
…
森
本
元
子
「
相
模
―
作
品
を
通
し
て
み
る
人
と
生
―
」
（
上
野
理
責
任
編
集 

和
歌
文
学
講
座
五
『
王
朝
の
和
歌
』
一
九
九
三
年
十
二
月
）
。
『
相
模
集
』
所
収
歌
に
は
、
『
古
今
集
』
の

他
、『
貫
之
集
』『
斎
宮
女
御
集
』『
曽
祢
好
忠
集
』『
三
百
六
十
首
和
歌
』『
和
泉
式
部
集
』『
元
良
親
王
集
』『
兼
盛
集
』『
素
性
集
』『
忠
岑
集
』
な
ど
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち

『
貫
之
集
』
『
斎
宮
女
御
集
』
『
兼
盛
集
』
『
素
性
集
』
は
、
『
小
町
集
』
同
様
に
三
十
六
人
集
に
入
っ
て
い
る
。
相
模
が
家
集
の
形
式
に
な
っ
た
も
の
を
享
受
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
今
後
検

討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
三
十
六
人
集
の
享
受
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
も
興
味
深
い
。 
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〈表〉 『小町集』諸伝本の歌番号対照表 ※重出歌のない書陵部乙本（１１６首本）を柱とした。 

 

 

初句 唐草 神宮 静嘉 承空 書乙 正保 古今 後撰 その他 中世以降の勅

撰集 

花の色は 32 27 1 1 1 1 113(小町)    

心から × 47 2 2 2 2  779 

(小町) 

  

空を行 × 37 3 3, 

103 

3 3     

雲はれて 28 38 4 4, 

104 

4 4     

みるめかる 35 60 5 5 5 5   小大君

集145 

新勅撰集652 

(小町) 

名にしおへ

は 

23 56 6 6 6 6     

やよやまて × × × 7 7 7 152(三国町)    

結ひきと 19 45 7 8 8 8    玉葉集1314 

(小町) 

よそにこそ 9 8 9 9 9 9    新千載集1294 

(小町) 

山里に 17 49 16 10 10 10    続 後 拾 遺 集

1029(小町) 

秋の月 × 43 17 11 11 11    新勅撰集283 

(小町) 

秋の夜も 36 10 18 12 12 12 635(小町)    

なかしとも × 11 × 13 13 13 636(凡河内躬恒)    

うつゝには 38 14 19 14 14 14 656(小町)    

あまのすむ 41 7 21 15 15 15 727(小町)    

思ひつゝ 33 19 28 16 16 16 552(小町)    

うたゝねに × 28 29 17 17 17 553(小町)    

たのましと 14 29 51 18 18 18    新勅撰集864 

(小町) 

いとせめて 42 30 30 19 19 19 554(小町)    

色みえて 31 35 32 20 20 20 797(小町)    

秋風に × 41 33 

 

21 21 21 822(小町)    

わたつうみ

の 

34 17 37 

 

22 22 22    新千載集1210 

(小町) 

みるめなき 4 6 38 23, 

27 

23 23 623(小町)    

人にあはん 37 12 42 24 24 24 1050(小町)    

夢ちには 40 21 39 25 25 25 658(小町)    

かさまゝつ × 42 40 26 26 26     

我をきみ 7 51 41 28, 

77 

27, 

76 

27, 

75 

    

よそにても × 50 44 29 28 28    新拾遺集1319 

(小町) 

よひよひの 8 59 45 30 29 29   小大君

集144 

 

おきのゐて × × 46 31 30 30 1104(小町)  小大君

集143 

 

今はとて 6 32 47 32 31 31 782(小町)    

人を思ふ × × × 33 32 32 783 (小野貞樹)    

あまのすむ × 52 48 34 33 33  1090( 小

町) 

  

いはの上に × 54 65 35 34 34  1195( 小

町) 

  

世をそむく × 55 66 36 35 35  1196( 遍

昭) 
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初句 唐草 神宮 静嘉 承空 書乙 正保 古今 後撰 その他 中世以降の勅

撰集 

ひとりねの × × 49 37 36 36  685(詠人

不知) 

 新勅撰集651 

(小町) 

みちのくの × × 54 38 37 37   古今和

歌六帖 

1656 

（詠人

不知） 

 

わびぬれば 2 31 × 39 38 38 938(小町)    

つゝめとも 44 3 63 40 39 39 556(安倍清行)    

をろかなる 5,45 4 64 41 40 40 557(小町)    

みるめあら

は 

29 39 10 42 41 41     

いつはとは 3 × × 43 42 × 189(詠人不知)    

日ぐらしの × × × 44 43 42 205(詠人不知)    

もゝ草の × × × 45 44 43 246(詠人不知)    

こぎゝぬや × × × 46 45 44     

あやめ草 1 1 11 47 46 45    玉葉集1625 

(小町) 

こぬ人を × 2 22 48 47 46    新勅撰集863 

(小町) 

露の命 30 5 15 49 48 47    続後撰集1504 

(小町) 

人しれぬ 10 13 23 50, 

102 

49 48     

恋わびぬ 11 9 24 51 50 49    新千載集1156 

(小町) 

物をこそ × 15 25 52 51 50     

木からしの 12 18 26 53 52 51    新古今集1802 

(小町) 

夏の夜の 13 20 27 54 53 52    風雅集 394(小

町) 

うつゝには × 23 34 55 54 53    続古今集1188 

(小町) 

春雨の × 24 35 56 55 54    玉葉集1268 

(小町) 

今朝よりは × 25 36 57 56 55     

我身には × 26 50 58 57 56    新 後 拾 遺 集

1411(小町) 

心にも × 66 × 59 58 57    新 続 古 今 集

1504(小町) 

妻こふる 15 34 53 60 59 58    新拾遺集464 

(小町) 

卯の花の × 36 55 61 60 59    続古今集1543 

(小町) 

秋の田の 16 44 56 62 61 60     

色も香も × 40 57 63 62 61    新 後 拾 遺 集

145(小町) 

霞たつ 18 × 58 64 63 62    新千載集1496 

(小町) 

なにはめの 20 46 59 65 64 63     

ちたひとも 21 48 60 66, 

87, 

124 

65, 

86 

64, 

85 

   続後撰集993 

(小町) 

今はとて 22 53 61 67 66 65    続 後 拾 遺 集

744(小町) 

波の面を 24 57 62 68, 

108 

67 66     

ひさかたの 25 58 67 69 68 67   小大君

集142 
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初句 唐草 神宮 静

嘉 

承空 書乙 正保 古今 後撰 その他 中世以降の勅

撰集 

ちはやふる 26 61 68 71, 

109 

69 68   小大君

集146 

 

たきの水 27 62 43 71 70 69   小大君

集147 

古今和

歌六帖 

1722 

（詠人

不知） 

新 千 載 集

153(兼輔) 

かきりなき 39 22 8, 

20 

72 71 70 657(小町)    

時すきて × × × 73 72 71 790(小町姉)    

うきことを × × × 74 73 72  1267 

(小町孫) 

  

ともすれは × 16 × 75 74 73     

わすれ草 × 33 52 76 75 74    新拾遺集1263 

(小町) 

我ことく 7 51 × 77, 

28 

76, 

27 

75, 

27 

    

みちのくは × 67 × 78 77 76    続千載集758 

(小町) 

すまの浦の × × × 79 78 77    続古今集1641 

(小町) 

ひとりねの × × × 80 79 78  895 

(小町姉) 

拾遺集

718(詠

人 不

知) 

 

なかれてと × × × 81 80 79   仲文集

１ 

続古今集1325 

(小町) 

あるはなく × × × 82 81 80   為頼集

26 

新古今集850 

夢ならは × × × 83 82 81    続古今集1189 

(小町) 

むさし野の × × × 84 83 82    続古今集1286 

(小町) 

世の中は × × × 85 84 83    玉葉集2807 

(小町)風雅集

1232(小町) 

むさしのゝ × × × 86 85 84    新勅撰集1300 

(小町) 

みし人も × × × 87, 

65, 

124 

86, 

65 

85, 

64 

   続後撰集993 

(小町) 

世中に × × × 88 87 86 943(詠人不知)    

我身こそ × × × 89 88 87    新古今集1405 

(小町) 

なからへは × × × 90 89 88  894 

(詠人不

知) 

  

世の中を × × × 91 90 89  1290 

(小町姉) 

  

はかなくて × × × 92 91 90    続後撰集1228 

(小町) 

我のみや × × × 93 92 91 798(詠人不知)    

はかなくも × × × 94 93 92    玉葉集1593 

(小町) 

世の中の × × × 95 94 93 941(詠人不知)    

吹むすぶ × × × 96 95 94    新古今集312 

(小町) 

あやしくも × × × 97 96 95    続古今集1850 

(小町) 
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初句 唐草 神宮 静

嘉 

承空 書乙 正保 古今 後撰 その他 中世以降の勅

撰集 

しどけなき × × × 98 97 96     

たれをかも × × × 99 98 97    新古今集336 

(小町) 

白雲の × × × 100 99 98 945(惟喬親王)    

もみぢせぬ × × × 101 100 99 251(紀淑望)  拾遺集

189 

(能宣) 

 

他本歌

十一首 

（承空本では「他家本 十八首」） 

いつとても × × × 105 101 100 546(詠人不知)    

長月の × × × 106 102 101   萬 葉

2304 

( 作 者

未詳)、

拾遺集

795 

( 人 麻

呂) 

 

あさか山 × × × 107 103 102   萬 葉

3807 

 

ながめつゝ × × × 110 104 103    続後撰集245 

(小町) 

春の日の × × × 111 105 104   源重之

集229 

 

木間より × × × 112 106 105 184(詠人不知)    

あまつ風 × × × 113 107 106   伊勢集

439 

 

あはれてふ × × × 117 108 107 939(小町)    

世中は × × × 115 109 108 942(詠人不知)    

あはれてふ × × × 116 110 109 940(詠人不知)    

山里は × × × 118 111 110 944(詠人不知)    

又他本五首 北

相公本也（承空

本では「他本 

小宰相本 

也）」 

をぐら山 × × × 119 112 111     

別つゝ × × × 120 113 112     

かたみこそ × × × 122 114 113 746(詠人不知)    

はかなしや × × × 123 115 114    新 古 今 集

758(小町) 

花さきて × × × 125 116 115  1360( 小

町) 

  

           

書陵部乙本に見え

ない歌 

たれにより 43 × 31 × × ×     

ちはやぶる × 63 × × × ×   馬内侍

集80 

 

世にふれば × 65 × × × ×   斎宮女

御 集

115、拾

遺 集

495（斎

宮 女

御） 

 

秋風の × 68 × × × ×     
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初句 唐草 神宮 静

嘉 

承空 書乙 正保 古今 後撰 その他 中世以降の勅

撰集 

手枕の × 69 × × × ×   拾遺集

901（詠

人 不

知） 

 

我を君 × × 12 × × × 973（詠人不知）    

なにはがた × × 13 × × × 974（詠人不知）    

月みれば × × 14 × × ×     

みやこいて

て 

× × × 114 × × 189（詠人不知）    

をみなへし × × × 121 × × 121（小野美

材） 
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第
一
部
第
二
章 

『
小
町
集
』
の
増
補
と
展
開 

―
「
あ
ま
」
の
歌
を
例
に
し
て
― 

  
は
じ
め
に 

 

『
小
町
集
』
所
収
歌
の
中
に
は
、
共
通
す
る
題
材
を
詠
む
歌
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
中
で
も
特
に
目
を
引
く
の
が
「
あ
ま
（
海
人
）
」
を
詠
む
歌
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
『
古
今
集
』
に
小
町
作
と
し
て
入
集
す
る
「
あ
ま
」
の
歌
は
次
の
二
首
で
あ
る
。 

ａ 

み
る
め
な
き
わ
が
身
を
う
ら
と
知
ら
ね
ば
や
離
れ
な
で
海
人
の
足
た
ゆ
く
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
） 

（
『
古
今
集
』
恋
三
６２３
小
町
／
唐
草
４
、
神
宮
６
、
静
嘉
３８
、
承
空
２３
・
２７
、
書
乙
２３
、
正
保
２３
） 

ｂ 

海
人
の
す
む
里
の
し
る
べ
に
あ
ら
な
く
に
う
ら
見
む
と
の
み
人
の
い
ふ
ら
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
） 

（
『
古
今
集
』
恋
四
７２７
小
町
／
唐
草
４１
、
神
宮
７
、
静
嘉
２１
、
承
空
１５
、
書
乙
１５
、
正
保
１５
） 

ま
た
、
『
後
撰
集
』
に
も
、
次
の
「
あ
ま
」
を
詠
む
一
首
が
見
え
る
。 

定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
け
る
頃 

ｃ 

あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
後
撰
） 

（
『
後
撰
集
』
雑
一
１０９０
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
５２
、
静
嘉
４８
、
承
空
３４
、
書
乙
３３
、
正
保
３３
） 

こ
の
う
ち
『
古
今
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
は
『
小
町
集
』
の
四
系
統
六
類
本
の
す
べ
て
に
、
『
後
撰
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
は
、
原
本
が
『
後
撰
集
』
成
立
以
前
に

形
を
成
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
唐
草
装
飾
本
以
外
の
伝
本
に
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
『
小
町
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
は
、
こ
の
三
首
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
ず
、
四
系
統
六
類
が
共
通
し
て
有
す
る
歌
と
し
て
、
以
下
の
二
首
が
あ
る
。 

ｄ 

み
る
め
あ
ら
ば
う
ら
み
む
や
は
と
あ
ま
と
は
ゞ
う
か
び
て
ま
た
む
う
た
か
た
の
み
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
２９
、
神
宮
３９
、
静
嘉
、
承
空
４２
、
書
乙
４１
、
正
保
４１
） 

℮
 

み
る
め
か
る
あ
ま
の
ゆ
き
か
ふ
み
な
と
ぢ
に
な
こ
そ
の
せ
き
も
我
は
す
ゑ
ぬ
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
３５
、
神
宮
６０
、
静
嘉
５
、
承
空
５
、
書
乙
５
、
正
保
５
） 

 

ま
た
、
唐
草
装
飾
本
以
外
の
伝
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
歌
は
以
下
の
一
首
で
あ
る
。 
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ｆ 
か
ざ
ま
ゝ
つ
あ
ま
し
か
づ
か
ば
あ
ふ
事
の
み
る
め
も
な
し
と
は
思
は
ざ
ら
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
） 

（
唐
草
な
し
、
神
宮
４２
、
静
嘉
４０
、
承
空
２６
、
書
乙
２６
、
正
保
２６
） 

 

こ
の
ｄ
～
ｆ
歌
は
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
た
歌
、
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
の
歌
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
、
歌

仙
家
集
本
系
統
が
独
自
に
増
補
し
た
歌
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。 

ｇ 

コ
ギ
ヽ
ヌ
ヤ
ア
マ
ノ
カ
ゼ
マ
モ
マ
タ
ズ
シ
テ
ニ
ク
サ
ミ
カ
ケ
ル
ア
マ
ノ
ツ
リ
ブ
ネ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
４６
、
書
乙
４５
、
正
保
４４
） 

ｈ 

ス
マ
ノ
ア
マ
ノ
ウ
ラ
コ
グ
フ
ネ
ノ
カ
ヂ
ヨ
リ
モ
ヨ
ル
ベ
ナ
キ
ミ
ゾ
カ
ナ
シ
カ
リ
ケ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
７９
、
書
乙
７８
、
正
保
７７
） 

ｉ 

ヨ
ノ
ナ
カ
ヲ
イ
ト
ヒ
テ
ア
マ
ノ
ス
ム
カ
タ
ハ
ウ
キ
メ
ノ
ミ
コ
ソ
ミ
エ
ワ
タ
リ
ケ
レ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
『
後
撰
集
』
雑
四
１２９０
小
町
が
姉
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
９１
、
書
乙
９０
、
正
保
８９
） 

ｊ 

ハ
ル
ノ
ヒ
ノ
ウ
ラ

く
ゴ
ト
ヲ
イ
デ
ヽ
ミ
ヨ
ナ
ニ
ワ
ザ
シ
テ
カ
ア
マ
ハ
ス
グ
ス
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
『
重
之
集
』
２２９
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１１１
、
書
乙
１０５
、
正
保
１０４
） 

詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
ｄ
～
ｊ
歌
は
、
『
古
今
集
』
や
『
後
撰
集
』
に
小
町
の
作
と
し
て
「
あ
ま
」
を
詠
ん
だ
歌
が
存
在
す
る
ゆ
え
に
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
古
今
集
』
所
載
の
小
町
詠
に
見
え
る
「
あ
ま
」
の
歌
（
ａ
、
ｂ
）
と
、『
後
撰
集
』（
ｃ
）
や
『
小
町
集
』
に
見
え
る
歌
（
ｄ
～
ｊ
）

は
、
「
あ
ま
」
と
海
辺
の
景
を
詠
む
点
で
共
通
こ
そ
す
る
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
小
町
の
姿
は
大
き
く
異
な
る
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
片
桐
洋
一
氏
（
注
一
）
、
田
中
喜
美
春
氏
（
注
二
）
の
指
摘
が
あ
り
、
片
桐
氏
は
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
あ
ま
」
を
詠
む
歌
々

に
つ
い
て
、「
既
に
説
話
的
な
面
を
も
多
分
に
含
み
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
て
こ
そ
鑑
賞
し
う
る
も
の
」
で
、
そ
の
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、

「
弱
い
小
町
、
哀
れ
な
小
町
」
と
い
う
言
葉
で
統
一
さ
れ
る
も
の
だ
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
田
中
氏
は
、
『
小
町
集
』
の
増
益
の
主
因
を
「
表
現
の
類
似
性
」
に

求
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
小
町
に
結
ば
れ
た
歌
の
意
味
が
さ
ま
ざ
ま
な
小
町
像
を
増
幅
さ
せ
て
い
っ
た
と
す
る
。 

し
か
し
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
こ
の
問
題
を
論
じ
る
さ
い
に
用
い
た
『
小
町
集
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
歌
仙
家
集
本
系
統
と
神
宮
文
庫
本
系
統
の
二
系
統
の
み
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
研
究
も
、
『
小
町
集
』
が
成
長
・
展
開
し
て
ゆ
く
ど
の
段
階
で
歌
が
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
な
い
。
だ
が
唐
草
装
飾
本
の
存
在
が
報
告
さ
れ
、『
小
町
集
』
の
形
成
段
階
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
い
ま
、「
歌
が
い
つ
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
の
か
」

を
意
識
し
つ
つ
、
改
め
て
「
あ
ま
」
の
歌
の
増
補
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
『
古
今
集
』
の
ａ
ｂ
、『
後
撰
集
』
の
ｃ
、『
小
町

65 
 



集
』
の
「
基
幹
部
分
」
の
歌
で
、
比
較
的
早
く
か
ら
小
町
作
と
し
て
伝
来
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
ｄ
～
ｆ
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
独
自
の
増
補
歌
で
あ
る

ｇ
～
ｊ
、
と
い
う
順
番
で
こ
れ
ら
の
歌
の
表
現
や
、
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
世
界
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。
そ
し
て
『
小
町
集
』
に
お
け
る
歌
の
増
補
の
方
法
に
つ
い
て

考
え
て
ゆ
き
た
い
。 

   
 
 
 

一
、『
小
町
集
』
の
「
出
所
不
明
歌
」
―
真
作
か
他
人
歌
か
― 

 

さ
て
、
先
に
掲
げ
た
『
小
町
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
の
う
ち
、
ｉ
歌
は
『
後
撰
集
』
の
小
町
姉
の
歌
、
ｊ
歌
は
『
重
之
集
』
の
歌
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
歌
々

は
い
ず
れ
も
、
平
安
期
の
他
の
資
料
に
は
見
出
さ
れ
な
い
「
出
所
不
明
歌
」
と
な
っ
て
い
る
。 

本
題
に
入
る
前
に
、
こ
の
「
出
所
不
明
歌
」
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
現
存
す
る
『
小
町
集
』
諸
系
統
が
い
ず
れ
も
少
な
か
ら
ず
含
む
も
の
で
、

も
っ
と
も
形
態
が
小
さ
な
唐
草
装
飾
本
で
さ
え
も
四
五
首
中
、
巻
頭
歌
を
は
じ
め
と
す
る
二
六
首
が
「
出
所
不
明
歌
」
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
『
小
町
集
』
と

い
う
テ
ク
ス
ト
が
作
り
上
げ
る
世
界
の
中
で
、
「
出
所
不
明
歌
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
ら
の
歌
々
は
『
新
古
今
集
』
以
降
の
勅
撰
集

に
小
町
の
作
と
し
て
採
歌
さ
れ
、
中
世
以
降
小
町
の
歌
と
し
て
の
信
用
性
を
強
め
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

黒
岩
周
六
氏
（
注
三
）
、
大
西
貞
治
氏
（
注
四
）
、
関
谷
真
可
禰
氏
（
注
五
）
、
前
田
善
子
氏
（
注
六
）
と
い
っ
た
戦
前
の
研
究
者
は
、
こ
れ
ら
の
「
出
所
不
明
歌
」

を
小
町
の
真
作
と
し
て
扱
い
、
そ
こ
か
ら
小
町
の
歌
の
文
芸
性
を
炙
り
出
そ
う
と
し
て
き
た
。
だ
が
片
桐
洋
一
氏
（
注
七
）
が
小
町
の
真
作
と
し
て
認
め
ら
れ
る
歌
を

『
古
今
集
』
の
十
八
首
に
限
定
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
を
後
人
が
小
町
に
結
び
付
け
た
他
人
の
歌
と
し
て
捉
え
る
論
考
が
増
え
て
く
る
。 

片
桐
氏
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
と
し
て
、
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
と
「
出
所
不
明
歌
」
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
な
か
に
は
前
者
に
見
ら
れ
な
い
体
言
止
め
や

歌
枕
表
現
、
序
詞
的
表
現
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
「
こ
ゆ
る
ぎ
の
い
そ
」「
そ
で
の
う
ら
」「
い
き
の
松
原
」
と
い
っ
た
、
村
上
朝
以
降
の
歌
人
に
多
く
用
い
ら
れ
た

歌
枕
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。 

ま
た
藤
平
春
男
氏
（
注
八
）
は
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
か
ら
神
宮
文
庫
本
系
統
の
『
小
町
集
』
へ
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
へ
と
遡

っ
て
ゆ
く
に
従
い
「
恋
愛
生
活
に
耽
溺
す
る
小
町
像
」
は
次
第
に
輪
郭
を
朧
げ
に
し
て
ゆ
き
、
『
古
今
集
』
の
小
町
の
恋
歌
は
「
恋
愛
体
験
」
よ
り
も
「
自
己
観
照
に

よ
る
想
念
の
世
界
の
形
象
化
」
に
よ
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
な
お
武
田
早
苗
氏
（
注
九
）
も
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
二
部
以
降
、
「
出
所
不
明
歌
」
や

他
人
歌
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
部
分
に
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
に
は
見
ら
れ
な
い
、
詠
嘆
の
終
助
詞
「
か
な
」
が
増
加
し
て
ゆ
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

む
ろ
ん
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
す
べ
て
が
小
町
の
真
作
で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
『
古
今
集
』
所
収
の
小
町
歌
か
ら
の
距
離
を
考
え
る
に
、
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こ
れ
ら
の
殆
ど
は
本
来
作
者
不
明
の
伝
承
歌
な
い
し
他
人
の
歌
で
あ
り
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
詠
人
不
知
歌
や
他
人
歌
と
同
じ
よ
う
な
経
緯
で
小
町
に
結
び
付
け

ら
れ
、
『
小
町
集
』
に
入
集
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

  
二
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
と
「
出
所
不
明
歌
」 

 
 

①
「
出
所
不
明
歌
」
の
性
質
―
夢
の
逢
瀬
の
歌
を
例
に
し
て
― 

さ
て
、
こ
の
「
出
所
不
明
歌
」
は
、
神
宮
文
庫
本
系
統
で
は
『
古
今
集
』
や
『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
草
装
飾
本
で
は
七
～
三
〇
番

歌
に
、
歌
仙
家
集
本
系
統
で
は
承
空
本
の
歌
番
号
で
四
八
番
歌
以
降
に
集
中
し
て
い
る
。
島
田
良
二
氏
（
注
一
〇
）
は
、
そ
の
う
ち
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
所
収
の

小
町
歌
に
「
出
所
不
明
歌
」
の
歌
群
を
接
合
さ
せ
た
歌
仙
家
集
本
系
統
の
構
成
が
『
赤
人
集
』
『
家
持
集
』
『
宗
于
集
』
の
よ
う
に
、
「
異
質
の
二
つ
の
集
団
が
合
体
し

て
成
立
」
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
西
本
願
寺
本
系
統
の
『
赤
人
集
』
の
前
半
は
大
江
千
里
の
歌
の
集
成
（
「
句
題
和
歌
」
）
で
あ
り
、
後
半
は
『
萬
葉
集
』
巻
十
の

古
点
歌
と
な
っ
て
い
る
。『
家
持
集
』
は
、
前
半
が
『
萬
葉
集
』
の
歌
、
後
半
が
『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
歌
々
や
出
典
不
明
の
古
歌
の
集
成
で
あ
る
。
ま
た
西
本
願

寺
本
系
統
の
『
宗
于
集
』
は
、
一
～
二
八
番
歌
が
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
を
資
料
と
し
た
部
分
で
、
二
九
～
三
三
番
歌
が
『
拾
遺
集
』
出
典
の
他
人
歌
が
付
加
さ
れ

た
部
分
で
あ
る
。
唐
草
装
飾
本
や
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
が
こ
う
し
た
三
十
六
人
集
の
他
の
家
集
同
様
の
構
成
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
小
町
集
』
の
「
出
所

不
明
歌
」
の
大
半
は
、
本
来
小
町
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
な
と
こ
ろ
で
成
立
し
た
古
歌
の
集
成
が
『
小
町
集
』
に
混
入
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
「
出
所
不
明
歌
」
の
な
か
に
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
と
共
通
す
る
題
材
を
有
す
る
歌
が
少
な
く
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
の
中
で
も
こ
と
に
数
が
多
い
の
が
、
先
に
掲
げ
た
「
あ
ま
」
が
登
場
す
る
海
辺
の
景
と
恋
の
心
象
を
重
ね
合
わ
せ
た
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
現
実
に
逢

瀬
が
叶
わ
な
い
た
め
に
求
め
ら
れ
る
「
夢
」
の
逢
瀬
を
題
材
と
し
た
歌
も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
そ
の
中
に
は
、
『
古
今
集
』
や
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
と
表
現
が
共

通
す
る
歌
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
あ
ま
」
に
つ
い
て
は
後
で
詳
述
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
夢
」
の
逢
瀬
を
詠
ん
だ
歌
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。 

『
古
今
集
』
所
収
の
小
町
歌
の
う
ち
、
「
夢
」
の
語
を
詠
み
込
み
、
そ
こ
で
の
逢
瀬
を
表
現
し
た
歌
は
以
下
の
五
首
で
あ
る
。（
本
文
は
『
古
今
集
』
に
拠
っ
た
） 

思
つ
ゝ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
し
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を 

 
 

（
『
古
今
集
』
恋
二
５５２
小
町
／
唐
草
３３
、
神
宮
１９
、
静
嘉
２８
、
承
空
１６
、
書
乙
１６
、
正
保
１６
） 

う
た
ゝ
ね
に
恋
し
き
人
を
見
て
し
よ
り
夢
て
ふ
物
は
頼
み
そ
め
て
き 

 
 
 

（
『
古
今
集
』
恋
二
５５３
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
２８
、
静
嘉
２９
、
承
空
１７
、
書
乙
１７
、
正
保
１７
） 

 
 

現
に
は
さ
も
こ
そ
あ
ら
め
夢
に
さ
へ
人
目
を
守
る
と
見
る
が
わ
び
し
さ 

 
 

（
『
古
今
集
』
恋
三
６５６
小
町
／
唐
草
３８
、
神
宮
１４
、
静
嘉
１９
、
承
空
１４
、
書
乙
１４
、
正
保
１４
） 

 
 

か
ぎ
り
な
き
思
ひ
の
ま
ゝ
に
夜
も
来
む
夢
路
を
さ
へ
に
人
は
と
が
め
じ 

（
『
古
今
集
』
恋
三
６５７
小
町
／
唐
草
３３
、
神
宮
１９
、
静
嘉
８
・
２０
、
承
空
１６
、
書
乙
１６
、
正
保
１６
） 
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ゆ
め
ぢ
に
は
足
も
や
す
め
ず
通
へ
ど
も
現
に
ひ
と
め
見
し
ご
と
は
あ
ら
ず 

（
『
古
今
集
』
恋
三
６５８
小
町
／
唐
草
４０
、
神
宮
２１
、
静
嘉
３９
、
承
空
２５
、
書
乙
２５
、
正
保
２５
） 

 

前
半
二
首
は
恋
二
の
冒
頭
に
連
続
し
て
載
せ
ら
れ
、
後
半
三
首
は
恋
三
の
中
程
に
こ
れ
も
同
じ
く
三
首
続
け
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
『
古
今
集
』
所
収
の
小
町
詠
一

八
首
中
、
そ
の
三
分
の
一
近
い
五
首
を
「
夢
」
と
い
う
特
異
な
恋
の
場
を
詠
ん
だ
歌
が
占
め
る
と
い
う
事
実
か
ら
は
、
『
古
今
集
』
の
撰
者
た
ち
が
小
町
と
い
う
女
性

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
の
歌
を
位
置
付
け
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

 

次
に
、
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
夢
」
の
逢
瀬
を
題
材
と
し
た
歌
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
唐
草
装
飾
本
の
段
階
で
、
以
下
の
「
出
所
不
明

歌
」
四
首
が
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

よ
ひ

く
の
ゆ
め
の
た
ま
し
ゐ
あ
し
た
ま
で
あ
り
て
我
み
を
と
ぶ
ら
ひ
に
こ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
８
、
神
宮
５９
、
静
嘉
４５
、
承
空
３０
、
書
乙
３０
、
正
保
２９
） 

こ
ひ
わ
び
ぬ
し
は
し
ね
な
ば
や
ゆ
め
の
う
ち
に
み
ゆ
れ
ば
あ
ひ
ぬ
み
ね
ば
わ
す
れ
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
１１
、
神
宮
９
、
静
嘉
２４
、
承
空
５１
、
書
乙
５０
、
正
保
４９
） 

 

夏
の
よ
の
わ
び
し
き
こ
と
は
ゆ
め
を
だ
に
み
る
ほ
ど
も
な
く
あ
く
る
な
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
１３
、
神
宮
２０
、
静
嘉
２７
、
承
空
５４
、
書
乙
５３
、
正
保
５２
） 

た
の
ま
じ
と
お
も
は
じ
と
て
は
い
か
ゝ
せ
ん
ゆ
め
よ
り
ほ
か
に
あ
ふ
よ
な
け
れ
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
１４
、
神
宮
２９
、
静
嘉
５１
、
承
空
１８
、
書
乙
１８
、
正
保
１８
） 

 

そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
「
た
の
ま
じ
と
」
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
恋
人
と
の
逢
瀬
の
場
で
あ
る
「
夢
」
を
「
た
の
」
み
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
詠
ん
だ
点
で
、

『
古
今
集
』
の
「
う
た
ゝ
ね
に
」
歌
と
表
現
が
近
似
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
う
た
ゝ
ね
に
」
歌
で
な
ぜ
夢
を
頼
み
に
す
る
の
か
を
よ
り
詳
し
く
説
明
し
た
、
あ
る

い
は
そ
の
内
容
を
詠
み
か
え
た
よ
う
な
歌
と
な
っ
て
い
る
。
唐
草
装
飾
本
は
「
う
た
ゝ
ね
に
」
歌
を
有
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
こ
の
「
た
の
ま
じ
と
」
歌
は
、「
う
た
ゝ

ね
に
」
歌
を
前
提
に
成
立
し
た
一
首
と
見
て
間
違
い
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
唐
草
装
飾
本
の
「
出
所
不
明
歌
」
の
中
に
は
、
『
古
今
集
』
の
小
町
歌
の
三
分
の
一
近
く
を
占
め
る
「
夢
」
の
逢
瀬
を
詠
む
歌
と
重
な
り
合
う
よ
う
な

歌
々
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
し
か
も
歌
に
よ
っ
て
は
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
と
表
現
の
上
で
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
事
実
は
、「
出
所
不
明
歌
」
が
、「
小
町
」

と
い
う
存
在
と
全
く
無
縁
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。 

 

ま
た
神
宮
文
庫
本
系
統
で
は
、
こ
の
四
首
に
加
え
て
以
下
の
「
出
所
不
明
歌
」
が
見
え
る
。 
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う
つ
ゝ
に
て
あ
る
だ
に
有
を
夢
に
さ
へ
あ
り
て
も
人
に
別
ぬ
る
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
） 

（
唐
草
な
し
、
神
宮
２３
、
静
嘉
３４
、
承
空
５５
、
書
乙
５４
、
正
保
５３
） 

 

こ
の
歌
は
、
先
に
も
掲
げ
た
『
古
今
集
』
六
五
六
番
歌
「
現
に
は
さ
も
こ
そ
あ
ら
め
夢
に
さ
へ
人
目
を
守
る
と
見
る
が
わ
び
し
さ
」
と
構
造
的
に
共
通
す
る
。
最
初

に
「
う
つ
ゝ
」
に
お
け
る
男
女
関
係
の
不
如
意
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
「
夢
に
さ
へ
」
相
手
と
逢
え
な
い
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
「
う
つ
ゝ
に
て
」
歌
は

「
現
に
は
」
歌
の
異
伝
歌
、
あ
る
い
は
「
現
に
は
」
歌
の
影
響
下
に
作
ら
れ
た
歌
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
小
町
と
関
係
の
深
い
一
首
と
い
え
る
。 

 

な
お
歌
仙
家
集
本
系
統
で
は
、
以
下
の
歌
々
が
巻
末
に
増
補
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ユ
メ
ナ
ラ
バ
マ
タ
ミ
ル
ヨ
ヰ
モ
ア
リ
ナ
マ
シ
ナ
ニ
ナ
カ

く
ノ
ウ
ツ
ヽ
ナ
リ
ケ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
８３
、
書
乙
８２
、
正
保
８１
） 

 
 

ハ
カ
ナ
ク
モ
マ
ク
ラ
サ
ダ
メ
ズ
ア
カ
ス
カ
ナ
ユ
メ
ガ
タ
リ
セ
シ
人
ヲ
マ
ツ
ト
テ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
９４
、
書
乙
９３
、
正
保
９２
） 

『
古
今
集
』
の
小
町
歌
十
八
首
の
中
に
、「
あ
ま
」「
夢
」
な
ど
の
同
一
の
語
や
題
材
を
詠
ん
だ
複
数
の
歌
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
特
定
の
語
、
題
材
に
拘
泥
す
る

小
町
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
生
ん
だ
は
ず
だ
。
こ
こ
に
あ
げ
た
ほ
か
に
も
、「
我
が
身
」（
『
古
今
集
』
一
一
三
、
六
二
三
、
七
八
二
、
八
二
二
）
、
植
物
の
う
つ
ろ
い
（
『
古

今
集
』
一
一
三
、
七
八
二
、
七
九
七
）
、
食
用
の
植
物
が
育
た
な
い
不
毛
の
イ
メ
ー
ジ
（
六
二
三
、
八
二
二
）、
身
を
焼
く
ほ
ど
の
激
し
い
思
い
（
一
〇
五
〇
、
一
一
〇

四
）
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
歌
語
り
の
場
な
ど
で
、
作
者
不
明
の
伝
承
歌
の
作
者
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
と
き
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小

町
詠
に
通
じ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
歌
々
に
つ
い
て
は
、
小
町
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
注
一
一
）
。
そ
れ
が
『
小
町
集
』
所

載
の
「
出
所
不
明
歌
」
で
あ
り
、
詠
人
不
知
歌
や
他
人
歌
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

②
『
小
町
集
』
の
な
か
の
「
出
所
不
明
歌
」
と
他
人
歌 

さ
て
、
「
出
所
不
明
歌
」
や
他
人
歌
が
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
歌
語
り
な
ど
の
場
で
た
ゆ
た
っ
て
い
た
歌
々
が
『
小
町
集
』
と
い
う
テ
ク
ス

ト
の
中
に
固
定
化
さ
れ
、
小
町
と
い
う
女
性
の
生
の
一
端
を
反
映
す
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
『
小
町
集
』
の
な
か
で
も
そ
の
歌
に
解
釈

が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
し
い
詞
書
が
附
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
と
に
唐
草
装
飾
本
以
外
の
『
小
町
集
』
諸
本
は
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
詞
書
に
直
接
体
験
の
助
動
詞
「
き
」

を
用
い
て
い
る
点
で
注
意
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
詞
書
は
た
と
え
ば
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
に
、
以
下
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

・
い
そ
の
か
み
て
ら
に
ま
う
で
ゝ
日
の
く
れ
に
し
か
ば
、
と
ま
り
て
、
そ
せ
い
法
師
に
い
ひ
や
り
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
５４
／
『
後
撰
集
』
１１９５
小
町
） 
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・
人
ト
物
イ
フ
ト
テ
ア
ケ
シ
ツ
ト
メ
テ
、「
カ
バ
カ
リ
ナ
ガ
キ
ヨ
ニ
、
ナ
ニ
ゴ
ト
ヲ
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
イ
ヒ
ア
カ
シ
ツ
ル
ゾ
」
ト
ア
イ
ナ
ウ
ト
ガ
メ
シ
人
ニ 

（
承
空
１２
／
『
古
今
集
』
６８５
小
町
） 

だ
が
「
き
」
を
用
い
た
詞
書
は
、
「
出
所
不
明
歌
」
や
詠
人
不
知
歌
、
他
人
歌
に
も
以
下
の
よ
う
に
附
さ
れ
て
い
る
。 

・
め
の
と
の
遠
き
所
な
り
し
に
つ
か
は
し
ゝ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
４
／
「
出
所
不
明
歌
」
） 

・
四
の
み
こ
の
う
せ
給
へ
る
こ
ろ
風
の
ふ
き
し
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
２５
／
「
出
所
不
明
歌
」
） 

・
マ
ヘ
ヨ
リ
ワ
タ
リ
シ
人
ニ
タ
レ
ト
モ
ナ
ク
テ
ト
ラ
セ
シ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
３
／
「
出
所
不
明
歌
」
） 

・
イ
カ
ナ
リ
シ
ア
カ
ツ
キ
ニ
カ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
８０
／
『
後
撰
集
』
８９５
小
町
姉
、『
拾
遺
集
』
７１８
詠
人
不
知
） 

こ
う
し
た
「
き
」
を
用
い
た
詞
書
は
、
小
町
と
同
時
代
の
歌
人
の
他
撰
家
集
で
あ
る
『
遍
照
集
』
や
雅
平
本
『
業
平
集
』
に
も
見
え
、
島
田
良
二
氏
（
注
一
二
）
が

い
う
よ
う
に
「
後
人
が
第
一
人
称
の
立
場
に
立
っ
て
記
述
し
た
も
の
」
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
操
作
は
、
『
小
町
集
』
を
小
町
じ
し
ん
が
撰
集
に
携
わ
っ
た
集
と

し
て
享
受
す
る
よ
う
に
読
者
を
誘
導
す
る
。
そ
し
て
集
中
の
「
出
所
不
明
歌
」
や
他
人
歌
は
、
た
と
え
そ
れ
が
詞
書
が
附
さ
れ
て
い
な
い
歌
で
あ
っ
て
も
小
町
と
い
う

人
物
の
実
体
験
か
ら
詠
み
出
さ
れ
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
や
小
町
そ
の
ひ
と
と
の
結
び
付
き
を
い
っ
そ
う
強
め
て
ゆ
く
こ
と
と

な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
時
に
そ
れ
は
、
本
来
の
詠
者
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
ほ
ど
に
強
く
は
た
ら
く
も
の
と
な
る
。 

 
 
 
 

ミ
シ
人
ノ
ナ
ク
ナ
リ
シ
コ
ロ 

ア
ル
ハ
ナ
ク
ナ
キ
ハ
カ
ズ
ソ
フ
ヨ
ノ
ナ
カ
ニ
ア
ハ
レ
イ
ヅ
レ
ノ
ヒ
マ
デ
ナ
ゲ
カ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

 (

『
為
頼
集
』
２６
（
「
小
お
ほ
き
み
」
の
歌
）
、
林
家
本
『
小
大
君
集
』
１２０
／
冷
泉
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
８２
、
書
乙
８１
、
正
保
８０) 

こ
の
歌
は
、
第
一
章
で
も
示
し
た
よ
う
に
『
小
大
君
集
』
に
見
え
、
『
栄
花
物
語
』
や
『
為
頼
集
』
に
小
大
君
の
詠
と
し
て
出
て
い
る
。
十
一
世
紀
ご
ろ
に
は
、
こ

の
歌
を
小
大
君
の
詠
と
す
る
意
識
が
強
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
だ
が
こ
の
歌
は
『
新
古
今
集
』
哀
傷
歌
、
八
五
〇
番
歌
に
小
町
の
作
と
し
て
載
る
。
『
新
古

今
集
』
は
、
歌
仙
家
集
本
系
統
な
い
し
そ
の
巻
末
増
補
に
用
い
ら
れ
た
『
小
町
集
』
に
こ
の
歌
が
存
在
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
こ
に
「
き
」
を
用
い
た
詞
書
が
附
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
の
歌
の
作
者
名
を
小
町
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 

  
 
 
 

三
、「
あ
ま
」
の
詠
ま
れ
方
―
小
町
以
前
― 

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
『
小
町
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
に
入
っ
て
ゆ
き
た
い
の
だ
が
、
最
初
に
「
あ
ま
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
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小
町
以
前
の
「
あ
ま
」
の
詠
ま
れ
方
に
つ
い
て
見
て
お
く
。 

久
保
田
淳
氏
（
注
一
三
）
に
よ
れ
ば
、「
あ
ま
」
と
は
、「
漁
夫
、
漁
師
。
魚
貝
や
海
藻
を
採
取
し
、
ま
た
製
塩
の
業
に
携
わ
る
人
々
」
で
あ
り
、
海
に
限
ら
ず
、
琵

琶
湖
の
よ
う
な
湖
の
漁
師
も
「
あ
ま
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
「
あ
ま
」
の
歌
の
多
く
は
次
の
よ
う
に
、
男
性
で
あ
る
作
者
が
実
際
に

海
辺
に
行
き
、
そ
こ
で
見
た
「
あ
ま
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

従
千
沼
廻

E

ち

ぬ

み

よ

り

A 
AE

雨
曽
零
来

E

あ

め

そ

ふ

り

く

る

A 
AE

四
八
津
之
白
水
郎

E

し

は

つ

の

あ

ま

A 
AE

綱
手
乾
有

E

つ

な

て

ほ

し

た

り

A 
AE

沾
将
堪
香
聞

E

ぬ

れ

も

あ

へ

む

か

も 

 
 
 
 

右
一
首
遊

 
 二

覧
住
吉
濱

 
 一

還

 
 レ

宮
之
時
道
上
守
部
王
應

 
 レ 

詔
作
歌 

（
『
萬
葉
集
』
巻
六
９９９
守
部
王
） 

 
 

海
人

あ

ま

小
舟

を

ぶ

ね 

帆
毳
張

ほ

か

も

は

れ

流
登

る

と 
見み

る

左
右
荷

ま

で

に 

鞆
之
浦

と

も

の

う

ら

廻
二

み

に 

浪
立
有

な

み

た

て

り

所
見

み

ゆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
萬
葉
集
』
巻
七
１１８２
、

羈
旅
作
） 

 
 

朝
入

あ

さ

り

為
流

す

る 

海
未
通
女

あ

ま

を

と

め

等
之

ら

が 

袖
通

そ
で
と
ほ
り 

沾
西
衣

ぬ
れ
に
し
こ
ろ
も 

雖
干
跡

ほ

せ

ど

不
乾

か
わ
か
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
萬
葉
集
』
巻
七
１１８６
、
羈

旅
作
） 

 

ま
た
『
萬
葉
集
』
に
は
、「
あ
ま
」
を
女
性
を
手
に
入
れ
よ
う
と
通
う
男
に
見
立
て
た
譬
喩
歌
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
も
詠
者
は
男
性
で
あ
る
。 

海
神

E

わ
た
つ
み
の

A 
AE

持
在

E

も

て

る

AAE

白
玉

E

し
ら
た
ま

A 
A
E

見
欲

E

み
ま
く
ほ
り

A 
A
E

千
遍
告

E

ち
た
び
そ
の
り
し

A 
AE

潜
為
海
子

E

か
づ
き
す
る
あ
ま
は

A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
萬
葉
集
』
巻
七

１３０２
、
寄
玉
） 

潜

E

か
づ
き

AAE

為

E

す

る

A 
AE

海
人
雖
告

E

あ

ま

は

の

れ

ど

も

A 
A
E

海
神

E

わ
た
つ
み
の

A 
A

E

心

E

こ
こ
ろ
を

AAE

不
得

E

え

ね

ば

A 
AE

所
見
不
云

E

み
ゆ
と
い
は
な
く
に

A 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
同
１３０３
、
寄

玉
） 

 

こ
こ
で
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
海
の
底
に
沈
む
白
玉
、
即
ち
真
珠
を
採
り
に
ゆ
く
「
あ
ま
」
で
あ
る
。
真
珠
は
手
に
入
り
に
く
い
女
性
の
譬
喩
で
あ
り
、
そ
し
て
「
あ

ま
」
が
白
玉
を
見
る
と
は
自
分
の
も
の
と
す
る
、
結
婚
す
る
と
い
う
事
を
意
味
し
て
い
る
。
海
と
い
う
、
時
に
人
の
命
を
奪
う
程
の
恐
ろ
し
い
存
在
の
奥
底
に
沈
ん
で

い
る
真
珠
を
取
る
の
は
命
が
け
の
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
真
珠
を
見
た
い
、
取
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
心
情
が
詠
ま
れ
た
こ
の
歌
に
は
、
詠
者
で
あ
る
男
が

女
を
ど
れ
だ
け
強
く
思
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。 
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こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
明
川
忠
夫
氏
（
注
一
四
）
は
、「
女
性
に
よ
る
男
と
し
て
の
海
人
の
歌
い
方
は
、『
万
葉
集
』
に
は
皆
無
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
女
性
の
立

場
か
ら
「
あ
ま
」
を
恋
の
相
手
の
男
に
た
と
え
て
詠
ん
だ
歌
の
初
出
は
『
古
今
集
』
の
以
下
の
詠
人
不
知
歌
だ
と
す
る
。 

 
 

う
き
め
の
み
お
ひ
て
な
が
る
ゝ
浦
な
れ
ば
か
り
に
の
み
こ
そ
海
人
は
寄
る
ら
め 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
古
今
集
』
恋
五
７５５
、
詠
人
不
知
） 

 

こ
の
歌
は
第
一
句
に
海
藻
の
意
の
「
浮
き
布
」
と
、「
辛
い
さ
ま
、
惨
め
な
さ
ま
」
と
い
う
意
の
「
憂
き
目
」
を
掛
け
る
。
そ
し
て
第
二
句
の
「
な
が
る
ゝ
」
に
「
流

る
る
」
と
「
泣
か
る
る
」
を
、
第
四
句
「
か
り
」
に
「
刈
り
」
と
「
仮
」
を
掛
け
る
。
浮
き
布
が
流
れ
て
い
る
だ
け
で
他
に
何
も
無
い
浦
に
、
海
人
は
そ
の
浮
き
布
を

刈
り
に
だ
け
来
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
惨
め
な
思
い
を
背
負
っ
て
泣
い
て
ば
か
り
の
私
で
あ
る
か
ら
、
恋
人
は
ほ
ん
の
か
り
そ
め
に
し
か
立
ち
寄
ら

な
い
の
だ
ろ
う
、
と
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
こ
れ
か
ら
見
て
ゆ
く
小
町
の
「
あ
ま
」
の
歌
と
同
じ
く
、
掛
詞
と
縁
語
に
よ
り
、
海
辺
の
景
色
と
女
の
境
遇

と
が
た
く
み
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

  
 

四
、『
古
今
集
』
所
収
の
小
町
の
「
あ
ま
」
の
歌 

 
 
 
 
 
 

①
否
定
的
、
揶
揄
的
姿
勢 

 

そ
れ
で
は
次
に
、
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
た
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
の
中
の
「
あ
ま
」
の
歌
を
見
て
ゆ
こ
う
。
最
初
は
こ
の
歌
で
あ
る
。 

ａ 

み
る
め
な
き
わ
が
身
を
う
ら
と
知
ら
ね
ば
や
離
れ
な
で
海
人
の
足
た
ゆ
く
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
） 

（
『
古
今
集
』
恋
三
６２３
小
町
／
唐
草
４
、
神
宮
６
、
静
嘉
３８
、
承
空
２３
・
２７
、
書
乙
２３
、
正
保
２３
） 

こ
の
歌
の
、
第
一
句
の
「
み
る
め
」
の
語
は
海
藻
の
「
海
松
布
」
と
、「
会
う
機
会
」
の
意
の
「
見
る
目
」
の
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
句
の
「
う
ら
」
、
第
四
句

の
「
あ
ま
」
は
「
み
る
め
」
の
縁
語
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
『
古
今
集
』
七
五
五
番
歌
と
同
様
、「
う
ら
」
の
語
は
は
自
分
自
身
を
譬
え
た
も
の
、「
あ
ま
」
の
語
は
相

手
の
男
を
譬
え
た
も
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
『
萬
葉
集
』
の
譬
喩
歌
や
、
そ
れ
を
女
の
立
場
か
ら
詠
ん
だ
「
う
き
め
の
み
」
歌
の
流
れ
を
継
承
し
た
一
首
と
い
え
よ
う
。 

ま
た
、
「
み
る
め
」
と
い
う
語
は
『
萬
葉
集
』
に
見
え
ず
、
『
古
今
集
』
以
降
使
用
さ
れ
始
め
た
語
で
、
『
古
今
集
』
の
詠
人
不
知
歌
に
以
下
の
よ
う
な
例
を
見
る
。 

大
方
は
わ
が
名
も
み
な
と
漕
ぎ
い
で
な
む
世
を
う
み
べ
た
に
見
る
め
少
な
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
古
今
集
』
６６９
詠
人
不
知
） 

 
 

伊
勢
の
あ
ま
の
朝
な
夕
な
に
潜
く
て
ふ
見
る
め
に
人
を
飽
く
よ
し
も
哉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

『
古
今
集
』
恋
四
６８３
詠
人
不
知) 

ａ
歌
の
「
み
る
め
な
き
」
は
六
六
九
番
歌
の
「
見
る
め
少
な
し
」
、「
離
れ
な
で
あ
ま
の
足
た
ゆ
く
来
る
」
は
、
六
八
三
番
歌
の
「
朝
な
夕
な
に
潜
く
」
を
想
起
さ
せ

る
語
で
あ
る
。
ａ
歌
に
、
こ
れ
ら
の
『
古
今
集
』
詠
人
不
知
歌
の
表
現
が
参
考
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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さ
て
、
こ
の
ａ
歌
の
上
二
句
は
難
解
で
あ
り
、
二
句
目
の
「
わ
が
身
」
の
語
に
つ
い
て
は
古
来
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
竹
岡
正
夫
氏
は
諸
注
釈
書
に
み
え

る
こ
の
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
種
に
分
類
し
て
い
る(

注
一
五)

。 

  

Ａ 

相
手
の
男
の
身
と
す
る
も
の
…
…
顕
註
密
勘
・
顕
昭
注
頭
書
・
両
度
聞
書
・
栄
雅 

Ｂ 

作
者
自
身
の
身
と
す
る
も
の 

(

ａ)

見
ど
こ
ろ
も
な
き
み
に
く
き
わ
が
身
と
す
る
も
の
…
…
続
万
葉
集
秘
説
・
正
義
・
至
文
・
全
書 

(

ｂ)

わ
が
身
を
み
る
め
な
き
浦
と
知
ら
ね
ば
や
、
の
順
序
が
正
し
い
と
す
る
も
の
…
…
遠
鏡
・
鄙
言 

(

ｃ)

こ
の
ま
ま
で
解
そ
う
と
す
る
も
の
…
…
金
子
評
釈
・
窪
田
評
釈
・
大
系 

竹
岡
氏
自
身
の
解
釈
は
、 

 
 

海
松
藻

み

る

め

の
な
い
浦
と
知
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
で
う
と
く
も
な
ら
ず
に
漁
師
が
足
も
だ
る
い
ほ
ど
来
る
の
か
し
ら
―
何
度
来
た
っ
て
見
る
目

．
．
．(

＝
私
に
逢
え
る
と

き)

の
な
い
お
の
が
身
を
つ
ら
い
と
感
じ
な
い
か
ら
、
そ
れ
で
う
と
く
も
な
ら
ず
に
あ
の
人
が
足
も
だ
る
い
ほ
ど
通
っ
て
来
る
の
か
し
ら
。 

と
い
う
も
の
で
右
の
分
類
に
お
い
て
は
Ａ
の
解
釈
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
『
後
撰
集
』
の
、 

 
 

幾
度
か
生
田
の
浦
に
立
帰
浪
に
わ
が
身
を
打
濡
ら
す
ら
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

『
後
撰
集
』
恋
一
５３２
詠
人
不
知) 

 
 

か
け
て
だ
に
我
が
身
の
上
と
思
ひ
き
や
来
む
年
春
の
花
を
見
じ
と
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

同
、
哀
傷
１４２２
伊
勢)

 

の
二
首
を
挙
げ
て
い
る(

注
一
六)

が
、
片
桐
洋
一
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
『
古
今
集
』
の
「
我
が
身
」
の
用
例
の
中
に
相
手
の
身
を
「
我
が
身
」
と
詠
ん
だ
例
は
な
い

(

注
一
七)

。
ま
た
、
こ
こ
で
は
海
辺
の
情
景
と
自
分
た
ち
の
関
係
が
掛
詞
に
よ
っ
て
二
重
写
し
と
な
る
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
あ
ま
」
を
相
手
の

男
と
考
え
る
と
、
足
た
ゆ
く
通
う
対
象
で
あ
る
「
わ
が
身
」
と
は
詠
み
手
の
小
町
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
論
者
は
Ｂ(

ｃ)

の
解
釈
を
取
り
た
い
。 

そ
し
て
そ
の
「
わ
が
身
」
は
「
う
ら
」
で
あ
る
と
い
う
。「
う
ら
」
に
「
憂
」
が
響
か
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
こ
の
歌
の
解
釈
は
、「
貴
方
に
お
会
い
す
る
機

会
が
無
い
私
の
こ
の
身
の
憂
さ
を
貴
方
は
ご
存
知
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、
海
人
が
海
藻
さ
え
も
生
え
て
い
な
い
浦
に
足
が
だ
る
く
な
る
程
通
っ
て
来
る
よ
う
に
、
貴
方

は
私
の
元
へ
足
が
だ
る
く
な
る
程
に
通
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
な
る
。
す
る
と
こ
れ
は
恋
人
と
の
間
に
何
ら
か
の
障
害
が
あ
り
、
逢
う
こ
と
が
出
来
な
い
状
況

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
男
が
熱
心
に
通
っ
て
く
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
に
登
場
し
て
く
る
海
辺
の
景
は
「
あ
ま
」
の
獲
物
に
恵
ま
れ
て
い
な
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い
不
毛
の
地
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
我
が
身
」
と
二
重
写
し
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
成
就
し
な
い
恋
を
目
の
前
に
し
て
孤
独
を
噛
み
し
め
て
い
る
小
町
の
悲
し
み
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

し
か
し
相
手
が
足
し
げ
く
通
っ
て
く
る
こ
と
を
「
足
た
ゆ
く
来
る
」
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
は
、
自
分
の
元
に
通
い
つ
づ
け
る
相
手
の
情
熱
を
揶
揄
し
た
よ
う
な
姿

勢
も
読
み
取
れ
る
。
鈴
木
日
出
男
氏
（
注
一
八
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
女
性
の
歌
―
―
い
わ
ゆ
る
「
女
歌
」
に
は
「
恋
に
対
す
る
否
定
的
契
機
」
が
含
有
さ
れ
て
い

る
の
で
は
あ
る
が
、
ａ
歌
を
贈
答
歌
と
解
す
る
と
、
小
町
は
相
手
の
男
の
気
持
ち
を
踏
み
に
じ
る
驕
慢
な
女
で
あ
っ
た
、
と
い
う
解
釈
も
生
じ
て
こ
よ
う
。 

ま
た
、
『
古
今
集
』
の
「
あ
ま
」
を
詠
む
も
う
一
首
の
小
町
詠
、 

ｂ 

海
人
の
す
む
里
の
し
る
べ
に
あ
ら
な
く
に
う
ら
見
む
と
の
み
人
の
い
ふ
ら
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
） 

（
『
古
今
集
』
恋
四
７２７
小
町
／
唐
草
４１
、
神
宮
７
、
静
嘉
２１
、
承
空
１５
、
書
乙
１５
、
正
保
１５
） 

に
も
、
同
様
の
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。 

こ
の
ｂ
歌
で
は
、
第
四
句
の
「
う
ら
み
む
」
に
「
浦
見
む
」
と
「
恨
み
む
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
「
私
は
漁
師
の
住
む
里
の
案
内
人
で
は
な
い
の
に
、
ど
う
し
て

あ
の
方
は
「
う
ら
み
む
」
と
ば
か
り
言
う
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
言
葉
遊
び
の
感
が
強
い
。
そ
こ
に
自
分
を
恨
ん
で
い
る
相
手
へ
の
は
ぐ
ら
か
し
や

揶
揄
、
ａ
歌
同
様
の
驕
慢
な
態
度
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 
 
 
 
 

②
真
情
か
虚
構
か 

 

た
だ
し
、
ａ
歌
は
本
来
、
真
情
の
吐
露
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
あ
ま
」
も
し
く
は
「
み
る
め
」
の
題
詠
や
、
屏
風
に
描
か
れ
た
海
辺
の
景
を
題
材
と
し

た
屏
風
歌
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
小
町
よ
り
一
時
代
後
の
、
宇
多
朝
の
女
流
歌
人
で
あ
る
伊
勢
の
家
集
『
伊
勢
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
、
「
あ
ま
」
が
描
か
れ

た
屏
風
の
絵
を
見
て
詠
ま
れ
た
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 

五
条
の
内
侍
の
か
み
御
四
十
賀
を
き
よ
つ
ら
の
み
ぶ
卿
の
つ
か
ま
つ
り
た
る
屏
風
の
ゑ
に 

（
中
略
） 

 
 
 
 

も
か
り
た
る
あ
ま 

 
 

心
し
て
た
ま
も
は
か
れ
ど
そ
で
ご
と
に
ひ
か
り
み
え
ぬ
は
あ
ま
に
ざ
り
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
西
本
願
寺
本
『
伊
勢
集
』
７０
） 

 
 
 
 

（
中
略
） 

 
 
 
 

あ
ま
の
う
へ
よ
り
け
ぶ
り
た
つ 
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そ
で
ぬ
れ
て
あ
ま
の
た
く
ひ
は
も
え
ね
ば
や
雲
と
け
ぶ
り
の
た
ち
の
ぼ
る
ら
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
７３
） 

あ
る
い
は
、
食
用
の
海
藻
で
あ
る
「
海
松
」
が
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
大
和
物
語
』
三
〇
段
に
「
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国

よ
り
石
つ
き
た
る
海
松
を
な
む
奉
り
け
る
を
題
に
て
、
人
々
歌
よ
み
け
る
に
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
宇
多
天
皇
に
「
石
つ
き
た
る
」
珍
し
い
海
松
が
献
上
さ
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
遊
戯
的
な
場
を
、
ａ
歌
の
成
立
背
景
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
ｂ
歌
に
つ
い
て
も
、
宮
中
や
宴
席
な
ど
で
「
つ
れ
な
い
あ

な
た
を
恨
み
ま
す
」
と
い
う
旨
の
歌
を
詠
み
か
け
ら
れ
た
さ
い
に
即
興
で
詠
ん
だ
戯
れ
の
歌
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
ａ
歌
は
、
『
伊
勢
物
語
』
二
五
段
に
以
下
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

む
か
し
、
お
と
こ
有
け
り
。
あ
は
じ
と
も
い
は
ざ
り
け
る
女
の
、
さ
す
が
な
り
け
る
が
も
と
に
、
い
ひ
や
り
け
る
。 

 
 
 
 

秋
の
野
に
笹
わ
け
し
朝
の
袖
よ
り
も
逢
は
で
寝
る
夜
ぞ
ひ
ち
ま
さ
り
け
る 

 
 

色
好
み
な
る
女
、
返
し
、 

 
 
 
 

見
る
め
な
き
わ
が
身
を
う
ら
と
知
ら
ね
ば
や
か
れ
な
で
海
人
の
足
た
ゆ
く
来
る 

 

こ
の
中
の
「
男
」
の
歌
は
、『
古
今
集
』
に
お
い
て
ａ
歌
の
直
前
に
位
置
す
る
題
不
知
の
在
原
業
平
の
歌
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
『
伊
勢
物
語
』
二
五
段
は
、『
古
今

集
』
に
業
平
の
歌
と
小
町
の
歌
が
連
続
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
利
用
し
、
そ
れ
を
利
用
し
て
一
つ
の
章
段
と
し
た
も
の
で
、
虚
構
的
な
性
格
が
強
い
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
平
安
中
期
ご
ろ
の
ａ
歌
の
解
釈
の
ひ
と
つ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
男
の
熱
烈
な
求
愛
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な

く
、
相
手
を
拒
否
、
揶
揄
す
る
「
色
好
み
な
る
女
」
の
歌
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
今
関
敏
子
氏
（
注
一
九
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
「
色
好
み
な
る
女
」

と
は
「
待
つ
身
で
選
ぶ
女
／
拒
む
女
」
で
あ
る
。
そ
し
て
『
伊
勢
物
語
』
は
平
安
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
「
男
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
業
平
の
実
際
の
事
跡
と
し
て
享

受
さ
れ
、
各
章
段
に
登
場
す
る
女
た
ち
に
も
実
際
人
物
の
名
前
が
当
て
嵌
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
ａ
歌
は
、
業
平
を
選
ば
ず
に
拒
絶
し
、
し
か

も
そ
の
求
愛
を
揶
揄
す
る
小
町
の
詠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ａ
歌
は
謡
曲
『
通
小
町
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
深
草
少
将
に
百
夜
通
い
を
強
い
る
驕
慢
な
小
町
像
の
源
流

と
も
考
え
ら
れ
て
き
た
が
（
注
二
〇
）
、
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
ａ
歌
の
は
ら
む
「
色
好
み
」
性
の
中
の
、
男
に
対
す
る
否
定
的
、
揶
揄
的
な
ま
な
ざ
し
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
説
話
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

五
、「
あ
ま
」
の
歌
の
増
補 

 
 

①
『
後
撰
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌 

し
か
し
『
後
撰
集
』
に
小
町
作
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
以
下
の
一
首
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
『
古
今
集
』
の
ａ
・
ｂ
の
歌
か
ら
読
み
取
れ
る
情
景
や
、
そ
こ
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か
ら
派
生
し
た
驕
慢
な
小
町
像
と
は
異
な
っ
た
心
象
で
あ
る
。 

定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
け
る
頃 

ｃ 

あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
後
撰
） 

（
『
後
撰
集
』
雑
一
１０９０
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
５２
、
静
嘉
４８
、
承
空
３４
、
書
乙
３３
、
正
保
３３
） 

こ
の
ｃ
歌
は
、
先
に
見
た
『
古
今
集
』
の
ｂ
歌
「
海
人
の
す
む
里
の
し
る
べ
に
あ
ら
な
く
に
う
ら
見
む
と
の
み
人
の
い
ふ
ら
ん
」
と
類
似
し
た
表
現
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
二
首
は
第
一
句
が
共
通
し
、
ま
た
、
共
に
「
う
ら
」
の
語
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

だ
が
ｃ
歌
の
第
四
句
「
う
み
」
に
は
「
海
」
と
「
憂
み
」
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
「
漁
師
が
住
む
そ
の
浦
を
漕
い
で
ゆ
く
舟
が
漕
ぐ
舟
の
櫂
を
無
く
し
て
為
す
術
が

無
い
よ
う
に
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
頼
り
な
く
悲
し
い
思
い
で
世
間
と
い
う
海
を
渡
る
私
は
悲
し
い
こ
と
で
す
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る

の
は
ａ
・
ｂ
歌
に
見
え
る
揶
揄
的
な
姿
勢
で
は
な
く
、
弱
く
、
悲
し
み
に
沈
ん
で
い
る
小
町
の
姿
で
あ
り
、
む
し
ろ
以
下
の
よ
う
な
『
古
今
集
』
の
、
相
手
の
心
変
わ

り
を
嘆
く
小
町
詠
と
の
共
通
性
が
強
い
。 

今
は
と
て
わ
が
身
時
雨
に
ふ
り
ぬ
れ
ば
事
の
葉
さ
へ
に
移
ろ
ひ
に
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
） 

（
『
古
今
集
』
恋
五
７８２
小
町
／
唐
草
６
、
神
宮
３２
、
静
嘉
４２
、
承
空
３２
、
書
乙
３１
、
正
保
３１
） 

色
見
え
で
移
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
） 

（
『
古
今
集
』
恋
五
７９７
小
町
／
唐
草

３１
、
神
宮
３５
、
静
嘉
３２
、
承
空
２０
、
書
乙
２０
、
正
保
２０
） 

秋
風
に
あ
ふ
た
の
み
こ
そ
悲
し
け
れ
わ
が
身
む
な
し
く
な
り
ぬ
と
お
も
へ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
） 

（
『
古
今
集
』
恋
五
８２２
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
４１
、
静
嘉
２１
、
書
乙
２１
、
正
保
２１
） 

ま
た
、
こ
の
ｃ
歌
で
詠
作
主
体
で
あ
る
「
我
」
を
よ
そ
え
た
「
か
ぢ
」
を
失
っ
た
「
舟
」
は
、
次
の
『
古
今
集
』
所
収
の
小
町
歌
に
お
い
て
わ
が
身
の
た
と
え
と
し

て
出
て
く
る
、「
根
」
を
た
え
た
「
う
き
草
」
を
連
想
さ
せ
る
。 

 
 
 
 

文
屋
康
秀
が
、
三
河
掾
に
な
り
て
、
県
見
に
は
、
え
出
で
立
た
じ
や
と
、
言
ひ
遣
れ
り
け
る
返
事
に
、
よ
め
る 

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
根
を
た
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
去
な
む
と
ぞ
思 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
） 

（
『
古
今
集
』
雑
下
９３８
小
町
／
唐
草
２
、
神
宮
３１
、
静
嘉
な
し
、
承
空
３９
、
書
乙
３８
、
正
保
３８
） 

つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
で
、
浮
き
草
が
根
を
絶
え
て
水
に
流
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
こ
の
身
も
あ
な
た
の
誘
い
に
流
さ
れ
て
三
河
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
詠
ま
れ
た
「
根
」
を
離
れ
て
流
れ
て
ゆ
く
「
草
」
も
、
ｃ
歌
に
詠
ま
れ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
舟
も
、
い
ず
れ
も
平
安
期
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に
は
頼
り
な
い
身
の
上
を
た
と
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
無
常
」
項
に
掲
げ
ら
れ
た
漢
詩
で
は
、
根
を
離
れ
た
川
岸
の
草
と
、
ｃ
歌
に
詠
ま
れ
た

舵
を
失
っ
た
舟
の
イ
メ
ー
ジ
に
極
め
て
近
い
、
繋
が
れ
て
い
な
い
舟
の
二
つ
が
、
は
か
な
い
身
や
命
の
た
と
え
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

観
身
岸
額
離
根
草 

論
命
江
頭
不
繋
舟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羅
維 

（
『
和
漢
朗
詠
集
』
「
無
常
」
７８９
） 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ｃ
歌
が
小
町
の
真
作
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
小
町
が
年
齢
を
重
ね
、
男
の
心
変
わ
り
や
離
別
を
経
験
し
て
自
ら
の
寄
る
辺
な
き
身
を
噛
み

し
め
て
い
た
さ
い
の
詠
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
他
人
の
歌
が
結
び
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
ｂ
歌
と
共
通
し
た
表
現
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
「
今
は
と

て
」
歌
や
「
色
み
え
で
」
歌
、「
秋
風
に
」
歌
同
様
に
心
変
わ
り
や
離
別
に
翻
弄
さ
れ
る
身
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
、「
わ
び
ぬ
れ
ば
」
歌
同
様
に
水
上
に
よ
る
べ

な
く
浮
か
び
、
流
さ
れ
て
ゆ
く
物
体
に
我
が
身
を
よ
そ
え
て
い
る
こ
と
が
、
小
町
の
作
と
見
な
さ
れ
た
理
由
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

  
 
 
 
 
 

②
『
小
町
集
』「
基
幹
部
分
」
の
歌 

そ
し
て
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
に
増
補
さ
れ
た
「
出
所
不
明
歌
」
も
、
こ
の
ｃ
歌
と
同
じ
調
子
を
帯
び
て
い
る
。
『
古
今
集
』
の
「
あ
ま
」
を
詠
む
小
町
詠

と
共
通
す
る
表
現
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
中
で
小
町
は
「
あ
ま
」
に
よ
そ
え
ら
れ
た
恋
の
相
手
に
否
定
的
、
揶
揄
的
な
態
度
を
示
す
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
来
ぬ
「
あ

ま
」
を
待
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。 

ま
ず
、
諸
本
が
共
通
し
て
掲
げ
て
い
る
以
下
の
二
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
『
後
撰
集
』
の
歌
を
載
せ
て
い
な
い
唐
草
装
飾
本
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
後

撰
集
』
以
前
か
、
こ
れ
と
同
時
期
ご
ろ
か
ら
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。 

ｄ 

み
る
め
あ
ら
ば
う
ら
み
む
や
は
と
あ
ま
と
は
ゞ
う
か
び
て
ま
た
む
う
た
か
た
の
み
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
２９
、
神
宮
３９
、
静
嘉
、
承
空
４２
、
書
乙
４１
、
正
保
４１
） 

℮
 

み
る
め
か
る
あ
ま
の
ゆ
き
か
ふ
み
な
と
ぢ
に
な
こ
そ
の
せ
き
も
我
は
す
ゑ
ぬ
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
３５
、
神
宮
６０
、
静
嘉
５
、
承
空
５
、
書
乙
５
、
正
保
５
） 

 

 

ｄ
歌
に
は
ａ
歌
に
用
い
ら
れ
た
「
み
る
め
」
「
あ
ま
」
と
ｂ
歌
に
用
い
ら
れ
た
「
う
ら
み
む
」
、℮

歌
に
は
ａ
歌
に
用
い
ら
れ
た
「
み
る
め
」
「
あ
ま
」
が
詠
み
込
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
二
首
は
ａ
歌
同
様
、
「
あ
ま
」
を
相
手
の
男
の
比
喩
と
し
、「
み
る
め
」
に
「
見
る
目
」
と
「
海
松
布
」
を
掛
け
る
。
ま
た
ｄ
歌
の
「
う
ら
み
」

は
『
古
今
集
』
の
「
あ
ま
の
住
む
」
歌
と
同
じ
よ
う
に
「
恨
み
」
と
「
浦
見
」
の
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
表
現
の
上
で
ａ
、
ｂ
歌
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
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い
歌
で
、
こ
と
に
ｄ
歌
に
つ
い
て
は
ａ
、
ｂ
歌
の
後
日
談
的
な
歌
と
し
て
の
趣
さ
え
あ
る
。 

た
だ
し
ｄ
歌
の
下
句
は
、
「
う
か
び
て
ま
た
む
う
た
か
た
の
み
も
」
で
あ
る
。
第
四
句
「
う
か
び
て
ま
た
む
」
の
「
う
」
に
は
、
海
の
上
に
浮
か
ん
で
と
い
う
意
の

「
浮
」
と
、
憂
い
て
と
言
う
意
の
「
憂
」
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
逢
瀬
を
待
つ
女
の
憂
愁
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
み
る
め
あ
ら
ば
」
、
す
な
わ
ち
逢
う
機
会
が
あ
る
な

ら
ば
貴
方
を
怨
み
な
ど
し
ま
し
ょ
う
か
、
と
言
っ
て
男
が
訪
れ
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
苦
し
い
な
が
ら
も
海
の
上
に
浮
か
ん
で
あ
な
た
を
待
ち
ま
し
ょ
う
、
泡
沫
の
よ
う

に
儚
い
こ
の
身
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
と
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

次
に
、℮

歌
に
お
い
て
は
第
一
句
「
み
る
め
か
る
」
に
、
「
海
松
布
刈
る
」
と
「
見
る
目
離
る
」
を
掛
け
る
。
海
藻
を
刈
る
こ
と
と
、
逢
う
機
会
が
な
く
な
っ
て
相

手
と
の
間
に
距
離
が
で
き
る
こ
と
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
句
で
は
「
な
こ
そ
の
せ
き
（
勿
来
の
関
）
」
に
「
な
来
そ
」
を
掛
け
、
自
分
は
「
あ

ま
」
の
行
き
交
う
「
み
な
と
ぢ
」
に
「
な
こ
そ
の
せ
き
」
な
ど
据
え
て
「
な
来
そ
」
と
相
手
を
拒
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
「
あ
ま
」
は
や
っ
て
こ
な
い
、
と

詠
む
。 

「
な
こ
そ
の
せ
き
」
の
所
在
は
、『
和
歌
初
学
抄
』『
五
代
集
歌
枕
』『
八
雲
御
抄
』
は
共
に
陸
奥
と
す
る
が
、『
能
因
歌
枕
』
に
よ
れ
ば
遠
江
で
あ
る
。
し
か
し
『
海

人
手
子
良
集
』
の
次
の
歌
に
お
い
て
「
な
こ
そ
」
が
陸
奥
の
地
名
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸
奥
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

 
 

あ
ふ
さ
か
の
う
た
か
た
人
は
陸
奥
の
さ
ら
に
名
こ
そ
を
な
づ
く
る
か
も
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
海
人
手
子
良
集
』
４１
） 

 

そ
し
て℮

歌
に
お
け
る
「
な
こ
そ
の
せ
き
」
の
用
法
は
、
以
下
の
『
後
撰
集
』
の
歌
に
近
い
。 

寛
平
の
み
か
ど
御
ぐ
し
お
ろ
さ
せ
た
ま
う
て
の
頃
、
御
帳
の
め
ぐ
り
に
の
み
人
は
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
う
て
、
近
う
寄
せ
ら
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
書
き
て
御
帳
に
結
び
つ
け

け
る 

 
 
 
 

小
八
条
御
息
所 

 
 

立
ち
寄
ら
ば
影
踏
む
許
近
け
れ
ど
誰
か
な
こ
そ
の
関
を
す
へ
け
ん 

（
『
後
撰
集
』
恋
二
６８２
、
小
八
条
御
息
所
） 

こ
の
歌
で
は
出
家
落
飾
し
た
宇
多
天
皇
に
側
近
く
寄
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
嘆
き
が
「
な
こ
そ
の
関
」
に
託
さ
れ
、
「
な
こ
そ
の
関
」
を
誰
が
「
す
え
」
た
の
か
、
と

詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。℮

歌
は
こ
の
歌
の
表
現
に
学
ん
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
唐
草
装
飾
本
以
外
の
諸
伝
本
に
見
え
る
「
あ
ま
」
の
歌
と
し
て
、
以
下
の
一
首
が
あ
る
。 

ｆ 

か
ざ
ま
ゝ
つ
あ
ま
し
か
づ
か
ば
あ
ふ
事
の
み
る
め
も
な
し
と
は
思
は
ざ
ら
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
宮
） 

（
唐
草
な
し
、
神
宮
４２
、
静
嘉
４０
、
承
空
２６
、
書
乙
２６
、
正
保
２６
） 
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こ
の
歌
に
も
『
古
今
集
』
の
ａ
歌
同
様
に
、「
あ
ま
」
の
ほ
か
、「
み
る
め
」
が
「
な
」
い
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
姿
勢
は
来
ぬ
相
手
を
「
待
つ
」
方
向

に
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
あ
ま
」
は
、
海
に
潜
る
た
め
に
風
間
、
つ
ま
り
風
の
絶
え
間
を
待
っ
て
い
る
。
そ
の
あ
ま
が
潜
っ
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
「
み

る
め
も
な
し
」
、
す
な
わ
ち
逢
う
機
会
が
な
い
と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う
に
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
潜
っ
て
「
み
る
め
」
を
採
ら
な
い
「
あ
ま
」
の
態
度
を
嘆
く
歌
で
、

前
の
二
首
同
様
、
来
ぬ
男
を
待
つ
女
の
悲
哀
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

な
お
歌
仙
家
集
本
系
統
で
は
、
こ
の
ｆ
歌
の
下
句
が
「
た
よ
り
に
な
み
は
う
み
と
な
り
な
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
句
「
な
み
」
に
は
海
の
「
波
」
と
「
た
よ
」

る
も
の
が
「
な
」
い
こ
と
、
第
五
句
「
う
み
」
に
は
「
海
」
と
「
憂
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
場
合
、
「
風
間
」
を
待
つ
「
あ
ま
」
は
ほ
ん
の
か
り
そ
め
に

詠
者
の
も
と
に
い
る
だ
け
で
、
ほ
か
に
「
か
づ
」
く
海
、
す
な
わ
ち
目
当
て
の
女
性
が
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
男
が
そ
の
女
性
の
元
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
誰
も
頼

み
に
で
き
な
い
憂
愁
を
抱
え
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
男
の
心
変
わ
り
を
題
材
に
し
た
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
た
よ
り
に
な
み
は
う
み
と
な
り
な
ん
」
は
、『
後
撰
集
』
所
載
の
ｃ
歌
「
あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
う
み
わ
た
る
我
ぞ
悲
き
」

と
、
「
波
」
と
「
無
み
」
、
「
海
」
と
「
憂
」
を
掛
け
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
ｆ
歌
に
つ
い
て
は
神
宮
文
庫
本
系
統
の
本
文
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
り
、
享
受
の
過
程

で
ｃ
歌
の
表
現
を
利
用
し
て
本
文
が
改
変
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
第
一
章
で
も
長
歌
に
「
浦
こ
ぐ
舟
の 

ぬ
れ
わ
た
り
」
と
い
う
『
後
撰
集
』

の
小
町
詠
由
来
の
歌
句
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
を
見
て
き
た
が
、「
出
所
不
明
歌
」
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
語
の
改
変
に
よ
っ
て
『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
と

の
「
表
現
の
共
通
性
」
を
獲
得
し
、
よ
り
小
町
の
歌
ら
し
さ
を
深
め
て
い
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

  
 
 
 
 
 

③
『
小
町
集
』
に
お
け
る
ａ
・
ｂ
歌
の
位
置
付
け 

さ
て
、
こ
う
し
た
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
の
中
で
、
前
掲
し
た
『
古
今
集
』
の
小
町
の
「
あ
ま
」
の
歌
二
首
（
ａ
、
ｂ
歌
）
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
こ
の
二
首
に
は
以
下
の
よ
う
な
詞
書
が
附
さ
れ
て
い
る
。 

・
ａ
歌
…
唐
草
装
飾
本
詞
書
な
し
、
神
宮
文
庫
本
系
統
「
つ
ね
に
う
ら
む
る
人
に
」
、
静
嘉
堂
文
庫
本
「
常
に
み
れ
ど
も
あ
は
ぬ
よ
し
う
ら
む
る
人
に
」
、
歌
仙
家
集
本

系
統
の
承
空
本
「
ツ
ネ
ニ
ク
レ
ド
エ
ア
ハ
ヌ
ヲ
ム
ナ
ノ
、
ウ
ラ
ム
ル
人
ニ
」 

・
ｂ
歌
…
唐
草
装
飾
本
詞
書
な
し
、
神
宮
文
庫
本
系
統
「
お
な
じ
こ
ろ
」
（
そ
の
前
に
位
置
す
る
「
み
る
め
な
き
」
の
歌
と
同
じ
時
期
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
）
、
静
嘉
堂
文
庫
本
「
つ
ら
か
り
し
と
い
ひ
た
る
人
に
」
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
承
空
本
「
ツ
ネ
ニ
ク
レ
ト
エ
ア
ハ
ヌ
ヲ
ム
ナ
ノ
ウ
ラ
ム
ル
人
ニ
」 

 

唐
草
装
飾
本
以
外
の
『
小
町
集
』
は
、
こ
の
ａ
・
ｂ
歌
を
何
ら
か
の
事
情
で
小
町
と
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
恨
む
相
手
に
贈
っ
た
歌
と
し
て
い
る
の
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で
あ
る
。
そ
こ
に
揶
揄
や
驕
慢
と
い
う
姿
勢
を
見
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
が
、
注
意
す
べ
き
は
『
小
町
集
』
基
幹
部
分
の
中
に
、
小
町
の
こ
う
し
た
姿
勢
の
理
由
を
説

明
す
る
よ
う
な
歌
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

 
 

む
す
び
き
と
い
ひ
け
る
も
の
を
む
す
び
ま
つ
い
か
で
か
人
に
と
け
て
み
ゆ
べ
き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
１９
、
神
宮
４５
、
静
嘉
７
、
承
空
８
、
書
乙
８
、
正
保
８
） 

 

こ
の
歌
は
、
す
で
に
別
の
相
手
と
結
ば
れ
、
そ
の
相
手
を
「
ま
つ
」
現
状
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
他
の
人
に
逢
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
と
詠
む
も
の
で
あ
る
。
こ

の
一
首
の
存
在
に
よ
り
、
懸
想
に
否
定
的
な
態
度
を
取
る
理
由
は
明
確
化
さ
れ
る
。
小
町
は
別
の
相
手
を
一
途
に
思
い
、
「
ま
」
っ
て
い
る
ゆ
え
に
、
求
愛
者
に
応
え

る
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
だ
。
な
お
歌
仙
家
集
本
系
統
は
こ
の
歌
を
、
第
一
部
の
冒
頭
近
く
、
ａ
・
ｂ
歌
や
、
前
掲
し
た
相
手
を
拒
絶
す
る
内
容
の
「
出
所
不
明
歌
」

の
前
に
置
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
配
列
上
の
操
作
に
よ
り
、
『
小
町
集
』
所
載
の
恋
に
否
定
的
な
歌
々
は
、
相
手
の
心
変
わ
り
を
嘆
く
、
相
手
を
待
つ
と
い
う
小
町

の
姿
勢
の
中
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

  

④
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係 

以
上
見
て
き
た
こ
と
を
纏
め
る
と
、『
後
撰
集
』
の
ｃ
歌
、『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
所
載
の
ｄ
～
ｆ
歌
は
、『
古
今
集
』
の
小
町
の
「
あ
ま
」
の
歌
で
あ
る
ａ
、

ｂ
歌
の
表
現
を
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
れ
と
は
反
対
の
姿
勢
を
前
面
に
押
し
出
し
た
、
男
に
見
捨
て
ら
れ
た
こ
と
を
嘆
く
女
、
来
ぬ
男
を
待
つ
女
の
歌
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
々
は
田
中
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
古
今
集
』
と
の
「
表
現
の
類
似
性
」
を
有
し
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠

の
表
現
を
用
い
て
本
文
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
歌
の
世
界
か
ら
は
片
桐
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
弱
い
小
町
、
哀
れ
な
小
町
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。 

ま
た
『
小
町
集
』
の
諸
本
は
、
別
に
思
う
相
手
が
い
る
の
で
、
他
の
男
の
懸
想
に
は
応
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
内
容
の
「
む
す
び
き
と
」
歌
を
も
取
り
入
れ
、
「
来

ぬ
男
を
待
つ
女
」
と
い
う
小
町
像
の
中
に
ａ
・
ｂ
歌
か
ら
浮
か
び
上
が
る
「
拒
む
・
揶
揄
す
る
」
小
町
像
を
も
包
含
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
小

町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
と
、
男
を
拒
絶
す
る
態
度
に
焦
点
を
当
て
た
『
伊
勢
物
語
』
二
五
段
は
、
と
も
に
十
世
紀
、
十
一
世
紀
の
ａ
歌
の
享
受
の
あ
り
よ
う
を
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
二
つ
は
方
向
性
が
異
な
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

そ
し
て
十
一
世
紀
に
は
『
小
町
集
』
の
撰
歌
意
識
と
共
通
す
る
「
来
ぬ
男
を
待
つ
女
」
と
い
う
小
町
像
に
少
な
か
ら
ず
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
藤

原
公
任
は
そ
の
秀
歌
撰
で
あ
る
『
前
十
五
番
歌
合
』
に
お
い
て
一
首
、
『
三
十
六
人
撰
』
に
お
い
て
三
首
、
小
町
の
歌
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
引
か
れ
た
歌
は
以
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下
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

色
見
え
で
移
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
有
り
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
前
十
五
番
歌
合
』
１５
、『
古
今
集
』
小
町
） 

 
 

花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
三
十
六
人
撰
』
６２
、『
古
今
集
』
春
下
１１３
小
町
） 

 
 

思
ひ
つ
ゝ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
６３
、『
古
今
集
』
恋
二
５５２
、
小
町
） 

 
 

色
見
え
で
移
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ざ
り
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
６４
、『
古
今
集
』
恋
五
７９７
） 

 

『
前
十
五
番
歌
合
』
『
三
十
六
人
撰
』
と
も
に
、
相
手
の
心
変
わ
り
を
題
材
に
取
っ
た
「
色
見
え
で
」
歌
を
採
歌
し
て
お
り
、
公
任
が
こ
の
一
首
を
小
町
の
詠
と
し

て
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
三
十
六
人
撰
』
で
は
ほ
か
に
、「
花
の
色
」
の
う
つ
ろ
い
を
嘆
く
「
花
の
色
は
」
歌
、
夢
に
恋
人
を
見
て
、
夢
と
知
っ

て
い
れ
ば
覚
め
な
か
っ
た
の
に
、
と
詠
む
「
思
ひ
つ
ゝ
」
歌
の
二
首
が
選
ば
れ
て
い
る
。 

「
花
の
色
は
」
歌
は
『
古
今
集
』
で
は
春
下
に
見
え
る
一
首
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
内
容
は
純
粋
な
叙
景
歌
で
は
な
く
、
閨
怨
詩
に
見
え
る
、
待
つ
女
の
容
色
を
花
に

た
と
え
て
そ
の
衰
え
を
嘆
い
た
、
以
下
の
よ
う
な
表
現
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
二
一
）
。 

南
国
有
佳
人 

栄
華
若
桃
李
（
…
）
俛
仰
歳
将
暮 

栄
耀
難
久
恃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
二
、
曹
植
「
南
国
有
佳
人
」
） 

形
迫
杼
煎
絲 

顔
落
風
催
電 

容
華
一
朝
盡 

唯
餘
心
不
變 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
四
、
鮑
令
暉
「
古
意 

今
贈
人
」
） 

ま
た
「
思
ひ
つ
ゝ
」
歌
は
夢
に
し
か
逢
え
な
い
関
係
を
想
像
さ
せ
る
一
首
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
現
実
世
界
の
恋
の
不
如
意
を
嘆
く
女
の
歌
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
歌
々

で
、
『
古
今
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
恋
に
否
定
的
な
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

な
お
、
興
味
深
い
の
は
第
一
章
で
『
小
町
集
』
を
享
受
し
て
い
る
可
能
性
を
示
し
た
能
因
法
師
、
相
模
も
、
こ
う
し
た
小
町
像
を
共
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
だ
。
能
因
法
師
は
そ
の
家
集
『
能
因
法
師
集
』
に
お
い
て
、
小
町
が
夢
の
中
で
「
わ
か
を
か
た
っ
」
た
さ
い
に
詠
ん
だ
歌
と
し
て
「
ま
て
と
い
ひ
し
と
き
よ
り
か
ね

て
あ
か
な
く
に
か
へ
ら
ん
君
と
な
げ
き
し
も
の
を
（
榊
原
家
蔵
『
能
因
法
師
集
』
６３
）
」
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
男
が
逢
瀬
の
あ
と
、
帰
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
を
嘆
く
歌
で

あ
る
。 

ま
た
『
小
町
集
』
の
「
出
所
不
明
歌
」
摂
取
が
見
ら
れ
る
相
模
も
、
以
下
の
よ
う
に
「
つ
つ
む
こ
と
あ
り
て
た
ま
さ
か
に
見
ゆ
る
人
」
と
の
関
係
に
お
い
て
我
が
身

を
小
町
に
準
え
て
い
る
。 

つ
つ
む
こ
と
あ
り
て
た
ま
さ
か
に
見
ゆ
る
人
、
し
づ
心
な
く
て
あ
は
た
だ
し
き
心
地
の
み
す
れ
ば
、
思
ひ
た
ら
む
も
う
る
さ
う
て
、
小
町
が
言
ひ
け
む
や
う 

に 

あ
ふ
こ
と
ぞ
や
が
て
も
の
憂
き
あ
か
つ
き
の
夜
深
き
別
れ
思
ひ
出
づ
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
浅
野
家
本
『
相
模
集
』
２００
） 
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こ
こ
で
「
小
町
が
言
ひ
け
む
や
う
に
」
と
さ
れ
て
い
る
歌
が
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
だ
が
、
「
夜
ぶ
か
き
別
れ
」
を
予
期
し
て
し

ま
う
と
、
逢
瀬
が
億
劫
で
苦
し
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
、
と
い
う
内
容
の
歌
を
「
こ
ま
ち
」
の
詠
に
重
ね
て
い
る
点
、
注
意
さ
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
例
か
ら
分
か
る
の
は
、
平
安
中
期
に
お
い
て
、
公
任
や
能
因
法
師
、
相
模
が
注
目
し
て
い
た
小
町
像
が
「
来
ぬ
男
を
待
つ
」
方
向
に
傾
斜
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
だ
。
『
小
町
集
』
の
撰
集
、
増
補
に
関
わ
っ
た
人
々
も
こ
の
よ
う
な
小
町
像
を
共
有
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
を
再
解
釈
し
つ
つ
家
集
を
編

も
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 

六
、
歌
仙
家
集
本
系
統
に
お
け
る
展
開 

 
 

①
「
コ
ギ
ヾ
ヌ
ヤ
」
歌
と
「
ス
マ
ノ
ア
マ
ノ
」
歌 

 

次
に
、
歌
仙
家
集
本
系
統
に
お
い
て
は
じ
め
て
現
れ
て
く
る
歌
を
見
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
の
歌
は
、「
あ
ま
」
の
語
を
詠
み
込
ん
で
は
い
る
も
の
の
、『
古
今
集
』
の

小
町
の
「
あ
ま
」
の
歌
（
ａ
、
ｂ
歌
）
の
表
現
世
界
か
ら
は
、
ｃ
～
ｆ
歌
よ
り
も
さ
ら
に
か
け
離
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
以
下
の
二
首
を
見
よ
う
。
こ
れ
ら
は
歌
仙
歌
集

本
系
統
に
お
い
て
は
じ
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。 

ｇ 
 

コ
ギ
ヽ
ヌ
ヤ
ア
マ
ノ
カ
ゼ
マ
モ
マ
タ
ズ
シ
テ
ニ
ク
サ
ミ
カ
ケ
ル
ア
マ
ノ
ツ
リ
ブ
ネ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
４６
、
書
乙
４５
、
正
保
４４
） 

ｈ 
 

ス
マ
ノ
ア
マ
ノ

ア

マ

ノ

ス

ム

ウ
ラ
コ
グ
フ
ネ
ノ
カ
ヂ
ヨ
リ
モ
ヨ
ル
ベ
ナ
キ
ミ
ゾ
カ
ナ
シ
カ
リ
ケ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
承

空
） 

 

（
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
７９
、
書
乙
７８
、
正
保
７７
） 

 

ま
ず
「
コ
ギ
ヽ
ヌ
ヤ
」
歌
は
、
ま
ず
「
フ
ネ
」
が
漕
い
で
来
る
と
い
う
表
現
が
『
後
撰
集
』
の
ｃ
歌
と
共
通
し
、
ま
た
「
ア
マ
」
が
「
カ
ゼ
マ
」
を
待
つ
と
い
う
表

現
が
、
唐
草
装
飾
本
以
外
の
『
小
町
集
』
に
見
え
、
古
く
か
ら
『
小
町
集
』
に
存
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
ｆ
歌
と
共
通
す
る
。
以
下
に
三
首
を
併
記
し
て
み
よ
う
。 

コ
ギ
ヽ
ヌ
ヤ
ア
マ
ノ
カ
ゼ
マ
モ
マ
タ
ズ
シ
テ
ニ
ク
サ
ミ
カ
ケ
ル
ア
マ
ノ
ツ
リ
ブ
ネ 

ｃ 

あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
き 

 
 
 
 
 
 
 
 

ｆ 

か
ざ
ま
ゝ
つ
あ
ま
し
か
づ
か
ば
あ
ふ
事
の
み
る
め
も
な
し
と
は
思
は
ざ
ら
ま
し 

 
 
 
 
 

 

ま
た
、
こ
の
歌
の
第
四
句
「
ニ
ク
サ
ミ
カ
ケ
ル
」
が
『
小
町
集
』
諸
本
に
共
通
し
て
見
え
る
長
歌
の
「
み
く
さ
み
」
を
「
か
け
」
る
、
と
い
う
表
現
に
拠
っ
て
い
る
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こ
と
は
第
一
章
で
述
べ
た
。
ｆ
歌
も
長
歌
も
「
出
所
不
明
歌
」
で
あ
り
、
小
町
の
真
作
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
歌
々
が
小
町
の
歌
と
し
て
伝
来
し
、『
小

町
集
』
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
と
共
通
し
た
表
現
を
有
す
る
新
た
な
歌
が
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
の
内
容
は
単
純
に
「
ア
マ
」
の
働
く
海
辺
の
景
を
詠
ん
だ
も
の
と
も
取
れ
る
が
、
「
ア
マ
」
を
相
手
の
男
と
取
っ
て
、
逢
瀬
の
障
害
が
あ
る
中
で
、
舟
に
波
よ
け

の
覆
い
で
あ
る
「
ニ
ク
サ
ミ
」
を
か
け
て
、
よ
く
も
ま
あ
自
分
の
元
に
通
っ
て
き
た
も
の
だ
、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。 

次
に
「
ス
マ
ノ
ア
マ
ノ
」
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
も
ま
た
『
後
撰
集
』
の
ｃ
歌
と
表
現
が
近
似
し
て
い
る
。 

ス
マ
ノ
ア
マ
ノ

E

ア

マ

ノ

ス

ム

A

ウ
ラ
コ
グ
フ
ネ
ノ
カ
ヂ
ヨ
リ
モ
ヨ
ル
ベ
ナ
キ
ミ
ゾ
カ
ナ
シ
カ
リ
ケ
ル 

ｃ 

あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
き
」
承
空
本
の
第
一
句
に
は
「
ア
マ
ノ
ス
ム
」
と
い
う
異
文
が
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
異
文

を
有
す
る
本
文
で
は
、
第
一
句
、
第
二
句
と
第
三
句
の
「
カ
ヂ
」
ま
で
が
ｃ
歌
と
一
致
し
、
下
二
句
で
「
あ
ま
の
住
む
」
歌
同
様
に
、
我
が
身
の
悲
し
さ
を
詠
ん
で
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ｃ
歌
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
歌
、
あ
る
い
は
異
伝
歌
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
、
舟
に
よ
そ
え
ら
れ
た
寄
る
辺
な
き
我
が

身
の
姿
が
い
っ
そ
う
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
あ
ま
」
の
歌
は
、
い
ず
れ
も
『
古
今
集
』
の
ａ
、
ｂ
歌
の
表
現
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
歌
仙
歌
集
本
系
統
に
初
出
の
歌
で
は
、

そ
の
中
に
『
後
撰
集
』
の
ｃ
歌
や
、
『
小
町
集
』
「
基
幹
部
分
」
の
ｆ
歌
と
も
共
通
す
る
表
現
が
見
出
せ
る
。
『
小
町
集
』
に
増
補
さ
れ
た
歌
が
、
そ
れ
と
表
現
が
共
通

す
る
歌
を
さ
ら
に
結
び
付
け
て
ゆ
く
、
連
鎖
的
な
増
補
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
、
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 
 
 
 
 

②
詠
者
自
身
を
「
あ
ま
」
と
す
る
歌 

 

ま
た
、
歌
仙
歌
集
本
系
統
に
の
み
見
ら
れ
る
歌
の
中
に
は
、
「
あ
ま
」
を
相
手
の
男
で
は
な
く
、
出
家
し
「
尼
」
と
な
っ
た
詠
者
自
身
を
さ
す
語
と
し
て
用
い
て
い

る
も
の
が
以
下
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。 

ｉ 

ヨ
ノ
ナ
カ
ヲ
イ
ト
ヒ
テ
ア
マ
ノ
ス
ム
カ
タ
ハ
ウ
キ
メ
ノ
ミ
コ
ソ
ミ
エ
ワ
タ
リ
ケ
レ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
『
後
撰
集
』
雑
四
１２９０
小
町
が
姉
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
９１
、
書
乙
９０
、
正
保
８９
） 

ｊ 

ハ
ル
ノ
ヒ
ノ
ウ
ラ

く
ゴ
ト
ヲ
イ
デ
ヽ
ミ
ヨ
ナ
ニ
ワ
ザ
シ
テ
カ
ア
マ
ハ
ス
グ
ス
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
『
重
之
集
』
２２９
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１１１
、
書
乙
１０５
、
正
保
１０４
） 

 

ｉ
歌
は
本
来
『
後
撰
集
』
の
小
町
姉
の
歌
で
あ
り
、
「
ア
マ
」
に
「
海
人
」
と
「
尼
」
、
「
ウ
キ
メ
」
に
浮
か
ん
だ
海
藻
と
い
う
意
の
「
浮
き
布
」
と
、
辛
い
さ
ま
、

惨
め
な
さ
ま
を
あ
ら
わ
す
「
憂
き
目
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
『
古
今
集
』
の
詠
人
不
知
歌
「
う
き
め
の
み
お
ひ
て
な
が
る
ゝ
浦
な
れ
ば
か
り
に
の
み
こ
そ
海
人
は
寄
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る
ら
め
（
『
古
今
集
』
恋
五
７５５
、
詠
人
不
知
）
」
同
様
の
「
う
き
め
」
の
用
法
で
あ
り
、
世
を
厭
い
出
家
、
閑
居
し
て
い
る
も
の
の
、
辛
さ
や
惨
め
さ
ば
か
り
が
目
に
入
っ

て
く
る
、
と
い
う
。
ま
た
『
古
今
集
』
雑
下
に
は
、
「
あ
ま
（
海
人
／
尼
）
」
と
「
う
き
め
（
浮
き
布
／
憂
き
目
）
」
を
詠
ん
だ
以
下
の
よ
う
な
贈
答
も
見
え
る
。 

題
し
ら
ず 

 
 

我
を
き
み
な
に
は
の
う
ら
に
あ
り
し
か
ば
う
き
め
を
み
つ
の
あ
ま
と
な
り
に
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
古
今
集
』
雑
下
９７３
、
詠
人
不
知
） 

 
 
 
 

こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
昔
、
男
あ
り
け
る
女
の
、
男
訪
は
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
難
波
な
る
三
津
寺
に
ま
か
り
て
、
尼
に
な
り
て
、
よ
み
て
、
男
に
遣
は
せ
り

け
る
と
な
む
言
へ
る 

 
 
 
 

返
し 

 
 

な
に
は
潟
う
ら
む
べ
き
間
も
思
ほ
え
ず
い
づ
こ
を
み
つ
の
あ
ま
と
か
は
な
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
９７４
、
詠
人
不
知
） 

男
に
忘
れ
ら
れ
た
女
が
「
う
き
め
」
を
「
み
」
て
「
あ
ま
」
に
な
っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
付
随
さ
せ
る
こ
の
贈
答
に
、
ｉ
歌
と
の
関
係
を
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
は
ｉ
歌
を
持
た
な
い
が
、
こ
の
「
我
を
君
」
歌
を
出
家
し
た
小
町
の
詠
と
し
て
載
せ
、
返
歌
で
あ
る
「
な
に
は
潟
」
歌
を
も
記
し
て
い
る
。 

 

次
に
ｊ
歌
は
『
重
之
集
』
に
お
い
て
、
百
首
歌
の
「
春
」
廿
首
の
中
の
一
首
と
し
て
載
る
も
の
で
、
第
二
句
「
ウ
ラ

く
ゴ
ト
ヲ
」
に
は
、
幾
つ
も
の
浦
と
い
う
意

の
「
浦
々
」
と
、
う
ら
ら
か
に
、
の
ど
か
に
、
と
い
う
意
の
「
う
ら
う
ら
に
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
麗
ら
か
な
春
の
日
に
浦
々
ご
と
を
出
て
見
て
く

だ
さ
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
海
人
は
暮
ら
し
て
い
る
か
を
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
屏
風
に
描
か
れ
た
海
人
の
営
み
か
ら
着
想
を
得
た
歌
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
し
か
し
『
小
町
集
』
の
一
首
と
し
て
考
え
る
場
合
、「
あ
ま
」
は
詠
者
と
イ
コ
ー
ル
で
結
ば
れ
る
と
も
解
釈
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
ｉ
歌
同
様
に
、「
海
人
」

と
「
尼
」
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
自
分
の
出
家
を
信
用
し
な
い
男
に
対
し
て
、
信
用
出
来
な
い
な
ら
ば
私
が
ど
の
様
に
暮
ら
し
て
い
る
か
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
、
と

述
べ
た
も
の
と
も
解
釈
し
う
る
だ
ろ
う
。 

 

す
る
と
こ
の
二
首
で
は
、
海
辺
の
景
が
「
基
幹
部
分
」
の
歌
々
の
よ
う
に
「
男
を
待
つ
」
女
の
心
情
描
写
に
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
尼
と
な
っ
て
世
を
離
れ

閑
居
す
る
」
女
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
町
像
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
雨
夜
の
品
定
め
に
お
い
て
左
馬
頭
が
語
っ
た
、
恋
の

不
如
意
に
苦
し
ん
だ
「
物
語
」
の
女
が
「
世
離
れ
た
る
海
づ
ら
」
に
隠
遁
す
る
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

（
前
略
）
艶
に
も
の
は
ぢ
し
て
、
う
ら
み
言
ふ
べ
き
こ
と
を
も
見
知
ら
ぬ
さ
ま
に
忍
び
て
、
上
は
つ
れ
な
く
み
さ
を
づ
く
り
、
心
ひ
と
つ
に
思
あ
ま
る
時
は
、
言

は
ん
方
な
く
す
ご
き
言
の
葉
、
あ
は
れ
な
る
歌
を
詠
み
を
き
、
し
の
ば
る
べ
き
形
見
を
と
ゞ
め
て
、
深
き
山
里
、
世
離
れ
た
る
海
づ
ら
な
ど
に
は
ひ
隠
れ
ぬ
る
お

り
か
し
。
童
に
侍
し
と
き
、
女
房
な
ど
の
物
語
読
み
し
を
聞
き
て
、（
後
略
）･･

･ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
、
依
拠
本
⓵
四
一
頁
） 

 

こ
う
し
た
「
物
語
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
小
町
の
晩
年
を
捉
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
若
い
頃
に
さ
ま
ざ
ま
な
恋
と
そ
の
苦
悩
を
体
験
し
た
小
町
は
、
老
境
に
さ
し
か
か
っ
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て
「
世
離
れ
た
る
海
づ
ら
」
に
閑
居
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

  
 
 
 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
『
古
今
集
』
の
ａ
ｂ
、
『
後
撰
集
』
の
ｃ
、
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
の
歌
で
あ
る
ｄ
～
ｆ
、
歌
仙
歌
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
独
自
の
増
補
歌
で
あ
る

ｇ
～
ｊ
、
と
い
う
順
番
で
「
あ
ま
」
を
詠
む
歌
々
を
見
て
き
た
。
『
古
今
集
』
の
小
町
の
「
あ
ま
」
の
歌
二
首
（
ａ
、
ｂ
）
は
、
恋
に
対
し
て
否
定
的
な
態
度
を
取
っ

て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
『
後
撰
集
』
や
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
に
存
す
る
ｃ
～
ｆ
歌
は
、
『
古
今
集
』
の
ａ
、
ｂ
歌
を
表
現
の
上
で
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
の
内
容

面
で
は
そ
れ
以
外
の
『
古
今
集
』
か
ら
読
み
取
れ
る
、
夢
の
逢
瀬
を
求
め
、
我
が
身
の
容
色
や
人
の
心
の
移
ろ
い
を
嘆
く
小
町
像
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
あ
た

か
も
、
ａ
、
ｂ
歌
に
お
け
る
態
度
を
修
正
し
、
本
来
在
る
べ
き
姿
を
詠
み
込
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
歌
仙
歌
集
本
系
統
で
は
そ
こ
に
、
ｉ
、
ｊ
歌
と
い

う
、
小
町
自
身
が
出
家
遁
世
し
た
こ
と
を
暗
示
す
る
よ
う
な
歌
々
を
置
い
て
い
る
。
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
と
歌
仙
歌
集
本
系
統
の
独
自
増
補
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
一
定
の
方
向
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
「
あ
ま
」
の
歌
が
多
く
増
補
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
あ
ま
」
か
ら
離
れ
て
水
辺
の
景
を
詠
む
歌
に
広
げ
て
み
る
と
、『
後
撰
集
』
所

載
の
小
町
歌
四
首
中
、
ｃ
歌
を
含
む
三
首
が
そ
う
し
た
歌
と
し
て
該
当
す
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。 

男
の
気
色
を
や
う

く
つ
ら
げ
に
見
え
け
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
乗
り
そ
め
て
一
日
も
浪
に
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き 

 
 

（
『
後
撰
集
』
恋
三
７７９
、
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
４７
、
静
嘉
２
、
承
空
２
、
書
乙
２
、
正
保
２
） 

定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
け
る
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
き 

 
 
 

（
『
後
撰
集
』
雑
一
１０９０
、
小
町
／
唐
草
な
し
、
神
宮
５２
、
静
嘉
４８
、
承
空
３４
、
書
乙
３３
、
正
保
３３) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
ほ
と
り
に
て
、
こ
れ
か
れ
逍
遥
し
侍
け
る
つ
い
で
に 

花
咲
き
て
実
な
ら
ぬ
物
は
わ
た
つ
う
み
の
か
ざ
し
に
さ
せ
る
沖
つ
白
波 

 
(

『
後
撰
集
』
離
別
羇
旅
１３６０
、
小
町
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１２５
、
書
乙
１１６
、
正
保
１１５) 

 

『
古
今
集
』
成
立
以
降
、
平
安
中
期
に
か
け
て
の
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
水
辺
の
世
界
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
小
町
評
「
小
野
小
町
は
、
古
の
衣
通
姫
の
流
な
り
」
で
あ
る
。
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
こ

の
「
衣
通
姫
」
は
允
恭
天
皇
の
皇
后
の
妹
、
弟
姫
を
さ
す
。
そ
し
て
『
古
今
集
』
の
伝
本
の
中
に
は
、
『
日
本
書
紀
』
允
恭
天
皇
条
が
伝
え
る
、
衣
通
姫
が
河
内
の
茅

渟
で
天
皇
の
稀
な
訪
れ
を
待
つ
境
遇
に
あ
っ
て
詠
ん
だ
「
衣
通
姫
の
帝
に
献
歌
／
と
こ
し
へ
に
き
み
も
あ
へ
む
や
い
さ
な
と

るり

お
き
の
玉
も
ゝ
よ
る
時
々
に
（
元
永
本

恋
五
７６１
の
次
に
あ
り
）
」
を
載
せ
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
『
古
今
集
』
の
「
あ
ま
」
を
詠
む
ａ
、
ｂ
歌
に
、
衣
通
姫
の
歌
と
共
通
す
る
要
素
が
読
み
取
ら
れ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 
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ま
た
、
「
あ
ま
」
及
び
海
辺
の
情
景
に
対
す
る
、
当
時
の
認
識
の
反
映
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
海
辺
の
景
は
屏
風
絵
に
描
か
れ
、
恋
の
歌
に
も
少
な
か
ら
ず
詠

ま
れ
た
が
、
そ
こ
で
働
く
「
あ
ま
」
た
ち
は
生
命
の
危
険
を
冒
し
な
が
ら
海
に
入
っ
て
ゆ
く
存
在
で
あ
っ
た
。『
枕
草
子
』「
う
ち
と
く
ま
じ
き
物
」
に
お
い
て
、
清
少

納
言
は
海
辺
の
「
あ
ま
」
の
い
と
な
み
を
以
下
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。 

 

海
は
猶
ゆ
ゝ
し
と
お
も
ふ
に
、
ま
い
て
、
海
女
の
か
づ
き
し
に
入
る
は
、
う
き
わ
ざ
な
り
。
腰
に
つ
き
た
る
緒
の
、
絶
え
も
し
な
ば
い
か
に
せ
ん
と
な
ら
ん
。
男

だ
に
せ
ま
し
か
ば
さ
て
も
あ
り
ぬ
べ
き
を
、
女
は
猶
お
ぼ
ろ
げ
の
心
な
ら
じ
。
舟
に
男
は
乗
り
て
、
歌
な
ど
う
ち
う
た
ひ
て
、
こ
の
栲
縄
を
海
に
浮
け
て
あ
り
く
。

あ
や
う
く
、
う
し
ろ
め
た
く
は
あ
ら
ぬ
に
や
あ
ら
ん
。
の
ぼ
ら
ん
と
て
、
そ
の
縄
を
な
ん
ひ
く
と
か
。
惑
ひ
く
り
入
る
ゝ
さ
ま
ぞ
、
こ
と
は
り
な
る
や
。
舟
の
縁

を
お
さ
へ
て
は
な
ち
た
る
息
な
ど
こ
そ
、
ま
こ
と
に
た
ゞ
見
る
人
だ
に
し
ほ
た
る
ゝ
に
、
落
し
い
れ
て
た
ゞ
よ
ひ
あ
り
く
男
は
、
め
も
あ
や
に
あ
さ
ま
し
か
し
。 

 
 
 

（
「
う
ち
と
く
ま
じ
き
物
」
の
段
、
依
拠
本
三
二
六
～
三
二
八
頁
） 

ｃ
歌
や
ｈ
歌
に
詠
ま
れ
た
「
あ
ま
」
の
生
活
空
間
を
漕
い
で
ゆ
く
「
舟
」
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
乗
っ
て
い
る
女
た
ち
は
腰
の
縄
だ
け
を
頼
り
に

水
底
に
潜
っ
て
ゆ
く
、
き
わ
め
て
不
安
定
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ｃ
歌
、
ｈ
歌
で
作
者
が
寄
る
辺
な
き
身
を
よ
そ
え
て
い
る
の
が
た
だ
の
舟
で
な
く
、
「
あ
ま
の
住
む
」

浦
の
舟
と
し
て
表
現
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
「
あ
ま
」
の
「
舟
」
観
が
介
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
来
ぬ
男
を
「
あ
ま
」
に
よ
そ
え
る
歌
々
（
ｄ
、

℮

、
ｆ
）
で
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
寄
る
辺
な
き
「
あ
ま
」
の
生
活
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
詠
み
込
ま
れ
た
恋
の
不
如
意
は
き
わ
め
て

不
穏
な
印
象
を
帯
び
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。 

ま
た
注
目
し
た
い
の
は
、『
新
撰
朗
詠
集
』
が
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
、「
心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
乗
り
そ
め
て
一
日
も
浪
に
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
」
を
遊
女
が
口
ず
さ

ん
だ
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

遊
女
欲
乗
商
人
船
船
人
以
梶
打
懸
水
以
袖
掩
而
泣
唱
此
哥
云
作
者
小
野
小
町 

 
 
 
 

心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
乗
初
て
ひ
と
日
も
浪
に
濡
ぬ
日
ぞ
な
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
新
撰
朗
詠
集
』
、
遊
女
） 

こ
こ
か
ら
浅
見
和
彦
氏
（
注
二
二
）
は
、
小
町
の
漂
泊
的
な
歌
が
遊
女
た
ち
に
う
た
わ
れ
、
そ
し
て
遊
女
た
ち
の
歌
が
「
小
町
的
な
る
も
の
」
を
造
成
し
て
家
集
に

流
入
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
歌
に
水
辺
の
光
景
や
舟
と
い
う
も
の
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
遊
女
の
関
与
を

見
る
べ
き
で
は
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
水
辺
で
「
待
つ
」
女
で
あ
っ
た
遊
女
た
ち
が
、
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
に
見
え
る
「
う
ら
み
む
」
「
浮
き
」

「
舟
」「
な
み
」「
世
を
う
み
わ
た
る
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
の
持
つ
寄
る
辺
の
な
い
女
の
哀
愁
に
共
感
し
、
そ
の
変
奏
歌
を
詠
み
出
だ
し
た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。

こ
と
に
ｇ
歌
に
詠
ま
れ
た
「
ニ
ク
サ
ミ
」
の
用
例
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
を
第
一
章
で
見
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
特
異
な
語
が
『
小
町
集
』
に
存
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
作
者
が
中
央
の
貴
族
で
は
な
く
、
舟
上
で
生
活
す
る
者
で
あ
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。 
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注 

注
一
…
片
桐
洋
一
『
小
野
小
町
追
跡
』(

笠
間
書
房
、
一
九
七
五
年)

 

注
二
…･

田
中
喜
美
春
『
小
町
時
雨
』
（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
） 

注
三
…
黒
岩
周
六
『
小
野
小
町
論
』
（
一
九
一
三
年
、
朝
報
社
） 

注
四
…
大
西
貞
治
「
小
野
小
町
に
就
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
二
六
年
八
月
） 

注
五
…
関
谷
真
可
禰
『
小
野
小
町
秘
考
』
（
一
九
三
三
年
、
雄
山
閣
） 

注
六
…
前
田
善
子
『
小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
五
三
年
） 

注
七
…
注
一
片
桐
氏
前
掲
書
。 

注
八
…
藤
平
春
男
「
は
か
な
さ
」
（
『
国
文
学 
解
釈
と
鑑
賞
』
四
一
・
一
、
一
九
七
二
年
一
月
） 

注
九
…
武
田
早
苗
「
『
小
町
集
』
管
見
―
唐
草
装
飾
本
の
位
置
―
」
伊
藤
博
、
宮
崎
莊
平
編
『
王
朝
女
流
文
学
の
新
展
望
』
（
竹
林
舎
、
二
〇
〇
三
年
） 

注
一
〇
…
島
田
良
二
『
平
安
前
期
私
家
集
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
六
八
年
） 

注
一
一
…
こ
の
よ
う
に
同
様
の
題
材
、
表
現
を
有
す
る
歌
を
小
町
に
結
び
付
け
た
例
は
、
十
世
紀
後
半
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
も
見
出
せ
る
。
『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
、
『
拾
遺
集
』
詠
人
不
知

歌
で
あ
る
以
下
の
一
首
を
小
町
の
詠
と
し
て
載
せ
て
い
る
。 

こ
ま
ち
あ
る
本 

た
ら
ち
ね
の
お
や
の
い
さ
め
し
う
た
ゝ
ね
は

も
の
お
も

ヒ

ト

マ

ツ

ふ
と
き
の
わ
ざ
に

ざソ
ア

り
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
四
、
う
た
ゝ
ね
、

２０７５
） 

こ
の
歌
は
「
う
た
ゝ
ね
」
を
詠
む
点
で
、
先
に
見
た
『
古
今
集
』
の
「
う
た
ゝ
ね
に
」
歌
と
共
通
し
て
い
る
。 

注
一
二
…
注
一
〇
島
田
氏
前
掲
書
。 

注
一
三･

･
･

久
保
田
淳
「
海
人
」
久
保
田
淳
、
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』(
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年)

 

注
一
四･

･
･

明
川
忠
夫 

近
畿
民
俗
叢
書
第
七
巻
『
小
町
伝
説
―
聖
視
と
賎
視
―
』
（
現
代
創
造
社
、
一
九
八
七
年
） 

注
一
五･
･
･

竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
下(

右
文
書
院
、
一
九
七
六
年)

 

注
一
六･

･
･

注
一
五
竹
岡
氏
前
掲
書
。 

注
一
七･

･
･

片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
中(

講
談
社
、
一
九
九
八
年)
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注
一
八･

･
･

鈴
木
日
出
男
「
女
歌
の
本
性
」 

鈴
木
日
出
男
『
古
代
和
歌
史
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
） 

注
一
九
…
今
関
敏
子
『
『
色
好
み
』
の
系
譜
―
女
た
ち
の
ゆ
く
え
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
六
年
） 

注
二
〇
…
小
沢
正
夫
、
松
田
成
穂
校
注 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１１
『
古
今
和
歌
集
』(

小
学
館
、
一
九
九
四
年)

は
、
「
小
町
に
こ
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
の
で
、
深
草
少
将
の
百
夜
通
い
の
説

話
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
す
る
。
ま
た
木
戸
久
二
子
「
伊
勢
物
語
の
古
注
に
お
け
る
小
野
小
町
」（
『
中
古
文
学
論
攷
』
第
十
一
号
、
一
九
九
〇
年
）
は
、
ａ
歌
と
『
壮
衰
書
』
の
主

人
公
の
驕
慢
な
姿
勢
と
が
結
合
し
た
と
こ
ろ
に
百
夜
通
い
説
話
の
成
立
を
見
て
い
る
。 

注
二
一
…
山
口
博
『
閨
怨
の
詩
人 

小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
） 

注
二
二
…
浅
見
和
彦
「
小
町
変
貌
」
（
『
成
蹊
国
文
』
九
、
一
九
七
六
年
一
月
） 
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第
三
章 

『
小
町
集
』
に
お
け
る
「
山
里
」
―
屏
風
絵
の
「
山
里
の
女
」
と
の
関
わ
り
か
ら
― 

    
 
 
 

は
じ
め
に 

『
古
今
集
』
及
び
『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
に
「
山
里
」
の
語
を
詠
ん
だ
も
の
は
存
在
し
な
い
。
だ
が
、
『
小
町
集
』
に
は
「
山
里
」
を
詠
ん
だ
歌
三
首
が
見
え
る
。 

秋
の
月
の
あ
は
れ
な
る
を 

ａ 

山
ざ
と
の
あ
れ
た
る
や
ど
を
て
ら
し
つ
ゝ
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん
あ
き
の
よ
の
つ
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
唐
草
） 

（
唐
草
１７
、
神
宮
４９
、
静
嘉
１７
、
承
空
、
書
乙
、
正
保
１０
） 

 
 

ｂ 

ヒ
グ
ラ
シ
ノ
ナ
ク
山
里
ノ
ユ
フ
グ
レ
ハ
カ
ゼ
ヨ
リ
ホ
カ
ニ
ト
フ
人
モ
ナ
シ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
承
空
） 

（
『
古
今
集
』
秋
上
２０５
、
詠
人
不
知
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
４４
、
書
乙
４３
、
正
保
４２
） 

ｃ 

ヤ
マ
ザ
ト
ハ
物
サ
ミ
シ
カ
ル
事

ノ

ワ

ビ

シ

キ

ト

キ

コ
ソ
ア
レ
ヨ
ノ
ウ
キ
ヨ
リ
ハ
ス
ミ
ヨ
カ
リ
ケ
リ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
承
空
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
『
古
今
集
』
雑
下
９４４
、
詠
人
不
知
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１１８
、
書
乙
１１１
、
正
保
１１０
） 

そ
の
中
で
も
本
章
で
こ
と
に
注
目
し
た
い
の
は
、
最
初
に
掲
げ
た
ａ
歌
で
あ
る
（
注
一
）
。
ｂ
、
ｃ
の
歌
が
歌
仙
家
集
本
系
統
に
し
か
見
ら
れ
な
い
『
古
今
集
』

の
詠
人
不
知
歌
で
、
小
町
の
真
作
と
は
認
め
が
た
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
歌
は
『
小
町
集
』
四
系
統
六
類
の
す
べ
て
に
見
え
る
「
出
所
不
明
歌
」
で
あ
り
、

『
小
町
集
』
の
基
幹
部
分
を
な
す
も
の
と
い
え
る
。
仮
に
真
作
で
は
な
く
と
も
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
小
町
の
作
と
し
て
伝
来
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
一
首
な

の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
歌
が
『
小
町
集
』
に
お
い
て
、
い
か
な
る
状
況
に
置
か
れ
た
小
町
の
詠
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
し
て
『
小
町
集
』
に
お
け
る
山
里
の
位
相
と
、
『
小
町
集
』
の
撰
者
に
よ
っ
て
小
町
と
「
山
里
」
と
い
う
場
所
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
も

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。 

  

 
 
 
 

一
、
閑
居
す
る
小
町
―
―
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
―
― 

ａ
歌
は
従
来
、
老
残
の
小
町
が
厭
世
の
念
を
起
こ
し
て
山
里
に
閑
居
し
た
際
の
詠
と
解
さ
れ
て
き
た
。
前
田
善
子
氏
は
ａ
歌
を
、『
平
家
物
語
』
の
大
原
行
幸
の
一

節
を
偲
ば
せ
る
「
侘
し
さ
に
徹
し
た
老
年
の
心
境
」
が
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
と
述
べ
（
注
二
）
、
片
桐
洋
一
氏
は
『
小
町
集
』
で
は
小
町
が
「
憂
き
世
を
捨
て
て
山
里

に
隠
れ
住
ん
だ
と
い
う
設
定
」
の
元
に
、
ａ
歌
を
始
め
と
し
た
「
山
里
」
の
の
歌
々
が
収
め
ら
れ
た
と
す
る
（
注
三
）
。
い
っ
ぽ
う
角
田
宏
子
氏
は
「
小
町
伝
説
に
見
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る
零
落
し
た
な
れ
の
果
て
の
姿
」
と
し
て
解
す
る
こ
と
を
否
定
し
な
が
ら
も
「
晩
年
の
歌
の
よ
う
な
静
け
さ
」
「
人
生
の
時
間
と
時
代
を
経
て
来
た
が
ゆ
え
の
心
の

安
ら
か
さ
」
を
ａ
歌
の
中
に
読
み
取
っ
て
い
る
（
注
四
）
。
こ
う
し
た
解
釈
は
島
内
景
二
氏
（
注
五
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
歌
仙
家
集
本
系
統
で
ａ
歌
の
二
首
前

に
置
か
れ
て
い
る
歌
に
由
来
し
て
い
よ
う
。 

 
 

ヤ
ヨ
ヤ
マ
テ
ヤ
マ
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
コ
ト
ヅ
テ
ン
ワ
レ
ヨ
ノ
ナ
カ
ニ
ス
ミ
ワ
ビ
ヌ
ト
ヨ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
承
空
） 

（
『
古
今
集
』
夏
、
１５２
、
三
国
町
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
７
、
書
乙
７
、
正
保
７
） 

 

こ
れ
は
『
古
今
集
』
夏
部
に
三
国
町
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
明
ら
か
な
他
人
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
で
は
山
か
ら
来
て
山
へ
帰
る
存
在
で
あ
る
山
ほ
と
と

ぎ
す
に
対
し
て
、
山
に
隠
棲
す
る
人
に
私
が
世
中
に
す
み
わ
び
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
欲
し
い
、
と
詠
む
。
『
小
町
集
』
に
お
い
て
は
「
世
の
中
」
の
苦
し
み
か
ら

逃
れ
て
「
山
」
に
住
む
こ
と
を
望
ん
だ
小
町
の
詠
と
し
て
読
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
ヤ
ヨ
ヤ
マ
テ
」
歌
と
ａ
歌
に
関
係
を
見
た
場
合
、
ａ
歌
は
恋
愛
遍
歴
の

果
て
に
隠
棲
し
た
小
町
が
月
を
眺
め
、
物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
所
か
ら
ｃ
歌
も
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
山
里
に
隠
棲
す
る
老
小
町
像
は
中
世
以
降
も
継
承
さ
れ
た
。
謡
曲
『
通
小
町
』
で
は
「
八
瀬
の
山
里
」
の
西
方
の
地
で
あ
る
「
市
原
野
」

に
、
御
伽
草
子
『
小
町
草
紙
』
で
は
小
野
の
里
に
、
老
小
町
が
閑
居
し
て
い
る
。 

さ
て
、
「
山
里
」
の
語
は
『
萬
葉
集
』
に
見
え
ず
『
古
今
集
』
に
初
出
で
あ
り
、
「
平
安
京
周
辺
の
郊
外
の
山
中
の
人
里
、
山
村
、
山
家
」
（
注
六
）
を
さ
す
。
『
古

今
集
』
に
お
け
る
山
里
は
華
や
か
な
都
と
対
比
さ
れ
る
、
物
寂
し
い
不
毛
の
地
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
都
の
価
値
観
や
煩
わ
し
さ
か
ら
離
脱
を
図
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
都
に
比
べ
れ
ば
「
か
え
っ
て
住
み
よ
い
か
も
し
れ
な
い
地
」（
注
七
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
斎
藤
由
紀
子
氏
（
注
八
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
山
林
・
野

山
に
入
る
・
ま
じ
る
」
は
出
家
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
山
里
は
「
宗
教
的
空
間
へ
の
過
渡
的
な
場
と
し
て
も
ち
こ
さ
れ
」
る
「
不
本
意
な
が
ら
の
生
活
の

場
」
で
あ
る
。
都
人
の
山
里
住
み
は
厭
世
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
山
里
住
み
と
出
家
は
同
義
で
は
な
い
。 

そ
し
て
『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
、
雨
夜
の
品
定
め
に
お
け
る
以
下
の
左
馬
頭
の
発
言
は
、
女
が
こ
の
よ
う
な
山
里
に
住
む
と
い
う
こ
と
が
、
彼
女
た
ち
を
囲
繞
す

る
「
世
の
中
」
―
―
す
な
わ
ち
男
と
の
関
係
性
か
ら
の
離
脱
を
試
み
る
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。 

艶
に
も
の
は
ぢ
し
て
、
う
ら
み
言
ふ
べ
き
こ
と
を
も
見
知
ら
ぬ
さ
ま
に
忍
び
て
、
上
は
つ
れ
な
く
み
さ
を
づ
く
り
、
心
ひ
と
つ
に
思
あ
ま
る
時
は
、
言
は
ん
方

な
く
す
ご
き
言
の
葉
、
あ
は
れ
な
る
歌
を
詠
み
お
き
、
し
の
ば
る
べ
き
形
見
を
と
ゞ
め
て
、
深
き
山
里
、
世
離
れ
た
る
海
づ
ら
な
ど
に
は
ひ
隠
れ
ぬ
る
を
り
か

し
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
、
依
拠
本
①
四
一
頁
） 

そ
の
具
体
例
と
し
て
は
『
後
撰
集
』
の
「
山
里
」
に
籠
も
る
女
の
詠
（
雑
二
、
一
一
七
四
・
一
一
七
五
）
、
『
伊
勢
物
語
』
一
〇
二
段
の
尼
と
な
り
山
里
に
籠
も
っ

た
「
あ
て
な
る
女
」
、『
宇
津
保
物
語
』
の
実
忠
北
の
方
と
袖
君
、
そ
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
夕
顔
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
世
の
中
」
の
煩
わ
し
さ
を
厭
い
、
恋
愛
を
拒
否

し
て
隠
棲
す
る
の
が
彼
女
た
ち
の
取
っ
た
方
法
で
あ
っ
た
。 

90 
 



こ
の
よ
う
な
「
山
里
の
女
」
像
は
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
に
お
け
る
、
ａ
歌
を
は
じ
め
と
し
た
山
里
の
歌
の
理
解
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も

そ
れ
は
、
第
二
章
に
お
い
て
見
た
、
歌
仙
家
集
本
系
統
に
の
み
存
在
す
る
以
下
の
よ
う
な
歌
々
と
響
き
合
い
も
す
る
。 

ヨ
ノ
ナ
カ
ヲ
イ
ト
ヒ
テ
ア
マ
ノ
ス
ム
カ
タ
ハ
ウ
キ
メ
ノ
ミ
コ
ソ
ミ
エ
ワ
タ
リ
ケ
レ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
承
空
） 

（
『
後
撰
集
』
雑
四
１２９０
小
町
が
姉
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
９１
、
書
乙
９０
、
正
保
８９
） 

ハ
ル
ノ
ヒ
ノ
ウ
ラ

く
ゴ
ト
ヲ
イ
デ
ヽ
ミ
ヨ
ナ
ニ
ワ
ザ
シ
テ
カ
ア
マ
ハ
ス
グ
ス
ト
（
承
空
） （

『
重
之
集
』
２２９
／
唐
草
、
神
宮
、
静
嘉
な
し
、
承
空
１１１
、
書
乙
１０５
、
正
保
１０４
） 

 

こ
の
二
首
が
、
海
辺
に
「
あ
ま
」
と
な
っ
て
閑
居
す
る
小
町
の
姿
、
そ
し
て
帚
木
巻
の
左
馬
頭
が
語
る
女
の
姿
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
こ
れ
ら
の
例

か
ら
、
歌
仙
家
集
本
系
統
が
増
補
を
重
ね
、
成
長
し
て
ゆ
く
に
あ
た
り
、「
晩
年
、
世
を
遁
れ
て
人
里
離
れ
た
山
里
や
海
づ
ら
に
閑
居
す
る
小
町
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

   
 
 

 

二
、
屏
風
絵
の
「
山
里
の
女
」 

し
か
し
、
『
小
町
集
』
の
古
い
形
を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
唐
草
装
飾
本
を
は
じ
め
と
す
る
他
系
統
の
伝
本
は
、
山
里
を
詠
む
ａ
～
ｃ
歌
の
う
ち
ａ
歌
以
外

を
収
載
し
て
お
ら
ず
、
山
里
で
の
閑
居
を
希
求
す
る
「
ヤ
ヨ
ヤ
マ
テ
」
歌
も
見
え
な
い
。
山
住
み
を
希
求
し
、
そ
こ
に
安
住
す
る
老
小
町
の
姿
は
、
歌
仙
家
集
本
系

統
以
外
の
『
小
町
集
』
に
お
い
て
は
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
注
九
）
。 

そ
れ
で
は
本
来
、
ａ
歌
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
小
町
の
詠
と
し
て
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
は
、

神
宮
文
庫
本
系
統
の
諸
本
が
伝
え
る
ａ
歌
の
詞
書
が
「
山
ざ
と
に
て
、
秋
の
月
の
お
は
り
に
、
む
つ
れ
し
に
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
慣
れ
親
し
む
と
い
う

意
の
動
詞
「
む
つ
る
」
は
以
下
の
よ
う
に
、
男
女
の
逢
瀬
の
様
を
表
現
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

 
 

恋
の
ご
と
わ
り
な
き
物
は
な
か
り
け
り
か
つ
睦
れ
つ
ゝ
か
つ
ぞ
恋
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
後
撰
集
』
恋
一
５８３
、
詠
人
不
知
） 

 
 

わ
が
せ
こ
と
さ
よ
の
ね
ご
ろ
も
か
さ
ね
き
て
は
だ
へ
を
ち
か
み
む
つ
れ
て
ぞ
ぬ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
好
忠
集
』
２７２
） 

こ
の
詞
書
は
、
ａ
歌
が
恋
を
放
棄
し
た
老
小
町
の
詠
で
は
な
く
、
山
里
で
恋
人
と
逢
う
小
町
の
詠
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
十
一
世
紀
に

は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
『
小
町
集
』
の
始
発
の
段
階
に
お
け
る
ａ
歌
の
解
釈
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
問
題
と
関
わ
っ
て
注
目
す
べ
き
は
、
平
安
期
の
文
芸
作
品
に
見
ら
れ
る
「
山
里
の
女
」
が
一
様
に
「
世
の
中
」
を
遁
れ
た
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
訳
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
山
里
を
詠
ん
だ
屏
風
歌
は
『
貫
之
集
』
を
は
じ
め
と
し
た
『
古
今
集
』
撰
者
時
代
以
降
の
私
家
集
に
散
見
さ
れ
、
山
里
の
様
を
大
和
絵

に
描
く
こ
と
が
好
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
中
に
は
山
里
に
住
む
「
女
」
を
描
い
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
以
下
に
、
そ
の
よ
う
な
絵
を
見
て
詠
ま
れ
た
屏

風
歌
を
掲
出
す
る
。 
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や
ま
ざ
と
な
る
を
ん
な
に
、
を
と
こ
き
て
も
の
い
ふ 

 
 

ゆ
ふ
ぐ
れ
に
な
れ
は
き
こ
ゆ
る
す
ゞ
む
し
を
お
も
ふ
は
か
り
の
た
よ
り
な
り
せ
ば 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
西
本
願
寺
本
『
忠
見
集
』
４７
） 

 
 
 

 
や
ま
ざ
と
な
る
を
ん
な
、
し
か
の
ね
を
き
ゝ
て 

 
 

つ
ま
こ
ふ
と
し
か
な
く
と
き
に
な
り
に
け
り
わ
が
ひ
と
り
ね
を
た
れ
に
き
か
せ
む 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
同
、
５７
） 

 
 
 

 

ゑ
の
と
こ
ろ
に
、
や
ま
ざ
と
に
な
が
め
た
る
を
ん
な
あ
り 

 

ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
く
に 

 
 

宮
こ
人
ね
で
ま
つ
ら
め
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す
い
ま
ぞ
や
ま
べ
を
な
き
て
す
ぐ
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
書
陵
部
蔵
（
五
〇
一
・
一
一
二
）
本
『
道
綱
母
集
』
３８
） 

ゑ
に
、
や
ま
ざ
と
な
る
を
ん
な
の
、
つ
ら
つ
え
を
つ
き
て
、
人
ま
つ
か
た
、
か
き
て
侍
し
と
こ
ろ
に 

 
 

す
み
し
れ
る
月
と
み
つ
る
に
こ
と
ゝ
は
ん
人
ま
つ
よ
ひ
の
秋
の
山
か
ぜ 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
兼
澄
集
』
１３４
） 

こ
の
よ
う
な
「
山
里
の
女
」
は
、
隠
遁
者
で
は
な
く
「
人
ま
つ
」
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
『
古
今
集
』
撰
者
時
代
以
降
の
山
里
の
景
を
詠
む
屏
風
歌
の
隆
盛

や
、
『
拾
遺
集
』
時
代
に
貴
族
の
山
荘
が
「
山
里
」
と
称
さ
れ
て
積
極
的
に
山
里
の
自
然
美
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
山
里
観
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、

『
拾
遺
集
』
時
代
の
山
里
は
物
寂
し
い
不
毛
の
地
か
ら
、
風
流
を
楽
し
む
非
日
常
の
空
間
へ
と
変
質
し
た
（
注
一
〇
）
。 

亭
子
院
歌
合
の
時
、
よ
め
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

伊
勢 

 
 

見
る
人
も
な
き
山
里
の
さ
く
ら
ば
な
ほ
か
の
ち
り
な
ん
の
ち
ぞ
さ
か
ま
し 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
『
古
今
集
』
春
６８
） 

こ
の
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
観
賞
す
る
人
も
な
く
季
節
が
終
わ
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
て
い
た
山
里
の
自
然
美
は
、
か
え
っ
て
他
人
が
賞
翫
し
な
い
ゆ
え
に
独
占
可
能

な
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
山
里
の
「
美
」
は
、
山
里
に
隠
れ
住
む
「
女
」
と
重
ね
ら
れ
、
山
里
で
美
女
を
見
、
独
占
す
る
こ
と
が
中
央
の
貴
族
た
ち
に
よ
っ
て
夢
想

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
人
の
男
を
待
つ
女
と
は
、
そ
の
男
に
独
占
さ
れ
て
い
る
女
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
女
が
、
他
に
そ
の
価
値
を
見
出
す
者
が
い
な
い
「
見

る
人
も
な
き
山
里
」
に
在
る
こ
と
に
よ
り
、
男
の
独
占
は
強
固
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
独
占
へ
の
欲
求
が
「
山
里
」
の
恋
、
そ
し
て
「
人
ま
つ
」
女
と
い
う

画
像
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
『
後
撰
集
』
に
は
次
の
よ
う
な
恋
歌
が
見
え
、
こ
の
頃
に
は
「
山
里
」
が
隠
遁
の
場
の
み
な
ら
ず
、
男
を
待
つ
空
間
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。 

 
 
 
 

男
の
「
来
む
」
と
て
来
ざ
り
け
れ
ば 

 
 

山
里
の
真
木
の
板
戸
も
鎖
さ
ざ
り
き
た
の
め
し
人
を
待
ち
し
宵
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
後
撰
集
』
恋
一
５８９
、
詠
人
不
知
） 

 

そ
し
て
「
山
里
で
男
を
待
つ
」
と
い
う
屏
風
絵
の
女
の
系
譜
を
引
く
物
語
の
女
君
と
し
て
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
明
石
君
、
及
び
浮
舟
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

明
石
を
出
て
大
堰
に
住
む
明
石
君
は
「
山
里
の
人
」
「
お
ほ
き
お
と
ゞ
の
山
里
に
こ
め
お
き
給
へ
る
人
」
と
形
容
さ
れ
る
。
源
氏
は
そ
の
「
山
里
の
つ
れ
づ
れ
」

を
慮
る
も
の
の
、
宮
仕
え
や
紫
の
上
の
存
在
と
い
っ
た
公
私
の
憚
り
ゆ
え
に
訪
れ
は
間
遠
と
な
り
、
彼
女
は
「
お
ぼ
つ
か
な
き
」
我
が
身
の
憂
さ
を
嘆
く
。 

ま
た
浮
舟
は
父
親
で
あ
る
八
の
宮
に
認
知
さ
れ
ず
、
受
領
の
後
妻
と
な
っ
た
母
、
中
将
の
君
と
共
に
東
国
へ
下
る
。
そ
の
後
、
薫
に
よ
り
宇
治
と
い
う
「
山
里
」
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に
隠
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
更
級
日
記
』
で
少
女
時
代
の
菅
原
孝
標
女
は
そ
の
よ
う
な
浮
舟
に
憧
憬
を
抱
き
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

物
語
に
あ
る
光
源
氏
な
ど
の
や
う
に
お
は
せ
む
人
を
、
年
に
ひ
と
た
び
に
て
も
か
よ
は
し
た
て
ま
つ
り
て
、
浮
舟
の
女
君
の
や
う
に
、
山
里
に
か
く
し
す
ゑ
ら

れ
て
、
花
、
紅
葉
、
月
、
雪
を
な
が
め
て
、
い
と
心
ぼ
そ
げ
に
て
、
め
で
た
か
ら
む
御
文
な
ど
を
時

く
ま
ち
見
な
ど
こ
そ
せ
め
、 

（
『
更
級
日
記
』
三
九
八
頁
） 

菅
原
孝
標
女
も
そ
の
幼
少
時
を
東
国
で
過
ご
し
た
受
領
の
娘
で
、
浮
舟
と
近
い
出
自
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

身
分
が
低
い
、
も
し
く
は
「
鄙
」
の
育
ち
で
あ
る
こ
と
が
「
山
里
の
女
」
を
構
成
す
る
要
素
と
想
定
さ
れ
る
。
身
分
や
出
自
故
に
正
式
な
妻
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
山

里
に
隠
さ
れ
て
高
貴
な
男
性
と
密
か
に
逢
瀬
を
も
つ
女
が
「
山
里
の
女
」
で
あ
り
、
身
分
差
と
「
山
里
」
の
都
か
ら
の
距
離
ゆ
え
に
、
男
の
訪
れ
は
間
遠
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。 

   
 
 
 

三
、
小
町
と
「
山
里
の
女
」
の
接
点 

そ
し
て
、
実
は
こ
の
よ
う
な
「
山
里
の
女
」
は
、
平
安
中
後
期
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
た
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
合
う
部
分
が
大
き
い
。
ま
ず
『
古
今
集
』

の
仮
名
序
は
、
小
町
を
は
じ
め
と
す
る
六
歌
仙
を
「
古
の
事
を
も
、
歌
を
も
知
れ
る
人
、
詠
む
人
」
の
中
で
も
、
「
官
、
位
、
高
き
人
」
以
外
で
「
近
き
世
に
、
そ

の
名
聞
え
た
る
人
」
と
す
る
。
小
町
の
実
際
の
出
自
は
と
も
か
く
と
し
て
、
貫
之
は
六
歌
仙
を
、
官
位
は
高
く
な
い
が
和
歌
に
優
れ
て
い
る
者
た
ち
と
し
て
認
識
し

て
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
時
代
の
小
町
の
身
分
に
つ
い
て
の
理
解
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
平
安
後
期
に
な
る
と
、
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
や
『
古
今

集
目
録
』
と
い
っ
た
歌
人
伝
が
小
町
を
「
出
羽
郡
司
女
」
と
す
る
。
小
町
は
、
浮
舟
な
ど
と
同
じ
東
国
に
出
自
を
も
つ
「
鄙
」
の
女
と
し
て
想
像
さ
れ
、
語
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
小
町
の
出
自
に
つ
い
て
の
理
解
は
先
に
述
べ
た
「
山
里
の
女
」
の
そ
れ
と
重
な
る
。 

ま
た
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
小
町
評
を
見
て
み
る
と
、
小
町
の
歌
は
「
古
の
衣
通
姫
の
流
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
衣
通
姫
」
は
そ
の
詠
が
『
古
今
集
』

墨
滅
歌
や
異
本
歌
に
見
出
せ
る
、
允
恭
天
皇
の
皇
后
の
妹
、
弟
姫
で
あ
る
。
藤
原
宮
や
河
内
の
茅
渟
に
住
み
、
天
皇
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
た
衣
通
姫
の
歌
と
し
て
『
古

今
集
』
の
墨
滅
歌
や
異
本
歌
に
見
え
る
の
は
、
以
下
の
二
首
で
あ
る
。 

 
 
 
 

思
ふ
て
ふ
言
の
は
の
み
や
秋
を
経
て
下 

 

衣
通
姫
の
、
独
り
居
て
、
帝
を
恋
ひ
奉
り
て 

 
 

わ
が
背
子
が
来
べ
き
宵
也
さ
ゝ
が
に
の
蜘
蛛
の
振
舞
ひ
か
ね
て
し
る
し
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
墨
滅
歌
、
本
来
、
恋
四
６８８
の
後
に
あ
り
） 

 
 
 
 
 

衣
通
姫
の
帝
に
献
歌 

 
 

と
こ
し
へ
に
き
み
も
あ
へ
む
や
い
さ
な
と

るり

お
き
の
玉
も
ゝ
よ
る
時
々
に 

（
元
永
本
恋
五
７６１
の
次
に
あ
り
。
六
条
家
本
、
寛
親
本
、
永
治
本
で
は
７５７
の
次
に
あ
り
、
前
田
本
、
天
理
本
、
伏
見
宮
本
で
は
７５７
の
次
に
書
き
入
れ
） 

こ
れ
ら
の
歌
々
は
天
皇
の
訪
れ
を
待
ち
わ
び
る
内
容
で
、
ま
た
「
わ
が
背
子
が
」
歌
は
「
蜘
蛛
の
振
舞
ひ
」
を
も
と
に
待
ち
人
の
来
訪
を
占
う
俗
信
を
背
景
と
し

た
歌
だ
が
、
蜘
蛛
じ
た
い
は
六
朝
期
の
『
玉
台
新
詠
』
な
ど
に
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
閨
怨
詩
、
す
な
わ
ち
愛
を
失
っ
て
嘆
く
閨
中
の
美
女
を
歌
っ
た
詩
に
も
散
見
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さ
れ
る
こ
と
が
山
口
博
氏
（
注
一
一
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
首
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
天
皇
と
の
「
空
間
的
隔
絶
」
に
よ
っ
て
齎
さ

れ
た
「
時
間
的
隔
絶
」
（
注
一
二
）
の
中
で
「
時
々
」
し
か
来
ぬ
帝
を
待
ち
、
「
独
り
居
」
る
衣
通
姫
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
衣
通
姫
の
姿
は
、
閨
怨
詩
に
描

か
れ
る
、
寵
を
失
っ
た
宮
女
や
、
遠
方
に
旅
立
っ
た
ま
ま
帰
ら
ぬ
夫
を
待
つ
女
の
姿
を
も
連
想
さ
せ
る
。 

そ
し
て
後
藤
祥
子
氏
（
注
一
三
）
や
山
口
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
古
今
集
』
所
収
の
小
町
歌
の
発
想
、
表
現
に
も
閨
怨
詩
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
の
だ
が
、

そ
の
よ
う
な
『
古
今
集
』
所
収
の
小
町
歌
十
八
首
中
、
六
首
が
夢
の
逢
瀬
と
関
わ
る
内
容
で
あ
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
。
和
歌
に
お
い
て
、
こ
れ
は
二
人
の
間
に
障

害
が
存
在
す
る
た
め
に
、
現
実
の
代
替
と
し
て
希
求
さ
れ
る
も
の
で
、
『
玉
台
新
詠
』
所
載
の
閨
怨
詩
の
中
に
も
巻
五
「
夢
見
美
人
」
、
巻
六
「
為
人
述
夢
」
な
ど
、

夢
を
題
材
に
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
以
下
に
掲
げ
る
小
町
の
夢
の
歌
か
ら
は
、
空
間
的
、
時
間
的
な
相
手
と
の
隔
絶
に
よ
り
、
現
実
の
訪
れ
は
稀
で
あ

り
、
僅
か
に
「
夢
」
で
し
か
逢
う
こ
と
が
望
め
な
い
と
い
う
恋
の
あ
り
よ
う
が
読
み
取
れ
る
。 

思
つ
ゝ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
し
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
『
古
今
集
』
恋
二
５５２
） 

現
に
は
さ
も
こ
そ
あ
ら
め
夢
に
さ
へ
人
目
を
守
る
と
見
る
が
わ
び
し
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
恋
三
６５６
） 

 

ゆ
め
ぢ
に
は
足
も
や
す
め
ず
通
へ
ど
も
現
に
ひ
と
め
見
し
ご
と
は
あ
ら
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
恋
三
６５８
） 

後
藤
氏
は
こ
う
し
た
歌
を
虚
構
的
な
性
格
の
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
が
真
情
を
詠
ん
だ
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
さ
て
お
き
、
こ
れ
ら
の
「
独
り
居
」

て
相
手
を
「
恋
」
う
よ
う
な
歌
、
こ
と
に
「
思
つ
ゝ
」
歌
の
よ
う
な
、
自
ら
相
手
を
思
っ
て
夢
に
見
、
そ
の
世
界
に
沈
滞
し
て
ゆ
く
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
の
歌
が
、

衣
通
姫
の
詠
作
に
通
じ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
小
町
が
「
衣
通
姫
の
流
」
と
呼
ば
れ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
歌
の
内
容
か
ら
、
小
町
の
実
人
生
も

「
衣
通
姫
的
」
で
あ
り
、
現
実
世
界
で
恋
人
と
自
由
に
逢
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
と
想
定
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
（
注
一
四
）
。 

そ
の
よ
う
な
想
定
を
も
と
に
小
町
の
生
を
想
像
し
て
ゆ
く
さ
い
、
肉
付
け
に
用
い
ら
れ
た
の
が
、
『
古
今
集
』
撰
者
の
時
代
か
ら
屏
風
絵
に
描
か
れ
て
い
た
「
山

里
の
女
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
衣
通
姫
が
宮
廷
か
ら
離
れ
た
場
所
で
天
皇
の
僅
か
な
訪
れ
を
待
っ
た
よ
う
に
、
小
町
も
ま
た
都
か
ら
離
れ
た
「
山
里
」
に
隠

さ
れ
、
来
ぬ
人
を
待
っ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

四
、
「
荒
れ
た
る
宿
」
と
「
山
里
」
と
「
月
」 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
ａ
歌
を
捉
え
る
と
き
、
第
二
句
の
「
荒
れ
た
る
宿
」
と
い
う
表
現
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
一
見
、
老
年
期
の
隠
棲
の
場
の
表
現

と
捉
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
中
野
方
子
氏
（
注
一
五
）
に
よ
れ
ば
こ
の
語
は
蜘
蛛
の
巣
が
張
り
、
寝
所
に
塵
が
積
も
り
、
庭
に
草
が
繁
る
と
い
う
、
閨
怨
詩
の
「
来
ぬ

人
を
待
つ
女
」
の
邸
宅
の
形
象
に
由
来
す
る
歌
語
で
あ
っ
た
。
平
安
前
、
中
期
に
は
、
荒
廃
し
た
邸
宅
は
男
の
来
訪
が
途
絶
え
た
為
に
精
神
的
、
物
質
的
な
拠
り
所

を
持
た
な
い
女
の
住
居
と
し
て
、
そ
し
て
男
女
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、
漢
文
、
和
文
を
問
わ
ず
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
に
「
荒
れ
た
る
宿
」
の

語
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。 

守
空
閨 

妾
獨
啼 

虚
座
塵
暗 

空
階
草
萋
（
…
）
丈
夫
何
時
凱
歌
歸 

不
堪
獨
見
落
花
飛 
落
花
飛
盡
顔
欲
老 

早
返
應
見
片
時
好 

 
 
 
 
 

 

（
『
文
華
秀
麗
集
』
５２
、
朝
野
鹿
取
「
奉
和
春
閨
怨
」) 
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良
岑
の
宗
貞
の
少
将
、
も
の
へ
ゆ
く
道
に
、
五
条
わ
た
り
に
て
、
雨
い
た
う
降
り
け
れ
ば
、
荒
れ
た
る
門
に
立
ち
か
く
れ
て
見
入
る
れ
ば
、
（
…
）
階
の
間
に
梅

い
と
を
か
し
う
咲
き
た
り
。
鴬
も
鳴
く
。
人
あ
り
と
も
見
え
ぬ
御
簾
の
う
ち
よ
り
、
薄
色
の
衣
、
濃
き
衣
、
う
へ
に
着
て
、
た
け
だ
ち
い
と
よ
き
ほ
ど
な
る
人

の
、
髪
、
た
け
ば
か
り
な
ら
む
と
見
ゆ
る
が
、 

 
 
 
 

よ
も
ぎ
生
ひ
て
荒
れ
た
る
宿
を
う
ぐ
ひ
す
の
人
来
と
鳴
く
や
た
れ
と
か
待
た
む 

と
ひ
と
り
ご
つ
。 

  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
  
   

  
 
 

（
『
大
和
物
語
』
一
七
三
段
） 

築
地
な
ど
崩
れ
た
る
が
、
さ
す
が
に
蔀
な
ど
上
げ
て
、
簾
か
け
渡
し
て
あ
る
人
の
家
あ
り
。
簾
の
も
と
に
、
女
ど
も
あ
ま
た
見
え
た
れ
ば
、
こ
の
男
、
た
だ
に

も
過
ぎ
で
、
「
な
ど
か
そ
の
庭
は
心
す
ご
げ
に
荒
れ
た
る
」
な
ど
い
ひ
入
れ
た
れ
ば
、
「
誰
ぞ
、
か
う
い
ふ
は
」
な
ど
問
ひ
け
れ
ば
、
「
な
ほ
、
道
ゆ
く
人
ぞ
」

と
い
ひ
入
る
。
築
地
の
崩
れ
よ
り
見
い
だ
し
て
、
こ
の
女
、 

人
の
あ
き
に
庭
さ
へ
荒
れ
て
道
も
な
く
よ
も
ぎ
し
げ
れ
る
宿
と
や
は
見
ぬ 

と
書
き
て
、
い
だ
し
け
れ
ど
、
も
の
書
く
べ
き
具
、
さ
ら
に
な
か
り
け
れ
ば
、
た
だ
、
口
移
し
に
、
男
、 

誰
が
あ
き
に
あ
ひ
て
あ
れ
た
る
宿
な
ら
む
わ
れ
だ
に
庭
の
草
は
生
さ
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
平
中
物
語
』
三
六
段
） 

ま
た
、
ａ
歌
の
第
五
句
に
は
秋
の
「
月
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
中
国
六
朝
の
閨
怨
詩
に
も
、
平
安
初
期
の
そ
れ
に
も
「
明
月
」
が
「
空
閨
」
を
照
ら
す
と

い
う
類
型
が
存
在
し
て
お
り
（
注
一
六
）
、
「
月
」
と
荒
廃
し
た
邸
宅
の
女
の
組
み
合
わ
せ
は
以
下
の
例
の
よ
う
に
、
来
ぬ
男
を
待
つ
女
性
が
独
り
寝
を
か
こ
ち
、

月
を
眺
め
る
様
の
表
現
と
な
る
。 

此
日
愁
思
春
草
萋 

階
前
花
積
妾
不
掃
（
…
）
愁
向
高
樓
明
月
孤 

片
時
枕
上
夢
中
意 

幾
度
往
還
塞
外
途 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
『
文
華
秀
麗
集
』
５３
、
巨
勢
識
人
「
奉
和
春
閨
怨
」) 

日
夕
君
門
閉 

孤
思
不
暫
安 

塵
生
秋
帳
満 

月
向
夜
床
寒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

同
、
５７
、
巨
勢
識
人
「
奉
和
長
門
怨
」) 

な
お
「
月
」
と
「
荒
れ
た
る
宿
」
の
女
の
取
り
合
わ
せ
を
詠
ん
だ
歌
も
以
下
の
よ
う
に
あ
り
、
十
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
『
輔
尹
集
』
の
例

は
屏
風
歌
で
あ
る
。 

か
く
て
、
の
ち
も
な
ほ
間
遠
な
り
。
月
の
明
き
夜
、
う
ち
臥
し
て
、
「
う
ら
や
ま
し
く
も
」
な
ど
な
が
め
ら
る
れ
ば
、
宮
に
聞
こ
ゆ
。 

 
 
 
 

月
を
見
て
荒
れ
た
る
宿
に
な
が
む
と
は
見
に
来
ぬ
ま
で
も
た
れ
に
告
げ
よ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
和
泉
式
部
日
記
』
三
七
頁
） 

 
 
 
 

あ
れ
た
る
や
と
に
月
み
る
女
あ
り
、
水
に
か
け
う
つ
り
た
る
に
、
ま
た
人
な
し 

 
 

い
か
に
す
む
水
に
か
ゝ
け
の
か
よ
ふ
ら
ん
と
し
く
る
こ
と
に
く
る
人
も
な
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
彰
考
館
文
庫
蔵
（
巳
・
八
）
『
輔
尹
集
』
58
） 

そ
し
て
注
目
し
た
い
の
が
、
以
下
に
掲
げ
る
『
源
氏
物
語
』
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
荒
廃
し
、
雪
の
積
も
っ
た
末
摘
花
の
屋
敷
が
「
山
里
の
心
ち
」
と
表
現

さ
れ
て
い
る
。 

御
車
寄
せ
た
る
中
門
の
、
い
と
い
た
う
ゆ
が
み
よ
ろ
ぼ
ひ
て
、
夜
目
に
こ
そ
し
る
き
な
が
ら
も
よ
ろ
ず
隠
ろ
へ
た
る
事
多
か
り
け
れ
、
い
と
あ
は
れ
に
さ
び
し

く
荒
れ
ま
ど
へ
る
に
、
松
の
雪
の
み
暖
た
か
げ
に
降
り
つ
め
る
、
山
里
の
心
ち
し
て
も
の
あ
は
れ
な
る
を
、
か
の
人

く
の
言
ひ
し
葎
の
門
は
、
か
う
や
う
な
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る
所
な
り
け
む
か
し
、
げ
に
心
ぐ
る
し
く
ら
う
た
げ
な
ら
ん
人
を
こ
ゝ
に
据
ゑ
て
、
う
し
ろ
め
た
う
恋
し
と
思
は
ば
や
、･

･･ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
源
氏
物
語
』
末
摘
花
巻
、
依
拠
本
①
二
二
六
頁
） 

末
摘
花
の
屋
敷
は
、
「
山
里
の
女
」
が
男
を
待
つ
屋
敷
と
、
「
荒
れ
た
る
宿
」
の
二
重
写
し
に
な
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
光
景
を
目
に
し
た

源
氏
は
「
か
の
人

く
の
言
ひ
し
葎
の
門
」
は
こ
の
よ
う
な
場
所
だ
ろ
う
、
と
考
え
、
「
げ
に
心
ぐ
る
し
く
ら
う
た
げ
な
ら
ん
」
女
性
を
こ
う
し
た
屋
敷
に
「
据
」

え
る
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。 

こ
こ
で
源
氏
が
回
想
す
る
の
は
、
雨
夜
の
品
定
め
に
お
け
る
「
世
に
あ
り
と
人
に
知
ら
れ
ず
、
さ
び
し
く
あ
ば
れ
た
ら
む
葎
の
門
に
、
思
ひ
の
ほ
か
に
ら
う
た
げ

な
ら
ん
人
の
閉
ぢ
ら
れ
た
ら
ん
こ
そ
限
り
な
く
め
づ
ら
し
く
は
お
ぼ
え
め
」
（
『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
、
依
拠
本
①
三
七
頁
）
と
い
う
発
言
で
あ
っ
た
。
「
世
に
あ
り
と
人

に
知
ら
れ
」
ぬ
場
所
で
の
、
理
想
の
女
性
の
占
有
へ
の
欲
求
が
語
ら
れ
る
場
面
と
い
え
る
。
山
里
も
「
荒
れ
た
る
宿
」
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
可
能
と
し
て
く
れ

る
場
で
あ
り
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
る
女
性
は
男
以
外
に
頼
る
相
手
も
な
く
、
不
安
と
希
望
と
の
間
で
揺
曳
し
な
が
ら
相
手
を
待
ち
続
け
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
う
し
た
十
一
世
紀
ご
ろ
ま
で
の
「
荒
れ
た
る
宿
」
を
め
ぐ
る
用
例
か
ら
、
「
山
里
」
の
「
荒
れ
た
る
宿
」
で
「
月
」
を
眺
め
る
女
の
姿
が
読
み
取
れ
る
ａ
歌
に

つ
い
て
も
、
そ
の
始
発
の
段
階
で
は
小
町
が
己
の
意
志
で
遁
世
し
た
際
の
詠
で
は
な
く
、
山
里
に
「
閉
ぢ
」
ら
れ
、
荒
れ
果
て
た
家
で
男
を
待
ち
、
月
を
眺
め
る
小

町
の
詠
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

す
る
と
ａ
歌
の
下
二
句
「
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん
あ
き
の
よ
の
つ
き
」
は
、
「
月
」
の
光
が
荒
れ
果
て
た
空
閨
を
照
ら
す
長
い
年
月
へ
の
詠
嘆
と
解
せ
る
で
あ
ろ
う
。

「
い
く
よ
」
に
は
「
幾
世
」
と
「
幾
夜
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
月
夜
に
は
男
の
来
訪
が
期
待
さ
れ
る
が
、
相
手
が
来
な
い
場
合
、
都
と
隔
絶
し
た
物
寂
し
い
「
山

里
」
に
在
る
小
町
は
月
を
眺
め
て
心
を
慰
め
る
し
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
日
々
が
続
く
中
で
相
手
に
逢
わ
な
い
ま
ま
年
月
は
「
経
」
り
、
小
町
は
日
々
満
ち
欠
け
す

る
月
を
眺
め
、
時
間
の
推
移
と
、
訪
れ
が
な
い
そ
の
月
日
の
長
さ
を
実
感
す
る
。
そ
れ
が
ａ
歌
の
本
来
の
内
容
な
の
で
は
な
い
か
。 

な
お
、
次
に
掲
げ
る
『
古
今
集
』
の
小
町
歌
二
首
は
、
小
野
小
町
と
い
う
人
物
が
時
間
の
経
過
、
則
ち
「
経
」
る
こ
と
に
よ
る
「
花
の
色
」
や
相
手
の
「
言
の
葉
」

の
「
う
つ
ろ
ひ
」
を
注
視
し
、
詠
嘆
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。 

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
古
今
集
』
春
下
１１３
） 

今
は
と
て
わ
が
身
時
雨
に
ふ
り
ぬ
れ
ば
事
の
葉
さ
へ
に
移
ろ
ひ
に
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
、
恋
五
７８２
） 

ａ
歌
は
、
こ
の
「
う
つ
ろ
ひ
」
へ
の
注
視
の
姿
勢
を
も
受
け
継
い
で
い
よ
う
。
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
荒
廃
し
て
ゆ
く
家
は
、
〈
小
町
〉
の
容
色
や
恋
人
の
心
の
衰

え
を
も
暗
示
し
て
い
る
。
相
手
の
訪
れ
と
経
済
的
な
援
助
が
あ
れ
ば
、
住
ま
い
が
「
荒
れ
た
る
宿
」
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
変
わ
ら
ず
自
分
の
元

を
訪
れ
る
の
は
、
「
幾
世
」
も
前
か
ら
こ
の
山
里
を
訪
れ
続
け
て
い
た
「
月
」
の
み
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
不
変
の
存
在
で
あ
る
「
月
」
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
荒
れ
た
る
宿
」
の
語
か
ら
喚
起
さ
れ
る
相
手
の
恋
心
の
「
う
つ
ろ
ひ
」
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
こ
の
歌
が
独
詠
か
男
へ
の
贈
歌
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
神
宮
文
庫

本
系
統
の
詞
書
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
相
手
の
男
と
「
む
つ
れ
」
て
い
る
際
に
、
長
い
間
訪
れ
の
無
か
っ
た
こ
と
を
恨
ん
で
詠
み
掛
け
た
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。 

な
お
、
笹
川
博
司
氏
（
注
一
七
）
は
、
「
山
里
」
と
「
月
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
が
勅
撰
集
で
は
『
後
拾
遺
集
』
に
初
出
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
月
」
は
仏
道
修
行
の

場
と
し
て
の
山
里
を
照
ら
す
「
宗
教
的
象
徴
」
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
『
後
拾
遺
集
』
以
降
の
価
値
観
に
則
っ
て
ａ
歌
が
再
解
釈
さ
れ

96 
 



た
結
果
、
こ
れ
は
山
里
で
男
を
待
つ
小
町
の
歌
か
ら
、
山
里
で
仏
道
修
行
を
す
る
老
境
の
小
町
の
歌
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
の
で
は
な
い
か
。 

  

 
 
 

五
、
「
出
所
不
明
歌
」
の
内
の
山
里
関
係
歌 

 

そ
し
て
特
筆
す
べ
き
は
『
小
町
集
』
基
幹
部
分
の
「
出
所
不
明
歌
」
の
中
に
は
ａ
歌
の
他
に
も
、
山
里
で
待
つ
小
町
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
歌
々
が
存
在
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

つ
ま
こ
ふ
る
さ
を
し
か
の
ね
ぞ
さ
よ
ふ
け
て
我
が
た
ぐ
ひ
は
あ
り
と
し
る
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
唐
草
１５
、
神
宮
３４
、
静
嘉
５３
、
承
空
６０
、
書
乙
５９
、
正
保
５８
） 

 

こ
の
歌
の
上
二
句
で
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
妻
を
求
め
る
牡
鹿
の
物
悲
し
い
鳴
き
声
で
あ
る
。
そ
の
声
を
聞
い
た
詠
者
は
、
牡
鹿
と
自
分
は
夜
が
更
け
て
も
恋
人

に
逢
え
ず
思
い
を
募
ら
せ
て
い
る
点
で
「
た
ぐ
ひ
」
即
ち
、
同
類
だ
（
注
一
八
）
と
感
じ
る
。 

こ
こ
に
「
山
里
」
の
語
は
直
接
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、
「
鹿
」
は
秋
の
山
、
も
し
く
は
山
里
の
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
掲
し
た
『
忠
見
集
』

五
七
番
歌
は
そ
の
一
例
で
あ
り
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
用
例
が
見
ら
れ
る
。 

是
貞
親
王
家
歌
合
の
歌 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

忠
岑 

山
里
は
秋
こ
そ
こ
と
に
わ
び
し
け
れ
し
か
の
な
く
音
に
目
を
さ
ま
し
つ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
『
古
今
集
』
秋
上
、
２１４
） 

奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け

鳴
（
な
く
）

鹿
の
こ
ゑ
き
く
時
ぞ
秋
は
か
な
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
、
２１５
、
詠
人
不
知
） 

次
の
歌
を
見
よ
う
。 

秋
の
田
の
か
り
ほ
に
き
ゐ
る
い
な
か
た
の
い
な
と
も
人
に
い
は
ま
し
も
の
を 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
神
宮
） 

 
 

 
 

 

（
唐
草
１６
、
神
宮
４４
、
静
嘉
５６
、
承
空
６２
、
書
乙
６１
、
正
保
６０
） 

こ
の
歌
は
第
三
句
「
い
な
か
た
の
」
ま
で
が
「
否
」
を
導
き
出
す
序
詞
で
あ
り
、「
否
」
と
相
手
を
拒
絶
し
て
い
た
な
ら
ば
、
と
仮
想
し
て
い
る
。
詠
者
は
、
現
実

に
は
相
手
の
男
を
拒
絶
で
き
ず
、
辛
い
思
い
に
苛
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
い
な
か
た
」
の
語
は
未
詳
で
あ
る
が
、
唐
草
装
飾
本
で
は
こ
の
部
分
が
「
い
な
ご
ま

ろ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、「
き
ゐ
る
」
と
い
う
行
為
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
虫
か
鳥
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、『
堤
中
納
言
物
語
』「
虫
め
づ
る

姫
君
」
の
虫
か
ら
取
ら
れ
た
童
の
名
に
「
い
な
か
た
ち
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
「
い
な
か
た
」
に
由
来
す
る
名
で
あ
る
と
す
れ
ば
虫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

さ
て
、
こ
の
「
い
な
か
た
」
の
語
は
『
小
町
集
』
の
他
に
は
、
十
一
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
に
活
躍
し
た
藤
原
経
信
の
家
集
『
経
信
集
』
に
一
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
。 

 
 
 

 

見
秋
田 

 
 

き
り
は
る
ゝ
か
ど
た
の
う
へ
の
い
な
か
た
の
あ
ら
は
れ
わ
た
る
あ
き
の
ゆ
ふ
ぐ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

（
書
陵
部
蔵
（
五
〇
一
・
二
〇
六
）
本
『
経
信
集
』
１００
） 

 

こ
れ
は
「
桂
」
の
田
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
「
桂
」
は
貴
族
の
別
荘
地
で
あ
り
、
『
金
葉
集
』
や
『
散
木
奇
歌
集
』
に
は
「
桂
の
山
里
」
の
語
も
見
出
せ
る
。
そ
こ
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で
詠
ま
れ
た
「
田
」
の
歌
に
「
い
な
か
た
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
い
な
か
た
」
は
「
山
里
」
特
有
の
風
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。 

ま
た
『
源
氏
物
語
』
の
郊
外
の
自
然
描
写
に
屏
風
絵
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
片
野
達
郎
氏
の
指
摘
が
あ
る
（
注
一
九
）
が
、「
山
里
」
で
あ
る
小
野

の
描
写
に
、
秋
の
「
田
」
が
登
場
す
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

人
の
け
は
ひ
い
と
少
な
う
、
木
枯
ら
し
の
吹
き
払
ひ
た
る
に
、
鹿
は
た
ゞ
ま
が
き
の
も
と
に
た
ゝ
ず
み
つ
ゝ
、
山
田
の
引
板
に
も
お
ど
ろ
か
ず
、
色
濃
き
稲
ど

も
の
中
に
ま
じ
り
て
う
ち
鳴
く
も
、
愁
へ
顔
な
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
夕
霧
」
④
一
二
六
～
一
二
七
頁
） 

 
 

門
田
の
稲
刈
る
と
て
、
所
に
つ
け
た
る
物
ま
ね
び
し
つ
ゝ
、
若
き
女
ど
も
は
歌
う
た
ひ
け
う
じ
あ
へ
り
。
引
板
ひ
き
鳴
ら
す
お
と
も
を
か
し
く
、
見
し
東
路
の

こ
と
な
ど
も
思
ひ
出
で
ら
れ
て
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
源
氏
物
語
』
手
習
巻
、
依
拠
本
⑤
三
三
九
～
三
四
〇
頁
） 

 

こ
れ
ら
は
夕
霧
が
落
葉
宮
を
得
よ
う
と
す
る
箇
所
と
、
中
将
が
出
家
前
の
浮
舟
の
姿
を
見
る
直
前
の
箇
所
の
、
小
野
の
風
景
描
写
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
部
分
は

「
思
ひ
の
ほ
か
に
ら
う
た
げ
な
ら
ん
人
」
と
の
山
里
で
の
出
会
い
を
描
い
て
お
り
、
屏
風
絵
や
和
歌
の
「
山
里
の
女
」
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
「
田
」

の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
絵
や
歌
の
享
受
に
よ
っ
て
人
々
の
中
に
形
成
さ
れ
た
「
山
里
」
像
の
中
に
「
田
」
の
光
景
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す

る
。
「
秋
の
た
の
」
歌
の
上
三
句
が
描
く
の
も
、
秋
の
山
里
の
光
景
な
の
で
は
な
い
か
。 

次
の
歌
を
見
よ
う
。
先
の
二
首
は
現
存
伝
本
四
系
統
六
類
の
す
べ
て
に
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
歌
は
唐
草
装
飾
本
に
は
見
え
な
い
。
先
の
二
首
よ
り
も
後
で
小

町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
が
、
神
宮
文
庫
本
系
統
な
ど
の
他
の
系
統
の
伝
本
に
は
存
在
し
て
お
り
、『
小
町
集
』
基
幹
部
分
に
位
置
す
る
歌
と
い
え
る
。 

卯
の
花
の
さ
け
る
垣
ね
は
時
な
ら
ぬ
我
ご
と
ぞ
な
く
鶯
の
声 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
神
宮
） 

（
唐
草
な
し
、
神
宮
３６
、
静
嘉
５５
、
承
空
６１
、
書
乙
６０
、
正
保
５９
） 

こ
こ
で
は
第
一
句
「
卯
」
に
「
憂
」
、
第
四
句
「
な
く
」
に
鶯
が
「
鳴
く
」
こ
と
と
詠
者
が
「
泣
く
」
こ
と
、
第
五
句
「
鶯
」
に
「
憂
く
干
ず
」
が
掛
け
ら
れ
て
お

り
、
卯
の
花
が
咲
く
夏
に
な
っ
て
も
鳴
き
続
け
る
春
の
鳥
、
鶯
に
、
憂
さ
が
絶
え
る
こ
と
が
無
く
泣
き
続
け
る
自
分
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
卯

の
花
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
山
」
や
「
山
里
」
の
景
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

 
 
 

山
里
の
卯
花
に
鶯
の
鳴
き
侍
け
る
を 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

平
公
誠 

 
 

卯
花
を
散
り
に
し
梅
に
ま
が
へ
て
や
夏
の
垣
根
に
鶯
の
鳴
く 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
拾
遺
集
』
夏
、
８９
） 

 
 
 

 

題
知
ら
ず 

 
 

 
 

よ
み
人
知
ら
ず 

 
 

山
が
つ
の
垣
根
に
咲
け
る
卯
花
は
誰
が
白
妙
の
衣
か
け
し
ぞ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
同
、
９３
） 

 
 
 

 

山
里
の
卯
花
を
よ
め
る 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

藤
原
通
宗
朝
臣 

 
 

跡
絶
え
て
来
る
人
も
な
き
山
里
に
わ
れ
の
み
見
よ
と
咲
け
る
卯
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
後
拾
遺
集
』
夏
、
１７１
） 

 

す
る
と
「
卯
の
花
」
と
「
鶯
」
の
語
に
「
憂
」
を
掛
け
て
、
憂
愁
を
強
調
す
る
こ
の
歌
も
、『
小
町
集
』
に
お
い
て
は
「
山
里
」
に
在
る
女
の
嘆
き
を
詠
ん
だ
も
の

と
し
て
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

98 
 



六
、
井
手
の
歌 

 

ま
た
、
第
一
章
で
相
模
が
摂
取
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
た
井
手
の
山
吹
を
詠
ん
だ
歌
も
「
山
里
」
で
待
つ
小
町
の
詠
と
し
て
解
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。 

ゐ
で
の
や
ま
ぶ
き 

 
 

色
も
香
も
な
つ
か
し
き
か
な
か
は
づ
鳴
ゐ
で
の
わ
た
り
の
山
吹
の
花 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
神
宮
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
唐
草
な
し
、
神
宮
４０
、
静
嘉
５７
、
承
空
６３
、
書
乙
６２
、
正
保
６１
） 

こ
の
歌
も
「
卯
の
花
の
」
歌
同
様
に
唐
草
装
飾
本
以
外
の
全
て
の
伝
本
が
伝
え
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
大
意
は
、「
色
も
香
り
も
何
と
慕
わ
し
い
こ
と
だ
、
蛙
が
鳴

い
て
い
る
井
出
の
渡
り
の
山
吹
の
花
は
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
『
古
今
集
』
の
次
の
歌
を
本
歌
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。 

 
 

春
雨
に
に
ほ
へ
る
色
も
あ
か
な
く
に
香
さ
へ
な
つ
か
し
山
ぶ
き
の
は
な 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
『
古
今
集
』
春
下
１２２
、
詠
人
不
知
） 

さ
て
、
井
手
は
『
八
雲
御
抄
』
に
よ
れ
ば
山
城
に
あ
り
、
家
永
香
織
氏
（
注
二
〇
）
に
よ
れ
ば
現
在
の
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
で
あ
る
。
こ
の
地
に
は
橘
諸
兄
の

円
提
寺
や
山
荘
で
あ
る
相
楽
別
業
が
あ
り
、
橘
氏
の
本
拠
地
と
し
て
早
く
か
ら
栄
え
て
い
た
。
こ
の
地
で
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
『
萬
葉
集
』
巻
十
九
の
「
十

一
月
八
日
在
於
左
大
臣
橘
朝
臣
宅
肆
宴
歌
四
首
」
で
あ
り
（
注
二
一
）
、
橘
諸
兄
、
聖
武
天
皇
、
母
が
諸
兄
の
妹
で
あ
る
藤
原
八
束
、
大
伴
家
持
が
諸
兄
の
家
で
開

か
れ
た
宴
席
に
集
い
、
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
『
萬
葉
集
』
に
「
井
手
」
の
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
は
な
い
。
こ
の
地
が
歌
枕
と
し
て
和
歌
に
詠
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
次
に
掲
げ
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
詠
人
不
知
歌
が
発
端
と
見
ら
れ
る
。 

 

題
し
ら
ず 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

読
人
し
ら
ず 

 
 

蛙
な
く
井
手
の
山
ぶ
き
ち
り
に
け
り
花
の
さ
か
り
に
逢
は
ま
し
も
の
を 

こ
の
歌
は
、
あ
る
人
の
曰
く
、
橘
清
友
が
歌
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
『
古
今
集
』
春
下

１２５
） 

 

こ
こ
で
は
「
蛙
」
及
び
「
山
吹
」
が
井
手
の
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
井
手
が
山
吹
の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
、 

井
手
と
い
ふ
所
に
、
山
吹
の
花
の
お
も
し
ろ
く
咲
き
た
る
を
見
て 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

恵
慶
法
師 

 
 

山
吹
の
花
の
盛
り
に
井
手
に
来
て
こ
の
里
人
に
な
り
ぬ
べ
き
哉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
『
拾
遺
集
』
春
６９
） 

か
ら
窺
え
る
。
そ
し
て
山
吹
は
時
に
、
蛙
と
の
取
り
合
わ
せ
で
詠
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

ゆ
か
り
と
も
聞
え
ぬ
物
を
山
吹
の
か
は
づ
の
声
に
ゝ
ほ
ひ
け
る
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
正
保
版
歌
仙
家
集
本
『
貫
之
集
』
２５４
） 
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山
ぶ
き 

 
 

や
ま
ぶ
き
の
は
な
の
み
ぎ
は
に
ゝ
ほ
へ
ば
や
さ
は
に
か
は
づ
の
こ
ゑ
き
こ
ゆ
ら
ん 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
西
本
願
寺
本
『
忠
見
集
』
７８
） 

こ
の
取
り
合
わ
せ
は
早
く
『
萬
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
が
、 

 
 
 

 

厚
見
王
歌
一
首 

 
 

河
津
鳴

か

わ

づ

な

く 
甘
南
備
河
尓

か

む

な

び

か

は

に 

陰
所

か

げ

み

見
而

み

え

て 

今い

ま

香か

開さ

く

良ら

武む 

山や

ま

振ぶ

き

乃の

花は

な 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
萬
葉
集
』

巻
八

１４３５
） 

と
、「
甘
南
備
河
」
の
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
蛙
」
及
び
「
山
吹
」
が
井
手
に
限
っ
た
景
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
十
二
世

紀
半
ば
の
『
袋
草
紙
』
は
数
奇
者
で
あ
る
藤
原
節
信
と
能
因
法
師
が
井
手
の
蛙
の
死
骸
と
長
柄
の
橋
の
鉋
屑
を
見
せ
合
っ
た
と
い
う
説
話
を
載
せ
て
お
り
、
ま
た
十

三
世
紀
の
『
無
名
抄
』
に
も
、 

 
 

ヨ
ノ
人
思
ヒ
テ
侍
ハ
、
タ
ヾ
カ
ヘ
ル
ヲ
バ
ミ
ナ
カ
ハ
ヅ
ト
云
ゾ
ト
思
テ
侍
メ
リ
。
ソ
レ
モ
タ
ガ
ヒ
侍
ラ
ズ
。
サ
レ
ド
カ
ハ
ヅ
ト
申
カ
ヘ
ル
ハ
ホ
カ
ニ
ハ
侍
ラ
ズ
、

タ
ヾ
ヰ
デ
河
ニ
ノ
ミ
侍
也
。
色
ク
ロ
キ
様
ニ
テ
、
イ
ト
オ
ホ
キ
ニ
モ
ア
ラ
ヌ
ヨ
ノ
ツ
ネ
ノ
カ
ヘ
ル
ノ
様
ニ
、
ア
ラ
ハ
ニ
ヲ
ド
リ
ア
リ
ク
事
ナ
ド
モ
イ
ト
シ
侍
ラ

ズ
。
ツ
ネ
ニ
ハ
水
ニ
ノ
ミ
ス
ミ
テ
夜
フ
ク
ル
ホ
ド
ニ
カ
レ
ガ
ナ
キ
タ
ル
イ
ミ
ジ
ク
心
ス
ミ
物
ア
ハ
レ
ナ
ル
聲
ニ
テ
ナ
ム
侍
ナ
リ
。 

と
あ
り
、「
井
手
」
の
蛙
が
和
歌
世
界
に
於
い
て
他
の
蛙
と
一
線
を
画
し
た
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
初
発
は
前
掲
の
「
蛙
な
く
」
歌
で
あ

ろ
う
。
本
章
で
扱
う
「
色
も
香
も
」
歌
も
、「
井
手
」
と
い
う
歌
枕
と
「
蛙
」
及
び
「
山
吹
」
が
共
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
蛙
な
く
」
歌
の
影
響
下
に
あ
る

歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
井
手
の
地
を
詠
ん
だ
歌
に
つ
い
て
明
川
忠
夫
氏
（
注
二
二
）
は
、
「
体
制
の
軌
道
か
ら
逸
れ
た
中
・
下
級
貴
族
た
ち
」
の
「
山
里
へ
の
あ
こ
が
れ
」
に

よ
っ
て
多
く
詠
ま
れ
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
井
手
は
橘
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
故
に
厳
密
な
意
味
で
は
山
里
と
は
言
え
な
い
が
、
橘
氏
の
没
落
に
よ
り
平
安
期
以

降
の
井
手
は
、
嘗
て
栄
華
を
極
め
た
頃
よ
り
も
遙
か
に
衰
微
し
て
し
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
「
山
里
」
的
な
地
と
見
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
の
で
は

な
い
か
。 

 

こ
の
歌
を
先
行
研
究
（
注
二
三
）
は
、
次
に
掲
げ
る
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
六
二
段
と
の
関
わ
り
か
ら
、
老
境
に
有
る
小
町
が
井
手
の
里
で
仏
道
修
行
を
し

乍
ら
閑
居
し
て
い
た
際
の
詠
で
あ
る
と
見
る
。 

（
筆
者
注
・
小
町
は
）
仁
明
の
御
子
も
と
か
げ
の
親
王
に

仕
ツ
カ
ハ

れ
て
住
吉
に
い
た
り
。
（
中
略
）
彼
親
王
か
う
じ
給
ひ
け
る
後
は
尼
に
成
て
井
出
寺
の
べ
つ
た

う
の
つ
ま
と
な
り
て
、
（
中
略
）
六
十
九
に
て
彼
井
出
寺
に
て

そ卒

し
た
り
と
い
へ
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
六
二
段
） 
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同
様
の
記
述
は
『
謡
曲
拾
葉
抄
』
『
光
広
卿
百
人
一
首
抄
』
に
見
え
、
ま
た
『
山
城
名
勝
志
』
に
井
手
の
里
が
小
野
小
町
終
焉
の
地
と
記
さ
れ
、
現
在
で
も
小
町

塚
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
小
町
が
そ
の
晩
年
、
井
手
に
居
住
し
た
と
い
う
伝
説
は
人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

但
し
、
井
手
の
地
に
纏
わ
る
歌
物
語
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
は
、
『
大
和
物
語
』
一
六
九
段
に
見
え
る
下
帯
伝
説
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
、

内
舎
人
で
あ
っ
た
色
好
み
の
男
が
大
三
輪
神
社
の
御
幣
使
と
し
て
大
和
国
に
下
っ
た
際
、
井
手
の
里
で
顔
か
た
ち
の
良
い
六
、
七
歳
の
子
供
に
出
会
っ
た
の
で
、
結

婚
の
約
束
を
し
て
帯
を
交
換
し
た
。
そ
の
子
供
は
そ
れ
を
忘
れ
ず
に
心
に
留
め
て
い
た
が
、
男
の
方
は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
七
、
八
年
の
後
に
男
が
ま
た
御
幣

使
に
命
ぜ
ら
れ
て
井
手
に
来
た
所
、
井
戸
で
水
を
汲
む
女
達
が
居
て
、
言
う
こ
と
に
は
…
と
、
い
う
も
の
で
、
話
の
結
末
を
示
さ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
に

森
本
茂
氏
（
注
二
四
）
は
『
古
事
記
』
下
巻
の
雄
略
天
皇
と
引
田
部
の
赤
猪
子
説
話
の
影
響
を
見
る
。
赤
猪
子
は
天
皇
の
口
約
束
を
忘
れ
ず
、
老
婆
に
な
る
迄
待
ち

続
け
た
女
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
女
が
天
皇
の
后
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
す
る
と
一
六
九
段
の
少
女
も
、
幸
福
な
結
末
を
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
『
袖
中
抄
』
は
、
こ
の
一
六
九
段
の
描
か
れ
な
か
っ
た
結
末
を
『
伊
勢
物
語
』
一
二
二
段
に
求
め
て
い
る
。 

 
 

む
か
し
、
男
、
ち
ぎ
れ
る
こ
と
あ
や
ま
れ
る
人
に
、 

 
 
 

 

山
城
の
井
出
の
玉
水
手
に
む
す
び
た
の
み
し
か
ひ
も
な
き
世
な
り
け
り 

 
 

と
い
ひ
や
れ
ど
、
い
ら
へ
も
せ
ず
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

男
は
、
夫
婦
と
な
る
約
束
を
破
っ
た
女
に
「
頼
み
に
し
た
甲
斐
も
な
い
二
人
の
間
柄
だ
」
と
詠
ん
だ
が
、
女
は
返
事
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

さ
て
、『
大
和
物
語
』
に
、
井
手
が
舞
台
に
な
る
の
で
は
な
い
が
、
登
場
人
物
の
詠
歌
の
中
に
「
井
手
」
と
い
う
歌
枕
が
詠
み
込
ま
れ
る
話
と
し
て
、
五
八
段
と
一

一
三
段
が
あ
る
。
ま
ず
五
八
段
で
は
、
陸
奥
に
お
い
て
兼
盛
が
源
重
之
の
娘
を
得
よ
う
と
す
る
が
、
年
が
若
す
ぎ
る
の
で
親
は
反
対
す
る
。
都
に
行
く
こ
と
と
な
っ

た
兼
盛
は
山
吹
に
つ
け
て
、
次
の
よ
う
な
歌
を
贈
る
。 

 
 

花
ざ
か
り
す
ぎ
も
や
す
る
と
か
は
ず
な
く
井
手
の
山
吹
う
し
ろ
め
た
し
も 

 

こ
こ
で
は
女
性
の
盛
り
を
形
容
す
る
為
に
『
古
今
集
』
一
二
五
番
歌
（
「
蛙
な
く
」
歌
）
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
都
に
上
る
男
が
陸
奥
の
女
を
、

井
手
の
山
吹
と
い
う
山
城
の
景
物
に
譬
喩
し
て
お
り
、
少
々
唐
突
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
兼
盛
の
恋
は
実
ら
ず
、
娘
は
別
の
男
と
一
緒
に
な
っ
て
上
京
し
、「
花
ざ

か
り
」
歌
を
陸
奥
の
土
産
と
言
っ
て
返
し
て
来
る
。 

次
に
一
一
三
段
で
は
、
公
平
の
女
が
兵
衛
の
尉
も
ろ
た
だ
と
恋
仲
に
な
る
が
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
う
。
兵
衛
の
尉
が
臨
時
の
祭
の
舞
人
に
指
名
さ
れ
た
の
で
女
は

そ
れ
を
見
物
に
行
き
、
昔
着
て
い
た
の
と
同
じ
摺
衣
の
袖
を
今
は
別
の
女
性
の
も
の
と
し
て
見
る
の
が
辛
い
、
と
い
う
内
容
の
歌
を
贈
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
男
は
、 

 
 

も
ろ
と
も
に
井
手
の
里
こ
そ
恋
し
け
れ
ひ
と
り
を
り
憂
き
山
吹
の
花 
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と
返
し
た
と
い
う
。 

 

こ
の
二
段
で
は
「
井
手
の
山
吹
」
及
び
「
井
手
の
里
」
が
女
性
の
譬
喩
と
し
て
和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、「
井
手
の
山
吹
」
に
譬
え
ら
れ
た
重
之
の
娘
は
兼
盛
で

は
な
く
別
の
男
と
結
ば
れ
、
ま
た
「
井
手
の
里
」
に
譬
え
ら
れ
た
公
平
の
娘
は
兵
衛
の
尉
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
六
九
段
で
は

男
は
結
婚
の
約
束
を
し
て
帯
を
交
換
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
井
源
衛
氏
（
注
二
五
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
井
手
」
の
歌
枕
が
男
女
の
仲
の
頼
み
難
さ
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
享
受
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
る
と
「
色
も
香
も
」
歌
は
元
々
閑
居
し
た
老
女
の
感
慨
と
見
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
井
手
で
男
を
待
つ
女
が
、
山
吹
と
い
う
花
の
「
色
」

に
相
手
の
自
分
を
思
う
心
を
譬
え
、
そ
れ
を
慕
わ
し
い
と
詠
ん
で
い
る
と
解
す
る
の
が
自
然
な
の
で
は
な
い
か
。
花
の
「
色
」
に
相
手
の
心
を
譬
え
る
例
は
以
下
の

よ
う
に
『
萬
葉
集
』
以
来
少
な
く
な
い
。 

月
草
之

E

つ

き

く

さ

の

A 
A

E

徙

E

う
つ
ろ
ひ

AAE

安
久

E

や

す

く

A 
AE

念
可
母

E

お

も

へ

か

も
A 

A
E

我
念

E

あ
が
お
も
ふ

AAE

人
之

E

ひ

と

の

A 
AE

事
毛
告

E

こ

と

も

つ

げ

AAE

不
来

E

こ

ぬ

A 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
『
萬
葉
集
』
巻

四
５８３
） 内

日
刺

E

う

ち

ひ

さ

す

A 
AE

宮
庭
有
跡

E

み

や

に

は

あ

れ

ど

A 
AE

鴨
頭

E

つ

き

AAE

草
乃

E

く

さ

の

A 
A

E

移

情

E

う
つ
ろ
ふ
こ
こ
ろ

A 
A
E

吾
思

E

わ
が
お
も
は

AAE

名
國

E

な

く

に

A 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
『
萬
葉
集
』
巻
十

二
３０５８
） 世

中
の
人
の
心
は
花
染
め
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
色
に
ぞ
有
け
る 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
『
古
今
集
』
恋
五
７９５
、
詠
人
不
知
） 

先
に
見
て
き
た
三
首
と
こ
の
「
色
も
香
も
」
歌
は
、「
山
里
」
の
語
こ
そ
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、
歌
語
か
ら
「
山
里
」
の
光
景
が
想
起
さ
れ
る
歌
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
「
つ
ま
こ
ふ
る
」
歌
で
は
相
手
の
訪
れ
な
い
嘆
き
が
、
「
秋
の
た
の
」
歌
で
は
相
手
を
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
が
、「
卯
の
花
の
」
歌
で
は
絶

え
る
こ
と
な
き
「
憂
さ
」
に
泣
き
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
苦
悩
が
、
そ
し
て
「
色
も
香
も
」
歌
で
は
相
手
の
心
が
慕
わ
し
い
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
首
が
ａ
歌

と
合
わ
せ
て
『
小
町
集
』
の
中
で
享
受
さ
れ
る
こ
と
で
、
山
里
で
来
ぬ
人
を
待
つ
〈
小
町
〉
像
が
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 

 

お
わ
り
に 

以
上
、
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
で
は
小
町
の
厭
世
と
閑
居
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
ａ
歌
が
、
本
来
は
山
里
で
男
を
待
つ
境
遇
に

あ
っ
た
小
町
の
歌
と
し
て
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
き
た
。
ま
た
、
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
に
は
ａ
歌
の
他
に
、
「
山
里
」
の

語
は
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
山
里
で
男
を
待
つ
小
町
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
歌
々
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
た
。 

ａ
歌
と
こ
れ
ら
の
歌
々
か
ら
は
歌
仙
家
集
本
系
統
に
の
み
収
め
ら
れ
て
い
る
ｃ
歌
の
よ
う
な
遁
世
の
感
慨
は
読
み
取
れ
ず
、
寧
ろ
山
里
に
お
い
て
「
世
の
中
」
の
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憂
さ
に
苦
し
む
女
の
姿
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
上
が
る
。
山
里
の
持
つ
隔
絶
の
機
能
は
遁
世
を
望
む
女
を
「
世
の
中
」
か
ら
隠
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
待

つ
女
に
と
っ
て
そ
の
機
能
は
負
の
方
向
に
働
く
。
『
小
町
集
』
の
初
発
段
階
に
於
け
る
「
山
里
」
は
決
し
て
「
世
の
う
き
よ
り
は
住
み
良
」
い
空
間
で
は
な
く
、
寧

ろ
「
世
の
中
」
の
憂
さ
が
そ
の
侭
に
持
ち
込
ま
れ
る
空
間
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

な
お
、『
小
町
集
』
が
増
補
・
展
開
を
遂
げ
て
ゆ
く
中
で
、「
山
里
」
の
歌
の
描
き
出
す
世
界
が
第
二
章
で
み
た
「
あ
ま
（
海
人
）
」
の
歌
と
同
様
の
推
移
を
辿
っ
て

い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
小
町
集
』
基
幹
部
分
の
「
あ
ま
」
の
歌
は
、
基
本
的
に
「
あ
ま
」
に
た
と
え
た
男
を
待
つ
姿
勢
を
、
海
辺
の
景
と
重
ね
合
わ

せ
な
が
ら
描
き
出
し
て
い
た
。
し
か
し
歌
仙
家
集
本
系
統
が
独
自
に
増
補
し
た
歌
々
の
中
で
も
、
特
に
第
三
部
、
第
四
部
に
存
す
る
「
ヨ
ノ
ナ
カ
ヲ
」
歌
や
「
ハ
ル

ノ
ヒ
ノ
」
歌
は
、「
あ
ま
」
を
出
家
し
た
自
身
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
歌
仙
家
集
本
系
統
の
第
三
部
以
降
は
、
「
基
幹
部
分
」
に
お
い
て
恋
歌
に
利
用
さ
れ
た

題
材
を
、
小
町
の
出
家
・
遁
世
を
描
写
す
る
た
め
に
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
小
町
集
』
の
増
補
の
過
程
で
、
恋
す
る
小
町
よ
り
も
晩
年
の
閑
居
す
る
小
町
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
ゆ
く
、
そ
の
様
相
を
、
「
あ
ま
」
や
「
山
里
」
を
題
材
に
し
た
歌
々
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

注 注
一
…
こ
の
歌
は
、
『
雲
葉
集
』
秋
歌
中 

月
部
、
５０６
に
「
秋
の
山
里
に
て
」
、
『
続
後
拾
遺
集
』
雑
上
、
１０２９
に
「
山
里
に
て
月
を
み
て
よ
め
る
」
と
し
て
入
集
す
る
。
ま
た
『
小
町
集
』
諸

本
に
お
け
る
本
文
異
同
は
第
一
部
第
一
章
に
お
い
て
示
し
た
が
、
『
続
後
拾
遺
集
』
で
は
第
一
句
が
「
山
ざ
と
に
」
、
第
五
句
が
「
秋
の
月
影
」
と
な
っ
て
お
り
、
『
雲
葉
集
』
で
も
第

五
句
が
「
秋
の
月
影
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
歌
仙
家
集
本
系
統
と
共
通
す
る
本
文
を
有
し
て
い
る
。
な
お
『
続
後
拾
遺
集
』
で
ａ
歌
は
月
を
見
て
時
間
の
経
過
を
詠
嘆
す
る
歌
の
中
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

注
二
…
前
田
善
子
『
小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
四
三
年
） 

注
三
…
片
桐
洋
一
『
小
野
小
町
追
跡
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
） 

注
四
…
角
田
宏
子
「
流
布
本
『
小
町
集
』
（
一
一
六
首
）
の
全
歌
考
」
（
『
『
小
町
集
』
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
） 

注
五
…
島
内
景
二
「
歌
の
論
理
と
家
集
の
論
理
―
小
野
小
町
と
菅
原
道
真
―
」
（
『
電
気
通
信
大
学
紀
要
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
年
六
月
） 

注
六
…
笹
川
博
司
「
「
山
里
」
の
自
然
美
の
形
成
」
（
和
泉
選
書
１４２
『
隠
遁
の
憧
憬
―
平
安
文
学
論
考
―
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
。
但
し
『
後
撰
集
』
雑
二
、
１１７２
は
「
人
の
国
」
を
「
山

里
」
と
表
記
す
る
。 

注
七
…
小
島
孝
之
「
「
山
里
」
の
系
譜
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
七
二
・
一
二
、
一
九
九
五
年
十
二
月
） 

注
八
…
斎
藤
由
紀
子
「
源
氏
物
語
宇
治
十
帖
に
お
け
る
「
山
里
」
」
（
『
国
文
目
白
』
四
二
、
二
〇
〇
三
年
三
月
） 
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注
九
…
静
嘉
堂
文
庫
本
で
は
ａ
歌
の
四
首
前
に
小
町
が
「
尼
」
に
な
っ
た
、
と
い
う
詞
書
と
共
に
『
古
今
集
』
雑
下
の
詠
人
不
知
の
贈
答
（
９７３
、
９７４
）
を
掲
げ
る
が
、
第
一
章
で
見
た
よ
う
に

静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
錯
簡
が
あ
り
、
後
に
位
置
す
る
歌
が
こ
こ
に
紛
れ
込
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
二
首
は
他
の
系
統
の
『
小
町
集
』
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
本
来
は
巻
末
増
補
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

注
一
〇･

･
･

今
西
祐
一
郎
「
山
里
」
（
『
国
文
学
』
二
八
巻
一
六
号
、
一
九
八
三
年
十
二
月
）
、
小
町
谷
照
彦
「
美
的
空
間
と
し
て
の
山
里
―
藤
原
公
任
」
（
『
古
今
和
歌
集
と
歌
こ
と
ば
表
現
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
等
に
指
摘
あ
り
。

注
一
一
…
山
口
博
「
小
町
閨
怨
」
（
『
中
古
文
学
』
二
二
号
、
一
九
七
八
年
九
月
）
、
山
口
博
『
閨
怨
の
詩
人

小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
）

注
一
二
…
清
水
文
雄
「
衣
通
姫
の
流
」
（
『
比
治
山
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
号
、
一
九
七
六
年
三
月→

）

注
一
三
…
後
藤
祥
子
「
小
野
小
町
試
論
」
（
『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
二
七
号
、
一
九
七
八
年
三
月
）
及
び
、
注
一
一
前
掲
論
文
に
指
摘
あ
り
。

注
一
四
…
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
は
「
う
つ
ゝ
に
は
」
歌
の
詞
書
を
「
や
ん
こ
と
な
き
人
の
し
の
ひ
給
に
」
と
し
、
秋
山
虔
「
小
野
小
町
的
な
る
も
の
」
（
塙
選
書
５
７
『
王
朝
女

流
文
学
の
形
成
』
塙
書
房
、
一
九
六
七
年
）
は
『
小
町
集
』
の
詞
書
や
所
収
歌
を
資
料
と
せ
ず
、
純
粋
に
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
を
読
み
解
い
た
結
果
、
身
分
の
高
い
男
性
と
の
叶
わ
ぬ

恋
が
小
町
の
詠
歌
の
契
機
に
な
っ
た
可
能
性
を
示
す
。
ま
た
山
口
博
『
閨
怨
の
詩
人

小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
）
で
は
小
町
が
、
結
婚
を
禁
じ
ら
れ
た
「
氏
女
」
で
あ
る

事
が
詠
作
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

注
一
五
…
中
野
方
子
「
思
婦
と
宮
怨
―
閨
怨
詩
に
お
け
る
類
型
素
材
と
類
型
表
現
―
」
（
『
平
安
前
期
歌
語
の
和
漢
比
較
文
学
的
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

注
一
六
…
中
野
方
子
「
廃
屋
と
琴
―
『
古
今
集
』
の
歌
語
と
閨
怨
詩
―
」
（
『
平
安
前
期
歌
語
の
和
漢
比
較
文
学
的
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

注
一
七
…
笹
川
博
司
「
源
氏
物
語
「
山
里
」
の
風
景
」
（
和
泉
選
書
１４２
『
隠
遁
の
憧
憬
―
平
安
文
学
論
考
―
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）

注
一
八
…
書
陵
部
乙
本
系
統
系
及
び
正
保
版
本
系
統
で
は
本
文
が
「
我
か
た
恋
を
あ
か
し
か
ね
つ
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
自
分
だ
け
が
激
し
く
相
手
を
恋
い
慕
っ
て
い
る
故
に
眠
れ
な
い
、
と

い
う
意
味
と
な
る
。

注
一
九
…
片
野
達
郎
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
絵
画
性
の
一
考
察
―
屏
風
絵
に
よ
る
自
然
描
写
に
つ
い
て
―
」
（
『
文
芸
研
究
』
二
三
、
一
九
五
六
年
七
月
）

注
二
〇
…
家
永
香
織
「
井
手
」
久
保
田
淳
、
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』(
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年)

 

注
二
一
…
石
井
庄
司
「
井
手
左
大
臣
邸
の
歌
群
」
（
『
解
釈
』
三
十
九
巻
三
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）

注
二
二
…
明
川
忠
夫

近
畿
民
俗
叢
書
第
七
巻
『
小
町
伝
説
―
聖
視
と
賎
視
―
』
（
現
代
創
造
社
、
一
九
八
七
年
）

注
二
三
…
前
田
善
子
『
小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
五
三
年
）
及
び
明
川
忠
夫

近
畿
民
俗
叢
書
第
七
巻
『
小
町
伝
説
―
聖
視
と
賎
視
―
』
（
現
代
創
造
社
、
一
九
八
七
年
）

注
二
四
…
森
本
茂
「
大
和
物
語
「
井
手
の
下
帯
」
の
段
の
生
成
―
神
婚
説
話
の
影
―
」
（
『
解
釈
』
三
十
四
巻
一
号
、
一
九
八
八
年
一
月
）

注
二
五
…
今
井
源
衛
「
井
手
の
下
帯
（
大
和
物
語
評
釈
・
５６
）
（
『
国
文
学
』
十
二
巻
五
号
、
一
九
六
七
年
四
月
）
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第
二
部
第
一
章

『
住
吉
物
語
』
と
小
野
小
町

―
引
用
さ
れ
た
小
町
詠
の
は
た
す
機
能
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

『
住
吉
物
語
』
は
『
源
氏
物
語
』
以
前
に
成
立
し
た
継
子
物
語
で
あ
る
が
、
成
立
当
初
の
姿
で
あ
る
「
古
本
」
は
早
く
に
散
逸
し
、
書
陵
部
蔵
（
五
一
〇
・
一
二
）

本
『
能
宣
集
』
の
住
吉
絵
の
記
述
か
ら
断
片
的
に
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
（
注
一
）
。
古
本
の
改
作
に
よ
っ
て
成
立
し
た
現
存
本
は
い
ず
れ
も
鎌
倉
期

よ
り
後
の
書
写
で
あ
る
。
諸
本
は
、
王
統
を
引
く
姫
君
が
継
母
に
虐
待
さ
れ
て
住
吉
流
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
長
谷
寺
の
霊
験
に
よ
っ
て
男
君
に
救
出
さ
れ
、

数
年
後
に
父
と
の
再
会
も
叶
っ
て
大
団
円
と
な
る
、
と
い
う
大
筋
を
共
通
し
て
も
ち
、
共
通
祖
本
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
本
文
、
こ
と
に
和
歌
の
数
は
大

き
く
異
な
る
。
享
受
の
過
程
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
増
補
改
変
や
削
除
が
行
わ
れ
た
結
果
、
現
存
諸
本
が
分
岐
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
流
動
的
な
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
諸
本
同
文
率
の
高
い
記
述
と
は
、
改
作
祖
本
、
そ
し
て
古
本
に
遡
る
可
能
性
を
も
つ
と
と
も
に
、
物
語
の
大
筋

を
さ
さ
え
る
箇
所
で
あ
る
は
ず
だ
。
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
落
丁
や
本
文
の
乱
れ
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
改
作
本
の
祖
本
に
も
っ
と
も
近
い
と
さ
れ
る
（
注

二
）
成
田
図
書
館
蔵
本
『
住
吉
物
語
』
（
以
下
、
成
田
本
）
が
も
つ
、
三
例
の
小
町
詠
引
歌
（
注
三
）
に
注
目
し
た
い
。
友
久
武
文
氏
（
注
四
）
の
掲
げ
る
代
表
本

文
―
流
布
本
・
略
本
・
中
間
本
・
広
本
の
四
類
十
八
系
統
を
見
る
に
、
こ
の
三
例
の
同
文
率
は
高
い
。
そ
の
理
由
を
、
引
歌
部
分
の
表
現
が
固
定
し
や
す
い
こ
と
に

求
め
る
む
き
も
あ
る
（
注
五
）
。
し
か
し
、
十
八
系
統
に
共
通
し
て
そ
の
詠
作
が
二
首
以
上
引
か
れ
る
歌
人
は
小
町
の
み
で
あ
る
。
小
町
詠
が
、
そ
し
て
小
町
と
い

う
歌
人
が
物
語
内
で
果
た
す
役
割
は
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
、
小
町
詠
の
引
用
が
物
語
の
構
造
、
展
開
の
中
で
担
う
機
能
と
、
小
町
の
歌
が
物
語
に
よ

び
こ
ま
れ
た
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
。

な
お
、
引
用
本
文
と
し
て
は
基
本
的
に
成
田
本
を
用
い
る
が
、
小
町
詠
引
歌
部
分
（
二
重
傍
線
部
）
に
つ
い
て
は
代
表
本
文
十
八
系
統
に
お
け
る
異
同
を
掲
出
し
、

小
町
詠
引
歌
が
多
く
の
本
文
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
諸
本
を
対
照
す
る
こ
と
で
改
作
祖
本
へ
の
肉
迫
を
は
か
り
た
い
（
注
六
）
。

一
、
長
歌
に
お
け
る
小
町
引
用
―
父
を
恋
う
表
現
と
し
て
―

そ
れ
で
は
、
小
町
詠
引
用
三
例
を
順
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。
最
初
の
小
町
詠
引
用
は
、
継
母
の
姦
計
を
逃
れ
て
住
吉
に
暮
ら
す
姫
君
が
無
事
を
知
ら
せ
る
べ
く
、
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実
家
の
中
納
言
邸
に
贈
っ
た
長
歌
の
な
か
に
あ
る
。

（
ａ
）
夜
の
衣
を

返
し
つ
つ

寝
る
夜
の
夢
の

ゆ
め
な
ら
で

恋
し
き
人
に

み
ち
の
く
の

あ
ぶ
く
ま
が
は
を

わ
た
る
べ
き

わ
が
身
な
ら
ね
ば

（
「
校
本Ⅰ

 

成
田
」
五
四
頁
）

【
本
文
異
同
】

○
夜
る
の
衣
を
か
へ
し
つ
ゝ

す
く
せ
な
け
れ
ば

た
ら
ち
を
の

思
ひ
か
ね
て
や

○白

○
よ
る
の
こ
ろ
も
を
か
へ
し
つ
つ
―
ナ
シ

○多

傍
線
部
は
以
下
の
小
町
詠
を
下
敷
き
に
し
た
表
現
で
あ
り
、
白
峯
本
、
多
和
本
系
統
以
外
に
大
き
な
異
同
は
な
い
。

い
と
せ
め
て
恋
し
き
時
は
む
ば
た
ま
の
夜
の
衣
を
返
し
て
ぞ
着
る

（
『
古
今
集
』
恋
二
５５４
）

「
夜
の
衣
を
返
」
す
と
は
『
萬
葉
集
』
の
「
袖
を
返
す
」
と
同
種
の
招
魂
の
呪
術
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
相
手
と
現
実
に
逢
う
こ
と
を
そ
の
目
的
と
み
る
解
釈
も

あ
る
が
（
注
七
）
、
和
歌
に
お
い
て
は
夢
の
逢
瀬
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
当
該
長
歌
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
も
と
「
い
と
せ

め
て
」
歌
を
用
い
て
お
り
、
「
恋
し
き
人
」
の
語
に
続
く
「
み
ち
の
く
」
に
「
見
」
、
「
あ
ぶ
く
ま
川
」
に
「
逢
ふ
」
を
響
か
せ
、
夢
の
な
か
で
「
恋
し
き
人
に

見

…
逢
ふ
…
」
と
い
う
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
夜
の
衣
を
返
し
て
眠
っ
た
夢
の
ほ
か
に
は
、
恋
し
い
人
に
そ
の
姿
を
見
せ
、
逢
う
こ
と
の
叶
わ
な
い
我
が
身
で
あ
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
い
と
せ
め
て
」
歌
は
『
古
今
集
』
恋
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
恋
歌
と
解
し
う
る
が
、
長
歌
に
お
い
て
姫
君
が
思
慕
す
る
対
象
は
誰
な
の
か
。

新
全
集
頭
注
（
注
八
）
は
姫
君
の
求
婚
者
と
み
て
い
る
よ
う
だ
が
、
姫
君
の
父
で
あ
る
中
納
言
と
す
る
説
も
あ
る
（
注
九
）
。
平
安
期
の
物
語
に
目
を
向
け
れ
ば
、

『
う
つ
ほ
物
語
』
楼
上
下
巻
の
い
ぬ
宮
は
離
れ
た
母
宮
を
、
『
源
氏
物
語
』
蓬
生
巻
の
末
摘
花
は
亡
く
な
っ
た
父
宮
を
思
っ
て
「
恋
」
の
語
を
詠
ん
で
い
る
。
肉
親

へ
の
慕
情
を
「
恋
」
の
語
で
表
現
す
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
突
飛
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
長
歌
は
家
族
の
な
か
で
も
、
特
に
父
中
納
言
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

姫
君
が
長
歌
を
贈
る
こ
と
を
思
い
立
つ
場
面
を
掲
げ
よ
う
。

住
の
江
に
は
、
霜
枯
れ
の
芦
こ
ほ
り
に
む
す
ぼ
れ
た
る
中
に
、
水
鳥
の
上
毛
の
霜
払
ひ
も
あ
へ
ず
鳴
く
音
に
つ
け
て
も
、
思
ひ
残
す
こ
と
な
か
り
け
り
。

「
中
納
言
殿
よ
り
は
じ
め
て
、
か
た
へ
の
人
々
、
い
か
に
思
し
嘆
く
ら
ん
。
親
に
も
の
を
思
は
せ
奉
る
は
、
罪
深
き
こ
と
に
こ
そ
。
生
き
て
あ
り
と
ば
か
り
は

知
ら
せ
奉
ら
む
」

（
「
校
本Ⅰ

 

成
田
」
五
二
頁
）
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こ
こ
に
登
場
す
る
上
毛
の
霜
を
払
っ
て
く
れ
る
つ
が
い
を
も
た
な
い
水
鳥
は
、
以
下
の
よ
う
に
恋
人
と
逢
え
ず
に
独
り
寝
る
姿
と
重
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

を
し

羽
の
上
の
霜
打
ち
払
ふ
人
も
な
し
鴛
鴦
の
ひ
と
り
ね
今
朝
ぞ
か
な
し
き

（
『
古
今
和
歌
六
帖
』
「
を
し
」
１４７５
）

冬
比
、
人
の
「
来
む
」
と
い
ひ
て
、
見
え
ず
な
り
に
し
つ
と
め
て

お
き
な
が
ら
明
か
し
つ
る
か
な
共
寝
せ
ぬ
鴨
の
上
毛
の
霜
な
ら
な
く
に

（
『
和
泉
式
部
集
続
集
』
２３８
）

だ
が
、
姫
君
が
こ
の
よ
う
な
孤
独
な
水
鳥
の
声
に
誘
発
さ
れ
て
思
い
や
る
の
は
、
彼
女
に
懸
想
す
る
男
君
や
結
婚
が
決
ま
っ
て
い
た
左
兵
衛
督
で
は
な
く
、
父
を

は
じ
め
と
し
た
「
か
た
へ
の
人
々
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
に
父
へ
の
罪
悪
感
か
ら
消
息
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
決
意
す
る
の
で
あ
っ
た
。
彼
女
が
父
を
第
一
に
思
う

の
は
、
継
母
と
は
対
照
的
に
、
姫
君
に
限
り
な
い
愛
情
を
注
ぐ
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
長
歌
の
（
ａ
）
の
直
前
に
は
、
「
た
ら
ち
を
の

な
か
を
離

れ
て

鶴
の
子
の

く
も
ゐ
は
る
か
に

立
ち
わ
か
れ

行
方
も
し
ら
ず
」
と
、
こ
の
よ
う
な
父
の
元
か
ら
離
れ
て
さ
す
ら
う
身
の
上
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
流
れ
か
ら
す
る
と
、
「
恋
し
き
人
」
も
父
の
中
納
言
を
さ
す
こ
と
ば
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

「
衣
（
袖
）
を
返
す
」
と
い
う
行
為
の
恋
歌
以
外
の
用
例
と
し
て
は
『
栄
花
物
語
』
二
九
「
た
ま
の
か
ざ
り
」
所
載
の
妍
子
哀
傷
歌
「
藤
衣
か
へ
す
が
へ
す
も
悲

し
き
は
涙
の
か
か
る
み
ゆ
き
な
り
け
り
」
、
『
六
条
院
宣
旨
集
』
一
一
一
番
歌
「
母
う
せ
て
、
ま
た
の
年
の
は
て
の
こ
ろ
／
押
さ
へ
か
ね
涙
に
く
れ
し
衣
手
を
ひ
き

か
へ
し
て
も
な
ほ
ぞ
悲
し
き
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
哀
傷
の
歌
で
、
姫
君
の
立
場
と
完
全
に
重
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
会
う
こ
と
が
叶
わ
な
い
恋
人
以

外
の
存
在
へ
の
想
い
を
、
「
衣
（
袖
）
を
返
す
」
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
表
現
す
る
例
が
他
に
も
あ
る
点
、
注
意
さ
れ
る
。

さ
て
、
長
歌
に
お
い
て
ゆ
い
い
つ
「
恋
し
き
人
」
に
ま
み
え
る
こ
と
が
可
能
な
場
と
さ
れ
る
「
夢
」
は
、
現
実
に
逢
う
こ
と
が
叶
わ
な
い
存
在
と
の
交
感
を
可
能

に
す
る
異
界
で
あ
り
（
注
一
〇
）
、
物
理
的
な
障
害
や
人
目
と
い
っ
た
「
隔
て
」
を
無
化
す
る
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
長
歌
を
詠
ん
だ
時
点
で
の
姫
君
も
ま
た
「
隔

て
」
の
な
か
に
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
家
を
出
た
姫
君
は
住
吉
に
隠
棲
す
る
尼
君
を
頼
る
が
、
そ
の
庵
は
海
の
す
ぐ
そ
ば
に
作
ら
れ
、
「
人
目
も
わ
ざ
と
訪
は
れ
ず

は
見
る
べ
く
も
な
く
、
あ
は
れ
な
る
す
み
か
に
ぞ
侍
り
け
る
」(

「
校
本Ⅰ

 

成
田
」
五
〇
頁
）
と
い
う
場
所
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
『
源
氏
物
語
』
帚

木
巻
で
左
馬
頭
は
、
物
語
に
お
い
て
出
奔
し
た
女
が
「
深
き
山
里
、
世
離
れ
た
る
海
づ
ら
な
ど
」
に
隠
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
が
、
住
吉
は
ま
さ
し
く
姫
君
の
隠

れ
家
に
ふ
さ
わ
し
い
「
海
づ
ら
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
こ
の
隠
れ
家
は
継
母
の
悪
意
か
ら
姫
君
を
隔
て
、
守
り
は
す
る
が
、
継
母
の
そ
ば
に
い
る
中
納
言
や
彼
女
に
好
意
的
で
あ
っ
た
人
々
か
ら
も
姫
君
を
隔
離
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し
て
し
ま
う
。
中
納
言
と
の
再
会
を
可
能
と
す
る
場
は
も
は
や
、
現
実
の
障
害
が
す
べ
て
取
り
払
わ
れ
た
「
夢
」
の
ほ
か
に
な
い
。
そ
の
中
で
姫
君
が
父
に
向
け
る

感
情
は
、
「
恋
」
の
語
の
古
代
的
な
意
味
で
あ
る
「
目
の
前
に
な
い
相
手
を
求
め
る
心
の
働
き
で
あ
り
所
有
欲
」
（
注
一
一
）
に
他
な
る
ま
い
。

近
藤
み
ゆ
き
氏
（
注
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
『
古
今
集
』
以
降
、
恋
歌
に
お
い
て
「
恋
」
を
核
と
し
た
語
を
男
性
の
も
の
と
す
る
観
念
が
和
歌
の
世
界
を
規
制
す
る

の
で
あ
り
、
女
の
身
で
恋
愛
感
情
を
「
恋
し
き
」
と
う
た
い
あ
げ
る
「
い
と
せ
め
て
」
歌
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
男
性
的
な
主
体
が
仮
構
さ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
自
ら
の
「
恋
し
き
」
思
い
を
表
出
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
切
実
さ
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
歌

の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
姫
君
の
父
へ
の
思
慕
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
思
い
の
強
さ
と
、
不
可
能
と
は
知
り
な
が
ら
も
再
会
を
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
心
を
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

二
、
「
照
応
」
す
る
小
町
詠
引
用

い
っ
ぽ
う
、
女
君
の
ゆ
く
え
を
求
め
る
男
君
は
長
谷
寺
に
参
籠
し
、
そ
の
霊
夢
の
な
か
で
彼
女
の
姿
を
見
た
。
そ
の
夢
が
さ
め
た
の
ち
の
男
君
の
つ
ぶ
や
き
に
も
、

小
町
詠
の
こ
と
ば
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。

（
ｂ
）
春
夏
も
す
ぎ
、
九
月
ば
か
り
に
長
谷
に
籠
り
て
祈
り
給
ひ
け
り
。
二
七
と
い
ふ
夜
、
夜
も
す
が
ら
行
ひ
て
、
暁
が
た
に
ち
と
ま
ど
ろ
み
た
る
御
夢
に
、
や
む

ご
と
な
き
女
房
の
う
ち
そ
ば
む
き
て
ゐ
た
る
を
、
つ
く

ぐ
と
見
給
へ
ば
、
わ
が
思
ふ
人
な
り
。
…
袖
を
ひ
か
へ
て
、
「
お
は
し
ま
し
ど
こ
ろ
知
ら
せ
さ
せ

給
へ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、

わ
た
つ
う
み
の
そ
こ
と
も
し
ら
ず
わ
び
ぬ
れ
ば
す
み
よ
し
と
こ
そ
あ
ま
は
い
ふ
な
れ

と
の
た
ま
ひ
て
、
帰
り
給
ひ
ぬ
。
う
ち
お
ど
ろ
く
ま
ま
に
、
い
よ

く
、
「
夢
と
知
り
せ
ば
さ
め
ず
こ
そ
」
と
か
な
し
み
給
ひ
け
り
。

（
「
校
本Ⅰ

 

成
田
」
五
六
～
五
七
頁
）

【
本
文
異
同
】

○
引
歌
な
し

○小
○住
○契

○
夢
と
し
り
せ
ば
さ
め
ず
こ
そ
―
夢
と
し
り
せ
ば

○藤
○鈴
○大
／
夢
と
し
り
な
ば

○千

夢
と
知
り
た
ら
ば
さ
め
ま
じ
物
を

○京
／
ゆ
め
と
し
り
せ
ば
さ
め
ざ
ら
ま
し
物
を

○正
／
ゆ
め
と
し
り
せ
ば
さ
め
ざ
ら
ま
し

○徳
／
夢
と
し
る
な
ら
ば
お
ど
ろ
か
ざ
ら
ま
し

○晶
／
夢
と
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せ
り
せ
ば
さ
め
ま
じ

○横
／
夢
に
し
ら
せ
ば
さ
め
ざ
ら
ま
し

○白
／
夢
と
思
は
ば
さ
め
ざ
ら
ま
し
を

○陽
／
夢
と
お
も
は
ば
さ
め
ざ
ら
ま
し
も
の
を

○真

夢
と
し
り
せ
ば
し
ば
し
も
事
と
は
ま
ほ
し
か
り
し
物
を
ね
ざ
め
い
ま
さ
ら
う
ら
め
し
く

○多
／
ゆ
め
と
し
り
な
ば
い
ま
ゝ
で
を
も
ふ
こ
と
を
い
ひ
て
ま
し

○筑

二
重
傍
線
部
は
以
下
の
小
町
詠
を
踏
ま
え
た
発
言
で
あ
る
。

思
つ
ゝ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
し
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を

（
『
古
今
集
』
恋
二
５５２
）

三
本
に
は
引
歌
部
分
が
な
く
、
ま
た
多
和
本
系
、
筑
波
大
本
系
で
は
、
第
四
句
の
あ
と
に
、
夢
に
現
れ
た
姫
君
と
話
を
し
た
か
っ
た
、
と
い
う
内
容
が
続
く
。
し

か
し
成
田
本
同
様
、
第
四
句
、
五
句
を
引
く
も
の
が
九
本
あ
り
、
こ
ち
ら
を
原
型
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

こ
こ
で
男
君
は
、
夢
に
姫
君
が
見
え
た
こ
と
へ
の
感
慨
と
目
覚
め
た
後
の
名
残
惜
し
さ
を
表
出
す
る
。
「
思
つ
ゝ
」
歌
に
つ
い
て
は
現
実
以
上
の
価
値
を
、
は
か

な
い
は
ず
の
、
し
か
し
障
害
が
無
化
さ
れ
た
夢
に
求
め
る
姿
勢
（
注
一
三
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
男
君
に
も
そ
の
姿
勢
に
通
じ
る
も
の
を
見
て
よ
い
。
彼
は
長

く
行
方
が
知
れ
な
か
っ
た
姫
君
と
漸
く
夢
で
邂
逅
し
た
の
で
あ
り
、
姫
君
と
の
隔
て
が
無
化
さ
れ
た
「
夢
」
に
留
ま
り
た
い
と
感
じ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。
だ
が
、
こ
こ
で
男
君
は
姫
君
の
歌
に
よ
っ
て
そ
の
居
所
を
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
夢
に
お
い
て
充
た
さ
れ
な
か
っ
た
思
い
は
、
住
吉
下
向
―
す
な
わ
ち
現
実
に

お
け
る
隔
て
の
無
化
へ
と
男
君
を
つ
き
う
ご
か
し
て
ゆ
く
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
思
つ
ゝ
」
歌
は
、
（
ａ
）
に
お
い
て
姫
君
が
引
い
た
「
い
と
せ
め
て
」
歌
と
同
様
、
『
古
今
集
』
恋
二
巻
頭
に
三
首
連
続
し
て
置
か
れ
た
小
町

詠
の
う
ち
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
二
首
は
『
住
吉
物
語
』
で
は
と
も
に
夢
の
逢
い
と
の
関
わ
り
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
二
首
が
と
も
に
籠
も
り
の
空

間
に
あ
っ
て
引
か
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
項
を
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
姫
君
の
住
吉
隠
棲
が
成
女
式
の
忌
み
籠
も
り
の
側
面
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
指

摘
が
あ
る
が
（
注
一
四
）
、
い
っ
ぽ
う
男
君
の
長
谷
寺
参
籠
も
霊
夢
を
得
る
た
め
の
忌
み
籠
も
り
な
の
で
あ
る
（
注
一
五
）
。
こ
の
二
場
面
に
特
に
因
果
関
係
は
な

く
、
思
慕
の
方
向
や
籠
も
り
の
動
機
も
対
応
し
て
い
な
い
が
、
諸
本
を
見
わ
た
せ
ば
、
男
君
と
姫
君
の
間
に
は
他
に
も
こ
う
し
た
共
通
項
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

三
角
洋
一
氏
（
注
一
六
）
は
、
広
本
系
の
一
部
に
お
い
て
、
男
君
も
姫
君
も
枯
れ
た
芦
の
絶
え
間
に
浮
か
ん
で
い
る
水
鳥
に
目
を
と
め
歌
を
詠
む
場
面
が
存
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
「
姫
君
の
行
方
を
案
じ
る
男
君
と
、
都
の
父
や
妹
た
ち
を
恋
い
慕
う
姫
君
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
孤
愁
の
思
い
が
正
し
く
向
き
あ
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
」
が
、
「
場
面
の
照
応
を
読
む
べ
き
と
こ
ろ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
男
君
と
姫
君
の
あ
い
だ
の
「
照
応
」
は
、
一
部
の
本
文
に
限

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
諸
本
が
共
通
し
て
も
つ
、
男
君
が
姫
君
を
垣
間
見
す
る
場
面
。
成
田
本
で
は
こ
の
部
分
が
落
丁
し
て
い
る
の
で
、
藤
井
本
の

本
文
を
掲
出
し
よ
う
（
注
一
七
）
。

い
ま
少
し
し
の
び
た
る
声
に
て
、
琴
か
き
な
ら
し
て
、
「
か
ひ
の
白
嶺
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
」
と
言
ひ
て
け
り
。
こ
れ
な
む
姫
君
は
と
、
胸
う
ち
さ
わ
ぎ
て
し
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の
び
か
ね
つ
つ
、
蔀
を
う
ち
叩
け
ば
、
「
あ
や
し
、
誰
な
ら
む
」
と
見
れ
ば
、
少
将
立
ち
給
へ
り
。
…
い
か
な
る
文
か
と
見
れ
ば
、

し
ら
ゆ
き
の
よ
に
ふ
る
か
ひ
は
な
け
れ
ど
も
お
も
ひ
き
え
な
む
こ
と
ぞ
か
な
し
き

と
て
、
さ
ま

ぐ
の
こ
と
書
き
給
へ
り
。

（
『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
』
④
一
六
一
～
一
六
二
頁
）

姫
君
が
琴
を
か
き
な
ら
し
て
う
た
う
『
好
忠
集
』
の
歌
と
、
男
君
の
文
に
記
さ
れ
た
歌
は
、
雪
の
ほ
か
に
「
か
ひ
」
「
お
も
ひ
」
の
語
が
共
通
す
る
が
、
男
君
の

文
は
姫
君
の
歌
を
聴
く
前
に
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
男
君
が
初
瀬
に
籠
も
っ
て
霊
夢
を
受
け
、
姫
君
の
姿
を
見
た
そ
の
夜
、
姫
君
も
夢
に
男
君
の
姿
を
見
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
箇
所
は
成
田
本
も
保
有

し
て
い
る
の
で
、
成
田
本
の
本
文
を
掲
げ
よ
う
。

住
吉
に
は
そ
の
暁
、
姫
君
、
あ
と
に
ふ
し
た
る
侍
従
に
聞
こ
ゆ
る
や
う
、
「
ま
ど
ろ
み
た
り
つ
る
夢
に
、
少
将
の
心
細
か
り
つ
る
山
の
中
に
た
だ
ひ
と
り
草
枕

し
て
、
泣
き
ふ
し
給
へ
る
と
こ
ろ
に
行
き
た
れ
ば
、
我
を
見
つ
け
て
袖
を
ひ
か
へ
て
、

た
づ
ね
か
ね
深
き
山
路
に
ま
よ
ふ
か
な
君
が
す
み
か
を
そ
こ
と
し
ら
ね
ば

と
な
む
あ
り
つ
る
」

（
「
校
本Ⅰ

 

成
田
」
五
七
～
五
八
頁
）

男
君
の
夢
と
姫
君
の
夢
の
描
写
は
一
致
し
な
い
。
先
に
（
ｂ
）
と
し
て
掲
げ
た
男
君
の
夢
に
は
、
姫
君
の
詠
ん
だ
「
わ
た
つ
う
み
の
」
し
か
歌
が
な
い
。
対
し
て

姫
君
の
夢
に
は
男
君
の
「
た
づ
ね
か
ね
」
の
歌
が
あ
る
が
、
男
君
は
じ
し
ん
の
夢
の
中
で
は
「
お
は
し
ま
し
ど
こ
ろ
知
ら
せ
さ
せ
給
へ
」
と
言
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
男
君
が
姫
君
の
「
袖
を
ひ
か
え
」
る
点
、
暁
に
「
ま
ど
ろ
」
ん
だ
夢
に
お
い
て
相
手
を
見
て
い
る
点
は
一
致
し
、
双
方
の
歌
に
「
そ
こ
」
と
「
し
ら
」
な
い
、

と
い
う
共
通
の
表
現
が
見
ら
れ
も
す
る
。

こ
う
し
た
、
恋
の
は
じ
ま
り
の
場
面
か
ら
姫
君
と
男
君
の
再
会
前
夜
ま
で
続
く
ふ
た
り
の
「
照
応
」
は
『
住
吉
物
語
』
の
恋
物
語
と
し
て
の
側
面
を
支
え
る
も
の

と
言
え
よ
う
が
、
そ
の
中
に
（
ａ
）
（
ｂ
）
の
場
面
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
二
場
面
に
は
特
に
因
果
関
係
な
ど
な
く
、
男
君
と
姫
君

の
思
い
は
水
鳥
の
場
面
同
様
「
正
し
く
向
き
あ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
。
し
か
し
姫
君
は
、
「
い
と
せ
め
て
」
歌
を
用
い
て
「
恋
し
き
人
」
と
夢
で
逢
う
こ
と

を
求
め
、
そ
れ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
男
君
は
姫
君
の
夢
を
見
て
「
思
つ
ゝ
」
歌
を
引
く
。
現
実
と
は
う
ら
は
ら
に
、
ふ
た
り
は
深
い
部
分
で
繋
が
っ
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。
小
町
詠
引
歌
は
個
人
の
心
情
表
出
の
枠
を
超
え
て
、
本
人
た
ち
の
意
志
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
の
男
君
と
姫
君
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三
、
「
心
か
ら
」
歌
と
姫
君
の
流
離

さ
て
、
男
君
は
霊
夢
を
受
け
て
住
吉
に
下
り
、
姫
君
と
再
会
す
る
。
そ
し
て
彼
女
を
都
に
伴
い
、
上
京
の
途
に
つ
く
の
で
あ
っ
た
。
三
例
目
の
小
町
詠
引
用
が
見

ら
れ
る
の
は
、
上
京
一
行
の
船
が
「
河
尻
」
の
地
に
さ
し
か
か
っ
た
場
面
で
あ
る
。

（
ｃ
）
河
尻
を
過
ぐ
れ
ば
、
そ
の
日
人
ど
も
あ
ま
た
舟
に
つ
き
て
、

心
か
ら
う
き
た
る
ふ
ね
に
の
り
そ
め
て
ひ
と
い
と
浪
に
ぬ
れ
ぬ
日
ぞ
な
き

な
ん
ど
う
た
ひ
て
、
淀
ま
で
ぞ
送
り
け
る
。

（
「
校
本Ⅰ

 

成
田
」
六
七
頁
）

【
本
文
異
同
】

○
歌
な
し

○横
○陽
○真

○
心
か
ら
う
き
た
る
ふ
ね
を
し
て
こ
ゑ

く
に
う
た
ひ
て

く
る
ま
で

マ
マ
。
「
く
る
ま
ま
で
」
か

お
く
り
た
て
ま
つ
る

○筑

○
の
り
そ
め
て
―
の
り
も
せ
で
／
の
り
ぬ
れ
ば

○鈴
／
の
り
を
し
て

○住

○
ひ
と
い
と
な
み
に
―
ひ
と
ひ
も
な
み
に

○藤
○徳
○鈴
○臼
○多
○晶
○筑
○小
○契
○正
○千
○白
／
な
み
に
も
そ
で
の

○住
／
ひ
と
ひ
も
そ
で
の

○大
／
一
に
ち
な
み
に

○京

○
ぬ
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
―
ぬ
れ
日
そ
な
き

○臼
／
ぬ
れ
ぬ
日
は
な
し

○小
／
ぬ
れ
ぬ
間
ぞ
な
き

○千

成
田
本
と
十
五
本
の
本
文
で
は
、
以
下
の
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
が
そ
の
ま
ま
物
語
中
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

男
の
気
色
を
や
う

く
つ
ら
げ
に
見
え
け
れ
ば

心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
乗
り
そ
め
て
一
日
も
浪
に
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き

（
『
後
撰
集
』
恋
三
７７９
）

詠
者
や
歌
の
位
置
づ
け
は
本
に
よ
っ
て
相
違
を
み
せ
る
。
成
田
本
で
は
本
文
が
乱
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
人
ど
も
」
の
歌
謡
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
千
種
本
系
は

尼
君
詠
、
徳
川
本
系
、
白
峯
本
系
は
姫
君
詠
と
し
て
お
り
、
登
場
人
物
の
詠
と
し
て
物
語
に
組
み
込
む
理
解
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
歌
謡
と
す
る
本
文
の

ほ
う
が
多
い
。
京
都
本
系
、
晶
州
本
系
、
住
吉
本
系
の
四
系
統
で
は
舟
歌
、
藤
井
本
の
ほ
か
七
本
で
は
船
に
乗
っ
た
遊
女
の
歌
謡
と
す
る
（
注
一
八
）
。

「
河
尻
」
の
地
は
『
大
和
物
語
』
『
新
猿
楽
記
』
に
遊
女
の
居
所
と
し
て
記
さ
れ
、
平
安
・
中
世
に
遊
女
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
神
崎
川
の
両
岸
と
推
定
さ
れ

る
（
注
一
九
）
。
ま
た
『
栄
花
物
語
』
の
記
述
か
ら
、
十
一
世
紀
に
は
遊
女
が
住
吉
へ
往
還
す
る
都
人
の
舟
に
つ
き
、
歌
舞
音
曲
を
披
露
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
が
、
「
心
か
ら
」
歌
じ
た
い
、
舟
の
上
の
遊
女
と
無
縁
で
は
な
い
。
藤
原
基
俊
の
『
新
撰
朗
詠
集
』
遊
女
項
に
は
、
商
人
の
舟
に
乗
る
こ
と
を
拒
絶
さ
れ
た
遊
女

の
謡
っ
た
も
の
と
し
て
「
心
か
ら
」
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
乗
初
て
ひ
と
日
も
浪
に
濡
ぬ
日
そ
な
き

遊
女
欲
乗
商
人

ノ

船
々
人
以
梶
打
懸
水

ヲ

反
袖
掩
而
泣
啼
此
歌
去

小
野
小

町

（
『
新
撰
朗
詠
集
』
遊
女
項
６７４
）

『
住
吉
物
語
』
に
「
心
か
ら
」
歌
が
引
用
さ
れ
た
時
期
と
、
こ
の
乗
船
拒
否
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
先
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
「
心
か
ら
」
歌
の
第
二
句
に
詠

ま
れ
た
「
う
き
た
る
舟
」
と
は
、
小
町
谷
照
彦
氏
（
注
二
〇
）
が
「
漂
流
・
漂
泊
を
表
象
す
る
歌
こ
と
ば
で
あ
り
、
掛
詞
的
に
憂
愁
を
想
起
さ
せ
る
」
と
す
る
「
う

き
舟
」
と
同
趣
の
歌
語
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
四
句
の
「
浪
」
に
は
「
涙
」
が
響
か
さ
れ
、
み
ず
か
ら
不
安
定
な
恋
に
身
を
投
じ
た
ゆ
え
に
、
日
々
涙
に
濡
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
女
の
姿
が
、
あ
や
う
い
舟
に
乗
っ
て
波
に
濡
れ
る
舟
人
と
二
重
写
し
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
形
象
は
船
上
に
生
活
し
て
客
を

取
る
遊
女
に
き
わ
め
て
近
く
、
遊
女
が
身
の
上
の
憂
愁
を
表
出
す
る
も
の
と
し
て
「
心
か
ら
」
歌
を
愛
唱
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

改
作
祖
本
の
段
階
で
は
「
心
か
ら
」
歌
は
遊
女
の
歌
謡
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
襲
す
る
本
文
、
登
場
人
物
の
詠
と
す
る
本
文
に
分
岐
し
た
と
見
ら
れ

よ
う
。

さ
て
、
先
行
研
究
は
こ
の
場
面
や
「
心
か
ら
」
歌
を
、
男
君
に
迎
え
取
ら
れ
る
ま
で
の
姫
君
の
生
と
関
連
さ
せ
て
解
し
て
き
た
。
友
久
武
文
氏
（
注
二
一
）
は
姫

君
の
住
吉
下
向
の
際
に
も
「
河
尻
」
の
情
景
が
描
写
さ
れ
、
し
か
も
船
人
に
よ
っ
て
歌
謡
が
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

河
尻
を
過
ぐ
れ
ば
、
を
か
し
く
行
き
か
よ
ふ
船
に
乗
り
た
る
も
の
ど
も
、
あ
や
し
き
声
し
て
、
「
つ
ま
も
さ
だ
め
ぬ
岸
の
姫
松
」
と
う
た
ひ
て
こ
ぎ
ゆ
く
も
、

見
な
ら
は
ぬ
心
地
し
て
あ
は
れ
な
り
。

（
「
校
本Ⅰ

 

成
田
」
四
八
頁
）

友
久
氏
は
こ
の
「
つ
ま
も
さ
だ
め
ぬ
岸
の
姫
松
」
と
い
う
舟
歌
を
「
不
安
な
流
離
の
姫
君
の
心
象
描
写
」
と
し
、
対
し
て
（
ｃ
）
の
場
面
で
は
「
遊
君
の
歎
き
を

き
い
て
、
姫
君
が
住
吉
に
下
っ
た
淋
し
さ
も
思
い
出
さ
れ
、
そ
れ
と
対
照
的
に
現
在
の
仕
合
せ
が
浮
び
上
る
」
と
し
て
、
二
場
面
の
対
応
を
み
て
い
る
。
ま
た
三
角

洋
一
氏
（
注
二
二
）
は
そ
れ
に
加
え
て
、
「
心
か
ら
」
歌
が
成
田
本
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
姫
君
失
踪
の
折
の
書
き
置
き
「
わ
が
身
こ
そ
な
が
れ
も
ゆ
か
め
み
づ

く
き
の
跡
は
と
ど
め
む
形
見
と
も
み
よ
」
（
注
二
三
）
、
住
吉
行
の
際
の
尼
君
の
同
情
の
歌
「
す
み
よ
し
の
あ
ま
と
な
り
て
は
す
ぎ
し
か
ど
か
ば
か
り
袖
を
濡
ら
し

や
は
せ
し
」
（
「
校
本Ⅰ

 

成
田
」
四
九
頁
）
と
も
呼
応
し
、
姫
君
の
「
受
苦
の
日
々
を
す
す
ぎ
浄
め
る
」
と
解
す
る
。
な
お
、
伊
東
祐
子
氏
（
注
二
四
）
も
、
こ
の
歌

に
姫
君
の
「
涙
で
過
ご
し
た
住
吉
で
の
日
々
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
「
心
か
ら
」
歌
の
下
二
句
「
ひ
と
ひ
も
な
み
に
ぬ
れ
ぬ
ひ
ぞ
な
き
」
が
、

住
吉
で
冬
を
過
ご
す
女
君
の
様
子
を
描
く
藤
井
本
の
一
節
「
わ
が
身
の
う
へ
に
浪
立
ち
か
ゝ
る
こ
ゝ
ち
し
て
け
る
」
（
『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
』
④
一
七
九
頁
）
に
響
か
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せ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

「
心
か
ら
」
歌
の
こ
と
ば
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
の
個
別
の
指
摘
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
心
か
ら
」
歌
が
姫
君
の

流
離
の
描
写
と
連
関
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
『
後
撰
集
』
の
詞
書
を
は
な
れ
て
歌
だ
け
を
取
り
出
し
て
み
れ
ば
、
「
心
か
ら
」
歌
の
上
三
句
「
心

か
ら
う
き
た
る
舟
に
乗
り
そ
め
て
」
か
ら
し
て
、
姫
君
が
舟
に
乗
っ
て
住
吉
に
下
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
『
住
吉
物
語
』
現
存
諸
本
に
共
通
す
る
姫
君
の
乗
船

は
、
他
者
の
意
志
に
よ
っ
て
舟
に
乗
せ
ら
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
浮
舟
や
『
狭
衣
物
語
』
の
飛
鳥
井
姫
君
と
は
違
い
、
継
母
の
虐
待
に
耐
え
か
ね
た
彼
女
じ
し
ん
の

意
志
に
よ
る
の
だ
か
ら
。
な
お
、
「
心
か
ら
」
歌
の
第
二
句
「
う
き
た
る
舟
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
旅
と
関
わ
る
用
例
も
あ
る
。

行
く
人

か
ね
て
よ
り
泪
ぞ
袖
を
う
ち
ぬ
ら
す
う
き
た
る
舟
の
来
ん
と
思
へ
ば

（
正
保
版
本
『
伊
勢
集
』
４１４
）

夕
立
し
ぬ
べ
し
と
て
、
空
の
曇
り
て
ひ
ら
め
く
に

か
き
く
も
り
夕
立
つ
浪
の
荒
け
れ
ば
う
き
た
る
舟
ぞ
静
心
な
き

（
陽
明
文
庫
本
『
紫
式
部
集
』
２２
）

『
伊
勢
集
』
の
例
は
都
を
出
る
際
の
、
『
紫
式
部
集
』
の
例
は
越
前
へ
の
旅
の
途
中
で
の
詠
だ
が
、
い
ず
れ
も
異
郷
へ
の
不
安
や
憂
愁
の
表
出
で
あ
る
。
舟
で
住

吉
に
下
る
姫
君
の
心
情
も
、
こ
う
し
た
例
と
同
質
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
上
京
場
面
で
う
た
わ
れ
る
「
心
か
ら
」
歌
は
、
み
ず
か
ら
舟
に
乗
り
こ
ん
で
不
安
定

な
立
場
に
身
を
落
と
し
、
憂
愁
に
沈
む
、
姫
君
の
漂
泊
の
生
を
照
射
す
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
同
化
と
差
異
化

た
だ
し
こ
こ
で
う
た
わ
れ
て
い
る
「
心
か
ら
」
歌
か
ら
、
先
行
論
が
い
う
よ
う
な
「
現
在
の
仕
合
せ
が
浮
び
上
る
」
「
受
苦
の
日
々
を
す
す
ぎ
浄
め
る
」
と
い
う

肯
定
的
な
意
味
ま
で
も
読
み
取
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
。

こ
の
時
点
で
の
姫
君
は
、
う
わ
べ
は
幸
福
に
見
え
る
が
、
寄
る
辺
な
き
身
の
上
か
ら
完
全
に
脱
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
継
母
や
そ
の
娘
で
男
君
の
妻
と
な
っ
て
い

る
三
の
君
を
憚
り
、
そ
の
貴
種
性
を
一
時
的
に
剥
奪
さ
れ
て
「
田
舎
人
の
む
す
め
」
と
偽
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
の
偽
装
は
、
男
君
が
姫
君
と
の
関

係
を
歪
曲
し
、
自
分
を
追
っ
て
「
住
の
江
」
に
や
っ
て
き
た
貴
公
子
た
ち
に
「
思
ひ
が
け
ず
こ
の
わ
た
り
に
住
む
人
に
見
つ
き
て
」
と
語
っ
た
（
「
校
本Ⅰ

 

成
田
」

六
五
頁
）
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
「
住
の
江
」
は
海
が
間
近
な
地
で
、
こ
の
あ
と
貴
公
子
た
ち
は
「
あ
ま
人
ど
も
召
し
て
」
そ
の
漁
を
見
物
し
た
（
「
校
本Ⅰ

 

成
田
」
六
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六
頁
）
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
こ
の
わ
た
り
に
住
む
人
」
「
田
舎
人
」
と
は
海
人
を
意
味
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
源
氏
物
語
』
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
散
逸
物
語
『
あ
ま
人
』
は
、
海
人
の
娘
を
偶
然
通
り
が
か
っ
た
貴
公
子
が
見
染
め
る
、
と
い
う
筋
を
も
ち
、
主
な
舞

台
は
住
吉
と
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
難
波
の
海
辺
で
あ
っ
た
（
注
二
五
）
。
『
住
吉
物
語
』
は
こ
こ
で
、
『
あ
ま
人
』
の
内
容
や
、
そ
の
元
と
な
っ
た
説
話

伝
承
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
『
風
葉
和
歌
集
』
に
は
『
あ
ま
人
』
の
女
主
人
公
の
詠
と
し
て
、
以
下
の
一
首
が
あ
る
。

難
波
わ
た
り
に
て
見
あ
ひ
け
る
人
の
宿
を
と
ひ
侍
り
け
れ
ば
よ
め
る

あ
ま
人
の
む
す
め

白
浪
の
よ
す
る
な
ぎ
さ
に
世
を
へ
つ
ゝ
あ
ま
の
子
な
れ
ば
宿
も
さ
だ
め
ず

（
『
風
葉
和
歌
集
』
雑
三
１３５３
）

こ
の
歌
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
遊
女
項
７２１
番
歌
に
も
「
海
人
詠
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
海
浜
で
、
そ
し
て
船
の
上
で
あ
て
ど
な
く
生
き
る
『
あ
ま
人
』
の
女

主
人
公
が
、
そ
し
て
海
人
じ
た
い
が
、
遊
女
と
き
わ
め
て
近
し
い
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
よ
う
。
そ
う
し
た
女
性
に
偽
装
さ
れ
る
姫
君
も
、

一
時
的
に
せ
よ
、
遊
女
と
重
な
る
存
在
と
い
っ
て
よ
い
。
漂
泊
民
で
あ
り
、
男
の
愛
に
縋
る
ほ
か
生
き
て
ゆ
く
術
を
知
ら
な
い
遊
女
た
ち
の
抱
え
る
寄
る
辺
な
き
不

安
は
、
姫
君
の
そ
れ
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
彼
女
は
住
吉
で
の
漂
泊
の
日
々
か
ら
は
脱
し
た
も
の
の
、
彼
女
を
籠
ら
せ
、
隠
し
て
く
れ
た
住
吉
を
離
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。
家
も
血
も
住
吉
の
地
も
失
っ
た
姫
君
が
ゆ
い
い
つ
頼
り
に
で
き
る
の
は
男
君
の
愛
情
の
ほ
か
に
な
い
。
し
か
し
男
君
は
、
姫
君
の
継
母
の
娘
で

あ
る
三
の
君
と
結
婚
し
て
お
り
、
姫
君
を
一
心
に
愛
し
て
く
れ
る
保
証
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
事
情
を
知
る
男
君
と
侍
従
以
外
か
ら
見
た
彼
女
は
、

男
君
が
「
思
い
が
け
ず
」
出
会
っ
た
「
海
人
」
の
娘
に
す
ぎ
な
い
。

物
理
的
な
流
離
こ
そ
終
焉
を
迎
え
た
が
、
彼
女
の
上
に
今
度
は
心
理
的
な
流
離
へ
の
苦
悩
が
重
く
圧
し
掛
か
っ
て
く
る
。
男
君
は
姫
君
を
守
る
た
め
に
彼
女
の
身

分
を
偽
る
が
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
彼
女
を
遊
女
に
近
い
存
在
に
貶
め
、
彼
女
に
不
安
定
と
苦
悩
を
齎
す
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
彼
女
は
そ
の
と
き
遊
女
と
同
様
、

舟
の
上
に
在
っ
た
。
そ
こ
で
姫
君
が
感
じ
て
い
る
の
は
、
「
心
か
ら
」
歌
の
第
二
句
「
う
（
浮
／
憂
）
き
た
る
舟
」
に
表
象
さ
れ
た
存
在
感
覚
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
「
心
か
ら
」
歌
は
過
去
の
み
な
ら
ず
、
姫
君
の
不
安
な
現
在
を
も
照
射
す
る
。

し
か
し
、
改
作
祖
本
で
は
先
に
み
た
よ
う
に
、
「
心
か
ら
」
歌
を
姫
君
に
口
ず
さ
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
「
河
尻
」
で
行
き
合
っ
た
遊
女
の
歌
謡
と
位
置
づ
け
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
歌
謡
を
う
た
う
と
は
、
声
を
伸
ば
し
、
周
囲
の
空
間
に
「
心
か
ら
」
歌
を
満
た
す
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
遊
女
は
舟
に
乗
り
、
「
淀
」
ま

で
上
京
の
一
行
を
送
る
。
そ
の
道
行
き
で
は
、
遊
女
た
ち
と
と
も
に
そ
の
歌
声
が
姫
君
に
つ
き
ま
と
う
。
表
面
的
に
は
遊
興
の
色
合
い
が
強
い
が
、
そ
れ
は
姫
君
の

「
う
（
浮
／
憂
）
き
」
属
性
の
暗
喩
で
あ
り
、
ま
た
姫
君
が
そ
れ
を
聴
く
こ
と
で
、
自
身
の
不
安
定
な
立
場
を
自
覚
さ
せ
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

だ
が
、
「
淀
」
で
姫
君
は
舟
を
降
り
、
陸
に
上
が
る
。
そ
し
て
入
京
し
、
男
君
の
家
で
あ
る
関
白
邸
、
し
か
も
「
北
の
対
」
に
住
む
の
だ
っ
た
（
六
六
頁
）
。
こ
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れ
は
浅
井
峯
治
氏
（
注
二
六
）
の
い
う
よ
う
に
息
子
の
妻
と
し
て
処
遇
す
る
意
と
み
て
よ
い
。
姫
君
は
偽
り
の
属
性
に
貶
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
こ
こ
で
父
の
邸
に
在

っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
地
位
と
帰
属
す
る
場
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
流
離
の
対
極
に
あ
る
境
遇
で
あ
っ
た
。

遊
女
の
う
た
う
「
心
か
ら
」
歌
は
、
姫
君
の
漂
泊
性
を
印
象
付
け
る
と
同
時
に
、
さ
す
ら
う
女
と
の
差
異
化
を
可
能
と
す
る
の
で
は
な
い
か
。
遊
女
は
淀
ま
で
一

行
を
送
っ
た
あ
と
、
都
の
中
ま
で
付
い
て
く
る
こ
と
は
な
い
。
姫
君
の
漂
泊
性
は
小
町
詠
を
う
た
う
遊
女
の
姿
に
具
現
し
て
淀
ま
で
同
行
し
、
そ
こ
で
切
り
離
さ
れ

る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
姫
君
の
生
が
漂
泊
か
ら
安
定
に
転
換
し
て
ゆ
く
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
徳
川
本
系
、
白
峯
本
系
の
よ
う
な
「
心
か
ら
」
歌
を
姫
君
の
詠
と
す
る
本
文
は
姫
君
の
寄
る
辺
な
き
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
押
し
出
す
が
、
こ
の
場
合
姫
君
と

「
う
（
浮
／
憂
）
き
」
は
明
確
に
淀
で
切
り
離
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
本
文
は
、
安
定
や
大
団
円
と
の
結
び
つ
き
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

五
、
小
町
詠
引
用
の
背
後
―
海
辺
に
漂
泊
す
る
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
―

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
住
吉
物
語
』
の
小
町
詠
引
歌
は
い
ず
れ
も
、
姫
君
が
住
吉
に
流
離
し
て
い
る
期
間
に
集
中
す
る
。
物
語
の
舞
台
は
都
か
ら
住
吉

へ
、
そ
し
て
ま
た
都
へ
と
、
姫
君
の
移
動
に
あ
わ
せ
て
転
換
し
て
ゆ
く
が
、
姫
君
が
都
に
い
る
間
、
小
町
詠
は
物
語
に
姿
を
現
さ
な
い
。
し
か
も
（
ａ
）
で
は
小
町

詠
が
姫
君
に
よ
っ
て
引
か
れ
、
（
ｃ
）
で
は
、
姫
君
の
心
理
的
・
物
理
的
な
流
離
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
小
町
詠
と
、
流
離
の
境
遇
に
あ
る
姫
君
と
の
結

び
つ
き
は
強
い
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
さ
い
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
町
の
住
吉
流
離
説
話
の
存
在
で
あ
る
。
中
世
の
『
伊
勢
物
語
』
古
注
の
な
か
に
は
、
六
〇
段
、
六
二
段
を
小

町
が
住
吉
に
流
離
し
、
そ
こ
で
か
つ
て
の
夫
で
あ
っ
た
業
平
と
再
会
す
る
、
と
い
う
物
語
と
し
て
読
み
解
く
も
の
が
あ
る
。
本
文
に
は
住
吉
の
地
名
が
登
場
せ
ず
、

小
峯
和
明
氏
（
注
二
七
）
が
い
う
よ
う
に
「
本
文
に
即
し
た
忠
実
な
注
釈
と
い
う
よ
り
、
す
で
に
そ
う
し
た
小
町
の
異
伝
が
あ
り
、
そ
の
伝
承
を
か
ぶ
せ
て
読
み
と

っ
て
い
っ
た
」
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
室
町
期
成
立
の
『
伊
勢
物
語
難
儀
注
』
天
理
本
・
東
海
大
本
の
六
〇
段
注
は
『
住
吉
物
語
』
の
展
開
と
き
わ
め

て
似
通
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
菊
地
仁
氏
（
注
二
八
）
は
そ
こ
に
『
住
吉
物
語
』
と
の
「
双
方
向
的
」
な
影
響
関
係
を
想
定
し
て
お
り
、
室
町
以
降
の
書
写
で

あ
る
『
住
吉
物
語
』
の
現
存
諸
本
の
多
く
に
小
町
引
用
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
問
題
と
か
か
わ
っ
て
興
味
深
い
。

だ
が
、
姫
君
の
流
離
の
背
後
に
小
町
説
話
の
投
影
を
考
え
る
な
ら
ば
、
『
住
吉
物
語
』
と
小
町
詠
の
最
初
の
接
点
は
、
古
本
『
住
吉
物
語
』
成
立
の
時
代
、
す
な

わ
ち
十
世
紀
の
半
ば
か
ら
後
半
（
注
二
九
）
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
時
代
に
成
立
し
た
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
四
首
は
説
話
化
さ
れ
た
小
町
像
の
影
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響
下
に
あ
り
、
真
作
と
は
疑
わ
し
い
も
の
と
も
さ
れ
る
が
（
注
三
〇
）
、
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
う
ち
三
首
に
水
辺
の
景
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

前
掲
し
た
「
心
か
ら
」
歌
以
外
の
二
首
を
掲
げ
よ
う
。 

定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
け
る
頃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
後
撰
集
』
雑
一
１０９０
） 

海
の
ほ
と
り
に
て
、
こ
れ
か
れ
逍
遥
し
侍
け
る
つ
い
で
に 

花
咲
き
て
実
な
ら
ぬ
物
は
わ
た
つ
う
み
の
か
ざ
し
に
さ
せ
る
沖
つ
白
波 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
後
撰
集
』
離
別 

羇
旅
１３６０
） 

「
あ
ま
の
住
む
」
歌
で
は
、
男
性
に
縋
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
不
安
定
な
境
遇
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
ま
ま
海
を
ゆ
く
舟
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
「
花
咲
き
て
」

歌
は
「
逍
遙
」
の
つ
い
で
の
詠
だ
と
す
る
が
、
『
萬
葉
集
』
譬
喩
歌
以
来
の
表
現
伝
統
に
照
ら
せ
ば
結
実
は
恋
の
成
就
・
結
婚
の
象
徴
で
あ
り
（
注
三
一
）
、
こ
れ

は
は
か
な
い
男
女
関
係
し
か
も
ち
え
な
い
境
遇
を
よ
そ
え
た
歌
と
解
せ
よ
う
。
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
撰
歌
に
は
、
漂
泊
と
水
（
海
）
辺
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
よ
く
働

い
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
女
の
生
の
頼
り
な
さ
は
、
継
母
に
よ
っ
て
入
内
も
縁
談
も
妨
害
さ
れ
て
家
を
出
、
住
吉
に
流
れ
る

姫
君
の
境
遇
と
重
な
り
を
み
せ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
『
古
今
集
』
成
立
以
降
増
補
成
長
を
つ
づ
け
、
十
一
世
紀
ご
ろ
に
は
あ
る
程
度
形
に
な
っ
て
い
た
と

見
ら
れ
る
小
町
の
他
撰
家
集
『
小
町
集
』
も
、
そ
の
時
代
の
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
多
分
に
反
映
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
先
に
み
て
き
た
が
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ

う
に
そ
こ
に
も
水
（
海
）
辺
の
景
に
漂
泊
の
苦
悩
を
重
ね
た
歌
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
か
ら
住
吉
流
離
説
話
の
よ
う
な
、
海
辺
に
流
離
す
る
小
町
の
説
話
が
存
在
し

て
い
た
可
能
性
を
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
こ
の
時
代
が
過
ぎ
る
と
、
小
町
と
海
を
結
び
つ
け
る
発
想
が
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
『
後
撰
集
』
や
『
小
町
集
』
は
む
ろ
ん
、
中
世
に
も
書
写
さ
れ
、

享
受
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
平
安
後
期
か
ら
中
世
に
お
け
る
小
野
小
町
の
説
話
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
貴
種
流
離
譚
に
対
応
す
る
、
貴
女
遊
行
」
の
物
語
（
注
三
二
）

と
し
て
語
ら
れ
、
そ
れ
が
流
離
の
女
の
造
型
に
援
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
（
注
三
三
）
。
し
か
し
、
中
世
の
小
町
説
話
や
、
文
芸
作
品
に
み
ら
れ
る
小
町
的

な
人
物
は
、
お
お
む
ね
平
安
後
期
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
漢
詩
文
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
（
注
三
四
）
の
描
く
、
み
じ
め
な
姿
で
さ
す
ら
う
老
婆
・

小
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
小
町
と
海
辺
と
の
関
係
性
は
希
薄
で
あ
る
。
『
新
古
今
集
』
以
下
の
中
世
の
勅
撰
集
に
も
小
町
の
名
を
冠
し
た

歌
々
が
採
歌
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
『
後
撰
集
』
の
よ
う
な
海
辺
の
景
を
よ
み
こ
む
歌
へ
の
偏
り
は
見
出
せ
な
い
。
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
世
界
に
残
る
住
吉
流

離
説
話
は
む
し
ろ
例
外
な
の
だ
。
海
辺
に
流
離
す
る
姫
君
の
物
語
に
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
投
影
す
る
発
想
は
、
小
町
と
寄
る
辺
な
き
女
の
生
と
水
（
海
）
辺
を
関
連

付
け
る
、
古
本
の
成
立
時
代
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 
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お
わ
り
に

以
上
、
引
用
さ
れ
た
小
町
詠
が
『
住
吉
物
語
』
内
で
果
た
す
機
能
を
み
て
き
た
。
小
町
詠
は
姫
君
の
住
吉
籠
も
り
か
ら
都
へ
の
帰
還
ま
で
の
場
面
に
引
か
れ
、
姫

君
の
流
離
の
日
々
に
陰
翳
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
小
町
詠
は
彼
女
を
求
め
る
男
君
に
よ
っ
て
も
引
か
れ
、
姫
君
の
引
用
と
「
照
応
」
を
み
せ
る
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
物
語
が
恋
の
成
就
の
方
向
へ
進
ん
で
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
ま
た
、
（
ｃ
）
の
場
面
の
「
心
か
ら
」
歌
は
姫
君
の
生
と
重
な
り
を
み
せ
な
が

ら
も
距
離
を
保
ち
、
最
終
的
に
は
姫
君
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
。

『
住
吉
物
語
』
に
、
お
そ
ら
く
は
古
本
の
段
階
か
ら
引
か
れ
た
小
町
詠
は
、
姫
君
に
小
町
の
抱
え
る
水
（
海
）
辺
の
漂
泊
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
な
が
ら
も
そ
の

境
遇
か
ら
離
脱
さ
せ
る
要
素
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
姫
君
を
幸
福
の
方
向
へ
導
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
流
離
の
終
焉
と
と
も
に
姫
君
は
完
全
に
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
解
き
放
た
れ
、
物
語
は
都
を
舞
台
と
し
て
父
と
の
再
会
、
大
団
円
に
向
け
て
の
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
と
い
え
よ
う
。

注

注
一
…
『
能
宣
集
』
で
は
現
存
諸
本
が
「
少
将
」
と
す
る
男
君
の
官
職
を
「
侍
従
」
、
女
君
の
乳
母
子
で
あ
る
「
侍
従
」
の
呼
称
を
「
右
近
」
と
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
人
物
呼
称
に
つ
い

て
は
古
本
と
現
存
諸
本
と
の
あ
い
だ
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
『
能
宣
集
』
の
記
述
か
ら
、
石
川
徹
「
古
本
住
吉
物
語
の
内
容
に
関
す
る
憶
説
」
（
『
平
安
時
代
物
語
文
学
論
』
笠
間

書
院
、
一
九
七
九
年
）
は
古
本
の
後
半
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
が
現
存
諸
本
と
大
き
く
異
な
る
可
能
性
を
考
え
る
が
、
そ
れ
を
物
語
の
絵
画
化
に
際
す
る
原
本
と
の
乖
離
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。

山
口
博
「
異
本
能
宣
集
の
住
吉
物
語
」
（
『
王
朝
歌
壇
の
研
究

村
上
・
冷
泉
・
円
融
朝
編
』
一
九
六
七
年
、
桜
楓
社
）
三
谷
邦
明
「
屏
風
絵
と
物
語
―
異
本
能
宣
集
の
解
釈
あ
る
い
は
物

語
の
絵
画
化
」
（
『
物
語
文
学
の
方
法Ⅰ

』
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
。

注
二
…
村
井
順
「
成
田
図
書
館
本
『
住
吉
物
語
』
に
つ
い
て
」
（
『
淑
徳
国
文
』
九
、
一
九
六
九
年
）
に
詳
し
い
。

注
三
…
成
田
本
に
は
冬
の
住
吉
で
姫
君
が
「
に
く
さ
び
か
け
る
」
と
い
う
舟
歌
を
聞
く
場
面
が
あ
り
、
武
山
隆
昭
「
住
吉
物
語
の
引
歌
」
（
『
住
吉
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
勉
誠
社
、
一
九
九

七
年
）
は
歌
仙
家
集
本
系
統
の
『
小
町
集
』
に
の
み
見
え
る
「
コ
ギ
ヽ
ヌ
ヤ
ア
マ
ノ
カ
ゼ
マ
モ
マ
タ
ズ
シ
テ
ニ
ク
サ
ミ
カ
ケ
ル
ア
マ
ノ
ツ
リ
ブ
ネ
（
承
空
４６
、
書
乙
４５
、
正
保
４４
）
」
の
引
歌

で
あ
る
可
能
性
を
示
す
が
、
異
文
が
多
く
、
こ
の
歌
の
引
用
と
断
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

注
四
…
友
久
武
文
氏
「
住
吉
物
語
の
諸
伝
本
に
つ
い
て
」
（
『
伝
承
文
学
研
究
』
二
〇
、
一
九
七
五
年
七
月
）
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注
五
…
武
山
隆
昭
「
住
吉
物
語
の
中
古
語
彙
と
中
世
語
彙
」
「
住
吉
物
語
の
引
歌
」
（
『
住
吉
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
一
九
九
七
年
、
勉
誠
社
）

注
六
…
成
田
本
の
引
用
本
文
は
武
山
隆
昭
「
校
本Ⅰ

成
田
」
（
『
住
吉
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
一
九
九
七
年
、
勉
誠
社
）
に
よ
り
、
適
宜
私
に
表
記
を
あ
ら
た
め
た
。
掲
出
す
る
ペ
ー
ジ
数
も

同
書
に
よ
る
。
な
お
、
本
文
異
同
の
箇
所
で
使
用
す
る
諸
本
略
称
は
以
下
の
と
お
り
。
藤
井
本
…

○藤
、
京
都
本
系
…

○京
、
徳
川
本
系
…

○徳
、
鈴
鹿
本
系
…

○鈴
、
成
田
本
系
…

○成
、
臼

田
本
系
…

○臼
、
多
和
本
系
…

○多
、
住
吉
本
系
…

○住
、
晶
州
本
系
…

○晶
、
筑
波
大
本
系
…

○筑
、
小
学
館
本
系
…

○小
、
契
沖
本
系
…

○契
、
横
山
本
絵
巻
系
…

○横
、
正
慶
本
系
…

○正
、

千
種
本
系
…

○千
、
白
峰
寺
本
系
…

○白
、
陽
明
本
系
…

○陽
、
大
東
急
本
系
…

○大
、
真
銅
本
系
…

○真
。

注
七
…
毛
利
正
守
「
『
袖
折
り
返
し
』
考
」
（
『
萬
葉
』
第
七
十
八
号
、
一
九
七
二
年
二
月
）
は
、
袖
を
折
り
返
す
行
為
に
つ
い
て
「
相
手
を
夢
に
見
ん
た
め
、
又
は
相
手
の
夢
に
現
れ
ん
た

め
」
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
想
ひ
を
よ
せ
る
人
に
直
接
逢
ひ
た
い
、
早
く
現
実
に
逢
ひ
た
い
と
願
ふ
気
持
ち
」
に
由
来
す
る
と
い
う
。
松
田
武
夫
『
新
釈
古
今
和
歌
集
』
下
（
風
間
書
房
、

一
九
七
五
年
）
お
よ
び
田
中
喜
美
春
「
反
衣
の
呪
術
」
（
『
小
町
時
雨
』
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
）
は
、
こ
の
行
為
は
本
来
、
相
手
の
所
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
自
身
の
魂
を
呼
び
返
し
、

相
手
と
現
実
に
逢
う
べ
く
な
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

注
八
…
三
角
洋
一
、
石
埜
敬
子
校
注

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
九
『
住
吉
物
語

と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）
、
三
角
洋
一
氏
担
当
。

注
九
…
筥
崎
博
道
『
住
吉
物
語
通
釈
全
』
（
公
論
社
、
一
九
〇
三
年
）
、
藤
井
乙
男
、
有
川
武
彦
『
註
解
新
訳
住
吉
物
語
』
（
東
京
成
象
堂
、
一
九
三
二
年
）
、
浅
井
峯
治
『
住
吉
物
語
詳
解
』

（
大
同
館
書
店
、
一
九
三
二
年
）
。

注
一
〇
…
西
郷
信
綱
「
長
谷
寺
の
夢
」
（
『
古
代
人
と
夢
』
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
）

注
一
一
…
伊
藤
博
「
萬
葉
の
恋
」
（
『
万
葉
集
相
聞
の
世
界
』
塙
書
房
、
一
九
五
九
年
）

注
一
二
…
近
藤
み
ゆ
き
「
歌
こ
と
ば
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
「
恋
」
を
核
と
す
る
歌
群
の
考
察
か
ら
―
」(

『
講
座
平
安
文
学
論
究
』
一
七
、
二
〇
〇
三
年
五
月)

注
一
三
…
前
田
善
子
『
小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
四
三
年
）
、
秋
山
虔
「
小
野
小
町
的
な
る
も
の
」
（
塙
選
書
５７
『
王
朝
女
流
文
学
の
形
成
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
六
七
年
）

注
一
四
…
関
敬
吾
「
婚
姻
譚
と
し
て
の
住
吉
物
語
」
（
関
敬
吾
著
作
集
四
『
日
本
昔
話
の
比
較
研
究
』
同
朋
社
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
は
姫
君
の
流
離
と
成
女
式
と
の
か
か
わ
り
を
説
き
、
こ

れ
を
受
け
た
三
谷
邦
明
「
継
母
子
物
語
の
系
譜
―
受
容
と
文
学
あ
る
い
は
古
『
住
吉
』
か
ら
『
貝
合
』
ま
で
―
」
（
『
物
語
文
学
の
方
法Ⅰ

』
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
）
は
、
籠
も
る

モ
チ
ー
フ
の
背
景
に
、
成
女
式
と
同
時
に
行
わ
れ
る
月
経
小
屋
へ
の
忌
み
籠
も
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

注
一
五
…
長
谷
寺
の
忌
み
籠
も
り
が
霊
夢
を
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
注
一
〇
前
掲
書
に
詳
し
い
。

注
一
六
…
三
角
洋
一
「
住
吉
物
語
の
本
文
の
な
り
た
ち
」(

『
物
語
の
変
貌
』
若
草
書
房
、
一
九
九
六
年) 

注
一
七
…
藤
井
本
で
成
田
本
落
丁
部
分
を
補
う
こ
と
の
危
険
性
は
吉
海
直
人
「
『
住
吉
物
語
』
再
検
討
―
藤
と
桜
の
揺
れ
―
」
（
『
國
學
院
雑
誌
』
八
七
・
一
二
、
一
九
八
六
年
十
二
月
）
が
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指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
成
田
本
以
外
の
諸
本
が
共
通
し
て
『
好
忠
集
』
の
歌
、
男
君
の
「
し
ら
ゆ
き
の
」
歌
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
藤
井
本
を
用
い
て
も
問
題
な

い
と
判
断
し
た
。

注
一
八
…
舟
歌
と
す
る
本
文
の
歌
い
手
の
異
同
は
、
み
な

く
○京
／
海
士
人
ど
も

○晶

／
あ
き
人
ど
も

○正

／
た
び
人
あ
ま
た

○住

と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
遊
女
と
す
る
本
文
の
異

同
は
以
下
の
と
お
り
。
あ
そ
び
も
の
ど
も

○藤
○鈴
○契
／
あ
そ
び
物
も

○臼
／
あ
そ
び
物

○小
／
あ
そ
び
人
共

○多
／
な
が
れ
の
き
み
ど
も

○筑
／
き
み

○大

注
一
九
…
滝
川
政
次
郎
『
遊
行
女
婦
・
遊
女
・
傀
儡
女

―

江
口
・
神
崎
の
遊
里
―
』
「
序
説
」
（
至
文
堂
、
一
九
六
五
年
）

注
二
〇
…
小
町
谷
照
彦
「
『
う
き
舟
』
考
」(

『
む
ら
さ
き
』
二
八
、
一
九
九
一
年
十
二
月)

注
二
一
…
友
久
武
文
「
住
吉
物
語
の
和
歌
・
連
歌
・
歌
謡
―
原
本
性
追
究
の
試
み
―
」(

広
島
中
世
文
芸
研
究
会
編

中
世
文
芸
叢
書
別
巻
１
『
連
歌
と
そ
の
周
辺
』(

広
島
中
世
文
芸
研
究
会
、

一
九
六
七
年) 

注
二
二
…
三
角
洋
一
「
『
住
吉
物
語
』
お
ぼ
え
が
き
」(

『
物
語
の
変
貌
』
若
草
書
房
、
一
九
九
六
年) 

注
二
三
…
こ
の
歌
は
『
風
葉
集
』
に
姫
君
詠
と
し
て
収
め
ら
れ
、

○徳
・

○臼
・

○晶
・

○白
に
も
み
ら
れ
る
。

注
二
四
…
伊
東
祐
子
「
『
藤
の
衣
物
語
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」
（
『
藤
の
衣
物
語
絵
巻
（
遊
女
物
語
絵
巻
）
影
印
・
翻
刻
・
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
六
年
）

注
二
五
…
三
角
洋
一
「
『
あ
ま
人
』
の
成
立
と
趣
向
」
（
『
物
語
の
変
貌
』
若
草
書
房
、
一
九
九
六
年)

、
辛
島
正
雄
「
「
明
石
」
巻
の
「
海
人
の
子
」
を
め
ぐ
る
覚
書
―
散
逸
『
あ
ま
人
』
物

語
の
こ
と
な
ど
―
」
（
『
文
学
研
究
』
（
九
州
大
学
）
九
七
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

注
二
六
…
注
九
前
掲
浅
井
氏
注
釈
書
。

注
二
七
…
小
峯
和
明
「
中
世
説
話
の
小
町
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
〇
・
八
、
一
九
九
五
年
八
月
）

注
二
八
…
菊
地
仁
「
古
典
の
再
生
、
変
容
―
〈
伊
勢
物
語
難
儀
注
〉
を
軸
と
す
る
―
」
（
『
国
文
学
』
五
〇
・
一
〇
、
二
〇
〇
五
年
十
月
）

注
二
九
…
『
能
宣
集
』
に
見
え
る
古
本
の
男
君
の
呼
称
が
「
侍
従
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
注
一
前
掲
石
川
論
文
は
「
侍
従
く
ら
い
の
地
位
年
齢
が
姫
の
恋
の
相
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
時

代
」
の
成
立
で
あ
り
、
「
遅
く
と
も
円
融
朝
（
論
者
注
・
九
六
九
～
九
八
四
）
に
は
出
来
て
い
た
」
と
す
る
。

注
三
〇
…
片
桐
洋
一
「
『
小
野
小
町
集
』
考
」
（
『
言
語
と
文
芸
』
四
九
、
一
九
六
六
年
五
月→
『
古
今
和
歌
集
以
後
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
〉

注
三
一
…
小
野
寺
静
子
「
譬
喩
の
歌
―
植
物
の
寓
喩
―
」(

『
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
二
四
、
一
九
九
五
年
三
月) 

注
三
二
…
馬
場
あ
き
子
「
小
野
小
町
・
恋
す
る
女
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
四
一
・
一
、
一
九
七
六
年
一
月
）

注
三
三
…
先
行
論
で
は
『
無
名
草
子
』
の
語
り
手
の
老
尼
、
『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
の
建
礼
門
院
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
出
家
後
の
二
条
な
ど
が
小
町
の
説
話
的
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
る
女
性
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と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
老
尼
に
つ
い
て
は
島
内
景
二
「
『
無
名
草
子
』
の
意
義
―
再
評
価
さ
れ
た
王
朝
文
学
」
（
『
源
氏
物
語
の
影
響
史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
建
礼
門

院
に
つ
い
て
は
水
原
一
「
建
礼
門
院
の
侍
尼
」
（
『
平
家
物
語
の
形
成
』
加
藤
中
道
館
、
一
九
七
一
年
）
、
二
条
に
つ
い
て
は
寺
尾
美
子
「
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
旅
に
お
け
る
小
町
幻

想
と
そ
の
現
実
」
（
『
日
記
文
学
研
究
』
第
一
集
、
新
典
社
、
一
九
九
三
年
）
に
詳
し
い
。

注
三
四
…
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
は
空
海
著
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
実
際
の
成
立
時
代
は
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
済
暹
（
一
〇
二
五
～
一
一
一
五
）
編
の
『
弘
法
大
師
御
作
目
録
』
に
「
玉

造
小
町
書
一
巻
」
、
覚
鑁
（
一
〇
九
五
～
一
一
四
二
）
編
の
『
高
祖
御
製
作
書
目
録
』
に
「
玉
造
小
町
壮
衰
記
一
巻
」
と
あ
り
、
一
一
世
紀
半
ば
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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第
二
部
第
二
章

小
野
小
町
髑
髏
説
話
の
展
開
・
変
遷
―
『
江
家
次
第
』
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

十
二
世
紀
以
降
の
歌
学
書
・
説
話
集
を
中
心
に
、
眼
窩
を
植
物
に
貫
か
れ
た
小
野
小
町
の
野
晒
し
の
髑
髏
が
「
秋
風
の
吹
く
に
つ
け
て
も
あ
な
め
あ
な
め
／
小
野
と

は
な
ら
ず
薄
生
ひ
け
り
」
と
い
う
歌
（
以
下
、
「
あ
な
め
」
の
歌
）
を
詠
み
、
そ
れ
を
聞
き
つ
け
た
人
物
に
供
養
さ
れ
る
と
い
う
説
話
（
以
下
、
髑
髏
説
話
）
が
散
見

さ
れ
る
。

従
来
、
こ
の
髑
髏
説
話
は
老
衰
落
魄
し
た
小
町
の
さ
ら
な
る
末
路
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
（
注
一
）
、
十
二
世
紀
半
ば
以
降
積
極
的
に
小
町
に
結
び
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
奢
侈
驕
慢
を
極
め
た
女
の
零
落
を
主
題
と
し
た
漢
詩
文
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』（
以
下
『
壮
衰
書
』
）
が
説
話
の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可

能
性
も
説
か
れ
て
き
た
（
注
二
）
。
た
し
か
に
、
そ
の
よ
う
な
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
の
萌
芽
は
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
の
段
階
か
ら
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に

（
『
古
今
集
』
春
下
１１３
）

今
は
と
て
わ
が
身
時
雨
に
ふ
り
ぬ
れ
ば
事
の
葉
さ
へ
に
移
ろ
ひ
に
け
り

（
同
、
恋
五
７８２
）

文
屋
康
秀
が
、
三
河
掾
に
な
り
て
、
県
見
に
は
、
え
出
で
立
た
じ
や
と
、
言
ひ
遣
れ
り
け
る
返
事
に
、
よ
め
る

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
根
を
た
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
去
な
む
と
ぞ
思

（
同
、
雑
下
９３８
）

「
花
の
色
は
」
歌
は
六
朝
閨
怨
詩
な
ど
の
漢
籍
の
表
現
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
「
花
の
色
」
が
「
う
つ
」
る
さ
ま
に
自
身
の
容
色
の
衰
え
を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
三
）
。
ま
た
「
今
は
と
て
」
歌
は
『
古
今
集
』
に
よ
れ
ば
小
野
貞
樹
に
贈
っ
た
一
首
で
、
第
三
句
「
ふ
り
ぬ
れ
ば
」
に
「
時
雨
」
が
「
降

る
」
こ
と
と
、
わ
が
身
が
「
経
る
」
の
意
を
掛
け
、
時
雨
が
降
る
こ
と
で
紅
葉
・
落
葉
が
進
む
よ
う
に
、
自
分
の
容
色
が
衰
え
た
た
め
、
永
遠
を
誓
っ
た
「
事
の
葉
」

ま
で
も
移
ろ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
詠
む
。
そ
し
て
「
わ
び
ぬ
れ
ば
」
歌
は
三
河
に
赴
任
す
る
康
秀
の
誘
い
に
応
え
て
と
も
に
下
向
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
と
い
う
内
容

で
、
こ
れ
を
真
情
の
吐
露
と
取
る
な
ら
、
都
で
暮
ら
し
て
い
た
小
町
は
そ
の
苦
悩
や
憂
愁
ゆ
え
に
、
地
方
官
―
そ
れ
も
卑
官
で
あ
る
「
掾
」
の
妻
と
し
て
「
県
」
へ
下

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
経
済
的
な
窮
乏
や
容
色
の
衰
え
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

小
町
の
実
際
の
事
跡
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
り
、
実
像
に
肉
薄
し
よ
う
と
す
れ
ば
『
古
今
集
』
所
収
歌
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
詠
作
に
拠
る
ほ
か
な
い
。
そ
の
結
果

こ
れ
ら
の
歌
々
か
ら
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
男
性
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
小
町
、
と
い
う
説
話
的
イ
メ
ー
ジ
が
導
き
出
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

片
桐
洋
一
氏
（
注
四
）
は
、
十
世
紀
後
半
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
二
帖
の
森
部
に
『
古
今
集
』
雑
上
、
八
九
二
番
歌
と
し
て
載
る
詠
人
不
知
歌
「
お
ほ
あ
ら
き
の
も

り
の
し
た
草
お
ひ
ぬ
れ
ば
こ
ま
も
す
さ
め
ず
か
る
人
も
な
し
」
が
小
町
の
作
と
し
て
見
え
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
す
で
に
こ
の
時
代
に
お
い
て
形

成
さ
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
が
、
首
肯
す
べ
き
だ
ろ
う
。
馬
に
も
人
に
も
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
「
お
ひ
」
た
森
の
下
草
を
詠
む
こ
の
歌
は
、
「
花
の
色
は
」
歌
や

「
今
は
と
て
」
歌
に
詠
ま
れ
た
「
わ
が
身
」
の
衰
え
へ
の
嘆
き
と
、
そ
れ
を
原
因
と
し
た
恋
人
の
心
変
わ
り
を
経
験
し
た
老
女
・
小
町
の
詠
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
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れ
は
若
き
日
に
奢
侈
驕
慢
を
恣
に
し
て
い
た
も
の
の
両
親
兄
弟
の
死
に
よ
っ
て
零
落
し
、
身
分
の
低
い
猟
師
の
妻
と
な
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
『
壮
衰
書
』
の
老

婆
の
経
歴
に
も
響
き
合
う
。
そ
し
て
髑
髏
説
話
の
内
容
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
女
の
生
の
延
長
上
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
資
料
の
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
髑
髏
説
話
は
前
掲
し
た
大
筋
以
外
の
部
分
に
お
い
て
相
違
点
が
少
な
く
な
く
、
少
し
ず
つ
か
た
ち
を
変
え
な
が
ら
伝
承
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
で
は
、
説
話
の
背
後
に
置
か
れ
て
い
る
小
町
の
落
魄
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
化
を
遂
げ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
下
で
は
大

江
匡
房
（
一
〇
四
一
―
一
一
一
一
）
の
儀
式
次
第
書
『
江
家
次
第
』
が
伝
え
る
、
成
立
年
代
が
判
明
し
て
い
る
中
で
は
最
古
の
髑
髏
説
話
（
注
五
）
を
中
心
に
諸
資
料

を
検
討
し
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
た
い
。

一
、『
江
家
次
第
』
の
髑
髏
説
話
の
内
容

『
江
家
次
第
』
の
伝
え
る
髑
髏
説
話
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

或
云
、
在
五
中
将
為
嫁
件
后
出
家
相
構
、
其
後
為
生
髪
至
陸
奥
国
、
向
八
十
島
求
小
野
小
町
尸
、
夜
宿
件
島
、
終
夜
有
声
曰
、
秋
風
之
吹
仁
付
天
毛
阿
那
目
阿
那

目
、
後
朝
求
之
、
髑
髏
目
中
野
蕨
在
五
中
将
涕
泣
曰
、
小
野
止
波
不
成
薄
生
計
里
、
即
歛
葬
、

（
『
江
家
次
第
』
巻
十
四
「
后
宮
出
車
事
」
（
注
六
）
）

こ
れ
は
「
后
宮
出
車
事
」
と
い
う
項
目
に
引
か
れ
た
在
原
業
平
の
説
話
的
遍
歴
の
一
部
で
あ
り
、
五
条
后
順
子
の
大
原
野
行
啓
に
お
け
る
業
平
の
二
条
后
高
子
へ
の

贈
歌
、
二
者
の
「
密
事
」
の
噂
に
つ
づ
け
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
業
平
は
「
件
后
」
、
す
な
わ
ち
高
子
と
の
密

通
ゆ
え
に
「
出
家
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
の
ち
髪
の
毛
を
生
や
す
た
め
に
陸
奥
国
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
陸
奥
国
で
の
業
平
は
「
小
野
小
町
尸
」
を
求
め
る
べ
く

「
八
十
島
」
に
向
か
い
、
そ
こ
で
「
秋
風
の
吹
に
つ
け
て
も
あ
な
め
あ
な
め
」
と
の
声
を
聞
く
。
翌
朝
、
目
の
中
に
「
野
蕨
」
を
生
や
し
た
髑
髏
を
見
つ
け
て
業
平
は

涙
を
流
し
、
髑
髏
の
う
た
う
上
句
に
「
小
野
と
は
な
ら
ず
薄
生
け
り
」
と
下
句
を
附
し
て
髑
髏
を
葬
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
説
話
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
「
八
十
島
」
は
、『
能
因
歌
枕
』
や
『
和
歌
初
学
抄
』
な
ど
で
は
出
羽
、『
夫
木
和
歌
抄
』
で
は
陸
奥
な
い
し
壱
岐
の
歌
枕
と
さ

れ
る
が
、
以
下
の
『
能
因
法
師
集
』
の
例
か
ら
現
在
の
秋
田
県
に
か
ほ
市
の
象
潟
に
存
す
る
島
と
考
え
ら
れ
る
。

出
羽
の
国
に
や
そ
し
ま
に
行
き
て
、
三
首

世
の
中
は
か
く
て
も
へ
け
り
ひ
さ
か
た
や
あ
ま
の
と
ま
屋
を
わ
が
宿
に
し
て

（
榊
原
家
本
『
能
因
法
師
集
』
１１３
）

嶋
中
有
神
、
云
蚶
方

天
に
ま
す
豊
岡
姫
に
言
問
は
む
い
く
代
に
な
り
ぬ
き
さ
か
た
の
神

（
同
１１４
）

そ
の
古
い
例
と
し
て
は
、
『
後
撰
集
』
初
出
歌
人
で
あ
る
藤
原
元
真
の
家
集
『
元
真
集
』
に
見
え
る
「
い
で
は
の
や
そ
島
に
、
船
に
の
り
て
人
あ
そ
ぶ
」
と
い
う
絵

に
附
さ
れ
た
屏
風
歌
「
や
そ
し
ま
の
う
ら
の
な
ぎ
さ
に
か
そ
つ
ゝ
と
ま
れ
る
と
し
も
あ
ま
た
へ
ぬ
べ
し
（
西
本
願
寺
本
『
元
真
集
』
３０
）
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
宮
中
の
屏
風

に
描
か
れ
た
絵
で
あ
っ
た
。
ま
た
十
二
世
紀
半
ば
の
藤
原
清
輔
に
よ
る
歌
学
書
『
袋
草
紙
』
は
、
能
因
法
師
は
こ
の
地
を
訪
れ
た
経
験
を
も
と
に
『
八
十
島
記
』
な
る

書
を
著
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
平
安
中
後
期
に
は
奥
州
の
景
勝
地
、
歌
枕
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
地
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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十
二
世
紀
末
の
顕
昭
の
歌
学
書
『
袖
中
抄
』
は
、
小
町
が
こ
の
地
で
遺
骸
を
晒
し
て
い
る
理
由
を
『
古
今
集
目
録
』
が
小
町
の
出
自
を
「
出
羽
郡
司
女
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
考
え
、
小
町
は
都
で
好
色
の
生
活
を
送
っ
た
の
ち
故
郷
に
戻
り
、
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
平
安
後
期
以
降
の

歌
人
伝
が
伝
え
る
小
町
の
出
羽
出
身
説
話
か
ら
こ
の
「
八
十
島
」
が
導
き
出
さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
小
町
の
遺
骸
が
「
島
」
に

野
晒
し
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
第
一
部
第
二
章
や
第
二
部
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
な
、
「
水
辺
に
漂
泊
す
る
小
町
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
連
な
っ
て
く
る
。
能
因
法
師

が
詠
ん
で
い
る
「
八
十
島
」
の
「
あ
ま
の
と
ま
屋
」
の
よ
う
な
場
所
に
閑
居
し
て
い
た
老
年
の
小
町
が
何
ら
か
の
事
情
で
亡
く
な
り
、
遺
骸
が
そ
の
ま
ま
野
晒
し
と
な

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
さ
す
ら
い
の
果
て
に
こ
の
地
で
行
き
倒
れ
た
の
か
。

た
だ
し
『
江
家
次
第
』
の
記
事
中
に
「
水
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
、
む
し
ろ
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
の
は
遺
骸
の
周
辺
の
草
の
繁
茂
で
あ
る
。

小
町
の
髑
髏
の
眼
窩
か
ら
は
「
野
蕨
」
が
生
え
、
そ
の
有
様
を
目
の
当
た
り
に
し
た
業
平
は
「
薄
生
ひ
け
り
」
と
詠
ん
で
い
る
。

本
文
と
短
連
歌
に
登
場
す
る
植
物
の
種
類
が
異
な
る
点
は
不
審
で
あ
り
、
そ
こ
に
説
話
の
形
成
・
成
長
過
程
で
の
何
ら
か
の
混
乱
や
、
歌
と
説
話
本
文
と
の
乖
離
が

想
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
下
句
に
は
小
町
の
姓
と
重
な
る
「
小
野
」
の
語
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
点
、
注
意
を
要
す
る
。
こ
れ
は
松
井
健
児
氏
（
注
七
）
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
髑
髏
の
「
名
を
あ
ば
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
鎮
魂
に
導
く
行
為
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
萬
葉
集
』
に
は
、
小
町
の
髑
髏
と
同
じ
よ
う
な
行
路
死
者

に
手
向
け
ら
れ
た
歌
―
―
い
わ
ゆ
る
「
行
路
死
人
歌
」
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
は
以
下
の
よ
う
に
、
死
者
の
国
や
家
、
名
、
両
親
や
配
偶
者
と
い
っ
た
家
族
に
言

及
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

…
荒あ

ら

床
と
こ
に

自
伏
君
之

こ

ろ

ふ

す

き

み

が

家い

へ

知
者

し

ら

ば

徃
而
毛
将
告

ゆ

き

て

も

つ

げ

む

妻つ

ま

知
者

し

ら

ば

来
毛
問
益
乎

き

も

と

は

ま

し

を

玉
桙
之

た

ま

ぼ

こ

の

道
太
尓

み

ち

だ

に

不
知

し

ら

ず

（
『
萬
葉
集
』
巻
二
２２０

讃
岐
狭
岑
嶋
視
石
中
死
人
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
）

…
邦く

に

問と

へ

跡ど

國
矣

く

に

を

毛
不
告

も

の

ら

ず

家い

へ

問と

へ

跡ど

家
矣

い

え

を

毛
不
云

も

い

は

ず

…

（
同
、
巻
九
１８００

過
足
柄
坂
見
死
人
作

歌
一
首
）

…
思

お
も
ほ

布し

き

言
傳
八

こ
と
づ
て
む
や

跡と

家い

へ

問
者

と

へ

ば

家
乎

い

へ

を

母
不
告

も

の

ら

ず

名
問

な
を
と
へ

跡ど

名
谷

な

だ

に

母
不
告

も

の

ら

ず

哭
兒
如

な

く

こ

な

す

言こ

と

谷だ

に

不
語

と

は

ず

…

（
同
、

巻
十
三
３３３６
）

行
路
死
者
と
の
遭
遇
に
際
し
て
は
、
歌
に
よ
っ
て
死
者
の
名
や
所
属
し
て
い
た
共
同
体
の
記
憶
を
喚
起
し
つ
つ
、
死
者
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
注
八
）
。
死
者
の
発
す
る
声
を
歌
の
上
句
に
聞
き
な
し
て
唱
和
し
、「
小
野
」
と
い
う
小
町
の
名
、
出
自
を
喚
起
す
る
業
平
の
姿
勢
は
、
こ

う
し
た
古
代
の
鎮
魂
の
「
う
た
」
の
水
脈
に
も
つ
な
が
っ
て
い
よ
う
。

だ
が
「
行
路
死
人
歌
」
の
作
者
た
ち
が
旅
の
途
中
で
偶
然
に
行
き
合
っ
た
死
者
た
ち
の
「
名
」
を
知
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
江
家
次
第
』
の
業
平
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は
誰
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
髑
髏
の
正
体
を
見
破
り
、
「
小
野
」
と
い
う
名
を
あ
ば
い
て
い
る
。
こ
の
説
話
の
語
り
手
が
、
業
平
と
生
前
の
小
町
に
何
ら
か
の
交

渉
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
展
開
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
こ
の
記
事
に
『
伊
勢
物
語
』
の
享
受
世
界
に
お
い
て
醸
成
さ
れ
た
業
平
・
小
町
の
恋

愛
譚
の
影
響
を
見
て
お
り
（
注
九
）
、
こ
と
に
小
峯
和
明
氏
や
錦
仁
氏
は
、
か
つ
て
の
恋
人
と
の
再
会
に
よ
っ
て
小
町
が
救
わ
れ
る
、
と
い
う
構
造
を
読
み
取
っ
て
い

る
が
（
注
一
〇
）
、
首
肯
す
べ
き
だ
ろ
う
。 

業
平
・
小
町
は
『
古
今
集
』
の
仮
名
序
に
「
近
き
世
に
、
そ
の
名
聞
こ
え
た
る
」
六
人
の
歌
人
、
い
わ
ゆ
る
六
歌
仙
の
ひ
と
り
と
し
て
共
に
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、

実
際
の
交
渉
を
示
す
記
録
は
な
い
。
た
だ
し
業
平
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
男
」
を
主
人
公
と
す
る
『
伊
勢
物
語
』
に
は
、
「
男
」
の
相
手
の
女
の
歌
と
し
て
『
古
今
集
』

所
載
の
小
町
詠
を
利
用
し
た
章
段
が
以
下
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。 

む
か
し
、
を
と
こ
有
け
り
。
あ
は
じ
と
も
い
は
ざ
り
け
る
女
の
、
さ
す
が
な
り
け
る
が
も
と
に
、
い
ひ
や
り
け
る
。 

 
 
 
 

秋
の
野
に
笹
わ
け
し
朝
の
袖
よ
り
も
逢
は
で
寝
る
夜
ぞ
ひ
ち
ま
さ
り
け
る 

 
 

色
好
み
な
る
女
、
返
し
、 

 
 
 
 

見
る
め
な
き
わ
が
身
を
う
ら
と
知
ら
ね
ば
や
か
れ
な
で
海
人
の
足
た
ゆ
く
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
伊
勢
物
語
』
二
五
段
） 

 

む
か
し
、
み
ち
の
国
に
て
、
お
と
こ
女
す
み
け
り
。
お
と
こ
、
「
宮
こ
に
い
な
ん
」
と
い
ふ
。
こ
の
女
い
と
悲
し
う
て
、
馬
の
は
な
む
け
を
だ
に
せ
む
と
て
、
お

き
の
ゐ
て
、
都
島
と
い
ふ
所
に
て
、
酒
飲
ま
せ
て
よ
め
る
。 

お
き
の
ゐ
て
身
を
焼
く
よ
り
も
悲
し
き
は
宮
こ
し
ま
べ
の
別
れ
な
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
同
一
一
五
段
） 

二
五
段
に
つ
い
て
は
第
一
部
第
二
章
で
も
ふ
れ
た
が
、『
古
今
集
』
恋
三
に
連
続
し
て
配
列
さ
れ
た
題
不
知
の
業
平
詠
と
小
町
詠
（
六
二
二
・
六
二
三
番
歌
）
を
「
男
」

と
「
色
好
み
」
の
女
と
の
贈
答
と
し
て
構
成
し
て
い
る
。
一
一
五
段
は
『
古
今
集
』
の
巻
末
に
墨
滅
歌
（
一
一
〇
四
番
歌
）
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
小
町
の
「
お
き
の
ゐ
、

み
や
こ
し
ま
」
と
い
う
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
物
名
歌
を
、
陸
奥
国
の
女
が
上
京
す
る
「
男
」
と
の
離
別
に
際
し
て
贈
っ
た
歌
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
小
町
詠
を
利
用

し
て
生
み
出
さ
れ
た
虚
構
的
な
章
段
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

だ
が
平
安
期
以
降
、
『
伊
勢
物
語
』
は
業
平
の
実
際
の
事
跡
と
し
て
享
受
さ
れ
、
そ
こ
に
登
場
す
る
「
男
」
の
相
手
の
「
女
」
に
具
体
的
な
名
前
を
与
え
る
こ
と
も

行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
こ
れ
ら
の
小
町
詠
利
用
章
段
は
、
業
平
と
歌
の
作
者
で
あ
る
小
町
と
の
関
係
を
伝
え
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
時
代
は
下
る
が
、

『
和
歌
知
顕
集
』
や
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
は
業
平
の
恋
の
相
手
の
ひ
と
り
と
し
て
小
町
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の

ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
章
段
の
「
女
」
に
小
町
の
名
を
当
て
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
伊
勢
物
語
』
を
源
泉
と
す
る
業
平
・
小
町
の
恋
愛
譚
が
、
匡
房
が
生
き
た
十
一
世

紀
半
ば
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て
あ
る
程
度
形
を
成
し
て
お
り
、
そ
れ
が
『
江
家
次
第
』
の
記
事
に
結
実
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

 
 
 
 

二
、
独
詠
型
か
ら
短
連
歌
型
へ 
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た
だ
し
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
江
家
次
第
』
が
髑
髏
説
話
の
原
型
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え
て
い
る
可
能
性
は
低
い
と
い
う
こ
と
だ
。
平
安
期
か
ら
中

世
に
か
け
て
成
立
し
た
諸
資
料
が
伝
え
る
髑
髏
説
話
の
中
に
は
、『
江
家
次
第
』
同
様
に
説
話
の
舞
台
を
陸
奥
国
と
し
、「
あ
な
め
」
の
歌
を
小
町
の
髑
髏
と
業
平
に
よ

っ
て
為
さ
れ
た
短
連
歌
と
位
置
付
け
る
も
の
（
以
下
、
短
連
歌
型
）
の
ほ
か
、
「
あ
な
め
」
の
歌
を
小
町
の
髑
髏
の
独
詠
と
す
る
も
の
（
以
下
、
独
詠
型
）
も
存
在
す

る
。
そ
し
て
独
詠
型
は
短
連
歌
型
よ
り
も
簡
素
な
構
造
を
有
し
て
お
り
、
古
い
時
代
の
記
事
に
は
具
体
的
な
地
名
や
発
見
者
の
名
前
が
記
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
先
行
の

諸
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
独
詠
型
の
ほ
う
が
説
話
の
原
型
に
近
く
、
短
連
歌
型
は
独
詠
型
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
独
詠
型
が

ど
の
時
点
で
短
連
歌
型
に
展
開
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
お
り
、
検
討
を
要
す
る
。

前
田
善
子
氏
（
注
一
一
）
は
髑
髏
説
話
の
系
譜
を
検
討
す
る
中
で
、
『
江
家
次
第
』
の
伝
え
る
短
連
歌
型
髑
髏
説
話
を
「
範
兼
・
清
輔
の
引
用
し
た
、
こ
の
種
の
同

じ
伝
説
を
、
事
実
的
根
拠
の
有
無
は
兎
も
角
と
し
て
、
業
平
小
町
と
結
合
潤
色
し
て
一
大
展
開
せ
し
め
た
も
の
」
と
し
て
い
る
。
十
二
世
紀
前
半
の
藤
原
範
兼
『
和
歌

童
蒙
抄
』（
注
一
二
）
、
十
二
世
紀
半
ば
の
藤
原
清
輔
『
袋
草
紙
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
以
下
の
よ
う
な
独
詠
型
の
説
話
を
、
匡
房
が
脚
色
し
て
『
江
家
次
第
』
の
記
事

に
仕
立
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

あ
き
か
ぜ
の
ふ
く
た
び
ご
と
に
あ
な
め

く
を
の
と
は
な
ら
じ
す
ゝ
き
お
ひ
け
り

小
野
小
町
集
に
あ
り
。
昔
野
中
を
行
人
あ
り
。
風
の
音
の
や
う
に
て
此
歌
を
詠
る
声
聞
ゆ
。
立
よ
り
て
尋
き
つ
け
れ
ば
、
白
く
さ
れ
た
る
人
の
か
し
ら
の
中
よ
り
、

す
ゝ
き
お
ひ
出
た
る
が
、
な
が
め
け
る
也
。
そ
の
す
ゝ
き
を
と
り
す
て
ゝ
、
其
頭
を
清
き
所
に
置
き
て
帰
り
ぬ
。
其
夜
の
ゆ
め
に
、
我
は
こ
れ
昔
小
野
小
町
と
い

は
れ
し
者
也
。
う
れ
し
く
恩
を
蒙
り
ぬ
る
と
云
へ
り
け
り
。
さ
て
此
歌
を
か
の
集
に
い
れ
る
と
ぞ
。
あ
な
め

く
と
は
あ
な
め
い
た
と
云
也
。

（
『
和
歌
童
蒙
抄
』
七
、
草
部
、
秋
草
、
薄

依
拠
本
二
四
八
頁
）

小
野
小
町
、

秋
風
の
う
ち
ふ
く
ご
と
に
あ
な
め
あ
な
め
小
野
と
は
い
は
じ
す
す
き
生
ひ
た
り

人
の
夢
に
、
野
の
途
に
目
よ
り
薄
生
ひ
た
る
人
有
り
。
小
野
と
称
し
、
こ
の
歌
を
詠
ず
。
夢
覚
め
て
尋
ね
見
る
に
、
一
の
髑
髏
有
り
。
目
よ
り
薄
生
ひ
た
り
。
そ

の
髑
髏
を
取
り
て
閑
所
に
こ
れ
を
置
き
ぬ
と
云
々
。
小
町
の
屍
と
知
り
ぬ
と
云
々
。

（
『
袋
草
紙
』
下
巻
、
亡
者
歌
）

こ
れ
ら
の
記
事
に
お
い
て
は
、
髑
髏
の
眼
窩
を
貫
く
植
物
が
「
薄
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
あ
な
め
」
の
歌
の
下
句
と
の
対
応
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
説
話
の
舞
台
や
発

見
者
の
名
前
は
示
さ
れ
ず
、
発
見
者
と
生
前
の
小
町
の
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
な
記
述
も
な
い
。
発
見
者
は
野
中
、
あ
る
い
は
夢
に
お
い
て
「
あ
な
め
」
の
歌
を
聞
き

つ
け
て
髑
髏
を
発
見
・
供
養
し
て
、
そ
の
夜
の
夢
な
い
し
前
夜
の
夢
の
記
憶
に
よ
っ
て
髑
髏
の
正
体
を
知
る
。
な
お
『
和
歌
童
蒙
抄
』
で
は
最
後
に
小
町
が
発
見
者
の

夢
の
中
で
礼
を
述
べ
て
お
り
、
『
述
異
記
』
の
「
周
氏
婢
」
や
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
髑
髏
目
穴
笋
掲
脱
以
祈
之
示
霊
表
縁

第
廿
七
」
の
よ
う
な
、
髑
髏
の
眼
窩
に

生
え
た
植
物
を
抜
い
て
や
っ
た
こ
と
で
富
を
得
る
と
い
う
枯
骨
報
恩
譚
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
話
が
『
伊
勢
物
語
』
の
享
受
世
界
で
醸
成

さ
れ
た
業
平
・
小
町
の
恋
物
語
や
業
平
の
東
下
り
と
結
び
付
き
、
業
平
・
小
町
の
恋
の
結
末
を
語
る
説
話
に
成
長
し
た
と
見
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

だ
が
、『
和
歌
童
蒙
抄
』
が
「
あ
な
め
」
の
歌
の
出
典
と
し
て
挙
げ
る
「
小
野
小
町
集
」
の
伝
本
の
存
在
が
報
告
さ
れ
る
と
（
注
一
三
）、
以
降
、
そ
ち
ら
が
『
江
家
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次
第
』
の
原
型
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
く
る
（
注
一
四
）
。
『
小
町
集
』
の
現
存
伝
本
に
つ
い
て
は
第
一
章
で
ふ
れ
た
が
、
「
あ
な
め
」
の
歌
を
掲
出
す
る
の

は
全
六
九
首
か
ら
な
る
神
宮
文
庫
本
系
統
の
巻
末
、
第
三
部
で
あ
る
。
「
あ
な
め
」
の
歌
は
こ
の
第
三
部
で
馬
内
侍
や
斎
宮
女
御
と
い
っ
た
『
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
の

歌
の
あ
と
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
十
一
世
紀
以
降
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
十
二
世
紀
前
半
の
『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
遅
く
て
も
十
二
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
は
神
宮
文
庫
本
系
統
の
『
小
町
集
』
か
、
そ
の
増
補
に
用
い
ら
れ
た
現
存
し
な
い
系
統
の
伝
本
に
増
補
さ
れ
て
い
た
と
見

ら
れ
、
こ
と
に
よ
る
と
『
江
家
次
第
』
よ
り
も
先
行
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
以
下
に
掲
げ
る
そ
の
内
容
は
、
髑
髏
こ
そ
登
場
し
な
い
も
の
の
『
和
歌
童
蒙
抄
』『
袋
草
紙
』
よ
り
も
『
江
家
次
第
』
の
内
容
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
（
注

一
五
）
。

お
な
じ
比
、
み
ち
の
国
へ
く
だ
る
人
に
、「
い
つ
ば
か
り
」
と
と
ひ
し
か
ば
、
「
け
ふ
あ
す
も
の
ぼ
ら
ん
」
と
い
ひ
し
か
ば

み
ち
の
く
は
よ
も
う
き
島
も
有
と
い
ふ
を
関
こ
ゆ
る
ぎ
の
い
そ
か
ざ
る
ら
ん

（
唐
草
な
し
、
神
宮
６７
、
静
嘉
８５
、
承
空
７８
、
書
乙
７７
、
正
保
７６
）

な
ど
い
ひ
て
う
せ
に
け
り
。
の
ち
を
、
い
か
に
も
す
る
人
や
な
か
り
け
ん
、
あ
や
し
く
て
ま
ろ
び
あ
り
き
け
り
。
あ
は
で
か
た
み
に
ゆ
き
て
け
る
人
の
、
思

ひ
も
か
け
ぬ
所
に
、
歌
よ
む
こ
ゑ
の
し
け
れ
ば
、
お
そ
ろ
し
な
が
ら
、
よ
り
、
き
け
ば

秋
風
の
ふ
く
た
び
こ
と
に
あ
な
め

く
を
の
と
は

な
く

い

は

イ

て
薄
お
ひ
け
り

（
神
宮
６８
／
他
本
な
し
）

と
き
こ
え
け
る
に
、
あ
や
し
と
て
、
草
の
中
を
み
れ
ば
、
小
野
小
町
が
す
ゝ
き
の
い
と
を
か
し
う
ま
ね
き
た
て
り
け
る
。
そ
れ
と
み
ゆ
る
し
る
し
は
い
か
ゞ

有
け
ん
。

ま
ず
六
七
番
歌
の
詞
書
に
お
い
て
、
陸
奥
国
で
暮
ら
す
小
町
は
、
「
み
ち
の
国
に
く
だ
る
人
」
に
「
い
つ
ば
か
り
（
い
つ
上
京
す
る
の
か
）
」
、
と
訊
ね
る
。
す
る
と

相
手
は
、
今
日
明
日
に
も
上
京
す
る
、
と
答
え
る
。
そ
こ
で
小
町
は
「
み
ち
の
く
は
」
歌
（
六
七
番
歌
）
を
詠
ん
で
姿
を
消
し
、
そ
の
後
世
話
を
す
る
者
も
な
い
の
で

「
あ
や
し
く
て
ま
ろ
び
あ
り
き
け
る
」
と
い
う
身
の
上
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
小
町
の
「
お
き
の
ゐ
て
」
歌
を
用
い
て
構
成
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
一
一
五
段
同

様
の
、
陸
奥
国
に
住
む
小
町
が
「
み
ち
の
国
に
く
だ
る
人
」
、
す
な
わ
ち
彼
女
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
都
の
男
と
の
離
別
を
描
い
た
話
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
日
談

と
し
て
、
誰
に
も
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
小
町
の
「
ま
ろ
び
あ
り
」
く
、
と
い
う
さ
す
ら
い
の
姿
が
語
ら
れ
て
ゆ
く
。

「
あ
な
め
」
の
歌
（
六
八
番
歌
）
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
連
続
す
る
も
の
と
し
て
置
か
れ
て
お
り
、「
あ
は
で
か
た
み
に
ゆ
き
て
け
る
人
」
が
こ
の
歌
を
聞
き
つ
け
、

奇
妙
に
思
っ
て
「
草
の
中
」
を
見
る
と
そ
こ
に
は
「
小
野
小
町
が
す
ゝ
き
の
い
と
を
か
し
う
ま
ね
き
た
て
り
け
る
」
と
い
う
情
景
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
「
あ
は
で
か

た
み
に
ゆ
き
て
け
る
人
」
に
つ
い
て
は
「
あ
が
た
み
に
ゆ
き
て
け
る
人
」
の
誤
写
と
い
う
説
も
あ
る
が
（
注
一
六
）
、
単
純
に
解
す
る
な
ら
ば
こ
れ
は
「
会
わ
な
い
で

お
互
い
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
人
」
と
な
り
、
失
踪
し
た
小
町
に
会
う
こ
と
が
で
き
ず
行
き
違
い
に
な
っ
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
小
町
を
訪
ね
て
き
た
が

会
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
別
の
男
と
も
解
釈
し
う
る
し
、
先
に
登
場
し
た
「
み
ち
の
国
に
く
だ
る
人
」
と
同
一
の
存
在
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
男
が
、

秋
風
が
吹
く
中
で
小
町
の
遺
骸
、
あ
る
い
は
墓
所
に
生
え
る
薄
が
招
く
よ
う
に
揺
れ
る
さ
ま
を
見
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
（
注
一
七
）
。

す
る
と
、
『
小
町
集
』
と
『
江
家
次
第
』
は
と
も
に
説
話
の
舞
台
を
陸
奥
国
に
設
定
し
て
お
り
、
小
町
は
「
あ
な
め
」
の
歌
を
機
縁
と
し
て
、
か
つ
て
の
知
己
、
お

そ
ら
く
は
恋
人
と
の
再
会
を
遂
げ
て
い
る
。
こ
の
二
資
料
の
あ
い
だ
に
は
、
歌
語
り
や
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
散
逸
し
た
テ
ク
ス
ト
が
介
在
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
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は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
『
小
町
集
』
六
七
・
六
八
番
歌
の
元
と
な
っ
た
話
（
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
話
）
が
、
小
町
詠
を
詠
む
女
と
上
京
す
る
「
男
」
と
の

陸
奥
に
お
け
る
離
別
を
語
っ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
一
一
五
段
あ
た
り
を
接
点
と
し
て
『
伊
勢
物
語
』
の
世
界
、
業
平
・
小
町
の
恋
愛
譚
を
取
り
込
み
、
『
江
家
次
第
』

へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
お
お
ま
か
な
流
れ
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
『
小
町
集
』
と
『
江
家
次
第
』
の
中
間
に
、
中
世
の
『
伊
勢
物
語
』
や

『
古
今
集
』
注
釈
に
見
ら
れ
る
以
下
の
よ
う
な
髑
髏
説
話
の
類
話
を
置
い
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

又
漢
書
云
、
涙
雨
漸
々
濶
興
芳
七
尺
之
盧
橘
纔
伝
古
袖
頭
髄
貫
脉
、
菀
蕉
二
丈
之
薄
花
速
迷
綾
心
と
い
へ
り
。
…
…
又
菀
蕉
婁
掇
と
い
ふ
も
の
有
。
つ
ま
の
え
ん

し
や
う
野
に
行
て
死
た
り
け
る
を
、
野
に
行
て
た
づ
ぬ
る
に
、
女
の
か
ば
ね
よ
り
生
と
を
れ
る
薄
二
丈
ば
か
り
な
る
が
男
を
ま
ね
き
け
る
よ
り
薄
の
人
ま
ね
く
と

い
ふ
。

（
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
六
○
段
）

漢
書
云
、
涙
雨
漸
潤
興
芳
七
尺
之
盧
橘
纔
伝
古
袖
、
頭
髄
貫
脉
菀
雀
二
丈
薄
花
速
迷
後
心
矣
。
…
…
又
、
菀
雀
・
婁
州
ト
テ
夫
婦
ア
リ
。
妻
ノ
菀
雀
、
物
ヲ
ネ
タ

ミ
テ
野
ニ
行
テ
死
ス
。
尋
ネ
ア
リ
ク
ニ
、
二
丈
バ
カ
リ
ナ
ル
尾
花
、
我
ヲ
マ
ネ
ク
。
行
テ
見
レ
バ
、
彼
ノ
妻
ノ
カ
バ
ネ
ヨ
リ
生
タ
ル
薄
也
。
是
ヨ
リ
シ
テ
尾
花
ノ

人
ヲ
招
ク
ト
云
事
ヲ
云
ヘ
リ
。

（
『
弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
』
１３９
番
歌
注
、
依
拠
本
二
、
三
六
八
頁
）

こ
れ
は
「
薄
」
が
「
招
」
く
、
と
い
う
和
歌
表
現
の
本
説
と
し
て
引
か
れ
た
も
の
で
、
小
町
で
は
な
く
唐
土
の
女
の
遺
骸
に
つ
い
て
の
説
話
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は

典
拠
が
「
漢
書
」
と
記
さ
れ
る
が
、
『
漢
書
』
中
に
該
当
す
る
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。
本
説
の
権
威
化
の
た
め
に
『
漢
書
』
を
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
西
村
聡
氏
（
注
一
八
）
が
小
町
の
髑
髏
説
話
と
の
近
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
時
代
が
下
る
も
の
で
あ
る
か
ら
か
、
髑
髏
説
話
の
成
長
・

展
開
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
妻
が
家
を
出
て
野
で
死
に
、
夫
が
彼
女
の
行
方
を
尋
ね
る
と
、
女
の
遺
骸
か
ら
生
え
た
薄
が
彼
を
招
い
た

と
い
う
そ
の
内
容
は
『
小
町
集
』
の
六
七
・
六
八
番
歌
詞
書
を
連
想
さ
せ
る
。
い
っ
ぽ
う
『
漢
書
』
の
引
用
と
さ
れ
る
部
分
に
は
「
薄
花
」
が
「
頭
髄
貫
脉
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
薄
は
白
骨
化
し
た
遺
骸
の
目
の
穴
か
ら
生
え
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
こ
の
説
話
は
、
『
江
家
次
第
』
以
降
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
、
眼
窩
を
植
物
に
貫
か
れ
た
小
町
の
髑
髏
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
備
え
て
い
る
。
髑
髏
説
話
の
形
成
・
展
開
過
程
で
、
小
町
で
は
な
く
別
の
女
の
話
と
し
て
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
、
中
世
に
ま
で
そ
の
命
脈
を
保
ち
、
『
漢
書
』
由
来
の
説
話
と
し
て
『
伊
勢
物
語
』
や
『
古
今
集
』
の
注
釈
書
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
業
平
が
小
町
の
「
尸
」
を
「
求
」
め
る
と
い
う
こ
と

と
こ
ろ
で
、
『
小
町
集
』
で
は
「
あ
は
で
か
た
み
に
ゆ
き
て
け
る
」
人
が
偶
然
に
「
あ
な
め
」
の
歌
を
聞
き
つ
け
、
「
草
の
中
」
に
そ
の
声
の
主
を
見
出
し
て
い
た
。

だ
が
先
に
掲
げ
た
中
世
の
『
伊
勢
物
語
』・『
古
今
集
』
注
所
載
の
類
話
で
は
、
夫
が
出
奔
し
た
女
を
尋
ね
歩
き
、
招
く
薄
に
導
か
れ
て
野
晒
し
と
な
っ
た
遺
骸
に
た
ど
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り
着
い
て
い
る
。
そ
し
て
『
江
家
次
第
』
に
な
る
と
、
業
平
は
す
で
に
小
町
の
「
尸
」
が
「
八
十
島
」
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
鎮
魂
・
供
養

の
た
め
に
そ
れ
を
「
求
」
め
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
業
平
は
、
そ
の
理
由
は
と
も
か
く
と
し
て
「
出
家
」
の
姿
で
あ
り
、
そ
こ
に
行
路
死
者
を
回
向
す
る
旅
僧
の
お
も

か
げ
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
業
平
が
小
町
の
「
尸
」
を
「
求
」
め
る
と
い
う
要
素
が
こ
こ
で
髑
髏
説
話
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
特

筆
す
べ
き
は
、
恋
人
の
遺
骸
、
な
い
し
草
の
繁
茂
す
る
終
焉
の
地
を
尋
ね
求
め
る
、
と
い
う
行
為
が
十
世
紀
・
十
一
世
紀
の
物
語
を
中
心
に
少
な
か
ら
ず
確
認
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
従
来
『
江
家
次
第
』
の
髑
髏
説
話
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
こ
の
問
題
が
着
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
『
江
家
次
第
』
以
前
に
見
ら
れ
る
こ

れ
ら
の
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
業
平
の
行
為
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
髑
髏
説
話
の
展
開
・
変
遷
を
考
え
る
上
で
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
行
為
を
物
語
の
主
題
に
ま
で
昇
華
し
た
作
品
と
し
て
、
散
逸
物
語
『
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
』
が
あ
る
。
『
更
級
日
記
』
や
『
風
葉
和
歌
集
』
に
よ
り
断
片
的
に
知

ら
れ
る
こ
の
物
語
の
内
容
は
、
『
中
世
王
朝
物
語
・
御
伽
草
子
辞
典
』
に
よ
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
注
一
九
）
。

三
宮
は
あ
る
女
の
も
と
に
忍
ん
で
通
っ
て
い
た
が
、
三
宮
の
夜
離
れ
か
、
或
い
は
こ
の
関
係
を
望
ま
な
い
親
や
北
の
方
な
ど
の
脅
迫
に
よ
り
、
女
は
入
水
す
る
。

三
宮
は
夢
枕
で
、
女
が
入
水
し
た
こ
と
、
成
仏
で
き
な
い
こ
と
を
知
る
。
女
を
あ
わ
れ
ん
だ
三
宮
は
、
供
養
す
る
た
め
に
女
の
屍
を
探
し
求
め
る
が
見
つ
か
ら
ず
、

自
ら
出
家
し
て
勤
行
に
励
む
（
あ
る
い
は
逆
に
、
出
家
し
て
か
ら
女
の
屍
を
探
し
求
め
る
と
い
う
順
序
も
考
え
ら
れ
る
）。

ま
た
現
存
す
る
物
語
の
中
に
は
、
男
が
女
の
失
わ
れ
た
遺
骸
の
探
索
を
幻
想
す
る
例
が
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

す
み
よ
し
の
も
の
が
た
り
、
ゑ
に
か
き
た
る
を
、
う
た
な
き
と
こ
ろ

ぐ
に
あ
る
べ
し
と
て
、
あ
（
三
字
分
空
白
）
こ
ろ
の
お
ほ
せ
ご
と
に
て
よ
め
る
、
じ

〃
う
の
ひ
め
ぎ
み
も
と
め
に
、
な
ら
び
の
い
け
の
い
ひ
の
つ
ら
に
ゐ
た
る
と
こ
ろ

い
り
に
し
は
そ
こ
ぞ
と
だ
に
も
い
ひ
つ
げ
ば
た
ま
も
わ
け
て
も
と
ふ
べ
き
も
の
を

（
書
陵
部
蔵
（
五
一
〇
・
一
二
）
本
『
能
宣
集
』
３２８
）

骸
を
だ
に
尋
ね
ず
、
あ
さ
ま
し
く
て
も
や
み
ぬ
る
か
な
、
い
か
な
る
さ
ま
に
て
、
い
づ
れ
の
底
の
う
つ
せ
に
ま
じ
り
け
む
な
ど
、
や
る
方
な
く
お
ぼ
す
。

(

『
源
氏
物
語
』
蜻
蛉
巻
、
依
拠
本
⑤
二
九
〇
～
二
九
一
頁)

 

韓
泊
底
の
水
屑
と
な
り
に
し
を
瀬
々
の
岩
間
も
尋
ね
て
し
が
な

「
か
ひ
な
く
と
も
、
か
の
跡
の
白
波
を
だ
に
見
る
わ
ざ
も
が
な
」
と
お
ぼ
せ
ど
、
都
の
内
の
御
歩
き
を
だ
に
も
御
心
に
任
せ
た
ま
は
ず
、
と
こ
ろ
せ
く
わ
り
な
き

御
も
て
な
し
な
れ
ば
、
ま
い
て
お
ぼ
し
か
く
べ
き
こ
と
に
も
あ
ら
ね
ば
、
い
と
口
惜
し
く
お
ぼ
し
つ
づ
け
ら
る
る
に
、
…

（
『
狭
衣
物
語
』
巻
二
、
依
拠
本
上

二
一
一
～
二
一
二
頁
）

ま
ず
書
陵
部
蔵
（
五
一
〇
・
一
二
）
本
『
能
宣
集
』
三
二
八
番
歌
は
、
能
宣
が
「
あ
る
と
こ
ろ
の
お
ほ
せ
ご
と
」
に
よ
り
古
本
『
住
吉
物
語
』
の
絵
に
附
し
た
歌
の

ひ
と
つ
で
、
失
踪
し
た
姫
君
を
探
し
求
め
る
男
主
人
公
「
じ
〃
う
（
侍
従
）
」
の
立
場
か
ら
詠
ま
れ
て
い
る
。
姫
君
は
こ
の
と
き
継
子
い
じ
め
に
苦
し
み
、
住
吉
へ
と

逃
げ
だ
し
て
い
る
の
だ
が
、
侍
従
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
。
ゆ
え
に
姫
君
が
「
な
ら
び
の
い
け
」
に
身
を
投
げ
た
可
能
性
を
思
い
、
も
し
そ
こ
に
身
を
投
げ
た
と
で
も
言
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っ
て
く
れ
た
ら
、
池
の
藻
を
分
け
て
も
遺
骸
を
探
す
も
の
を
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
挙
げ
た
『
源
氏
物
語
』
の
例
は
、
浮
舟
の
遺
骸
を
思
う
薫
の
心
内
表
現
で
あ
る
。
浮
舟
は
薫
と
匂
宮
の
間
で
揺
動
し
た
結
果
、
宇
治
川
へ
の
入
水
を
決
め
て
出

奔
す
る
。
蜻
蛉
巻
で
は
そ
の
よ
う
な
浮
舟
の
遺
骸
な
き
葬
儀
に
さ
い
し
て
乳
母
や
実
母
が
悲
嘆
に
く
れ
る
の
で
あ
る
が
、
薫
も
ま
た
水
底
に
沈
ん
で
失
わ
れ
た
浮
舟
の

遺
骸
を
思
い
、
そ
れ
を
探
し
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
悲
し
む
。

そ
し
て
『
狭
衣
物
語
』
で
は
、
飛
鳥
井
姫
君
が
狭
衣
と
関
係
を
持
つ
も
の
の
、
乳
母
に
謀
ら
れ
て
大
夫
道
成
の
筑
紫
行
き
の
船
に
乗
せ
ら
れ
、
道
成
と
夫
婦
に
な
る

よ
う
求
め
ら
れ
る
。
狭
衣
だ
け
を
ひ
た
す
ら
に
思
い
続
け
る
飛
鳥
井
姫
君
は
船
が
虫
明
の
瀬
戸
に
差
し
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
で
入
水
を
試
み
る
。
道
成
か
ら
飛
鳥
井
姫
君

の
末
路
を
知
ら
さ
れ
た
狭
衣
は
「
韓
泊
」
の
歌
を
詠
み
、
「
底
の
水
屑
」
と
な
っ
た
飛
鳥
井
の
遺
骸
を
瀬
々
の
岩
間
ま
で
探
し
求
め
た
い
、
と
述
べ
た
上
で
、
そ
れ
が

叶
わ
な
く
て
も
せ
め
て
「
跡
の
白
波
」
だ
け
で
も
目
に
し
た
い
、
と
願
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
い
ず
れ
も
女
の
さ
す
ら
い
の
果
て
の
入
水
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
予
感
さ
せ
る
失
踪
に
さ
い
し
て
、
そ
の
恋
人
で
あ
る
男
が
希
求
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
遺
骸
の
捜
索
は
実
際
に
は
叶
わ
ず
、
ま
た
女
た
ち
も
姿
を
隠
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
遺
骸
が
本
当
に
水
底
に
沈
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
遺
骸

の
捜
索
を
思
い
描
く
と
い
う
行
為
は
、
そ
の
男
が
女
に
つ
よ
い
執
着
と
恋
情
を
向
け
て
い
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
『
江
家
次
第
』
で
業
平
が
八
十
島
に
足
を
運

ん
で
小
町
の
「
尸
」
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
か
つ
て
の
恋
人
で
あ
る
小
町
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
薫
や
狭
衣
が
思
い
描
く
水
底
に
沈
ん
だ
女
の
遺
骸
は
、
『
江
家
次
第
』
に
登
場
す
る
、
眼
窩
に
「
野
蕨
」
を
生
や
し
た
野
晒
し
の
髑
髏
と
は
イ
メ
ー
ジ
の
上

で
相
違
す
る
。
だ
が
、
よ
り
髑
髏
説
話
に
近
似
し
た
「
遺
骸
を
求
め
る
」
行
為
の
類
型
と
し
て
、
「
草
の
原
」
を
尋
ね
る
、
と
い
う
行
為
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

そ
の
現
存
す
る
最
も
早
い
例
は
『
源
氏
物
語
』
花
宴
巻
で
あ
る
。
光
源
氏
は
逢
瀬
の
の
ち
朧
月
夜
に
「
名
の
り
」
を
求
め
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
朧
月
夜
は
以
下
の

よ
う
に
詠
む
。

う
き
身
世
に
や
が
て
消
え
な
ば
た
づ
ね
て
も
草
の
原
を
ば
問
は
じ
と
や
思
ふ

（
『
源
氏
物
語
』
花
宴
巻
、
依
拠
本
①
二
七
七
頁
）

第
一
句
「
う
き
身
」
は
「
憂
き
身
」
と
「
浮
き
身
」
の
掛
詞
で
あ
ろ
う
。
憂
愁
を
抱
え
た
寄
る
辺
な
き
こ
の
身
が
こ
の
ま
ま
消
え
て
し
ま
っ
た
と
し
て
、
あ
な
た
は

「
草
の
原
」
を
尋
ね
当
て
て
来
て
く
れ
な
ど
し
な
い
で
し
ょ
う
に
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
第
四
句
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
草
の
原
」
の
用
例
は
『
源
氏
物
語
』
よ
り

前
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
墓
所
、
あ
る
い
は
草
の
繁
茂
し
た
死
者
の
最
期
の
地
を
求
め
る
、
と
い
う
行
為
が
詠
ま
れ
た
和
歌
が
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
こ

と
を
考
慮
し
て
、
こ
こ
も
墓
所
や
最
期
の
地
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
注
二
〇
）
。

ま
か
り
い
で
ゝ
御
ふ
み
つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば

中
将
更
衣

け
ふ
す
ぎ
ば
し
な
ま
し
物
を
夢
に
て
も
い
づ
こ
を
は
か
と
君
が
と
は
ま
し

（
『
後
撰
集
』
恋
二
６４０
）

女
の
も
と
に
物
を
だ
に
い
は
ん
と
て
、
き
た
り
け
る
人
、
あ
し
た
に

消
か
え
り
有
か
な
き
か
の
我
身
か
な
う
ら
み
て
か
へ
る
道
芝
の
露

（
正
保
版
本
『
小
大
君
集
』
５９
）

か
へ
し
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あ
は
れ
と
も
草
ば
の
露
や
と
は
れ
ま
し
道
の
空
に
て
消
な
ま
し
か
ば

（
同
６０
）

さ
て
、
先
に
見
た
例
で
は
、
男
は
女
を
深
く
思
う
あ
ま
り
、
そ
の
失
踪
・
死
を
嘆
き
悲
し
み
、
「
遺
骸
を
求
め
る
」
こ
と
を
希
求
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
花
宴

巻
で
は
女
が
言
い
寄
っ
て
き
た
男
の
心
を
試
す
た
め
に
、
あ
な
た
は
私
が
死
ん
で
も
探
し
て
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
、
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
歌
を

口
に
し
た
朧
月
夜
の
様
子
は
「
艶
に
な
ま
め
き
た
り
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
深
刻
性
は
希
薄
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
こ
の
時
代

に
お
い
て
す
で
に
恋
人
の
遺
骸
や
墓
所
、
死
地
を
探
し
求
め
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
死
者
へ
の
情
愛
の
深
さ
と
結
び
つ
い
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

そ
し
て
以
降
、
吉
野
瑞
恵
氏
（
注
二
一
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
草
の
原
」
の
語
は
、
「
さ
す
ら
い
、
あ
る
い
は
失
踪
の
す
え
、
悲
惨
な
最
期
を
迎
え
た
者
が
こ
の

世
か
ら
姿
を
消
し
た
地
」
を
想
起
さ
せ
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
早
い
例
と
し
て
、
『
狭
衣
物
語
』
に
お
い
て
狭
衣
が
失
踪
し
た
飛
鳥
井
を
思
っ

て
詠
ん
だ
以
下
の
一
首
が
挙
げ
ら
れ
る
。

尋
ぬ
べ
き
草
の
原
さ
へ
霜
枯
れ
て
誰
に
問
は
ま
し
道
芝
の
露

（
巻
二
、
依
拠
本
上

一
二
七
頁
）

こ
の
時
点
で
狭
衣
は
飛
鳥
井
の
入
水
の
詳
細
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
女
が
夢
に
あ
ら
わ
れ
た
際
に
詠
ん
だ
歌
を
も
っ
て
、
そ
の
死
を
予
感
し
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
飛
鳥
井
の
行
き
着
い
た
先
は
「
う
き
身
世
に
」
に
詠
ま
れ
た
「
草
の
原
」
と
想
像
さ
れ
、
そ
れ
を
探
し
求
め
た
い
が
霜
枯
れ
て
し
ま
い
、
飛
鳥
井
に
辿
り
着

く
手
立
て
が
な
い
、
と
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
様
の
「
草
の
原
」
の
用
例
は
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
も
見
え
る
。
中
納
言
の
も
と
で
暮
ら
し
て
い
た
も
の
の
式
部
卿
宮
に
盗
み
出
さ
れ
た
吉
野
姫
君
は
、

以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。

か
く
て
あ
り
と
中
納
言
の
き
き
つ
け
給
は
ぬ
ほ
ど
に
亡
く
な
り
果
て
ば
や
。
さ
て
の
ち
、
く
さ
の
原
を
尋
ね
給
は
ん
ほ
ど
の
あ
は
れ
、
さ
り
と
も
、
あ
さ
く
は
お

ぼ
さ
じ
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
と
中
納
言
が
知
る
前
に
自
害
し
て
し
ま
お
う
、
中
納
言
は
そ
の
後
で
「
草
の
原
」
を
尋
ね
て
く
れ
る
ほ
ど
に
、
深
く
自
分
の
こ
と
を
思
っ
て

く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
女
の
流
離
の
果
て
の
横
死
を
め
ぐ
る
物
語
的
な
想
像
力
の
世
界
が
、
『
江
家
次
第
』
の
髑
髏
説
話
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
、
老
い
さ
ら
ば
え
て
人
々
に
見
捨
て
ら
れ
、
氏
族
共
同
体
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
た
場
所
で
孤
独
に
亡
く
な
っ
た
小
町
を
、
か
つ
て
の
恋
人

で
あ
っ
た
業
平
だ
け
は
記
憶
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

最
初
に
掲
げ
た
小
町
の
「
今
は
と
て
」
歌
、
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
た
「
お
ほ
あ
ら
き
の
」
歌
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
加
齢
と
容
色
の
衰
え
ゆ
え
に
男
性
に
顧

み
ら
れ
な
く
な
る
小
町
の
姿
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
小
町
集
』
六
八
番
歌
詞
書
に
お
い
て
小
町
が
都
の
男
と
別
れ
た
の
ち
「
の
ち
を
い
か
に
も
す
る
人
や
な
か
り
け
む
、

あ
や
し
く
て
ま
ろ
び
あ
り
き
け
る
」
と
い
う
身
の
上
と
な
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
繋
が
っ
て
ゆ
く
。

だ
が
『
小
町
集
』
は
そ
れ
に
つ
づ
け
て
、
か
つ
て
の
恋
人
が
偶
然
に
「
あ
な
め
」
の
歌
を
聞
き
つ
け
、
小
町
と
再
会
を
果
た
し
た
、
と
い
う
話
を
記
し
た
。
『
江
家

次
第
』
に
引
か
れ
た
説
話
は
こ
の
部
分
を
よ
り
膨
ら
ま
せ
、
『
伊
勢
物
語
』
に
語
ら
れ
て
い
る
二
者
の
関
係
の
結
末
を
、
こ
の
時
代
の
男
の
情
愛
の
深
さ
の
表
現
で
あ
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る
「
遺
骸
／
草
の
原
を
尋
ね
る
」
と
い
う
行
為
を
利
用
し
て
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
小
町
の
孤
独
な
魂
が
業
平
の
想
い
と
う
た
の
こ
と
ば
に
触
れ
、

そ
の
名
を
呼
ば
れ
る
こ
と
で
よ
う
や
く
救
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
結
末
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
結
末
は
、『
伊
勢
物
語
』
六
三
段
で
「
思
ふ
を
も
、
思
は
ぬ
を
も
、

け
ぢ
め
見
せ
ぬ
心
」
と
評
さ
れ
た
業
平
の
、
「
心
の
深
い
色
好
み
」
と
い
う
歌
語
り
的
、
説
話
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
浮
き
彫
り
に
す
る
は
ず
だ
。

四
、
十
三
世
紀
以
降
の
展
開
―
「
恋
」
の
要
素
の
希
薄
化
―

だ
が
こ
の
後
、
小
町
の
髑
髏
説
話
に
お
け
る
「
恋
人
と
の
再
会
」
の
要
素
は
希
薄
化
、
あ
る
い
は
後
景
化
し
て
ゆ
く
。
先
に
見
た
よ
う
に
、『
和
歌
童
蒙
抄
』『
袋
草

紙
』
が
伝
え
る
独
詠
型
の
説
話
に
は
そ
も
そ
も
「
恋
人
と
の
再
会
」
と
い
う
要
素
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
発
見
者
は
小
町
の
遺
骸
を
求
め
る
の
で
は
な
く
て
「
あ
な
め
」

の
歌
を
聞
き
つ
け
て
偶
然
に
邂
逅
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
十
三
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
鴨
長
明
の
『
無
名
抄
』
、
源
顕
兼
の
『
古
事
談
』
が
取
り
上
げ
て
い
る
短

連
歌
型
の
髑
髏
説
話
も
、
多
く
の
点
に
お
い
て
『
江
家
次
第
』
と
共
通
す
る
も
の
の
、
か
つ
て
男
女
関
係
に
あ
っ
た
業
平
・
小
町
の
再
会
譚
と
し
て
の
側
面
は
か
な
り

希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

或
人
云
、
「
業
平
朝
臣
、
二
條
后
の
未
だ
た
ゞ
人
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
盗
み
取
り
て
行
き
け
る
を
、
兄
人
達
に
取
返
さ
れ
た
る
由
い
へ
り
。
此
事
又
日
本

紀
に
あ
り
。
事
の
様
は
か
の
物
語
に
い
へ
る
が
ご
と
く
な
る
に
と
り
て
、
奪
ひ
返
し
け
る
時
、
兄
人
達
其
憤
り
休
め
難
く
て
、
業
平
の
も
と
ゞ
り
を
切
り
て
け
り
。

し
か
れ
ば
、
誰
が
た
め
に
も
よ
か
ら
ぬ
事
な
れ
ば
、
人
も
知
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
心
一
つ
に
の
み
思
ひ
て
過
ぎ
け
る
に
、
業
平
朝
臣
、
『
髪
を
生
さ
ん
』
と
て
籠

り
居
た
り
け
る
程
、
『
哥
枕
ど
も
見
ん
』
と
て
、
数
寄
に
よ
せ
て
あ
づ
ま
の
方
へ
行
き
け
り
。
陸
奥
国
に
至
り
て
や
そ
し
ま
と
云
ふ
所
に
宿
り
た
り
け
る
夜
、
野

の
中
に
哥
の
上
句
を
詠
ず
る
聲
有
り
。
そ
の
詞
に
い
は
く
、

秋
風
の
吹
く
に
つ
け
て
も
あ
な
め

く

と
云
ふ
。
怪
し
く
覚
え
て
、
聲
を
尋
ね
つ
ゝ
是
を
求
む
る
に
、
さ
ら
に
人
な
し
。
只
死
人
の
頭
一
あ
り
。
明
く
る
朝
猶
こ
れ
を
見
る
に
、
彼
の
ど
く
ろ
〔
の
目
〕

穴
よ
り
薄
な
ん
一
本
生
ひ
出
た
り
け
る
。
そ
の
薄
風
に
靡
く
音
の
か
く
聞
こ
え
け
れ
ば
、
怪
し
く
覚
え
て
あ
た
り
の
人
に
此
事
を
問
ふ
。
或
人
語
り
て
云
、
『
小

野
小
町
こ
の
国
に
至
り
て
、
此
所
に
て
命
終
り
に
け
り
。
則
ち
彼
の
頭
是
な
り
』
と
云
ふ
。
こ
ゝ
に
業
平
、
哀
に
哀
し
く
覚
え
け
れ
ば
、
涙
を
抑
へ
て
下
句
付
け
ゝ

り
。

小
野
と
は
い
は
じ
薄
生
ひ
け
り

と
ぞ
付
け
た
る
。
そ
の
野
を
ば
玉
造
り
の
小
野
と
い
ひ
け
る
」
と
ぞ
侍
る
。
玉
造
り
の
小
町
と
小
野
小
町
と
同
人
か
あ
ら
ぬ
者
か
と
、
人
々
お
ぼ
つ
か
な
き
こ
と

に
申
し
て
争
ひ
侍
し
時
、
人
の
語
り
侍
し
な
り
。

（
『
無
名
抄
』「
小
野
と
は
い
は
じ
の
事
」
）

業
平
朝
臣
、
二
条
の
后
〔
宮
仕
以
前
〕
を
盗
み
、
将
て
去
る
の
間
、
兄
弟
達
〔
昭
宣
公
等
〕
追
ひ
至
り
て
奪
ひ
返
す
の
時
、
業
平
の
本
鳥
を
切
る
と
云
々
。
仍
て

髪
を
生
ふ
す
の
程
、
歌
枕
を
見
る
と
称
し
関
東
に
発
向
す
〔
伊
勢
物
語
に
見
ゆ
〕。

奥
州
八
十
嶋
に
宿
す
る
の
夜
、
野
中
に
和
歌
の
上
の
句
を
詠
ず
る
の
声
有
り
。
其
の
詞
に
曰
く
「
秋
風
の
吹
く
般
毎
に
穴
目
穴
目
」
と
。
音
に
就
き
て
之
を
求
む
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る
に
人
無
し
。
只
一
つ
の
髑
髏
有
り
。
明
旦
猶
ほ
之
を
見
る
に
、
件
の
髑
髏
の
目
の
穴
よ
り
薄
生
ひ
出
で
た
り
け
り
。
風
吹
く
毎
に
薄
の
な
び
く
お
と
、
此
く
の

如
く
聞
こ
え
け
り
。
奇
恠
の
思
ひ
を
為
す
の
間
、
或
る
者
の
云
く
「
小
野
小
町
、
此
の
国
に
下
向
し
、
此
の
所
に
て
逝
去
す
。
件
の
髑
髏
な
り
」
と
云
々
。
爰
に

業
平
、
哀
憐
を
垂
れ
、
下
の
句
を
付
け
て
云
く
「
小
野
と
は
い
は
じ
薄
生
ひ
け
り
」
と
云
々
。
件
の
所
を
小
野
と
云
ひ
け
り
。
此
の
事
、
日
本
紀
式
に
見
ゆ
。

（
『
古
事
談
』
第
二
、
臣
節
「
業
平
、
小
野
小
町
の
髑
髏
と
連
歌
す
る
事
」
）

こ
の
ふ
た
つ
の
記
事
に
お
い
て
は
業
平
の
東
下
り
の
事
情
も
よ
り
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
髑
髏
の
眼
窩
を
貫
く
植
物
も
業
平
の
附
し
た
下
句
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る

「
薄
」
と
さ
れ
る
。
よ
り
説
明
的
で
整
合
性
の
取
れ
た
話
へ
と
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
業
平
は
小
町
の
「
尸
」
を
「
求
」
め
る
た
め
で
は
な
く
、
「
歌
枕
」

を
見
る
た
め
に
東
国
に
下
り
、
八
十
島
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
。
『
古
事
談
』
に
は
、
行
成
と
口
論
の
末
に
そ
の
冠
を
宮
中
の
庭
に
投
げ
捨
て
た
藤
原
実
方
が
、
天

皇
か
ら
「
歌
枕
見
て
参
れ
」
と
い
っ
て
陸
奥
に
左
遷
さ
れ
る
話
も
見
え
る
が
、
業
平
の
陸
奥
行
の
動
機
は
こ
の
話
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
能
因
法
師
が

陸
奥
国
に
下
向
し
『
八
十
島
記
』
を
著
し
た
こ
と
も
、
こ
の
業
平
像
に
い
く
ば
く
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
よ
う
。
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
「
遺
骸
／
草
の
原
」

を
尋
ね
求
め
る
物
語
の
男
た
ち
に
通
う
、
小
町
へ
の
執
着
と
情
愛
に
突
き
動
か
さ
れ
る
業
平
の
姿
は
も
は
や
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
八
十
島
を
訪

れ
て
い
る
た
め
、
「
あ
な
め
」
の
歌
の
上
句
を
聞
き
つ
け
て
髑
髏
を
発
見
し
た
さ
い
に
も
奇
妙
に
思
う
だ
け
で
、
そ
の
正
体
を
自
ら
あ
ば
き
だ
す
こ
と
は
な
い
。
第
三

者
の
教
示
に
よ
っ
て
そ
れ
を
小
町
の
成
れ
の
果
て
と
知
り
、
髑
髏
の
う
た
う
上
句
に
「
小
野
」
の
語
を
含
ん
だ
下
句
を
附
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
『
無
名
抄
』『
古
事
談
』
と
同
時
代
に
成
立
し
た
物
語
評
・
女
性
評
の
書
で
あ
る
『
無
名
草
子
』
は
、
そ
の
後
半
に
お
い
て
小
町
を
話
題
に
し
、『
和
歌
童
蒙
抄
』

に
近
似
し
た
独
詠
型
の
髑
髏
説
話
に
ま
で
語
り
及
ん
で
ゆ
く
。
そ
こ
に
お
い
て
髑
髏
の
発
見
者
は
恋
人
で
は
な
く
、
小
町
か
ら
百
年
ほ
ど
後
に
活
躍
し
た
藤
原
道
信
（
九

七
二
―
九
九
四
）
と
さ
れ
る
。

「
（
小
町
の
）
老
ひ
の
果
て
こ
そ
、
い
と
う
た
て
け
れ
。
さ
し
も
な
き
人
も
、
い
と
さ
ま
で
あ
る
こ
と
や
は
べ
る
」
と
言
ふ
人
あ
れ
ば
、「
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
憂

き
世
の
定
め
な
き
思
ひ
知
ら
れ
て
、
あ
は
れ
に
こ
そ
は
べ
れ
。
屍
に
な
り
て
後
ま
で
、

秋
風
の
吹
く
た
び
ご
と
に
あ
な
目
あ
な
目
小
野
と
は
言
は
じ
薄
生
ひ
け
り

な
ど
詠
み
て
は
べ
る
ぞ
か
し
。
広
き
野
の
中
に
薄
の
生
ひ
て
は
べ
り
け
る
、
か
く
聞
こ
え
た
る
な
り
け
り
。
い
と
あ
は
れ
に
て
、
そ
の
薄
を
引
き
捨
て
は
べ
り
け

る
夜
の
夢
に
、
か
の
頭
を
ば
、『
小
野
小
町
と
申
す
者
の
頭
な
り
。
薄
の
、
風
に
吹
か
る
る
た
び
ご
と
に
、
目
の
痛
く
は
べ
る
に
、
引
き
捨
て
た
ま
ひ
た
る
な
む
、

い
と
う
れ
し
き
。
こ
の
代
は
り
に
は
、
歌
を
い
み
じ
く
詠
ま
せ
た
て
ま
つ
ら
む
』
と
見
え
て
は
べ
り
け
る
と
か
や
。
か
の
夢
に
見
た
る
人
は
、
道
信
中
将
と
人
の

申
し
は
べ
る
は
ま
こ
と
に
や
。
誰
か
は
、
さ
る
こ
と
あ
る
な
。
色
を
も
香
を
も
、
心
に
染
む
と
な
ら
ば
、
か
や
う
に
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
」
と
言
へ
ば
、
…

(

『
無
名
草
子
』
依
拠
本
二
六
五
～
二
六
六
頁)

 

『
無
名
草
子
』
は
髑
髏
に
な
っ
て
ま
で
歌
を
詠
む
小
町
の
末
路
を
「
色
を
も
香
を
も
、
心
に
染
む
と
な
ら
ば
、
か
や
う
に
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
」
と
理
想
化
し
て

い
る
点
で
特
異
だ
が
、
そ
こ
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
髑
髏
説
話
の
内
容
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
従
来
の
資
料
よ
り
も
悲
惨
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
小
町
は

白
骨
と
な
っ
て
か
ら
も
長
い
時
間
を
荒
野
に
お
い
て
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
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さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
無
名
抄
』『
無
名
草
子
』
に
お
い
て
髑
髏
説
話
の
前
段
階
に
『
壮
衰
書
』
が
嵌
め
込
ま
れ
、
老
衰
落
魄
譚
の
延
長
上
に
こ
の
説
話
が
存

す
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。『
壮
衰
書
』
は
駢
儷
体
の
序
と
長
編
の
五
言
詩
か
ら
成
っ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
予
」
と

称
す
る
人
物
が
路
傍
で
疲
弊
、
貧
窮
し
た
惨
め
な
姿
の
老
婆
に
出
会
う
。
「
予
」
が
老
婆
に
身
の
上
を
問
う
と
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
自
分
は
倡
家
の
子
、

良
室
の
娘
で
あ
り
、
若
く
美
し
か
っ
た
時
分
に
は
奢
侈
驕
慢
を
極
め
た
。
家
族
の
愛
情
を
受
け
て
大
切
に
さ
れ
、
錦
の
衣
や
宝
玉
に
飾
ら
れ
た
美
し
い
姿
で
日
々
を
送

り
、
食
卓
に
は
山
海
の
珍
味
が
並
ん
だ
。
四
季
の
風
流
を
愉
し
み
、
折
に
触
れ
て
は
和
歌
を
詠
じ
、
ま
た
管
弦
の
遊
び
に
興
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
自
分
に
多
く
の
男
た

ち
が
求
婚
し
た
が
、
両
親
兄
弟
は
王
宮
の
妃
に
奉
ろ
う
と
考
え
る
ば
か
り
で
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
家
族
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、
家
が
没
落
し
て
貧
窮

孤
独
の
身
の
上
と
な
っ
た
。
あ
る
猟
師
の
妻
と
な
り
、
先
妻
と
の
諍
い
や
夫
の
態
度
、
貧
し
い
生
活
や
な
ま
ぐ
さ
も
の
ば
か
り
の
食
事
に
苦
し
み
つ
つ
も
一
人
の
男
の

子
を
産
み
、
育
て
た
。
そ
う
し
た
生
活
の
中
で
出
家
の
望
み
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
息
子
に
も
夫
に
も
先
立
た
れ
、
嘆
き
は
ま
す
ま
す
強
く
な
る
ば
か
り
。
今
は
仏

に
縋
り
、
た
だ
極
楽
浄
土
に
導
か
れ
る
こ
と
を
願
う
、
と
。
「
予
」
は
仏
道
を
讃
嘆
す
る
た
め
に
筆
を
取
り
、
彼
女
の
こ
と
を
詩
に
作
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
作
者
は
空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
）
と
伝
承
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
際
の
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
済
暹
（
一
〇
二
五
―
一
一
一
五
）
の
『
弘
法
大

師
御
作
目
録
』
な
ら
び
に
覚
鑁
（
一
〇
九
五
―
一
一
四
二
）
『
高
祖
御
製
作
書
目
録
』
に
『
壮
衰
書
』
の
名
が
見
え
て
お
り
、
十
一
世
紀
の
半
ば
ま
で
に
は
成
立
し
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
藤
原
清
輔
の
『
袋
草
紙
』
（
十
二
世
紀
半
ば
）
や
平
康
頼
の
『
宝
物
集
』
（
十
二
世
紀
後
半
）
を
皮
切
り
に
、
『
壮
衰
書
』
の
老
婆
と
小

町
を
同
一
視
す
る
風
潮
が
高
ま
っ
て
く
る
。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
語
ら
れ
た
『
無
名
抄
』
の
短
連
歌
型
説
話
は
、
髑
髏
説
話
の
舞
台
を
「
玉
造
り
の
小
野
」
に
設
定
し
、
「
玉
造
り
の
小
町
と
小
野
小
町
と

同
人
か
あ
ら
ぬ
者
か
」
と
い
う
議
論
の
さ
い
に
語
ら
れ
た
説
話
だ
と
注
記
す
る
。
『
無
名
抄
』
は
こ
の
時
代
の
風
潮
を
背
景
と
し
て
『
壮
衰
書
』
と
短
連
歌
型
の
髑
髏

説
話
を
連
関
さ
せ
、
「
玉
造
り
の
小
野
」
に
お
い
て
さ
す
ら
う
老
残
の
小
町
―
『
壮
衰
書
』
に
語
ら
れ
て
い
る
老
婆
の
さ
ら
な
る
末
路
と
し
て
、
髑
髏
説
話
を
位
置
付

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
『
壮
衰
書
』
の
老
婆
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
『
無
名
草
子
』
所
載
の
髑
髏
説
話
に
も
漂
っ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
付
近
に
は
、
そ
の
筆
録
者
と
し
て
設
定
さ
れ
た
八
十

三
歳
の
老
尼
の
身
な
り
が
若
い
女
房
に
よ
っ
て
「
小
野
小
町
が
ひ
ぢ
に
掛
け
け
む
筐
よ
り
は
め
で
た
し
」
と
評
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
壮
衰
書
』
の
老
婆
の

描
写
「
左
臂
懸
破
筐
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
作
者
が
小
町
と
『
壮
衰
書
』
の
老
婆
を
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
無
名
草
子
』
に
お
い
て
髑
髏
説

話
は
小
町
の
「
老
ひ
の
果
て
」
の
凄
絶
さ
か
ら
の
連
想
で
語
り
だ
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
「
老
ひ
の
果
て
」
と
い
う
表
現
は
、
『
壮
衰
書
』
を
踏
ま
え
た
も
の
と

見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
時
代
が
下
り
、
室
町
期
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
な
髑
髏
説
話
と
『
壮
衰
書
』
由
来
の
老
衰
落
魄
譚
を
複
合
さ
せ
る
風
潮
は
い
っ
そ
う
強
ま
り
、
『
三

国
伝
記
』『
榻
鴫
暁
筆
』
と
い
っ
た
説
話
集
が
『
壮
衰
書
』
由
来
の
小
町
の
老
衰
落
魄
譚
と
髑
髏
説
話
を
接
合
さ
せ
た
小
町
説
話
を
記
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
で
は
、

悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
小
町
を
憐
れ
ん
だ
空
海
が
、
そ
の
最
期
の
地
を
人
に
訊
ね
て
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
発
見
者
が
自
ら
の
意
志
で
小
町
の
死
地
に
赴

い
て
い
る
点
で
、『
江
家
次
第
』
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
だ
が
そ
れ
は
恋
人
と
の
再
会
で
は
な
く
、『
壮
衰
書
』
の
作
者
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
高
僧
・
空

海
が
、
哀
れ
で
罪
深
い
女
を
回
向
す
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
お
り
、『
江
家
次
第
』
か
ら
は
大
き
く
隔
た
っ
た
内
容
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
『
江
家
次
第
』
を
中
心
に
髑
髏
説
話
の
展
開
・
変
遷
を
概
観
し
て
み
た
。
そ
の
流
れ
を
振
り
返
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
小
町
集
』
『
江
家

次
第
』
が
伝
え
る
十
二
世
紀
初
頭
ま
で
の
記
事
は
、
孤
独
に
朽
ち
果
て
た
小
町
の
恋
人
と
の
再
会
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
『
江
家
次
第
』
で
は
こ
と
に
そ
の
点
が
顕

著
で
あ
り
、
『
伊
勢
物
語
』
の
享
受
世
界
に
お
い
て
小
町
の
恋
の
相
手
と
さ
れ
る
業
平
が
、
偶
然
に
髑
髏
と
邂
逅
す
る
の
で
は
な
く
、
八
十
島
に
向
か
っ
て
小
町
の
遺

骸
を
求
め
、
そ
れ
を
見
出
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
業
平
の
行
為
は
十
一
世
紀
の
物
語
を
中
心
に
散
見
さ
れ
る
、
「
遺
骸
／
草
の
原
を
尋
ね
る
」
と
い
う
表
現
の
広
が

り
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
か
つ
て
の
恋
人
で
あ
る
業
平
の
、
小
町
に
対
す
る
強
い
思
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

だ
が
以
降
、
「
恋
」
の
要
素
は
希
薄
化
、
後
景
化
し
、
髑
髏
の
発
見
者
は
通
り
が
か
り
の
人
物
や
、
お
よ
そ
百
年
後
の
人
物
で
あ
る
道
信
と
も
語
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
そ
の
い
っ
ぽ
う
、
従
来
は
説
話
中
で
明
記
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
の
前
日
譚
と
し
て
の
「
老
衰
落
魄
」
が
、
『
壮
衰
書
』
の
表
現
を
用
い
て
言
及
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
あ
な
め
」
の
歌
を
核
と
し
た
小
町
の
晩
年
と
死
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
時
代
と
共
に
大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
ゆ
き
、
仏
教
的
な
女

性
観
・
罪
障
観
を
背
景
に
よ
り
悲
惨
な
内
容
へ
と
傾
斜
し
て
ゆ
く
さ
ま
を
、
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
歌
語
り
の
場
な
ど
で
話
題
に
挙
が
っ
て
い
た
こ
う
し
た
説
話
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
書
き
留
め
て
き
た
の
は
、
匡
房
、
範
兼
、
清
輔
、
長
明
な
ど
の
男
性
た
ち

で
あ
っ
た
。
ま
た
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
に
御
所
で
行
わ
れ
た
絵
合
に
、
大
江
広
元
が
「
小
野
小
町
一
期
盛
衰
」
を
主
題
と
し
た
絵
を
提

出
し
た
。
そ
し
て
時
の
将
軍
で
あ
る
源
実
朝
は
こ
の
絵
に
関
心
を
も
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
代
に
は
、
文
字
テ
ク
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
鮮
烈
な
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
イ
メ

ー
ジ
に
よ
っ
て
小
町
の
老
衰
落
魄
と
朽
ち
果
て
て
ゆ
く
肉
体
の
あ
り
さ
ま
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
担
い
手
や
享
受
者
も
ま
た
男
性
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
説
話
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
小
町
を
よ
り
悲
惨
な
境
涯
に
追
い
込
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
躊
躇
い
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
小
町
観
を
女
性
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注注
１
…
源
義
春
「
小
町
『
あ
な
め
』
説
話
の
形
成
に
つ
い
て
」
（
『
国
文
学
論
集

浜
口
博
章
教
授
退
職
記
念
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
）
、
小
峯
和
明
「
も
の
い
う
髑
髏
―
魔
の
転
生
」

（
『
説
話
の
声
―
中
世
世
界
の
語
り
・
歌
・
笑
い
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
錦
仁
「
小
町
の
衰
老
落
魄
譚
」（
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
六
九
・
六
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）
、
伊
藤
玉
美
『
日

本
の
作
家
百
人

人
と
文
学

小
野
小
町
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。
こ
と
に
源
氏
は
、
『
枕
草
子
』
の
「
草
の
花
は
」
段
で
「
薄
」
が
白
髪
の
老
人
に
準
え
ら
れ
て
い
る
点
を
重

視
し
、
そ
の
よ
う
な
「
薄
」
が
小
町
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
髑
髏
説
話
に
「
美
女
小
町
の
衰
老
の
嘆
き
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

注
２
…
石
原
昭
平
「
小
野
小
町
説
話
の
形
成
―
業
平
と
の
話
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
東
横
国
文
学
』
二
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）
、
伊
藤
孝
子
「
小
野
小
町
説
話
の
生
成
と
伝
承
―
歌
語
り
と
説
話
の

関
係
を
中
心
に
―
」（
『
国
文
学
試
論
』
一
〇
、
一
九
七
五
年
一
二
月
）
。
な
お
片
桐
洋
一
『
小
野
小
町
追
跡
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
）
も
、『
小
町
集
』
六
八
番
歌
詞
書
の
さ
す
ら
う
小
町

の
描
写
に
『
壮
衰
書
』
と
の
共
通
性
を
見
て
い
る
。
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注
三
…
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
山
口
博
『
閨
怨
の
詩
人
小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
）
に
詳
し
い
。

注
四
…
注
二
片
桐
氏
前
掲
書
。

注
五
…
本
居
内
遠
の
『
小
野
小
町
考
』
や
目
崎
徳
衛

日
本
詩
人
選
６
『
在
原
業
平
、
小
野
小
町
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
は
儀
式
次
第
書
に
こ
の
よ
う
な
説
話
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
不
審
と
す
る
。
そ
し
て
内
遠
は
匡
房
が
行
っ
た
押
紙
な
ど
が
本
文
転
化
し
た
も
の
と
見
、
目
崎
氏
は
後
人
の
書
入
れ
が
同
様
の
結
果
を
迎
え
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
松
本
昭
彦
「
『
江
家
次

第
』
の
説
話
的
記
事
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
国
語
国
文
』
六
五
・
四
、
一
九
九
六
年
四
月
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
江
家
次
第
』
に
は
話
の
面
白
さ
に
重
心
を
置
い
た
「
説
話
的
記
事
」
が
散
見
さ

れ
、
そ
の
中
に
は
説
話
集
と
同
・
類
話
関
係
に
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
、
匡
房
自
身
が
『
江
家
次
第
』
に
髑
髏
説
話
を
記
し
留
め
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は

十
二
世
紀
末
に
成
立
し
た
顕
昭
の
『
袖
中
抄
』
が
「
江
記
曰
」
と
し
て
こ
の
記
事
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
た
匡
房
の
日
記
『
江
記
』
か
ら
増
補
さ
れ
た
部

分
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
一
世
紀
半
ば
か
ら
十
二
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
生
き
た
匡
房
の
周
辺
で
語
ら
れ
て
い
た
髑
髏
説
話
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

注
六
…
『
江
家
次
第
』
、
お
よ
び
顕
昭
の
『
袖
中
抄
』
（
十
二
世
紀
末
）
に
「
江
記
曰
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
、
当
該
記
事
の
本
文
異
同
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
在
五
中
将
―
―
在
中
将
（
高
松
宮
本
『
袖
中
抄
』
）

・
至
陸
奥
国
―
―
到
陸
奥
国
（
内
閣
文
庫
本
、
高
松
宮
本
『
袖
中
抄
』
、
穂
久
邇
文
庫
本
『
袖
中
抄
』
）

・
向
八
十
島
―
―
留
八
十
島
（
高
松
宮
本
『
袖
中
抄
』
、
穂
久
邇
文
庫
本
『
袖
中
抄
』
）

・
髑
髏
目
中
野
蕨
―
―
髑
髏
目
中
有
野
蕨
（
内
閣
文
庫
本
）
、
髑
髏
目
中
有
野
蕨
徹
（
陽
明
文
庫
本
、
高
松
宮
本
『
袖
中
抄
』
）
、「
薄
」
に
「
ス
ス
キ
」
と
傍
記
、
野
蕨
に
薇
と
傍
記
（
大
和
文

華
館
本
）

・
薄
生
計
里
―
―
薄
出
計
里
（
高
松
宮
本
『
袖
中
抄
』
、
穂
久
邇
文
庫
本
『
袖
中
抄
』
）

・
即
歛
葬
―
―
即
歿
葬
（
穂
久
邇
文
庫
本
『
袖
中
抄
』
）

注
七
…
松
井
健
児
「
小
野
小
町
髑
髏
詠
歌
考
」(

『
昭
和
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
二
五
、
一
九
八
九
年
三
月)

 

注
八
…
な
お
伊
澤
正
俊
「
行
路
死
人
歌
唱
和
論
―
再
死
の
呪
歌
―
」
（
『
上
代
文
学
』
六
二
、
一
九
八
九
年
四
月
）
は
、
行
路
死
者
が
今
際
の
際
に
こ
れ
ら
の
語
を
含
む
歌
を
詠
ん
だ
可
能
性
を
想

定
し
、「
行
路
死
人
歌
」
は
そ
れ
に
唱
和
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
行
路
死
者
は
歌
を
聞
か
れ
る
、
唱
和
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
演
さ
れ
た
死
の
儀
式
を
通
じ
て
「
再
死
」
さ
せ
ら

れ
、
慰
撫
、
鎮
魂
さ
れ
る
と
す
る
。
「
行
路
死
人
歌
」
が
こ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
死
者
と
生
者
に
よ
る
唱
和
を
記
し
た
短
連
歌
型
の
髑
髏
説
話
の
構
造
は
、
「
行
路
死
人
歌
」
の

表
現
伝
統
に
そ
の
ま
ま
連
な
る
こ
と
に
な
る
。

注
九
…
二
五
段
の
影
響
を
み
る
も
の
と
し
て
注
一
錦
氏
前
掲
論
文
が
あ
り
、
一
一
五
段
の
影
響
を
み
る
も
の
と
し
て
、
前
田
善
子
『
小
野
小
町
』(

三
省
堂
、
一
九
四
三
年)

、
石
原
昭
平
「
小
野

小
町
説
話
の
形
成
―
業
平
と
の
話
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
東
横
国
文
学
』
二
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）
・
「
小
野
小
町
の
説
話
―
生
成
と
展
開
―
」
（
『
日
本
の
説
話
』
二
、
一
九
七
三
年
）
・
「
歌
学

書
に
見
る
小
町
―
「
あ
な
め
の
薄
」
を
中
心
に
―
」（
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
六
〇
・
八
、
一
九
九
五
年
八
月
）
、
伊
藤
孝
子
「
小
野
小
町
説
話
の
生
成
と
伝
承
―
歌
語
り
と
説
話
の
関
係
を

中
心
に
―
」
（
『
国
文
学
試
論
』
一
〇
、
一
九
七
五
年
一
二
月
）
が
あ
る
。

注
一
〇
…
小
峯
和
明
「
も
の
い
う
髑
髏
―
魔
の
転
生
」（
『
説
話
の
声
―
中
世
世
界
の
語
り
・
歌
・
笑
い
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
錦
仁
「
業
平
と
小
町
―
髑
髏
遭
遇
譚
か
ら
」（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
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六
九
・
一
二
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
。
二
者
は
と
も
に
中
世
の
『
伊
勢
物
語
』
や
『
古
今
集
』
注
に
見
ら
れ
る
業
平
・
小
町
の
関
係
を
『
江
家
次
第
』
以
降
つ
づ
く
短
連
歌
型
の
髑
髏
説
話
の

前
提
に
置
い
て
お
り
、
小
峯
氏
は
「
二
人
（
論
者
注
・
小
町
と
業
平
）
は
愛
し
合
っ
て
結
婚
ま
で
す
る
が
互
い
に
色
好
み
で
破
局
を
迎
え
る
、
再
会
し
て
も
も
と
に
は
も
ど
り
え
な
い
、
と
い

う
の
が
お
よ
そ
中
世
の
『
古
今
集
』
や
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
の
う
み
だ
し
た
展
開
で
あ
る
。
落
ち
ぶ
れ
て
行
き
倒
れ
に
な
っ
た
小
町
を
当
の
業
平
が
見
つ
け
、
供
養
し
た
と
す
る
な
ら
、
小
町

に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
供
養
は
な
い
。
小
町
は
救
わ
れ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
」
と
す
る
。
そ
し
て
錦
氏
は
鎌
倉
期
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
で
あ
る
『
和
歌
知
顕
集
』
な
ど
に
存
す
る
、
小

町
は
業
平
と
和
歌
を
詠
み
合
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
菩
提
の
門
」
を
通
り
、
往
生
を
遂
げ
た
と
い
う
発
想
が
『
江
家
次
第
』
に
も
「
色
濃
く
流
れ
て
い
る
」
と
見
、
小
町
と
業
平
に
よ
っ
て
為
さ

れ
る
短
連
歌
は
「
生
前
に
な
さ
れ
る
べ
き
愛
の
成
就
」
で
、
業
平
と
一
首
の
歌
を
生
終
え
た
と
き
、
小
町
は
よ
う
や
く
成
仏
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
小
町
の
過
去
を
知
る
生
存
者
」

で
あ
る
業
平
が
小
町
を
救
済
す
る
と
い
う
行
為
に
は
、
「
か
つ
て
小
町
と
交
渉
を
も
っ
た
業
平
自
身
の
贖
罪
」
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
す
る
。

注
一
一
…
前
田
善
子
『
小
野
小
町
』
（
三
省
堂
、
一
九
四
三
年
）

注
一
二
…
福
田
秀
一
「
和
歌
童
蒙
抄
」（
『
和
歌
大
事
典
』
明
治
書
院
）
。
い
っ
ぽ
う
日
本
歌
学
大
系
第
一
巻
の
久
曾
神
昇
氏
に
よ
る
『
和
歌
童
蒙
抄
』
解
題
は
、
書
陵
部
の
識
語
に
「
仁
平
以
往
所

抄
也
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
そ
の
成
立
時
代
を
久
安
、
仁
平
年
間
と
見
て
お
り
、
こ
の
場
合
『
袋
草
紙
』
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
時
代
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

注
一
三
…
前
田
善
子
「
異
本
小
町
家
集
に
つ
い
て
―
神
宮
文
庫
所
蔵
異
本
三
十
六
人
家
集
・
及
び
架
蔵
異
本
三
十
六
人
集Ⅰ

・Ⅱ

中
の
小
町
集
に
つ
い
て
―
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
二
三
・
八
、

一
九
四
六
年
八
月
）

注
一
四
…
出
雲
路
修
「
秋
風
の
ふ
く
た
び
ご
と
に
―
小
野
小
町
説
話
考
―
」（
『
国
語
国
文
』
四
九
・
六
、
一
九
八
〇
年
六
月→

『
説
話
集
の
世
界
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
、
注
二
伊
藤
氏
論

文
、
注
一
・
注
一
〇
錦
氏
前
掲
論
文
。

注
一
五
…
注
一
四
出
雲
路
論
文
や
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
上
岡
勇
司
「
小
町
歌
の
伝
承
」
（
『
説
話
伝
承
研
究
』
二
五
、
一
九
八
一
年
四
月→

『
和
歌
説
話
の
研
究

中
古
篇
』
笠
間
書
院
、
一
九
八

六
年
）
は
こ
の
時
点
で
小
町
が
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
神
宮
文
庫
本
系
統
の
『
小
町
集
』
が
「
あ
な
め
」
の
歌
の
あ
と
に
「
冬
、
み
ち
ゆ
く
ひ
と
の
、
い
と
さ
む
げ

に
て
も
あ
る
か
な
、
よ
こ
そ
は
か
な
け
れ
と
い
ふ
を
き
ゝ
て
、
ふ
と
／
手
枕
の
ひ
ま
の
風
だ
に
さ
む
か
り
き
身
は
な
ら
は
し
の
も
の
に
ぞ
ざ
り(

あ
り
歟)

け
る
（
『
拾
遺
集
』
９１
詠
人
不
知
／
神

宮
６９
、
他
本
な
し
）
」
と
い
う
落
魄
の
小
町
の
歌
を
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
角
田
宏
子
『
『
小
町
集
』
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
は
神
宮
文
庫
本
系
統
の
諸
本
を
精
査
し

た
上
で
、
書
陵
部
（
五
一
一
・
二
）
本
が
そ
の
古
態
を
残
し
て
い
る
も
の
と
見
る
。
そ
し
て
こ
の
書
陵
部
（
五
一
一
・
二
）
本
で
は
、
「
冬
み
ち
ゆ
く
ひ
と
の
」
以
下
は
そ
れ
以
前
の
部
分
と
一

行
空
け
て
、
独
立
し
た
か
た
ち
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
来
、
こ
の
「
冬
み
ち
ゆ
く
ひ
と
の
」
以
下
の
部
分
は
髑
髏
説
話
と
は
無
関
係
に
、
小
町
の
晩
年
の
老
衰
落
魄
の
ひ

と
つ
の
展
開
と
し
て
『
小
町
集
』
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

注
一
六
…
注
二
片
桐
氏
前
掲
書
。

注
一
七
…
植
物
が
繁
茂
す
る
荒
廃
し
た
墓
所
の
例
は
『
白
氏
文
集
』『
新
楽
府
』
な
ど
の
漢
籍
に
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
ま
た
第
四
節
に
お
い
て
詳
述
し
た
よ
う
に
、
十
一
世
紀
以
降
の
物
語
を

中
心
に
「
草
の
原
」
の
語
が
墓
所
な
い
し
終
焉
の
地
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
上
野
英
二
「
長
恨
歌
か
ら
源
氏
物
語
へ
」
（
『
国
語
国
文
』
五
〇
・
九
、
一
九
八
一
年
九
月→

『
源
氏

物
語
序
説
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
墓
所
・
終
焉
の
地
と
草
の
繁
茂
を
め
ぐ
る
表
現
は
十
一
世
紀
以
降
、『
長
恨
歌
』
を
題
材
に
し
た
和
歌
、
説
話
に
お
い
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て
、『
長
恨
歌
』
中
で
「
泥
土
」
と
形
容
さ
れ
た
馬
嵬
の
楊
貴
妃
の
墓
所
が
「
秋
風
」
の
吹
く
「
浅
茅
が
原
」
と
し
て
描
写
さ
れ
る
こ
と
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
小
町
の
墓
所
・
終
焉

の
地
も
ま
た
、
同
時
代
に
楊
貴
妃
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

注
一
八
…
西
村
聡
「
花
橘
と
花
す
す
き
―
『
通
小
町
』
に
お
け
る
『
あ
な
め
』
説
話
の
背
景
―
」
（
『
観
世
』
五
一
・
八
、
一
九
八
四
年
六
月
）

注
一
九
…
神
田
龍
身
・
西
沢
正
史
編
『
中
世
王
朝
物
語
・
御
伽
草
子
辞
典
』(

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年)

「
散
逸
物
語
事
典
」
の
「
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
」
項(

足
立
繭
子
氏
担
当)

。

注
二
〇
…
賀
茂
真
淵
の
『
源
氏
物
語
新
釈
』
が
こ
の
点
に
つ
い
て
指
摘
し
、
「
草
の
原
」
を
墓
所
と
解
し
て
い
る
。

注
二
一
…
吉
野
瑞
恵
「
朧
月
夜
物
語
の
深
層
」（
『
国
語
と
国
文
学
』
六
六
・
一
〇
、
一
九
八
九
年
十
月→

『
王
朝
文
学
の
生
成

―
『
源
氏
物
語
』
の
発
想
・「
日
記
文
学
」
の
形
態
』
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
）
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結
語

以
上
、
第
一
部
で
は
『
小
町
集
』
の
成
立
と
歌
の
増
益
の
方
法
、
「
出
所
不
明
歌
」
や
他
人
歌
を
含
め
た
歌
々
が
織
り
な
す
世
界
を
見
て
ゆ
き
、
第
二
部
で
は
『
小

町
集
』
以
外
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
平
安
期
の
小
町
享
受
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

具
体
的
に
は
ま
ず
第
一
部
の
第
一
章
で
一
九
九
九
年
に
公
開
さ
れ
た
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
は
大
き
く
構
成
の
異
な
る
唐
草
装
飾
本
を
中
心
と
し
て
『
小
町

集
』
の
成
立
と
そ
の
早
い
時
代
に
お
け
る
享
受
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
唐
草
装
飾
本
の
書
写
年
代
は
十
二
世
紀
の
後
半
で
あ
り
、
現
存
諸
本
の
中
で
は
成
立
が
最
も
古

い
。
そ
し
て
歌
数
も
計
四
五
首
と
少
な
く
、
そ
の
編
集
意
識
や
配
列
に
神
宮
文
庫
本
系
統
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
原
型

と
も
考
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
そ
の
巻
末
付
近
に
は
、
『
小
町
集
』
伝
本
の
中
で
は
ほ
か
に
静
嘉
堂
文
庫
本
系
統
に
し
か
見
え
な
い
歌
や
詞
書
が
存
在
し
て
お
り
、
静

嘉
堂
文
庫
本
系
統
の
原
本
な
い
し
撰
歌
資
料
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
他
系
統
の
伝
本
が
い
ず
れ
も
収
載
し
て
い
る
『
後
撰
集
』
の
小

町
歌
を
い
っ
さ
い
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
章
で
は
こ
の
問
題
を
、『
小
町
集
』
所
収
歌
の
歌
語
と
い
う
側
面
か
ら
論
じ
た
。
具
体
的
に
は
、『
小
町
集
』
の
大
半
を
占
め
る
、
他
の
平
安
期
の
資
料
に
見
え
ず
、

小
町
の
歌
と
も
そ
う
で
な
い
と
も
に
わ
か
に
判
断
が
つ
か
な
い
「
出
所
不
明
歌
」
や
他
人
歌
の
中
に
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
小
町
歌
と
表
現
や
題
材
の
上
で
共
通

す
る
歌
が
少
な
く
な
い
と
い
う
指
摘
に
着
目
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
『
後
撰
集
』
に
一
〇
九
〇
番
歌
と
し
て
載
る
「
あ
ま
の
住
む
浦
こ
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
う

み
わ
た
る
我
ぞ
悲
き
」
に
詠
ま
れ
た
「
漕
ぐ
舟
」
を
詠
む
歌
々
で
あ
る
。
だ
が
唐
草
装
飾
本
は
『
後
撰
集
』
所
載
の
小
町
歌
の
み
な
ら
ず
、
「
漕
ぐ
舟
」
を
詠
む
歌
々

も
い
っ
さ
い
載
せ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
『
小
町
集
』
諸
本
が
共
通
し
て
有
し
て
い
る
長
歌
を
見
て
み
る
と
、
他
の
系
統
の
伝
本
に
存
す
る
「
浦
こ
ぐ
舟
の

ぬ
れ
わ

た
り
」
の
二
句
が
、
唐
草
装
飾
本
に
は
見
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
見
、
唐
草
装
飾
本
が
書
写
過
程
で
脱
落
さ
せ
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
『
小
大
君
集
』
の
巻
末
に
存
す
る
神
宮
文
庫
本
系
統
の
よ
り
古
態
を
と

ど
め
た
逸
文
に
も
、
こ
の
二
句
は
存
在
し
な
い
。
す
る
と
神
宮
文
庫
本
系
統
の
原
本
も
ま
た
、
あ
る
時
点
ま
で
「
浦
こ
ぐ
舟
の

ぬ
れ
わ
た
り
」
の
二
句
を
も
た
な
い

138 



長
歌
を
伝
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
唐
草
装
飾
本
の
伝
え
る
長
歌
の
形
は
む
し
ろ
古
態
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
そ
し

て
長
歌
に
「
浦
こ
ぐ
舟
の

ぬ
れ
わ
た
り
」
の
二
句
が
挿
入
さ
れ
た
理
由
を
、
そ
の
後
に
位
置
す
る
「
い
つ
か
う
き
み
の

み
く
さ
み
の

わ
が
み
に
か
け
て
」
と
い

う
表
現
と
関
連
付
け
て
論
じ
、
こ
の
「
み
く
さ
み
の
」
が
舟
に
か
け
る
筵
で
あ
る
「
み
く
さ
み
」
と
解
さ
れ
た
結
果
、
『
後
撰
集
』
所
載
の
小
町
歌
に
見
え
る
「
舟
」

に
か
か
わ
る
表
現
を
用
い
た
「
浦
こ
ぐ
舟
の

ぬ
れ
わ
た
り
」
の
二
句
が
挿
入
さ
れ
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
小
町
ら
し
い
表
現
に
改
変
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
た
。

そ
し
て
唐
草
装
飾
本
が
『
小
町
集
』
の
古
態
を
多
分
に
と
ど
め
た
集
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
の
唐
草
装
飾
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
伝
本
に
見
え
る
歌
と
、
唐
草
装

飾
本
に
は
見
え
な
い
が
、
こ
れ
と
近
い
関
係
に
あ
る
神
宮
文
庫
本
系
統
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
『
小
町
集
』
伝
本
が
共
通
し
て
有
す
る
歌
々
を
、
古
く
か
ら
小
町
に
結

び
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
、
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
と
し
て
重
視
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
ま
た
『
小
町
集
』
の
「
基
幹
部
分
」
の
歌
々
か
ら
成
る
テ
キ
ス
ト

が
十
一
世
紀
に
は
成
立
し
、
貸
借
、
書
写
が
行
わ
れ
、『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
で
あ
る
能
因
法
師
と
相
模
に
も
享
受
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。

次
に
第
一
部
第
二
章
で
は
、『
小
町
集
』
に
「
あ
ま
（
海
人
）
」
の
歌
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
小
町
集
』
に
は
『
古

今
集
』
や
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
と
同
様
の
題
材
や
表
現
を
用
い
た
「
出
所
不
明
歌
」
や
他
人
歌
が
多
く
入
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
こ
と

に
「
夢
」
と
「
あ
ま
（
海
人
）
」
の
歌
が
多
い
。
し
か
し
「
夢
」
の
語
を
詠
み
こ
み
、
そ
こ
で
の
逢
瀬
を
描
い
た
歌
が
、
『
古
今
集
』
に
五
首
、
『
小
町
集
』
の
「
出
所

不
明
歌
」
に
七
首
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
あ
ま
」
を
詠
む
歌
は
『
古
今
集
』
に
二
首
、『
後
撰
集
』
に
一
首
、
そ
し
て
『
小
町
集
』
の
「
出
所
不
明
歌
」
や
他
人
歌
と

し
て
九
首
を
数
え
る
。
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
十
八
首
の
う
ち
、
「
夢
」
の
逢
瀬
を
詠
む
歌
が
三
分
の
一
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
『
小
町
集
』
に
お
い

て
同
様
の
題
材
の
歌
が
ほ
か
に
七
首
存
在
す
る
の
は
さ
ほ
ど
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
だ
が
「
あ
ま
」
の
歌
は
『
小
町
集
』
に
お
い
て
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
の

歌
数
を
は
る
か
に
超
え
る
増
加
を
み
せ
た
。
こ
の
章
で
は
、
そ
れ
ら
の
歌
々
を
⓵
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
、
②
『
後
撰
集
』
の
小
町
詠
や
『
小
町
集
』
「
基
幹
部
分
」

の
歌
々
、
➂
歌
仙
歌
集
本
系
統
に
し
か
見
え
な
い
歌
々
に
分
け
て
段
階
的
に
検
討
し
、
『
古
今
集
』
の
小
町
歌
に
お
い
て
は
、
自
分
に
懸
想
す
る
相
手
を
揶
揄
す
る
よ

う
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、『
後
撰
集
』
や
『
小
町
集
』「
基
幹
部
分
」
の
歌
は
、
そ
う
し
た
歌
の
表
現
を
利
用
し
な
が
ら
む
し
ろ
、
来
ぬ
男
を
待
つ
歌
を
詠

ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
歌
仙
歌
集
本
系
統
に
お
い
て
独
自
に
増
補
さ
れ
て
い
る
歌
々
は
、『
後
撰
集
』
や
『
小
町
集
』「
基
幹
部
分
」
の
歌
と
表
現
の
上
で

共
通
性
を
も
っ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
歌
が
小
町
に
結
び
付
け
ら
れ
『
小
町
集
』
に
収
め
ら
れ
る
と
、
次
に
そ
の
歌
に
存
す
る
表
現
と
共
通
す
る
歌
も
ま
た
小
町
の
も
の

と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
増
補
の
プ
ロ
セ
ス
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
歌
仙
歌
集
本
系
統
の
末
尾
近
く
に
存
す
る
「
あ
ま
」
の
歌
二
首
は
、
い
ず
れ
も
出
家
し

て
「
あ
ま
」
に
な
っ
た
小
町
の
詠
と
し
て
読
み
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
し
て
第
一
部
第
三
章
で
は
、『
小
町
集
』
の
「
山
里
」
の
歌
に
着
目
し
た
。『
古
今
集
』
の
小
町
歌
に
は
「
山
里
」
の
景
を
詠
ん
だ
歌
が
三
首
あ
り
、
こ
れ
ら
は
従

来
、
山
里
に
閑
居
す
る
老
小
町
の
歌
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
う
ち
唐
草
装
飾
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
伝
本
に
存
在
す
る
「
山
里
に
あ
れ
た
る
宿
を
て
ら
し
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つ
ゝ
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん
秋
の
夜
の
月
」
に
は
、
神
宮
文
庫
本
系
統
で
は
「
山
里
に
て
、
秋
の
月
の
お
は
り
に
、
む
つ
れ
し
に
」
と
い
う
詞
書
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
た
。
こ
の
詞
書
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
む
し
ろ
山
里
で
男
と
逢
う
小
町
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
『
小
町
集
』
の
始
発
の
段
階
で
「
山

里
に
」
歌
が
、
平
安
期
に
屏
風
絵
の
題
材
と
し
て
少
な
か
ら
ず
描
か
れ
た
「
山
里
で
男
を
待
つ
女
」
の
歌
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
可
能
性
や
、
そ
の
ほ
か
に
も
「
山

里
で
男
を
待
つ
」
小
町
の
姿
を
伝
え
る
よ
う
な
歌
々
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

さ
て
、
第
二
部
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
二
本
の
論
考
を
収
め
た
。
ま
ず
第
二
部
第
一
章
で
は
、
小
町
の
歌
の
引
用
表
現
が
三
例
見
ら
れ
る
『
住
吉
物
語
』
を
取
り
上

げ
、
作
中
に
引
か
れ
た
小
町
詠
の
機
能
と
、
そ
れ
が
古
本
の
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
可
能
性
、
そ
し
て
な
ぜ
小
町
詠
が
多
く
引
か
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
扱
っ

た
。
『
住
吉
物
語
』
に
三
首
引
か
れ
た
小
町
詠
の
う
ち
、
姫
君
と
男
君
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
な
さ
れ
た
『
古
今
集
』
の
小
町
詠
を
用
い
た
「
夢
」
関
係
の
表
現

は
、
『
住
吉
物
語
』
の
中
に
他
に
も
見
ら
れ
る
姫
君
と
男
君
の
「
照
応
」
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
個
人
の
意
思
を
こ
え
た
と
こ
ろ
で
の
二
者
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る

と
し
た
。
ま
た
都
に
帰
還
す
る
姫
君
を
送
る
遊
女
の
謡
と
し
て
引
か
れ
た
『
後
撰
集
』
の
「
心
か
ら
う
き
た
る
舟
に
の
り
そ
め
て
一
日
も
浪
に
ぬ
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
」
と

姫
君
の
漂
泊
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
『
住
吉
物
語
』
に
ど
の
段
階
で
小
町
詠
が
導
入
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
、
小
町
と
水
辺
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
よ
く
結
び

つ
い
て
い
た
古
本
の
時
代
か
ら
こ
れ
ら
の
引
歌
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
し
た
。

次
に
第
二
部
第
二
章
で
は
、
野
晒
し
と
な
っ
た
小
町
の
髑
髏
が
「
あ
な
め
」
と
い

う
特
異
な
語
を
含
む
歌
を
詠
み
、
そ
れ
を
聞
き
つ
け
た
と
い
う
説
話
、
い
わ
ゆ
る
小
町
の
髑
髏
説
話
の
変
遷
を
、
十
二
世
紀
初
頭
の
『
江
家
次
第
』
に
着
目
し
て
論
じ

た
。
神
宮
文
庫
本
系
統
の
『
小
町
集
』
や
『
江
家
次
第
』
に
お
い
て
は
、
髑
髏
説
話
の
「
か
つ
て
の
恋
人
と
の
再
会
」
と
い
う
側
面
が
前
に
押
し
出
さ
れ
て
お
り
、
こ

と
に
『
江
家
次
第
』
で
は
、
十
一
世
紀
の
物
語
を
中
心
に
散
見
さ
れ
る
、
男
が
死
ん
だ
女
の
「
尸
」
を
「
求
」
め
る
、
と
い
う
要
素
を
導
入
し
て
業
平
の
小
町
へ
の
想

い
の
深
さ
を
演
出
し
て
い
る
。
し
か
し
以
降
、
恋
の
要
素
は
後
景
化
し
て
ゆ
き
、
か
わ
り
に
『
壮
衰
書
』
的
な
老
衰
落
魄
の
イ
メ
ー
ジ
が
髑
髏
説
話
の
前
段
階
に
位
置

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
検
討
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、『
小
町
集
』
の
「
あ
ま
」
や
「
山
里
」
の
歌
、
そ
し
て
髑
髏
説
話
は
、
そ
の
始
発
の
段
階
で
は
「
恋
」
の
要
素
が
色
濃
く
、

と
き
に
物
語
文
学
の
世
界
と
の
接
点
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
そ
れ
が
希
薄
化
し
、
仏
道
に
帰
依
す
る
小
町
像
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
ゆ
く
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
平
安
期
と
中
世
の
差
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
な
の
だ
が
、
小
町
の
伝
記
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
の
想
像
力
が
、
そ
の
時
代
の
文
化
、

文
芸
に
つ
よ
く
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
小
町
集
』
が
成
長
を
つ
づ
け
て
き
た
時
代
に
は
、
物
語
文
化
が
花
開
き
、
『
伊
勢
物
語
』
『
大
和
物
語
』
『
平
中
物
語
』
と
い
っ
た
歌
物
語
、
歌
物
語
的
な
家
集
で

あ
る
『
篁
集
』、『
一
条
摂
政
御
集
』
な
ど
が
成
立
し
た
ほ
か
、
古
歌
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
、
あ
る
い
は
場
面
の
核
と
し
て
「
作
り
物
語
」
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ

う
し
た
、
歌
を
核
と
し
て
「
物
語
」
を
生
み
出
す
想
像
力
、
虚
構
の
人
物
が
生
き
る
世
界
を
思
い
描
く
想
像
力
が
、
小
野
小
町
の
伝
記
の
空
白
を
、
そ
の
詠
作
を
よ
す
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が
と
し
て
思
い
描
く
さ
い
に
も
、
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
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